
や
ぶ
ち
ゃ
ん
の
電
子
テ
ク
ス
ト
集
：
小
説
・
戯
曲
・
評
論
・
随
筆
・
短
歌
篇
へ

鬼
火
へ

や
ぶ
ち
ゃ
ん
版
萩
原
朔
太
郎
全
歌
集

©
附
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
は
筑
摩
書
房
版
「
萩
原
朔
太
郎
全
集
」
の
第
三
巻
・
第
十
五
巻
・
補
巻
を
使
用
、

編
年
体
構
成
と
し
、
原
則
、
同
底
本
下
段
に
示
さ
れ
て
あ
る
初
出
形
で
示
す
こ
と
と
し
た
。
但
し
、
鑑
賞

に
著
し
い
困
難
を
有
す
る
誤
字
や
脱
字
・
錯
字
に
つ
い
て
は
同
底
本
の
校
訂
本
文
を
参
考
に
し
つ
つ
、
独

自
に
校
訂
し
た
（
そ
う
し
た
操
作
を
行
っ
た
部
分
に
は
総
て
そ
の
旨
の
注
を
施
し
て
あ
る
。
な
お
、
字
の

ポ
イ
ン
ト
は
前
書
や
標
題
で
異
な
る
が
、
こ
こ
で
は
一
切
そ
れ
を
無
視
し
て
、
同
ポ
イ
ン
ト
で
示
し
て
あ

る
。
字
の
配
置
は
ほ
ぼ
準
じ
た
。

異
な
っ
た
稿
（
同
一
雑
誌
で
も
発
表
欄
が
異
な
る
も
の
も
別
稿
と
採
っ
た
）
の
間
に
は
、

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

を
挟
ん
だ
。
但
し
、
「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
は
引
用
の
前
後
に
、

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

を
入
れ
、
全
体
を
ソ
リ
ッ
ド
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
た
め
に
、
先
の
記
号
を
配
さ
ず
、
歌
群
間
は
概
ね
三

行
空
き
で
示
し
た
（
歌
群
終
了
が
分
か
り
難
い
箇
所
に
は
終
了
し
た
こ
と
を
示
す
注
を
入
れ
て
識
別
し
易

く
は
し
て
お
い
た
）
。
但
し
、
改
頁
に
よ
っ
て
分
か
ち
書
き
の
短
歌
が
分
断
し
た
り
、
標
題
だ
け
が
頁
末
に

く
る
箇
所
で
は
わ
ざ
と
空
行
を
増
や
し
て
送
っ
て
あ
る
の
で
注
意
さ
れ
た
い
。
草
稿
類
の
内
、
先
行
す
る

発
表
歌
の
注
で
既
に
示
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
。
類
型
・
相
似
・
相
同
歌
の
注
に
つ
い
て
は
、

先
行
し
て
注
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
（
但
し
、「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
で
は
既
に
私
が
作
っ
た
「
ソ

ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
注
（
後
述
）
を
そ
の
ま
ま
流
用
し
た
た
め
に
重
複
し
て
い
る
）
。
書
簡
中
の
短
歌
で
書
信

自
体
が
短
歌
と
強
い
親
和
性
を
持
っ
て
い
る
と
判
断
し
た
も
の
は
、
書
信
の
一
部
又
は
全
文
を
電
子
化
し

て
示
し
て
あ
る
。

な
お
、
萩
原
朔
太
郎
の
自
選
私
選
歌
集
で
あ
る
「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
か
ら
は
短
歌
の
み
を
採
っ
た
が
、

私
は
既
に
「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ

附
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
」
Ｐ
Ｄ
Ｆ
縦
書
版
を
公
開
し
て
い
る
。
全
貌
は
そ
ち

ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
に
際
し
、
ソ
フ
ト
の
限
界
か
ら
一
部
の
正
字
及
び
そ
れ
を
含
む
文
字
列
が
転
倒
し
て
お
り
、

ま
た
「
廻
」
の
字
の
旧
字
は
空
欄
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
止
む
を
得
ず
新
字
で
表
記
し
て
あ
る
の
は
御
寛

恕
願
い
た
い
。【
二
〇
一
四
年
十
二
月
十
八
日

妻
の
誕
生
日
に

©
藪
野
直
史
】
］
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い
め
に
見
し
お
ほ
つ
鯨
の
背
に
の
り
て
九
十
九
里
は
ま
今
行
く
ら
ん
か

そ
の
松
原
都
に
何
ん
の
え
に
し
あ
り
て
ふ
と
の
ま
ど
ひ
の
我
た
ゆ
た
し
む

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
現
存
す
る
萩
原
朔
太
郎
の
短
歌
の
内
、
公
に
発
表
さ
れ
た
短
歌
に
先
行
す
る
最
古
の

二
首
。

明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）
年
八
月
二
日
消
印
萩
原
栄
次
宛
写
真
葉
書
よ
り
。
一
九
八
九
年
二
月
刊
の
筑

摩
書
房
版
萩
原
朔
太
郎
全
集
補
巻
の
「
短
歌
」
パ
ー
ト
に
あ
る
『
書
簡
よ
り
』
か
ら
。
萩
原
栄
次
は
従
兄

（
医
師
で
あ
っ
た
父
密
蔵
の
兄
で
萩
原
家
医
家
十
一
代
目
萩
原
玄
碩
の
長
男
。
後
に
萩
原
主
家
十
二
代
目

と
な
っ
た
。
短
歌
を
よ
く
し
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
若
き
日
の
朔
太
郎
を
そ
ち
ら
へ

よ
く
導
い
た
。
謂
わ
ば
、
朔
太
郎
の
短
歌
の
指
導
者
で
あ
り
、
か
の
詩
集
「
月
に
吠
え
る
」
は
彼
に
捧
げ

ら
れ
て
い
る
）
朔
太
郎
よ
り
八
つ
年
上
）
。
二
首
の
前
に
『
只
今
靑
松
館
へ
到
着
仕
り
候
』
、
末
尾
に
『
八

月
朔
日
』
と
あ
る
。
投
函
地
は
底
本
所
収
の
当
該
書
簡
に
よ
れ
ば
『
千
葉
縣
下
一
ノ
宮
在
靑
松
館
』
。
こ
の

避
暑
行
は
既
刊
全
集
の
当
該
年
に
は
記
載
が
な
い
（
『
夏

一
家
で
水
戸
海
岸
平
磯
へ
避
暑
』
と
は
あ
る
。

な
お
、
こ
の
直
前
の
七
月
三
十
日
消
印
の
同
人
宛
書
簡
に
『
明
日
九
十
九
里
が
濱
へ
出
發
す
べ
く
候
』
と

あ
る
）
。
古
絵
葉
書
販
売
サ
イ
ト
内
に
あ
っ
た
同
館
の
絵
葉
書
を
リ
ン
ク
し
て
お
く
（
同
宛
名
面
画
像
も
）。

当
時
、
朔
太
郎
満
十
五
歳
。
因
み
に
こ
こ
は
後
の
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
に
大
学
卒
業
直
後
の
芥
川
龍

之
介
（
「
芋
粥
」
脱
稿
直
後
で
二
十
四
歳
）
が
久
米
正
雄
と
避
暑
に
訪
れ
た
「
一
宮
館
」
の
近
く
で
あ
る
。

「
い
め
」
は
「
夢
」
の
上
代
語
で
「
寝
目

い

め

」
。「
ゆ
め
」
は
平
安
以
降
に
用
い
ら
れ
た
。
校
訂
本
文
は
「
お

ほ
つ
」
を
「
お
ほ
き
」
と
す
る
が
、
採
ら
な
い
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

朝
行
く
に
人
目
涼
し
き
濱
や
濱
小
ぐ
つ
玉
靴
玉
漣
の
あ
と

え
に
し
細
う
小
き
砂
に
た
ゞ
泣
き
ぬ
歌
は
名
に
な
き
濱
の
お
ぼ
ろ
月

夏
さ
む
う
歌
も
た
ぬ
子
の
罪
と
は
ぬ
君
に
上
總
の
興
は
語
ら
れ
ぬ
。

http://www.pocketbooks-japan.com/images/products/h5001-9999/h8186.jpg?osCsid=21b3db1593facb9169b83ca786e88cb7
http://www.tokyo-postcard.com/back/h/hu8186.jpg


［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）
年
八
月
十
三
日
消
印
萩
原
栄
次
宛
葉
書
よ
り
。
投
函
地
は

同
じ
く
一
ノ
宮
青
松
館
。
書
簡
末
尾
に
は
『
八
月
十
二
日
夜
』
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
。
一
九
八
九

年
二
月
刊
の
筑
摩
書
房
版
萩
原
朔
太
郎
全
集
補
巻
の
「
短
歌
」
パ
ー
ト
に
あ
る
『
書
簡
よ
り
』
か
ら
。
底

本
の
短
歌
補
遺
パ
ー
ト
の
『
書
簡
よ
り
』
で
は
第
一
首
目
を
採
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
『
坂
東
太
郎
』
第

三
十
四
号
（
明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）
年
十
二
月
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
た
、

朝
ゆ
く
に
人
目
凉
し
き
濱
や
濱
小
靴
玉
靴
漣
の
あ
と

と
相
同
歌
と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
（
底
本
の
書
簡
で
は
こ
の
「
玉
漣
」
の
「
玉
」
の
右
に
、
前
の
「
玉

靴
」
の
「
玉
」
の
衍
字
と
判
断
す
る
意
味
の
傍
点
が
附
さ
れ
て
あ
る
）
。
但
し
、
「
ゆ
く
に
」
「
小
靴
」
の
表

記
が
異
な
り
、
何
よ
り
も
こ
の
書
簡
の
方
が
『
坂
東
太
郎
』
よ
り
先
行
す
る
の
で
初
出
と
し
て
こ
れ
は
採

る
べ
き
で
あ
る
と
私
は
判
断
し
た
。
そ
も
そ
も
「
玉
漣
」
も
確
か
に
衍
字
が
深
く
疑
わ
れ
る
と
は
い
え
、

こ
れ
を
こ
う
書
い
て
「
玉
漣

さ
ざ
な
み

」
と
読
ま
せ
よ
う
と
し
た
可
能
性
を
誰
も
排
除
は
出
来
な
い
と
い
う
の
も
私

が
採
用
し
た
今
一
つ
の
理
由
で
も
あ
る
。

二
首
目
は
、
「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
（
推
定
で
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
四
月
頃
、
朔
太
郎
満
二
十
七
歳

の
時
の
製
作
）
の
「
若
き
ウ
エ
ル
テ
ル
の
煩
ひ
」
歌
群
の
三
首
目
に
出
る
、

ゑ
に
し
細
う
冷
た
き
砂
に
た
ゞ
泣
き
ぬ

戀
と
し
も
な
き
濱
の
お
ぼ
ろ
月

の
類
型
歌
で
あ
る
が
、
か
な
り
異
な
る
（
「
ゑ
に
し
」
は
マ
マ
）
。
三
首
目
末
尾
の
句
点
は
マ
マ
。
こ
の
短

歌
が
本
文
の
最
後
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
暫
く
そ
の
ま
ま
と
し
て
お
く
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

鞦
韆
の
さ
ゆ
ら
ぎ
止
ま
ぬ
我
が
庭
の
芭
蕉
卷
葉
に
細
し
春
雨

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
坂
東
太
郎
』
第
二
十
一
巻
第
四
号
（
明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）
年
十
月
発
行
）
に
服

部
躬
治
選
で
掲
載
さ
れ
た
。
底
本
の
筑
摩
書
房
版
全
集
第
三
巻
の
「
短
歌
」
の
冒
頭
に
載
る
。
選
者
の

服
部
躬
治

は
っ
と
り
も
と
は
る

（
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
～
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
）
は
歌
人
で
小
説
家
水
野
仙
子

せ

ん

こ

の

実
兄
。
福
島
生
。
国
学
院
卒
業
後
、
跡
見
女
学
校
で
教
鞭
を
執
っ
た
。
明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
に
落

合
直
文
の
「
あ
さ
香
社
」
の
結
成
に
参
加
、
明
治
三
十
一
年
に
は
久
保
猪
之
吉
・
尾
上
柴
舟
ら
と
「
い
か



づ
ち
会
」
を
起
こ
し
て
新
派
和
歌
運
動
に
活
躍
し
た
が
、
大
正
期
に
は
歌
壇
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
。
歌
集
に

「
迦
具
土

か

ぐ

つ

ち

」
。

か
ぐ
つ
ち
の
血
し
ほ
や
こ
こ
に
た
ば
し
り
し
五
百
津
磐
村

い

ほ

つ

い

は

む

ら

煙
わ
き
の
ぼ
る
（
「
迦
具
土
」
）

（
以
上
は
講
談
社
「
日
本
人
名
大
辞
典
」
に
拠
る
）
。

当
時
、
朔
太
郎
、
未
だ
満
十
五
歳
。

『
坂
東
太
郎
』
は
前
橋
中
学
校
（
現
在
の
県
立
前
橋
高
等
学
校
）
の
校
友
会
誌
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

 
 

 

ひ
と
夜
え
に
し

お
ち
椿
ふ
み
て
は
人
の
こ
ひ
し
く
て
春
日
七
日
を
惓う

ん

じ
ぬ
る
里

流
れ
來
て
加
茂
川
さ
む
き
春
の
よ
ひ
京
の
欄
人
う
つ
く
し
き

あ
け
ぼ
の
の
花
に
よ
り
來
し
そ
ぞ
ろ
道
そ
ぞ
ろ
あ
ふ
人
皆
う
つ
く
し
き

松
落
葉
ふ
み
つ
つ
行
け
ば
里
ち
か
し
朝
靄
み
ち
に
う
す
れ
う
す
れ
ゆ
く

朝
ゆ
く
に
人
目
凉
し
き
濱
や
濱
小
靴
玉
靴
漣
の
あ
と

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
坂
東
太
郎
』
第
三
十
四
号
（
明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）
年
十
二
月
発
行
）
に
掲
載
さ

れ
た
。
萩
原
朔
太
郎
満
十
六
歳
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

白し
ろ

黄き

紅べ
に

花
さ
ま
ざ
ま
の
菊
に
醉
ひ
て
と
な
り
の
翁
け
ふ
も
ひ
る
い
す
る

そ
ゞ
ろ
に
も
逍
遙
ふ
野
邊
の
朝
ぼ
ら
け
山
西
に
は
れ
て
虹
の
彩
ほ
そ
き



別
れ
て
は
京
の
白
梅
興
も
な
し
笛
を
た
よ
り
に
加
茂
下
り
行
く

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
坂
東
太
郎
』
第
三
十
五
号
（
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
三
月
発
行
）
に
「
美
棹
」

の
雅
号
で
掲
載
さ
れ
た
三
首
。
萩
原
朔
太
郎
満
十
六
歳
。

一
首
目
の
「
ひ
る
い
」
は
「
昼
寝
」
か
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

歌
こ
こ
に
十
年
を
わ
び
ぬ
幼
く
て
母
と
抱
き
し
情
な
か
ら
ず
や

大
八
島
わ
だ
つ
み
か
け
て
天
走
る
豊
旗
雲
の
大
い
な
る
哉

ふ
り
か
か
る
小
雨
ね
た
し
や
若
う
し
て
人
山
吹
の
亂
れ
に
た
へ
ぬ

一
し
き
り
黄
を
な
が
し
て
は
山
吹
の
小
里
の
水
の
竹
を
め
ぐ
れ
る

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：『
坂
東
太
郎
』
第
二
十
三
巻
第
三
号
（
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
五
月
発
行
）
に
「
上

毛

萩
原
み
さ
を
」
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
四
首
。
萩
原
朔
太
郎
満
十
六
歳
。

初
出
で
は
三
首
目
「
ふ
り
か
か
る
」
の
歌
の
後
に
、

 
 

情
景
抱
擁
し
て
離
れ
ず
。

四
首
目
「
一
し
き
り
」
の
歌
の
後
に
、

 
 

纖
巧
。

と
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
先
に
示
し
た
選
者
服
部
躬
治
の
選
評
で
あ
る
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

桃
す
も
も
籠
に
す
み
れ
と
我
が
歌
と
つ
み
つ
ゝ
ゆ
か
む
春
を
美
し
み

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
坂
東
太
郎
』
第
三
十
六
号
（
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
六
月
発
行
）
に
「
萩
原
み

さ
を
」
の
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
。
萩
原
朔
太
郎
満
十
六
歳
。］



＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

 
 

 
 

 

○

〇
倦
ん
じ
て
は
わ
び
て
は
讚
ふ
大
佛
も
眠
り
て
お
わ
す
京
の
東
大
寺

 
 

 
 

 

〇

○
歌
あ
ま
さ
ず
、
ひ
き
ゝ
に
忌
ま
ぬ
名
な
し
草
も
と
よ
り
京
を
さ
む
う
行
く
水
（
二
首
京
に
て
）

 
 

 
 

★

★

○
は
か
な
小
草
つ
む
に
小
さ
き
戀
も
得
つ
浪
江
行
く
水
情
あ
ら
し
め
よ
（
大
坂
に
て
）

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
明
治
三
六
（
一
九
〇
二
）
年
六
月
一
日
消
印
萩
原
栄
次
宛
葉
書
よ
り
。
投
函
地
は
前

橋
。
朔
太
郎
、
満
十
六
歳
。
圏
点
や
記
号
類
は
書
簡
に
あ
る
も
の
。
一
九
八
九
年
二
月
刊
の
筑
摩
書
房
版

萩
原
朔
太
郎
全
集
補
巻
の
「
短
歌
」
パ
ー
ト
に
あ
る
『
書
簡
よ
り
』
か
ら
。
一
首
目
の
「
讚
」
は
原
書
簡

で
は
「
言
」
の
部
分
が
「
口
」
（
く
ち
へ
ん
）
で
あ
る
が
、
読
め
な
い
の
で
校
訂
本
文
の
表
記
を
採
っ
た
。

「
お
わ
す
」
は
マ
マ
。
二
首
目
の
読
点
は
マ
マ
。
三
首
目
の
「
浪
江
」
は
校
訂
本
文
で
は
「
浪
花
」
と
訂

し
て
い
る
。
採
ら
な
い
。］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

た
づ
た
づ
し
暗
き
に
お
つ
る
身
の
果
を
な
ぐ
さ
め
得
な
ば
足
ら
む
我
幸

わ
が
さ
ち

か
た
じ
け
な
さ
ぐ
る
に
君
の
御
手
を
得
て
さ
な
が
ら
落
つ
る
闇
を
厭
は
ぬ

信し
ん

に
は
な
れ
ひ
と
り
さ
び
し
き
う
つ
ろ
の
身
く
む
手
よ
な
よ
な
何
を
得
つ
る
や

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：『
明
星
』
卯
年
第
七
号
・
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
七
月
号
の
「
夏
ば
な
」
欄
に
「
萩

原
朔
（
前
橋
）」
の
名
義
と
在
地
で
掲
載
さ
れ
た
。

初
出
で
は
二
首
目
の
下
句
が
、

さ
な
が
ら
落
つ
る
闇
を
厭

ぬ

と
脱
字
。
底
本
（
筑
摩
版
全
集
第
三
巻
）
の
改
訂
本
文
の
形
で
示
し
た
。



一
首
目
の
「
た
づ
た
づ
し
」
と
は
「
た
ど
た
ど
し
」
の
古
形
で
、
は
っ
き
り
せ
ず
不
安
で
あ
る
、
お
ぼ

つ
か
ず
心
細
い
、
の
意
。

萩
原
朔
太
郎
満
十
六
歳
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

紅
梅
に
二
十
年
を
倦
み
し
人
の
如
お
の
づ
か
ら
な
る
才
ふ
け
に
け
り

よ
れ
ば
戸
に
夢
た
ゆ
げ
た
げ
の
香
ひ
あ
り
泣
き
た
る
人
の
宵
に
あ
り
き
や

相
見
ざ
る
幾
年
へ
ぬ
る
君
な
ら
む
肱
細
う
し
て
泣
く
に
え
た
え
ぬ

い
さ
さ
か
は
我
れ
と
興
ぜ
し
花
も
見
き
今
寂
寞
に
た
え
ぬ
野
の
道

は
ら
か
ら
が
小
唱
に
な
り
し
我
が
戀
に
あ
た
た
ま
る
べ
き
水
流
れ
ゆ
く

魂
は
人
に
む
く
ろ
は
我
に
露
な
が
ら
夏
野
の
夢
の
な
ご
り
碎
く
る

名
な
し
小
草
は
か
な
小
草
の
霜
ば
し
ら
春
の
名
殘
と
ふ
ま
む
人
か

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
文
庫
』
第
二
十
三
巻
第
六
号
（
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
八
月
発
行
）
に
「
上
毛

萩
原
美
棹
」
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
七
首
。
第
三
首
及
び
四
首
の
「
た
え
ぬ
」
は
マ
マ
。
萩
原
朔
太
郎
満
十

六
歳
。

初
出
で
は
三
首
目
が
、
選
者
服
部
躬
治
に
よ
っ
て
、

相
見
ざ
る
幾
年
へ
ぬ
る
君
な
ら
む
肱
細
う
し
て
寄
る
に
え
た
え
ぬ

と
朱
を
い
れ
ら
れ
て
載
る
。
但
し
、
直
後
に
、

 
 

原
作
の
五
句
、
「
泣
く

△

△

に
え
た
へ
ぬ
」
。

と
い
う
注
記
を
附
し
て
斧
正
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
も
あ
る
。



六
首
目
「
魂
は
人
に
む
く
ろ
は
我
に
露
な
が
ら
夏
野
の
夢
の
な
ご
り
碎
く
る
」
の
歌
の
後
に
、

 
 

悲
思
哀
調
。

 
 

又
云
。
原
作
の
三
句
「
歸
り
き
て
」
「
太
古
さ
な
が
ら
」
と
あ
り
き
。

と
、
選
者
服
部
躬
治
の
選
評
が
あ
る
。
こ
の
記
載
に
基
づ
い
て
別
稿
を
復
元
し
て
お
く
。

魂
は
人
に
む
く
ろ
は
我
に
歸
り
き
て
夏
野
の
夢
の
な
ご
り
碎
く
る

魂
は
人
に
む
く
ろ
は
我
に
太
古
さ
な
が
ら
夏
野
の
夢
の
な
ご
り
碎
く
る

私
は
個
人
的
は
「
歸
り
き
て
」
が
好
み
で
あ
る
。

『
文
庫
』
は
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
九
月
創
刊
の
投
稿
文
芸
雑
誌
（
明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年

八
月
終
刊
。
通
巻
二
四
四
冊
）
。
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
創
刊
の
『
少
年
園
』
か
ら
分
か
れ
た
『
少
年

文
庫
』
が
前
身
だ
が
、
小
説
・
評
論
・
詩
・
短
歌
・
俳
句
な
ど
の
新
人
育
成
の
場
と
し
て
勢
力
を
持
つ
よ

う
に
な
り
、
特
に
詩
人
や
歌
人
に
は
こ
の
雑
誌
を
登
龍
門
と
し
て
後
に
一
家
を
な
し
た
者
の
数
は
夥
し
い
。

『
文
庫
派
』
の
別
称
を
持
つ
河
井
酔
茗
・
伊
良
子
清
白
・
横
瀬
夜
雨
・
塚
原
山
百
合
（
後
の
島
木
赤
彦
）

ら
を
初
め
と
し
て
北
原
白
秋
・
窪
田
空
穂
・
三
木
露
風
・
川
路
柳
虹
ら
の
大
家
を
輩
出
し
た
雑
誌
で
あ
っ

た
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

野
よ
り
今
う
ま
れ
け
る
魂
を
さ
な
く
て
一
人
し
な
れ
ば
神
も
あ
は
れ
め

沁し

み
に
し
は
無
花
果

い

ち

じ

く

の
葉
の
乳ち

ゝ

の
ご
と
淸
ら
に
あ
ま
き
お
も
ひ
な
り
け
る

あ
め
つ
ち
を
歌
に
た
た
へ
し
昨
日

き

の

ふ

け
ふ
は
薊
の
精せ

い

戀
ふ
る
人

お
く
つ
き
は
大お

ほ

あ
め
つ
ち
の
一
つ
石
と
笑
み
も
入
ら
ば
や
寢
ば
や
そ
の
し
た

も
と
め
わ
び
信し

ん

の
ろ
ひ
て
歸
れ
る
に
心
は
う
つ
ろ
身
は
も
ぬ
け
が
ら



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：『
明
星
』
卯
年
第
八
号
・
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
八
月
号
の
「
無
花
果
」
欄
に
「
萩

原
美
棹
」
の
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
。
萩
原
朔
太
郎
満
十
六
歳
。
こ
の
五
首
、
短
歌
嫌
い
の
私
が
何
故
か
、

ひ
ど
く
気
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
告
白
し
て
お
く
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

倦
み
て
は
人
か
わ
き
て
は
人
よ
り
も
來
よ
詩
は
よ
ろ
こ
び
の
溢
れ
ぬ
る
酒

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
明
星
』
卯
年
第
八
号
・
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
八
月
号
の
「
星
夜
」
欄
に
「
萩

原
美
棹
（
上
毛
）
」
の
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
。
萩
原
朔
太
郎
満
十
六
歳
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 
＊

鳥
な
き
ぬ
小
椿
水
に
な
が
る
る
と
山
居
の
日
記
の
一
人
興

き
よ
う

な
し

浦
づ
た
ひ
讚
へ
む
す
べ
を
又
知
ら
ず
赤
人
の
富
士
は
眞
白
き

（
田
子
の
浦
に
て
）

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
明
星
』
卯
年
第
九
号
・
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
九
月
号
の
「
香
草
」
欄
に
「
萩

原
美
棹
（
上
毛
）
」
の
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
。
萩
原
朔
太
郎
満
十
六
歳
。

後
者
は
無
論
、
「
万
葉
集
」
巻
第
三
の
山
部
赤
人
の
知
ら
れ
た
長
歌
と
短
歌
（
三
一
七
及
び
三
一
八
番
歌
）

に
基
づ
く
。
以
下
に
示
し
て
お
く
。

 
 

 

＊

 
 

 

山
部
宿
禰

す

く

ね

赤
人
、
不
盡
山

ふ

じ

の

や

ま

を
望
め
る
歌
一
首
幷
せ
て
短
歌

天
地

あ
め
つ
ち

の

分
か
れ
し
時
ゆ

神
さ
び
て

高
く
貴

た
ふ
と

き

駿
河
な
る

布
士

ふ

じ

の
高
嶺

た

か

ね

を

天あ
ま

の
原

振
り

放さ

け
見
れ
ば

渡
る
日
の

影
も
隱か

く

ら
ひ

照
る
月
の

光
も
見
え
ず

白
雲
も

い
行ゆ

き
は
ば
か
り

時
じ
く
ぞ

雪
は
降
り
け
る

語
り
繼
ぎ

言
ひ
繼
ぎ
ゆ
か
む

富
士
の
高
嶺
は

 
 

 
 

反
歌

田
子

た

ご

の
浦
ゆ
打
ち
出
で
て
見
れ
ば
眞
白
に
ぞ
不
盡

ふ

じ

の
高
嶺
に
雪
は
降
り
け
る

 
 

 

＊

反
歌
は
「
新
古
今
集
」
や
「
百
人
一
首
」
な
ど
で
は
、



田
子
の
浦
に
う
ち
出
で
て
見
れ
ば
白
妙

し
ろ
た
へ

の
富
士
の
高
嶺
に
雪
は
降
り
つ
つ

で
あ
る
が
、
私
は
こ
の
『
改
悪
』
を
好
ま
な
い
。
と
い
う
よ
り
、
赤
人
が
か
く
し
た
の
で
な
い
以
上
、
『
改

悪
』
な
ど
と
い
う
生
易
し
い
も
の
で
は
な
い
。
短
歌
嫌
い
の
私
に
言
わ
せ
れ
ば
、
こ
れ
は
立
派
な
犯
罪
で

あ
り
、
こ
れ
を
赤
人
の
歌
と
し
て
披
露
し
て
恥
じ
ぬ
後
代
の
者
ど
も
は
皆
、
剽
窃
（
本
歌
取
り
と
は
訳
が

違
う
）
を
確
信
犯
と
す
る
救
い
難
い
共
同
正
犯
―
―
厚
顔
無
恥
の
鉄
面
皮

お

た

ん

ち

ん

と
し
か
思
わ
な
い
と
述
べ
て
お

く
。
］

さ
だ
か
に
は
お
ど
ろ
き
薊
も
わ
か
ち
え
ず
闇
に
た
だ
啼
く
夕
ほ
と
ゝ
ぎ
す

幸
あ
り
て
御
手
の
ひ
と
鞭
た
ま
は
ら
ば
花
の
ご
と
く
も
散
り
や
往
ぬ
べ
き

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
明
星
』
卯
年
第
九
号
・
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
九
月
号
の
「
紗
燈
涼
語
」
欄
に

「
萩
原
美
棹
（
上
毛
）
」
の
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
。
萩
原
朔
太
郎
満
十
六
歳
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

淋
し
さ
に
歌
は
な
り
て
き
し
か
は
あ
れ
ど
春
の
一
人
を
戀
ひ
む
よ
し
も
な
し

幾
度
か
草
に
伏
し
た
る
一
人
ぞ
や
後
よ
り
か
へ
せ
馬
頭
觀
音

君
は
去
り
ぬ
殘
る
は
吾
と
小
さ
き
世
の
月
も
月
か
は
花
は
花
か
は

朝
の
戸
に
倚
れ
ば
か
つ
散
る
緋
芍
薬
う
し
と
も
見
た
る
雲
の
み
だ
れ
や

天
地
に

○

○

○

水
ひ
と
流
れ

○

○

○

○

○

舟
に
し
て

○

○

○

○

我
も
あ
り
き
と
忘
る
べ
し
や
夢

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

み
歌
さ
ら
に
な
つ
か
し
み
し
た
ひ
つ
ゝ
忘
れ
か
ね
て
は
行
く
萩
が
原

大
空
の

ヽ

ヽ

ヽ

物
の
動
き
と
め
ざ
め
て
は

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

秋
ぞ
こ
の
子
を

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

よ
み
が
へ
ら
す
る

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

zvn04
ノート
（✕）「なつかしみ」→（○）「なつかしみつ」（「なつかしみつゝ」の誤り）。




さ
ぼ
て
ん
の
花
よ
り
ひ
く
き
夏
の
雲
物
憂
と
人
に
せ
ま
る
無
聊
や

た
ゆ
た
ひ
し
夢
さ
へ
遂
に
力
な
く
た
え
む
と
あ
ら
ば
戀
は
う
せ
ぬ
べ
し

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
文
庫
』
第
二
十
四
巻
第
三
号
（
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
十
月
発
行
）
に
「
上
毛

美
棹
」
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
九
首
。
萩
原
朔
太
郎
満
十
六
歳
。
但
し
、
こ
れ
ら
は
選
者
服
部
躬
治
が
附
し

た
圏
点
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
初
出
に
附
さ
れ
た
服
部
の
選
評
を
示
す
。

三
首
目
「
君
は
去
り
ぬ
」
は
歌
の
後
に
、

 
 

情
念
は
可
し
、
四
五
、
駢
儷
、
却
て
自
ら
弱
む
。

と
あ
る
。
「
駢
儷
」
は
「
べ
ん
れ
い
」
と
読
み
、
四
六
駢
儷
体
、
四
六
文
の
こ
と
。
本
来
は
漢
文
の
文
体
の

一
つ
で
四
字
又
は
六
字
の
句
を
基
本
と
し
て
対
句
を
多
用
し
て
句
調
を
整
え
る
と
と
も
に
各
所
に
典
故
を

配
し
た
華
麗
典
雅
な
、
六
朝
か
ら
唐
に
か
け
て
流
行
し
た
美
文
。
本
邦
で
も
奈
良
・
平
安
期
の
漢
文
に
多

く
見
ら
れ
る
。
こ
こ
は
単
に
構
造
上
の
対
句
表
現
の
畳
み
か
け
を
難
じ
て
い
る
。

全
字
に
圏
点
「
〇
」
を
附
し
た
五
首
目
「
天
地
に
」
の
後
に
は
、

 
 

意
を
展
ぶ
る
濶
達
、
調
を
諧
す
る
に
悠
舒
、
感
興
の
大
な
る
な
り
。

と
す
る
。
「
悠
舒
」
は
「
い
う
じ
よ
（
ゆ
う
じ
ょ
）
」
と
読
み
、
ゆ
っ
た
り
と
し
て
伸
び
や
か
な
さ
ま
。

同
じ
く
全
字
に
圏
点
「
ヽ
」
を
附
し
た
七
首
目
の
「
大
空
の
」
に
は
、

 
 

巧
緻
な
り
、
然
れ
ど
も
巧
緻
弄
せ
ず
。
意
趣
油
然
た
り
。

と
絶
賛
す
る
。
「
油
然
」
（
ゆ
ぜ
ん
／
ゆ
う
ぜ
ん
）
と
は
盛
ん
に
わ
き
起
こ
る
さ
ま
、
心
に
浮
か
ぶ
さ
ま
を

い
う
。
個
人
的
に
は
「
天
地
に
」
の
方
が
確
か
に
「
巧
緻
」
で
上
手
い
と
は
思
う
が
、
前
者
の
青
年
ら
し

い
感
傷
の
方
が
私
に
は
好
ま
し
い
。
他
の
評
、
圏
点
の
違
い
か
ら
は
服
部
も
前
者
を
よ
り
評
価
し
て
い
る

よ
う
に
私
は
思
う
（
そ
も
そ
も
他
の
評
に
も
あ
る
よ
う
に
修
辞
的
な
巧
緻
性
は
服
部
に
は
二
の
次
で
あ
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
も
あ
る
。

第
八
首
「
さ
ぼ
て
ん
の
」
に
は
、

 
 

上
句
風
趣
あ
り
、
下
句
興
會
な
し
。
あ
り
と
い
へ
ど
も
そ
れ
に
伴
ふ
語
と
調
と
な
し
。

と
難
ず
る
。
「
興
會
」
と
は
聞
き
慣
れ
ぬ
語
で
あ
る
が
、
「
き
よ
う
ゑ
」
と
読
む
か
。
興
感
、
上
句
が
醸
成

し
た
感
懐
を
下
句
の
文
字
言
辞
に
於
い
て
引
き
出
す
と
こ
ろ
の
共
感
的
興
感
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
あ

り
、
こ
の
評
に
は
大
い
に
同
感
す
る
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊



は
か
な
み
て
投
げ
に
し
戀
の
お
も
か
げ
の
悲
愁

ひ

し

う

さ
そ
ひ
て
來
る
ゆ
ふ
べ
か
な

か
よ
わ
く
て
御
國

み

く

に

は
ぐ
く
む
歌
も
な
し
身
は
孤
獨

ひ

と

り

に
て
よ
う
る
胸
も
な
し

湧
き
む
る
も
ひ
と
た
び
冷
え
し
胸
の
血
の
ゆ
ら
ぎ
な
れ
ば
か
詩
は
い
た
い
た
し

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
明
星
』
卯
年
第
十
一
号
・
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
十
一
月
号
の
「
紗
燈
涼
語
」

欄
に
「
萩
原
美
棹
（
上
毛
）
」
の
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
。
萩
原
朔
太
郎
満
十
六
歳
。
因
み
に
朔
太
郎
の
誕
生

日
は
十
一
月
一
日
で
あ
る
。
］

＊ 
 

 

＊

 
 

＊

人
の
世
の
わ
が
身
な
れ
ば
か
秋
な
れ
ば
か
夜
ご
ろ
哀
歌

あ

い

か

と
聞
く
潮し

ほ

の
聲

わ
が
歌
の
わ
れ
と
か
ぼ
そ
う
な
る
を
見
て
こ
こ
ろ
も
と
な
く
泣
く
夕
べ
か
な

人
の
身
は
問
ふ
も
う
れ
た
し
己
が
身
は
か
へ
り
見
す
る
に
え
堪
へ
じ
よ
秋

寂

光

じ
や
く
く
わ
う

や
瞳
さ
へ
ぎ
る
う
す
あ
か
り
情

な
さ
け

か
ら
せ
し
秋
の
た
は
ぶ
れ

黑
髮
の
な
が
き
が
故
の
恨
に
て
世
を
ば
せ
め
に
し
吾
な
ら
な
く
に

草
花
に
ほ
そ
う
そ
ゝ
ぎ
し
涙
さ
へ
君
が
小
袖
に
堪
へ
ざ
ら
ま
し
を

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
白
百
合
』
第
一
巻
第
二
号
・
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
十
二
月
号
の
「
哀
歌
」
欄

に
「
萩
原
美
棹
（
前
橋
）」
の
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
。
萩
原
朔
太
郎
満
十
七
歳
。

『
白
百
合
』
は
こ
の
年
、
『
明
星
』
に
あ
き
た
ら
ず
、
新
詩
社
を
脱
退
し
て
東
京
純
文
社
を
興
し
た
相
馬

御
風
・
前
田
林
外
・
岩
野
泡
鳴
ら
が
発
行
し
た
文
芸
誌
。
確
か
に
こ
れ
ら
の
短
歌
は
『
明
星
』
の
ス
ト
レ

ー
ト
で
馬
鹿
正
直
な
浪
漫
主
義
に
一
回
捻
り
し
た
よ
う
な
リ
ズ
ム
と
語
彙
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
私
に
は



感
じ
ら
れ
る
。

三
首
目
の
「
う
れ
た
し
」
は
「
慨
し
」
。
「
心
痛

う
れ
い
た

し
」
の
音
変
化
で
、
憎
ら
し
い
、
い
ま
い
ま
し
い
、
嘆

か
わ
し
い
、
の
意
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

あ
あ
無
道

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

、
そ
こ
に
幾
日
を
住
み
わ
び
つ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

。
慣な

な
れ
ば
世
人
の
我
も
安
け
き

○

○

○

○

○

○

ヽ

○

○

○

。

そ
の
香
ゆ
ゑ
に
そ
の
花
ゆ
ゑ
に
、
人
は
老
を
、
泣
き
ぬ
泣
か
れ
ぬ
、
こ
き
紅べ

に

椿
。

う
れ
し
身
は
虫
の
鳴
く
ご
と
う
た
ふ
ご
と
、
か
ご
と
の
宵
ぞ
う
つ
り
け
ら
し
な
。

草
に
ふ
し
て
美
し
人
は
泣
き
も
や
ま
ず

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

。
別
れ
も
あ
へ
ず

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

、
野
は
く
れ
せ
ま
る

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

。

わ
ざ
は
ひ
は
野
ゆ
く
山
ゆ
く
君
に
よ
り
吾
に
よ
れ
ど
も
淋
し
と
も
な
し
。

淋
し
け
れ
ど
人
は
恨
ま
じ
な
げ
く
ま
じ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

。
お
の
が
世
な
れ
ば
や
せ
も
し
て
ま
し

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

。

こ
ほ
る
月
に
む
せ
ぶ
か
千
々
の
草
の
花
。
露
の
さ
ゞ
め
き
悲
し
げ
な
る
に
。

よ
ろ
こ
び
に
今
ぞ
わ
が
ご
と
祝ほ

が
へ
虫
。
地
に
歌
た
り
し
幸
や
秋
。

賴
り
つ
つ
む
く
ろ
は
地
に
な
が
ら
へ
よ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

。
う
ら
淋
し
き
に
靈
は
ほ
ろ
び
よ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

。

こ
の
戀
よ
、
亂
れ
て
末
は
知
ら
な
く
に
、
お
ど
ろ
に
ま
と
ふ
紅
づ
た
の
ご
と
。

う
れ
た
く
も
思
は
か
れ
つ
名
は
う
せ
つ
。
吾
に
笑
め
と
や
せ
ま
る
戀
歌
。

初
秋
や
雁
や
そ
ら
行
く
中
空
に
、
み
つ
る
光
は
靈
の
き
ざ
し
よ
。



た
ゞ
ひ
と
り
世
を
ば
讚
へ
し
子
が
門
に
榮
え
よ
、
さ
か
え
よ
花
緋
木
蓮

く
ら
や
み
に
動
く
も
の
あ
り

﹆
﹆

﹆
﹆

﹆
﹆

﹆
﹆

﹆
﹆

﹆

。
日
は
し
ら
で

﹆
﹆

﹆
﹆

﹆

、
い
た
ち

﹆
﹆

﹆

、
も
ぐ
ら
の
に
よ
べ
る
如
く

﹆
﹆

﹆
﹆

﹆
﹆

﹆
﹆

﹆
﹆

。

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
文
庫
』
第
二
十
四
巻
第
六
号
・
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
十
二
月
に
「
上
毛

萩

原
美
棹
」
の
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
。
萩
原
朔
太
郎
満
十
七
歳
。
圏
点
は
選
者
服
部
躬
治
に
よ
る
も
の
。
一

首
目
の
下
の
句
で
一
箇
所
だ
け
「
もヽ
」
と
な
る
の
は
マ
マ
。
底
本
筑
摩
書
房
版
全
集
の
校
訂
本
文
で
は
、「
慣
」

の
「
な
」
の
ル
ビ
を
誤
り
と
し
、
「
な
る
」
と
し
て
「
慣な

る

れ
ば
」
と
『
校
訂
』
し
て
い
る
が
、
従
わ
な
い
。

ま
た
、
拡
大
し
て
戴
く
と
分
か
る
が
、
最
後
の
一
首
に
配
さ
れ
た
圏
点
は
「
ヽ
」
で
は
な
く
、
こ
こ
の
み

白
抜
き
「
﹆
」
で
あ
る
の
で
注
意
さ
れ
た
い
。

『
文
庫
』
は
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
九
月
創
刊
の
投
稿
文
芸
雑
誌
（
明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年

八
月
終
刊
。
通
巻
二
四
四
冊
）
。
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
創
刊
の
『
少
年
園
』
か
ら
分
か
れ
た
『
少
年

文
庫
』
が
前
身
だ
が
、
小
説
・
評
論
・
詩
・
短
歌
・
俳
句
な
ど
の
新
人
育
成
の
場
と
し
て
勢
力
を
持
つ
よ

う
に
な
り
、
特
に
詩
人
や
歌
人
に
は
こ
の
雑
誌
を
登
龍
門
と
し
て
後
に
一
家
を
な
し
た
者
の
数
は
夥
し
い
。

『
文
庫
派
』
の
別
称
を
持
つ
河
井
酔
茗
・
伊
良
子
清
白
・
横
瀬
夜
雨
・
塚
原
山
百
合
（
後
の
島
木
赤
彦
）

ら
を
初
め
と
し
て
北
原
白
秋
・
窪
田
空
穂
・
三
木
露
風
・
川
路
柳
虹
ら
の
大
家
を
輩
出
し
た
雑
誌
で
あ
っ

た
（
こ
こ
は
平
凡
社
「
世
界
大
百
科
事
典
」
に
拠
っ
た
）
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

相
似
た
る
人
か
木
精

こ

だ

ま

か
ひ
そ
み
き
て
呼
べ
ば
應こ

た

ふ
る
日
な
る
が
如
し

ひ
よ
鳥
の
啼
く
や
朝
雲
寒
う
し
て
人
と
す
な
ほ
に
別
れ
け
る
か
な

し
ら
露
に
お
も
ひ
消
ぬ
べ
き
心
地
し
て
母
な
ぐ
さ
め
て
摘
む
秋
の
草

夕
月
の
さ
せ
ば
武
藏
の
母
も
き
て
あ
り
し
昔
の
夢
さ
そ
ふ
夜
や

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：『
明
星
』
卯
年
第
十
二
号
・
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
十
二
月
の
「
金
鷄
」
欄
に
「
萩

原
美
棹
（
上
野
）
」
の
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
。
萩
原
朔
太
郎
満
十
七
歳
。
］



＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

や
さ
し
手
に
成
り
し
小
兎
南
天

な
ん
て
ん

の
愛
ら
し
ひ
と
み
も
の
は
云
は
ず
や

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：『
明
星
』
卯
年
第
十
二
号
・
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
十
二
月
の
「
寒
菊
」
欄
に
「
萩

原
美
棹
（
上
野
）
」
の
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
。
萩
原
朔
太
郎
満
十
七
歳
。
］

＊ 
 

 
＊ 

 
 

＊

江
を
下
る
身
を
き
る
鳥
の
聲
も
し
て
利
根
の
夕
靄
悲
哀
は
せ
ま
る

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
明
治
三
七
（
一
九
〇
三
）
年
二
月
二
十
五
日
消
印
萩
原
栄
次
宛
葉
書
よ
り
。
投
函
地

は
前
橋
。
朔
太
郎
、
満
十
七
歳
。
一
九
八
九
年
二
月
刊
の
筑
摩
書
房
版
萩
原
朔
太
郎
全
集
補
巻
の
「
短
歌
」

パ
ー
ト
に
あ
る
『
書
簡
よ
り
』
か
ら
。
書
簡
全
体
と
の
連
関
性
が
窺
わ
れ
る
歌
で
あ
る
の
で
、
全
文
を
引

い
て
お
く
。

 
 

 

＊

二
十
二
日
東
屋
に
聲
あ
り
、
一
女
生
る
、

名
は
未
だ
知
ら
ず
幸
に
面
白
き
御
命
名
も
玉
は
り
度
候
、

先
日
は
美
し
き
葉
書
難
有
拜
見
仕
り
候

過
日
小
生
よ
り
差
上
げ
た
る
手
紙
受
取
り
の
こ
と
ゝ
存
じ
候

へ
共
念
の
爲
申
し
上
げ
候
、

 
 

 
 

 
 

★

友
や
な
せ
洗
禮
を
受
け
候
、
小
生
も
日
曜
毎
に
は
教
會
に
足
を
は
こ
び
候
、
疑
が
は
し
き
節
甚
だ
多
く

後
日
御
教
を
仰
ぎ
申
す
べ
く
候
、

招
魂
河
畔
梅
の
花
今
を
盛
り
に
人
の
杖
ひ
く
も
の
日
々
數
お
ほ
く
候

た
ゞ
悔
し
き
は
朝
夕
の
逍
遙
に

心
行
く
下
河
原
を
畑
と
化
し
て
人
の
歩
む
を
と
ゞ
め
た
る
こ
と
に
候

 
 

江
を
下
る
身
を
き
る
鳥
の
聲
も
し
て
利
根
の
夕
靄
悲
哀
は
せ
ま
る

 
 

二
月
廿
四
日
、 

 
 

 
 
 

 

前
橋
に
て

美
棹
生
、

 
 

 

＊

「
東
屋
」
開
業
医
で
あ
っ
た
密
造
の
医
院
の
、
自
宅
が
東
に
あ
っ
た
も
の
を
か
く
呼
ん
で
い
る
か
。
「
一
女



生
る
」
は
同
年
二
月
二
十
二
日
に
誕
生
し
た
妹
（
密
蔵
・
ケ
イ
の
五
女
）
ア
イ
（
愛
子
。
結
局
、
彼
の
命

名
案
が
示
さ
れ
た
ら
し
い
が
、
そ
れ
以
前
に
か
く
命
名
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
次
の
書
簡
（
補
巻
・
書
簡
番

号
七
七
三
）
の
冒
頭
で
記
さ
れ
て
あ
る
）
の
こ
と
。
「
先
日
は
美
し
き
葉
書
」
底
本
注
記
に
よ
れ
ば
、
利
根

河
原
の
写
真
葉
書
ら
し
い
。
「
友
や
な
せ
」
同
じ
く
底
本
注
記
に
よ
れ
ば
、
『
日
本
赤
十
字
社
及
び
東
京
大

學
附
屬
看
護
業
務
を
學
ん
だ
』
『
簗
瀨
看
護
婦
會
長
』
『
簗
瀨
ま
つ
』
の
娘
で
朔
太
郎
と
親
交
の
あ
っ
た
と

思
し
い
『
簗
瀬
芙
美
（
當
時
十
五
、
六
歳
）
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
』
と
あ
る
。
書
簡
七
七
三
を
読
む
と
、

家
族
ぐ
る
み
で
親
し
く
し
て
い
た
ら
し
い
。
な
お
こ
の
二
月
に
日
露
戦
争
が
勃
発
、
全
集
年
譜
に
よ
れ
ば
、

父
密
蔵
は
軍
資
献
納
二
百
円
（
群
馬
県
最
高
額
）
を
寄
附
、
計
一
万
二
千
五
百
円
に
及
ぶ
国
庫
債
券
も
購

入
し
て
い
る
。
ま
た
、
四
月
に
は
日
本
赤
十
字
社
篤
志
看
護
婦
人
会
群
馬
支
部
が
結
成
さ
れ
い
る
が
、
母

ケ
イ
は
そ
の
幹
事
の
一
人
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
日
露
戦
争
を
背
景
と
し
つ
つ
、『
簗
瀨
看
護
婦
會
長
』

な
る
『
簗
瀨
ま
つ
』
と
い
う
人
物
と
の
親
密
な
関
係
に
よ
る
も
の
を
窺
わ
せ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
招
魂
河
畔
」
前
橋
の
利
根
川
河
畔
の
ど
こ
か
の
川
原
の
通
称
で
あ
ろ
う
が
、
不
詳
。
後
の
「
純
情
小
曲

集
」
の
、

 
 

 

＊

利
根
川
の
ほ
と
り

き
の
ふ
ま
た
身
を
投
げ
ん
と
思
ひ
て

利
根
川
の
ほ
と
り
を
さ
ま
よ
ひ
し
が

水
の
流
れ
は
や
く
し
て

わ
が
な
げ
き
せ
き
と
む
る
す
べ
も
な
け
れ
ば

お
め
お
め
と
生
き
な
が
ら
へ
て

今
日
も
ま
た
河
原
に
來
り
石
投
げ
て
あ
そ
び
く
ら
し
つ
。

き
の
ふ
け
ふ

あ
る
甲
斐
も
な
き
わ
が
身
を
ば
か
く
ば
か
り
い
と
し
と
思
ふ
う
れ
し
さ

た
れ
か
は
殺
す
と
す
る
も
の
ぞ

抱
き
し
め
て
抱
き
し
め
て
こ
そ
泣
く
べ
か
り
け
れ
。

 
 

 

＊

や
、
同
詩
集
の
「
郷
土
望
郷
詩
」
の
「
監
獄
裏
の
林
」
な
ど
の
原
風
景
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊



 
 

 
 

京
の
子
な
り
き

た
ま
た
ま
に
問
へ
ば
趣
も
な
き
天
王
寺
姉
と
ひ
ろ
ひ
し
落
つ
ば
き
か
な

そ
の
香
故
に
そ
の
花
故
に
人
は
老
を
泣
き
ぬ
泣
か
れ
ぬ
濃
紅
椿

こ
き
づ
き
つ
ば
き

哀
愁

あ
い
し
う

の
聲
よ
り
さ
め
て
我
み
し
は
一ひ

と

つ
眼め

を
ど
る
眞
洞

ま

ぼ

ら

や
み
の
世

春
を
い
ま
だ
朝
睡
の
人
の
面
影
や
は
づ
か
し
げ
な
る
雲
と
な
が
れ
て

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
坂
東
太
郎
』
第
三
十
八
号
（
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
三
月
発
行
）
に
掲
載
さ
れ

た
。
「
濃
紅
椿
」
の
ル
ビ
「
こ
き
づ
き
つ
ば
き
」
は
マ
マ
。
萩
原
朔
太
郎
満
十
七
歳
。

一
首
目
の
「
姉
」
は
実
際
の
「
姉
」
で
は
な
い
。
朔
太
郎
の
実
在
の
姉
は
確
か
に
い
た
に
は
い
た
が
、

朔
太
郎
誕
生
の
二
年
前
に
出
生
後
幾
許
も
な
く
し
て
亡
く
な
っ
て
い
る
。
以
下
、
底
本
年
譜
に
よ
れ
ば
、

明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
一
月
十
八
日
生
で
名
は
「
テ
イ
」
で
あ
る
（
但
し
、
戸
籍
上
の
記
載
は
な
く
、

墓
碑
に
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
）。
こ
の
「
姉
」
と
は
何
者
か
。
親
族
の
年
上
の
思
い
を
寄
せ
て
い
た
誰
彼

で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
…
…
。

二
首
目
は
既
に
示
し
た
通
り
、

そ
の
香
ゆ
ゑ
に
そ
の
花
ゆ
ゑ
に
、
人
は
老
を
、
泣
き
ぬ
泣
か
れ
ぬ
、
こ
き
紅べ

に

椿
。

の
形
で
、
四
ヶ
月
前
の
『
文
庫
』
第
二
十
四
巻
第
六
号
（
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
十
二
月
発
行
）
に

「
上
毛

萩
原
美
棹
」
の
名
義
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
濃
紅
椿
」
の
「
こ
き
づ
き
つ
ば
き
」
は
底
本
全
集

改
訂
本
文
で
は
、
こ
の
先
行
す
る
句
形
を
根
拠
と
し
て
「
こ
き
べ
に
つ
ば
き
」
と
訂
し
て
い
る
。
穏
当
な

補
正
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
し
か
し
果
た
し
て
本
当
に
こ
れ
は
単
な
る
、
こ
の
前
橋
中
学
校
（
現
在
の
県

立
前
橋
高
等
学
校
）
の
校
友
会
誌
編
集
者
や
発
行
所
の
誤
植
で
あ
る
と
断
じ
き
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
？

朱
・
赤
・
紅
と
い
う
色
か
ら
は
、
今
の
よ
う
に
絶
滅
し
て
し
ま
う
以
前
に
あ
っ
て
は
普
通
に
見
ら
れ
た
朱
鷺

と

き

（
ペ
リ
カ
ン
目
ト
キ
科
ト
キ
亜
科
ト
キN

ipponia N
ippon

―
―
「
鴇
」「
鴾
」「
桃
花
鳥
」
な
ど
と
も
書

く
。
…
…
そ
れ
に
し
て
も
何
と
美
し
い
学
名
で
あ
る
こ
と
か
！
…
…
日
本
は
「
日
本
」
を
…
…
と
っ
く
に
、

殺
し
て
い
た
の
で
あ
る
…
…
）
が
普
通
に
連
想
さ
れ
「
鴇
色

と
き
い
ろ

」
と
い
う
色
名
さ
え
あ
る
。
そ
う
し
て
、
朱
鷺

の
中
国
名
や
古
典
で
の
別
名
は
「
紅
鶴
」
と
書
き
、
こ
れ
を
古
語
で
は
「
つ
き
」
と
読
ん
だ
。
私
は
こ
の
事



実
一
つ
を
こ
の
一
首
に
並
べ
て
み
た
だ
け
で
も
、
そ
う
簡
単
に
は
底
本
全
集
改
訂
本
文
を
無
批
判
に
支
持

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
で
い
る
の
で
あ
る
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

わ
れ
に
つ
ら
き
悲
し
き
君
が
影
氷
柱

つ

ら

ら

い
だ
け
ば
身
の
凍
る
ら
し

感
じ
て
は
わ
れ
お
も
し
ろ
し
興
あ
り
て
神
が
つ
く
り
し
此
か
た
は
者

今
出
川
菜
つ
み
流
し
し
お
も
ひ
で
や
趣し

ゆ

な
き
此
日
を
忌
む
頻
な
る

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
明
星
』
辰
年
第
三
号
（
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
三
月
発
行
）
の
「
雛
の
夜
」
欄

に
「
萩
原
美
棹
（
上
野
）」
の
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
。
萩
原
朔
太
郎
満
十
七
歳
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

天
が
け
る
飛
鳥

ひ
ち
や
う

か
し
ら
ず
ゆ
か
し
む
は
鸚
鵡
な
り
に
し
人
の
釋
迦
牟
尼

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
白
百
合
』
第
一
巻
第
六
号
（
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
四
月
発
行
）
の
「
純
文
社

詩
稿
」
欄
に
「
萩
原
美
棹
（
前
橋
）
」
の
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
。
萩
原
朔
太
郎
満
十
七
歳
。
歌
意
は
私
に
は

今
一
つ
、
不
審
。
因
み
に
ヒ
ン
ド
ゥ
教
な
ら
ば
、
イ
ン
ド
は
タ
ミ
ー
ル
族
に
伝
わ
る
伝
承
で
、
シ
ヴ
ァ
と

パ
ー
ル
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
の
息
子
と
さ
れ
る
神
カ
ー
タ
ヴ
ァ
ラ
ー
ヤ
ン
が
愛
す
る
マ
ー
ラ
ー
姫
に
逢
う
た
め
に

鸚
鵡
に
変
じ
て
は
い
る
（
詳
細
な
ス
ト
ー
リ
ー
は
ブ
ロ
グ
「Priyan N

ew
s &

 G
ossips

」
の
当
該
神
話
を

映
画
化
し
た
作
品
に
つ
い
て
の
評
「
レ
ビ
ュ
ー
：K

athavarayan

」
に
詳
し
い
。
し
か
し
「
釋
迦
牟
尼
」

で
は
意
味
が
通
ら
ぬ
。
識
者
の
御
教
授
を
乞
う
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

夕
吹
雪
西
の
京
ふ
く
日
を
思
ひ
た
れ
戀
ふ
と
な
く
涙
は
な
が
る

http://periplo.mond.jp/cgi/mt/archive1/2012/10/kathavarayan.html


今
に
し
て
わ
が
う
た
更
に
な
つ
か
し
や
か
へ
り
見
す
る
に
戀
幼
う
て

か
く
あ
り
ね
あ
り
ね
と
人
の
教
ふ
る
に
來
し
わ
れ
ゆ
ゑ
に
戀
は
な
か
り
し

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
白
百
合
』
第
一
巻
第
六
号
（
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
四
月
発
行
）
の
「
華
籠
」

欄
に
「
萩
原
美
棹
（
前
橋
）
」
の
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
。
萩
原
朔
太
郎
満
十
七
歳
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

あ
あ
ひ
と
日
、
夢
に
草
花
美
し
う
、
胸
に
根
こ
じ
に
貸
す
こ
と
あ
ら
ば
。

か
く
て
ま
た
憂
い
か
な
春
の
夕
光
。
き
け
や
身
を
き
る
罪
の
子
の
歌
。

五
十
鈴
川
五
十
鈴
の
宮
の
大
前
に
、
巨
鈴
な
る
ご
と
わ
が
詩
高
鳴
る
。

緋
芍
藥
花
ち
る
庭
の
艶
や
か
さ
、
戀
は
濃
雲
と
凝
り
に
け
ら
し
な

い
つ
の
世
よ
り
戀
か
香
を
も
つ
そ
よ
風
の
、
疾
風

は

や

ち

吹
雪

ふ

ゞ

き

と
な
り
に
し
も
の
か
。

足
ん
ぬ
智
は
、
敢
え
て
し
ね
が
ふ
歌
の
幸
。
來
む
世
思
は
ず
、
欲
ら
ず
桂
も
。

そ
ゞ
ろ
行
く
に
、
こ
こ
は
名
の
國
智
慧
の
國
。
ふ
た
ゝ
び
思
ふ
戀
は
い
づ
か
た
。

た
ま
さ
か
に
問
へ
ば
趣し

ゆ

の
な
き
天
王
寺
、
姉
と
拾
ひ
し
落
椿
か
な
。

 
 

 
 

 
 

母
を
失
ひ
た
る
友
に
代
り
て

何
者
か
行
方
さ
へ
ぎ
る
夜
毎
夜
毎
。
母
と
添
寢
の
夢
な
ら
な
く
に
。

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
文
庫
』
第
二
十
五
巻
第
六
号
（
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
四
月
発
行
）
に
「
上
毛

萩
原
美
棹
」
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
九
首
。
服
部
躬
治
選
。
萩
原
朔
太
郎
満
十
七
歳
。



二
首
目
「
か
く
て
ま
た
」
の
「
憂
い
」
は
マ
マ
。

三
首
目
「
五
十
鈴
川
」
の
「
五
十
鈴
の
宮
」
は
伊
勢
神
宮
内
宮
で
あ
る
皇
大
神
宮
の
別
称
。
下
句
の
「
巨

鈴
」
（
「
こ
す
ず
」
と
読
ん
で
い
よ
う
）
は
「
五
十
鈴

い

す

ず

」
か
ら
掛
詞
的
に
引
き
出
さ
れ
た
心
象
で
あ
る
。
神

仏
習
合
以
前
の
神
道
の
古
形
を
守
る
伊
勢
神
宮
に
は
鰐
口
（
鈴
）
は
な
い
。

五
首
目
「
い
つ
の
世
よ
り
」
の
「
疾
風
吹
雪
」
の
部
分
は
一
語
と
捉
え
ず
「
疾
風
」（
読
み
の
「
は
や
ち
」

の
「
ち
」
は
「
東
風

こ

ち

」
の
「
ち
」
と
同
じ
で
、
古
典
で
「
～
（
の
）
風
」
の
意
の
熟
語
を
作
る
造
語
成
分
。

「
は
や
て
」
に
同
じ
い
。）
か
ら
「
吹
雪
」
へ
と
推
移
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
採
る
。

六
首
目
「
足
ん
ぬ
智
は
」
の
「
足
ん
ぬ
」
は
、
動
詞
「
足た

る
」
の
連
用
形
に
完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の

付
い
た
「
た
り
ぬ
」
が
撥
音
便
化
し
た
も
の
の
名
詞
化
し
た
も
の
で
、
満
ち
足
り
る
こ
と
。
満
足
。
堪
能

の
意
（
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
「
堪
能
」
と
い
う
熟
語
自
体
、
こ
の
「
た
ん
ぬ
」
が
音
変
化
し
た
語

で
「
堪
能
」
は
全
く
の
当
て
字
で
あ
る
）
。

七
首
目
「
た
ま
さ
か
に
」
の
一
首
は
、
先
に
示
し
た
『
坂
東
太
郎
』
第
三
十
八
号
（
明
治
三
七
（
一
九

〇
四
）
年
三
月
発
行
）
に
、

 
 

 
 

京
の
子
な
り
き

た
ま
た
ま
に
問
へ
ば
趣
も
な
き
天
王
寺
姉
と
ひ
ろ
ひ
し
落
つ
ば
き
か
な

で
載
る
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

夢
の
國
は
流
も
あ
り
て
花
さ
き
て
音
よ
き
鳥
さ
へ
住
む
と
聞
け
ど
も

ふ
る
山
の
き
こ
り
を
と
こ
が
瘤
と
り
し
鬼
な
つ
か
し
や
舞
は
む
と
も
ど
も

牧
の
野
の
童

わ
ら
べ

に
似
た
る
あ
こ
が
れ
が
鞭
も
て
死
を
ば
追
ひ
行
く
ご
と
し

つ
め
た
げ
の
眼

ま
な
こ

百
千

も

ゝ

ち

は
地
に
あ
れ
愛
に
わ
が
足
る
天あ

め

の
星
々

ほ
し
ぼ
し

手
を
あ
げ
て
招
け
ば
肥
え
し
野
の
牛
も
來
り
ぬ
よ
り
ぬ
何
を
語
ら
む

朝
櫻
す
こ
し
こ
ぼ
れ
ぬ
折
か
ら
の
歌
も
お
は
ま
ば
染
め
出
で
給
へ



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
明
星
』
辰
年
第
六
号
（
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
六
月
発
行
）
の
「
鳴
潮
」
欄
に

「
萩
原
美
棹
」
の
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
。
萩
原
朔
太
郎
満
十
七
歳
。

二
首
目
「
と
も
ど
も
」
の
後
半
は
初
出
で
は
「〲

」。

四
首
目
の
ル
ビ
の
「
ほ
し
ぼ
し
」
は
初
出
で
は
「〱

」
。

六
首
目
の
「
お
は
め
ば
」
は
底
本
全
集
の
校
訂
本
文
で
は
、

朝
櫻
す
こ
し
こ
ぼ
れ
ぬ
折
か
ら
の
歌
も
お
は
せ
ば
染
め
出
で
給
へ

と
訂
さ
れ
て
あ
る
。
］

＊ 
 

 
＊ 

 
 

＊
 

 
 

夏
衣

御
送
り
の
燭
灯

と

も

し

百
千
は
櫻

さ
く
ら

と
て
天
童
か
ざ
す
別
と
あ
ら
ば
。

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
首
、
精
霊
流
し
の
情
景
か
と
思
わ
れ
る
が
私
は
歌
意
が
汲
め
な
い
。
識
者
の
御
教

授
を
乞
う
も
の
で
あ
る
。］

昔
見
し
花
ち
る
里
の
古
き
井
に
あ
り
け
る
影
や
幼
な
君
わ
れ
。

古
山
の
木
樵
男
が
瘤
と
り
し
鬼
な
つ
か
し
や
舞
は
む
と
も
ど
も
。

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
と
も
ど
も
」
の
後
半
は
踊
り
字
「〱

」。
本
歌
は
、

ふ
る
山
の
き
こ
り
を
と
こ
が
瘤
と
り
し
鬼
な
つ
か
し
や
舞
は
む
と
も
ど
も

の
表
記
で
前
月
の
『
明
星
』
辰
年
第
六
号
（
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
六
月
発
行
）
に
発
表
済
み
。
］

音
な
し
う
涙
お
さ
へ
て
あ
れ
ば
と
て
春
の
光
は
く
れ
で
あ
ら
め
や
。

ス
ラ
ブ
み
な
し
は
か
れ
聲
に
御
軍
の
吾
た
た
ゑ
な
む
日
を
も
待
つ
べ
し
。



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
し
は
か
れ
」「
た
ゝ
ゑ
な
む
」
は
マ
マ
。
底
本
改
訂
本
文
で
は
、

ス
ラ
ブ
み
な
し
は
が
れ
聲
に
御
軍
の
吾
た
た
へ
な
む
日
を
も
待
つ
べ
し
。

と
『
訂
正
』
さ
れ
て
あ
る
。

「
ス
ラ
ブ
」
は
ス
ラ
ヴ
民
族
の
連
帯
と
統
一
を
目
指
す
汎
ス
ラ
ヴ
主
義
の
思
想
者
を
指
す
か
。「
吾
」
と

は
そ
う
し
た
戦
闘
的
汎
ス
ラ
ヴ
主
義
を
唱
え
る
闘
士
を
漠
然
と
指
す
か
。
こ
れ
は
何
か
汎
ス
ラ
ヴ
主
義
運

動
の
ニ
ュ
ー
ス
報
道
や
映
像
そ
の
他
に
触
発
さ
れ
た
、
朔
太
郎
自
ら
を
汎
ス
ラ
ヴ
主
義
者
に
仮
想
し
た
と

こ
ろ
の
空
想
の
一
首
か
。
今
一
つ
、
歌
意
を
汲
め
な
い
。
識
者
の
御
教
授
を
乞
う
。
］

今
ぞ
世
は
驚
か
れ
ぬ
る
パ
ン
神
の
領
か
た
ま
た
ま
堪
へ
ぬ
寂
寞

し

ゞ

ま

に
。

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
た
ま
た
ま
」
の
後
半
は
踊
り
字
「〱
」。

詩
人
の
歎
き
と
い
う
か
、
猥
雑
な
る
外
界
と
の
断
絶
感
は
分
か
る
が
、
私
が
馬
鹿
な
の
か
、
今
一
つ
、「
パ

ン
神
の
領
か
」
が
指
弾
し
て
い
る
対
象
の
核
心
が
今
一
つ
見
え
て
こ
な
い
。
ど
な
た
か
、
是
非
、
御
教
授

を
願
い
た
い
。］

小
羊
の
頸
ふ
る
鈴
の
優
し
音
に
似
し
と
も
き
ゝ
し
野
行
く
春
風
。

人
の
歌
は
誦
さ
む
に
寒
う
い
た
い
た
し
。
つ
め
た
け
れ
ば
や
胸
た
り
る
な
し
。

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
い
た
い
た
し
」
の
後
半
の
「
い
た
」
は
踊
り
字
「〱

」
。

以
上
八
首
は
『
坂
東
太
郎
』
第
三
十
九
号
（
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
七
月
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
た
。

萩
原
朔
太
郎
満
十
七
歳
。］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

ゆ
ふ
月
の
さ
せ
ば
武
藏
の
母
も
き
て
あ
り
し
む
か
し
の
夢
さ
そ
ふ
夜
や

月
ふ
め
ば
そ
ぞ
ろ
さ
び
し
き
名
は
う
せ
て
濱
の
夕
べ
を
お
ど
り
笑
む
人

慕
ひ
行
く
に
そ
こ
は
名
の
囗
、
智
惠
の
囗
二
度
お
も
ふ
戀
は
い
づ
か
た



あ
ひ
行
く
に
秋
雨
ほ
そ
う
道
ほ
そ
し
人
よ
み
手
な
る
傘
を
た
ま
へ
な

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
白
虹
』
創
刊
号
（
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
十
一
月
発
行
）
の
「
九
輪
草
」
欄
に

掲
載
さ
れ
た
。
萩
原
朔
太
郎
満
十
八
歳
。
「
囗
」
は
「
國
」
の
古
字
。

『
白
虹
』
は
「
は
っ
こ
う
」
と
読
み
、
岡
山
に
あ
っ
た
血
汐
会
（
明
治
三
十
六
年
に
当
時
、
関
西
中
学

に
在
籍
し
て
い
た
入
沢
涼
月
（
本
部
は
岡
山
市
大
字
花
畑
の
彼
の
自
宅
）
・
有
本
芳
水
・
美
土
路
昌
一
（
元

朝
日
新
聞
社
長
）
ら
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
文
芸
結
社
）
が
発
行
し
た
文
芸
雑
誌
。
同
誌
に
は
尾
上
紫
舟
・

小
山
内
薫
・
正
宗
白
鳥
・
小
川
未
明
ら
中
央
の
作
家
も
寄
稿
し
た
。

一
首
目
は
先
の
『
明
星
』
卯
年
第
十
二
号
（
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
十
二
月
発
行
）
に
、

夕
月
の
さ
せ
ば
武
藏
の
母
も
き
て
あ
り
し
昔
の
夢
さ
そ
ふ
夜
や

の
表
記
で
既
発
表
。

三
首
目
は
先
の
『
文
庫
』
第
二
十
五
巻
第
六
号
（
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
四
月
発
行
）
に
、

そ
ゞ
ろ
行
く
に
、
こ
こ
は
名
の
國
智
慧
の
國
。
ふ
た
ゝ
び
思
ふ
戀
は
い
づ
か
た
。

の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
で
あ
る
。
な
お
本
歌
は
底
本
改
訂
本
文
で
は
、
漂
泊
洗
浄
が
施
さ
れ
て
し
ま
い
、

慕
ひ
行
く
に
そ
こ
は
名
の
國
、
智
惠
の
國
、
二
度
お
も
ふ
戀
は
い
づ
か
た

と
綺
麗
に
乾
さ
れ
て
あ
る
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

口
紅
に
新
春
少
女
十
六
の
笑ヱ

ミ

う
つ
く
し
き
梅
の
園
生
や

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
文
庫
』
第
二
十
八
巻
第
二
号
（
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
二
月
発
行
）
に
「
上
野

美
佐
雄
」
と
い
う
名
義
（
過
去
に
見
ら
れ
な
い
雅
号
で
あ
る
）
で
掲
載
さ
れ
た
。
渡
邊
光
風
選
。
萩
原
朔

太
郎
満
十
八
歳
。
渡
邊
光
風
は
、
こ
の
新
派
和
歌
運
動
胎
動
期
に
当
『
文
庫
』
や
『
青
年
文

せ
い
ね
ん
ぶ
ん

』『
少
年
文
庫
』

と
い
っ
た
文
芸
投
稿
誌
の
短
歌
選
者
と
し
て
知
ら
れ
た
歌
人
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

あ
は
た
ゝ
し
燃
ゆ
る
災
の
火
車
を
忘
れ
て
い
に
し
つ
ら
き
君
か
な

zvn04
ノート
（✕）「智惠の國、」→（○）「智惠の國」。





［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
あ
は
た
ゝ
し
」
「
災
」
は
マ
マ
。
底
本
改
訂
本
文
は
、

あ
わ
た
だ
し
燃
ゆ
る
炎
の
火
車
を
忘
れ
て
い
に
し
つ
ら
き
君
か
な

と
訂
す
。
］

た
ゝ
願
ふ
君
の
傍
へ
に
あ
る
日
を
ば
夢
の
よ
う
な
る
そ
の
千
年
を
ば

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
よ
う
な
る
」
は
マ
マ
。
「
た
ゝ
」
は
初
出
「
だ
ゝ
」
で
あ
る
が
、
初
出
誌
の
誤
植
と

断
じ
て
訂
し
た
。
底
本
全
集
改
訂
本
文
も
「
た
だ
」
。
］

わ
れ
君
を
戀
は
ん
戀
し
き
心
よ
り
君
を
思
へ
ば
胸
た
だ
火
な
り

綾
唄
や
あ
る
ひ
は
牛
の
遠
鳴
や
、
君
ま
つ
秋
の
野
の
更
け
に
け
り

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
初
出
「
更
け
に
げ
り
」
。
初
出
誌
の
誤
植
と
断
じ
て
訂
し
た
。
］

風
ふ
き
ぬ
木
の
葉
地
を
う
つ
秋
の
夜
は
ま
た
る
ゝ
君
か
さ
び
し
さ
思
へ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
上
五
首
は
『
白
虹
』
第
一
巻
第
四
号
（
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
四
月
発
行
）

の
「
小
鼓
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
。
萩
原
朔
太
郎
満
十
八
歳
。］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

 
 

 

ゑ
か
た
び
ら

山
ず
み
の
一
人
あ
り
て
文
き
ぬ
と
、
封
を
し
切
ら
ば
た
ち
ば
な
こ
ぼ
れ
む
。

通
夜

つ

や

の
夜
を
燈
灯

と
も
し
び

か
こ
む
物
語
、
欠
伸

あ

く

び

か
は
ゆ
き
子
の
姿
か
な
。

夏
の
日
や
、
簾
あ
ま
ね
く
た
れ
こ
め
て
、
凉
し
と
書
き
ぬ
ま
づ
や
る
文
へ
。



ほ
と
ゝ
ぎ
す
、
梅
雨

さ
み
だ
れ

ば
れ
の
白
日
や
、
大
河
流
る
ゝ
音
き
ゝ
居
れ
ば
。

さ
つ
き
や
み
烟
た
な
び
く
暮
れ
方
を
、
夢
の
よ
う
に
て
人
に
添
ふ
み
ち
。

大
坂
や
わ
れ
小
な
う
て
伯
母
上
が
、
肩
に
す
が
り
し
木
遣
り
街
か
な
。

花
や
か
に
、
か
ん
て
ら
燭と

も

す
え
ん
日
を
、
二
人
い
づ
れ
ば
月
の
ぼ
り
け
り
。

山
百
合
の
一
輪
う
え
て
人
ま
つ
と
、
ま
つ
り
日
い
で
し
好よ

き
あ
に
び
と
よ
。

梅
雨

つ

ゆ

ば
れ
の
柳
色
ま
す
門
邊
を
ば
、
草
笛
ふ
き
て
君
よ
ぎ
り
ぬ
と
。

山
吹
の
垣
根
つ
く
り
て
あ
る
夕
、
少
女
す
む
家
と
仲
へ
だ
て
け
り
。

夕
月
や
橋
の
袂
に
衣
白
き
、
人
と
別
れ
ぬ
山
百
合
の
は
な
。

さ
く
ら
貝
、
ふ
た
つ
重
ね
て
海
の
趣
味
、
い
づ
れ
深
し
と
笑
み
問と

は
れ
け
り
。

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
前
橋
中
学
校
校
友
会
雑
誌
『
坂
東
太
郎
』
第
四
十
二
号
（
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）

年
七
月
発
行
）
に
「
萩
原
美
棹
」
の
筆
名
で
所
収
さ
れ
た
「
ゑ
か
た
び
ら
」
と
題
す
る
十
二
首
連
作
。
当

時
、
朔
太
郎
満
十
八
歳
。

五
首
目
「
夢
の
よ
う
に
」
は
マ
マ
。

六
首
目
「
小
な
う
て
」
は
「
を
さ
な
う
て
」
と
読
む
（
後
注
参
照
）
。
底
本
改
訂
本
文
で
は
「
幼
な
う
て
」

と
『
訂
正
』
す
る
が
採
ら
な
い
。

八
首
目
「
う
え
て
」
は
マ
マ
。

十
一
首
目
「
袂
」
は
マ
マ
。

こ
の
う
ち
、
六
首
目
「
大
坂
や
」
と
掉
尾
「
さ
く
ら
貝
」
の
二
首
は
、
後
に
見
る
よ
う
に
第
六
高
等
学

校
『
校
友
会
誌
』
（
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
十
二
月
号
）
に
、
「
美
棹
」
署
名
で
「
水
市
覺
有
秋
」
の

題
の
七
首
の
中
に
配
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
（
順
序
は
逆
転
さ
れ
て
い
る
）
、



大
坂
や
わ
れ
を
さ
な
う
て
伯
母
上
が
肩
に
す
が
り
し
木
遣

き

や

り

街
か
な

櫻
貝
二
つ
竝
べ
て
海
の
趣
味
い
づ
れ
深
し
と
笑
み
問
は
れ
け
り

と
改
稿
さ
れ
て
い
る
。
以
前
に
も
「
さ
く
ら
貝
」
の
短
歌
を
単
独
で
挙
げ
た
際
に
も
述
べ
た
が
、
短
歌
を

解
さ
な
い
私
で
は
あ
る
が
―
―
で
あ
る
が
故
に
―
―
こ
の
一
首
は
断
然
、
こ
の
初
出
形
の
方
が
美
し
い
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

 
 

ろ
べ
り
や

共
住

と
も
ず
み

の
好

こ
の
み

少
な
き
君
に
し
て
六
月
植う

ゑ
ぬ
ろ
べ
り
や
の
花

夏
花

な
つ
ば
な

に
趣し

ゆ

あ
る
小
家

こ

い

へ

の
人
な
れ
ば
面
影

お
も
か
げ

に
似
し
戀
も
す
る
哉

振
袖

ふ
り
そ
で

の
桔
梗

き
ゝ
や
う

の
花
の
色い

ろ

の
よ
き
な
つ
か
し
人び

と

と
涙
も
よ
ほ
す

姉
に
似
し
女

を
ん
な

も
見
た
る
そ
の
家
に
撫
子

な
で
し
こ

う
ゑ
む
京

き
や
う

ぶ
り
に
し
て

綾
唄
や
或
は
牛
の
遠
鳴

と
ほ
な
き

や
君
待ま

つ
秋あ

き

の
野
は
更ふ

け
に
け
り

あ
は
た
ゞ
し
燒も

ゆ
る焰 ほ

の
ほ

の
火
車

ひ
ぐ
る
ま

を
忘わ

す

れ
て
行い

に
し
つ
ら
き
君
か
な

御
手

み

て

そ
へ
て
悲
し
み
給た

ま

へ
野
か
ざ
る
を
戀こ

ひ

な
き
人
の
十
九
夏
草

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
前
橋
中
学
校
校
友
会
雑
誌
『
坂
東
太
郎
』
第
四
十
三
号
（
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）

年
十
二
月
発
行
）
に
「
萩
原
美
棹
」
の
筆
名
で
所
収
さ
れ
た
七
首
連
作
。
同
号
に
は
他
に
後
に
掲
げ
る
三

群
か
ら
な
る
十
九
首
が
載
る
。
当
時
、
朔
太
郎
満
十
九
歳
。

「
ろ
べ
り
や
」
キ
キ
ョ
ウ
目
キ
キ
ョ
ウ
科
ミ
ゾ
カ
ク
シ
（
溝
隠
）
属Lobelia

の
ロ
ベ
リ
ア
・
エ
リ
ヌ

スLobelia erinus

、
和
名
ル
リ
チ
ョ
ウ
ソ
ウ
（
瑠
璃
蝶
草
）
及
び
そ
の
園
芸
品
種
を
い
う
。
南
ア
フ
リ

カ
原
産
の
秋
播
き
の
一
年
草
で
、
高
さ
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
マ
ウ
ン
ド
状
に
広
が
る
。
四
月
か

ら
七
月
頃
に
青
紫
色
の
美
し
い
花
を
咲
か
せ
、
花
色
は
赤
紫
色
や
ピ
ン
ク
・
白
色
な
ど
が
あ
る
。
（w

eblio



辞
書
の
「
植
物
図
鑑
」
に
あ
る
「
ロ
ベ
リ
ア
・
エ
リ
ヌ
ス
（
瑠
璃
蝶
草
）
」
に
拠
っ
た
。
画
像
は
グ
ー
グ
ル

画
像
検
索
「Lobelia erinus

」
も
参
照
さ
れ
た
い
）。

一
首
目
の
「
と
も
づ
み
」
の
読
み
は
マ
マ
。

五
首
目
は
、
本
初
出
で
は
、

唄
或
は
牛
の
遠
鳴

と
ほ
な
き

き
や
君
待ま

つ
秋あ

き

の
野
は
更ふ

け
に
け
り

で
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
音
数
が
お
か
し
く
、
し
か
も
こ
れ
は
先
の
『
白
虹
』
第
一
巻
第
四
号
（
明
治
三
八

（
一
九
〇
五
）
年
四
月
発
行
）
に
、

綾
唄
や
あ
る
ひ
は
牛
の
遠
鳴
や
、
君
ま
つ
秋
の
野
の
更
け
に
げ
り

（
「
け
り
」
は
初
出
で
は
「
げ
り
」
と
誤
植
）
と
同
歌
稿
で
あ
る
か
ら
、
か
く
訂
し
た
（
底
本
全
集
校
訂
本

文
も
こ
れ
を
採
る
）
。

六
首
目
の
「
あ
は
た
ゞ
し
」
「
燒
ゆ
る
」
は
マ
マ
。
こ
れ
は
や
は
り
『
白
虹
』
第
一
巻
第
四
号
に
載
る
、

あ
は
た
ゝ
し
燃
ゆ
る
災
の
火
車
を
忘
れ
て
い
に
し
つ
ら
き
君
か
な

（
「
災
」
は
「
炎
」
の
誤
植
と
思
わ
れ
る
）
と
同
歌
稿
で
あ
る
。

七
首
目
の
「
野
か
ざ
る
を
」
は
意
味
不
明
。「
野
飾
る
を
」
か
。
に
し
て
も
韻
律
が
す
こ
ぶ
る
悪
い
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

靑あ
を

す
だ
れ
吹
く
夕
風

ゆ
ふ
か
ぜ

は
美よ

き
人
の
稽
古

さ

ら

へ

お
へ
た
る
窓
よ
り
も
れ
て

ほ
と
ゝ
ぎ
す
女

を
ん
な

に
友と

も

の
多
く
し
て
そ
の
音お

と

づ
れ
の
た
そ
が
れ
の
頃

稻い
ね

の
穗ほ

は
淺
間

あ

さ

ま

か
く
す
に
丈た

け

た
ら
ず
君
と
行
く
子
に
日ひ

は
照て

り
そ
へ
ど

微
風

そ
よ
か
ぜ

の
歌
語

う
た
か
た

り
吹
く
途み

ち

す
が
ら
四
の
袖そ

で

に
螢

ほ
た
る

お
さ
へ
ぬ

は
な
あ
や
め
二
十
六
夜
の
月
影

つ
き
か
げ

に
透す

か
し
て
見
た
る
帷
子

か
た
び
ら

の
人

春は
る

の
夜よ

や
と
あ
る
小
路

う

じ

に
驚

お
ど
ろ

き
ぬ
巨
人

き
よ
に
ん

の
よ
う
に
見
え
し
水
甕

み

が

め

に

見
代

み

か

は

せ
ば
何な

ん

の
奇き

も
な
く
友と

も

は
あ
り
相
別
れ
て
は
胸む

ね

や
ぶ
る
ま
で

http://www.weblio.jp/content/%E3%83%AD%E3%83%99%E3%83%AA%E3%82%A2%E3%83%BB%E3%82%A8%E3%83%AA%E3%83%8C%E3%82%B9
https://www.google.co.jp/search?q=Lobelia+erinus&safe=off&rlz=1C1ARAB_enJP452JP452&espv=210&es_sm=122&source=lnms&tbm=isch&sa=X&ei=YwbWUpeNDciRkQWK_IDIBQ&ved=0CAkQ_AUoAQ&biw=1280&bih=860


圓ま

ろ
や
か
に
名
手

め

て

は
胸
の
上う

へ

に
置
き
左

ひ
だ
り

苺
い
ち
ご

の
草く

さ

つ
む
少
女

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
前
橋
中
学
校
校
友
会
雑
誌
『
坂
東
太
郎
』
第
四
十
三
号
（
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）

年
十
二
月
発
行
）
に
「
萩
原
美
棹
」
の
筆
名
で
所
収
さ
れ
た
八
首
連
作
。
同
号
に
は
こ
の
前
に
、
前
に
掲

げ
た
「
ろ
べ
り
や
」
七
首
、
こ
の
後
に
は
後
に
掲
げ
る
二
群
か
ら
な
る
十
一
首
が
載
る
。
当
時
、
朔
太
郎

満
十
九
歳
。

一
首
目
「
夕
風
」
の
ル
ビ
は
「
ゆ
ふ
や
ぜ
」
で
あ
る
が
誤
植
と
し
て
訂
し
た
。
「
稽
古
」
の
「
稽
」
の
字

の
（
つ
く
り
）
の
中
の
「
匕
」
は
初
出
で
は
「
上
」
の
字
体
。
「
お
へ
た
る
」
は
マ
マ
。

六
首
目
「
小
路
」
の
「
こ
じ
」
は
マ
マ
。
底
本
全
集
校
訂
本
文
で
は
「
こ
う
ぢ
」
と
す
る
。
「
よ
う
に
」

も
マ
マ
。

掉
尾
の
「
名
手

め

て

」
は
マ
マ
。
底
本
全
集
校
訂
本
文
で
は
「
馬
手

め

て

」
と
す
る
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

ほ
し
い
ま
ゝ
く
づ
ほ
れ
泣な

け
ば
寒さ

む

き
世よ

も
光
そ
ひ
く
る
心
地

こ

ゝ

ち

の
み
し
て

夜よ

は
夜
に
て
晝ひ

る

は
晝
に
て
戀こ

い
て
あ
ら
ば
エ
ト
ナ
の
山や

ま

は
も
え
で
あ
る
べ
し

か
ら
く
り
に
見み

た
る
地
獄

ぢ

ご

く

の
叫
喚

け
う
か
ん

が
待ま

ち
居ゐ

る
も
の
と
思お

も

ふ
可
笑

を

か

し
さ

寂
律

さ
び
し
み

や
葦あ

し

に
物も

の

い
ふ
夕
澤
邊

ゆ

う

さ

わ

べ

鴫
立
つ
か
ら
に
思お

も

ふ
西
行

古
年

ふ
る
と
せ

や
王
者

わ
う
し
や

に
似に

た
る
思

お
も
ひ

い
で
ゝ
浮う

か

び
來
淡あ

は

く
秋
の
夕
雨

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
前
橋
中
学
校
校
友
会
雑
誌
『
坂
東
太
郎
』
第
四
十
三
号
（
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）

年
十
二
月
発
行
）
に
「
萩
原
美
棹
」
の
筆
名
で
所
収
さ
れ
た
五
首
連
作
。
同
号
に
は
こ
の
前
に
、
前
に
掲

げ
た
「
ろ
べ
り
や
」
七
首
の
他
、
二
歌
群
が
載
る
。
当
時
、
朔
太
郎
満
十
九
歳
。

二
首
目
「
戀
い
て
」
は
マ
マ
。「
エ
ト
ナ
」
は
イ
タ
リ
ア
南
部
シ
チ
リ
ア
島
の
東
部
に
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

最
大
の
活
火
山
エ
ト
ナ
山
（E

tna

）。
ギ
リ
シ
ャ
神
話
で
は
ガ
イ
ア
の
息
子
で
不
死
の
怪
物
の
王
テ
ィ
フ
ォ



ン
が
封
じ
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
、
ま
た
鍛
冶
神
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
は
こ
の
山
精
で
あ
る
エ
イ
ト
ナ
を
愛
人
と

し
、
そ
の
情
熱
的
な
生
涯
の
最
後
の
仕
事
場
と
し
て
こ
の
山
を
選
ん
だ
と
も
伝
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
私
が

馬
鹿
な
の
か
こ
の
歌
の
意
味
は
今
一
つ
、
よ
く
汲
み
取
れ
な
い
。
自
分
の
恋
情
の
炎
が
日
夜
絶
え
ず
激
し

け
れ
ば
、
永
遠
の
火
を
噴
く
は
ず
の
エ
ト
ナ
山
で
さ
え
も
、
そ
の
私
の
情
熱
故
に
燃
え
尽
き
て
し
ま
う
で

あ
ろ
う
、
と
で
も
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
？

ど
う
も
短
歌
の
苦
手
な
私
に
は
分
か
ら
ぬ
。
識
者
の
御
教
授

を
乞
う
も
の
で
あ
る
。

三
首
目
「
叫
喚
」
は
初
出
で
は
「
叫
嗅
」
で
あ
る
が
、
誤
植
と
断
じ
て
訂
し
た
。
無
論
、
底
本
全
集
校

訂
本
文
も
「
叫
喚
」
と
す
る
。
「
け
う
か
ん
」
の
読
み
は
マ
マ
。

四
首
目
「
ゆ
う
さ
わ
べ
」
の
読
み
は
マ
マ
。］

＊ 
 

 

＊ 
 

 
＊

夕ゆ
う

ざ
れ
や
も
ろ
こ
し
畑

は
た
け

吹
く
風
に
衣
手

こ
ろ
も
で

さ
む
き
秋
は
來
に
け
り

春
の
夜
や
歌う

た

に
更ふ

か
せ
し
小
人

せ
う
じ
ん

の
口
元
可
愛

か

わ

ゆ
き
笑ゑ

み

を
し
ぞ
思
ふ

ほ
と
ゝ
ぎ
す
鳴な

き
ぬ
藤
氏

と

う

し

を
語
る
夜
に
秀
才

し
う
さ
い

な
れ
ば
簾み

す

ま
き
あ
げ
よ

梅
雨

つ

ゆ

ば
れ
の
大
河

た

い

が

流
る
ゝ
國く

に

を
北き

た

に
晝
顏

ひ
る
が
ほ

う
ゑ
ぬ
夢ゆ

め

み
る
人
と

古
家

ふ
る
が
や

に
昨
日

き

の

ふ

咲ざ

き
た
る
五
月
花

さ

つ

き

ば

な

つ
み
な
玉た

ま

ひ
そ
雨
降
り
出
で
む

君
見
れ
ば
二
條
に
生
ひ
し
街
粧

ま
ち
づ
く

り
扇
も
つ
手て

の
品し

な

づ
く
り
け
り

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
前
橋
中
学
校
校
友
会
雑
誌
『
坂
東
太
郎
』
第
四
十
三
号
（
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）

年
十
二
月
発
行
）
に
「
萩
原
美
棹
」
の
筆
名
で
所
収
さ
れ
た
「
ろ
べ
り
や
」
他
二
十
六
首
の
掉
尾
を
飾
る

六
首
連
作
。
当
時
、
朔
太
郎
満
十
九
歳
。
こ
れ
ら
は
例
え
ば
三
首
目
が
「
枕
草
子
」
の
「
鳥
は
」
と
「
香

炉
峰
の
雪
」
に
基
づ
く
（
「
藤
氏
を
語
る
」
は
後
発
の
「
大
鏡
」
の
「
藤
氏
物
語
」
に
引
っ
掛
け
た
話
し
で

あ
ろ
う
）
、
一
種
の
時
代
夢
想
詠
で
統
一
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
私
に
は
見
え
る
（
但
し
、
総
て
に
つ
い
て
の

典
拠
を
私
は
理
解
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
ま
た
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
短
歌
の
印
象
は
そ
れ
を
探
り



た
い
と
い
う
興
味
も
私
に
は
湧
か
せ
な
い
も
の
で
も
あ
る
）。

一
首
目
「
夕
ざ
れ
」
の
読
み
「
ゆ
う
」
は
マ
マ
。

二
首
目
「
可
愛
ゆ
き
」
の
読
み
「
か
わ
」
は
マ
マ
。

五
首
目
は
初
出
で
は
下
句
が
「
つ
み
玉
ひ
そ
雨
降
り
出
で
む
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
脱
字
と
断
じ
て
「
な
」

を
補
っ
た
。
底
本
校
訂
本
文
も
無
論
、
そ
う
な
っ
て
い
る
。

六
首
目
「
品
づ
く
り
」
を
底
本
校
訂
本
文
は
誤
字
と
し
て
「
品
つ
く
り
」
と
『
訂
正
』
し
て
い
る
。
私

は
従
え
な
い
。］

＊ 
 

 
＊ 

 
 

＊

窓
に
寄
る
日

燈
灯
の
ま
へ
に
君
あ
り
わ
れ
の
あ
り
う
れ
し
け
れ
ど
も
言
の
葉
の
な
き

寒
き
日
や
胡
瓜
畑
の
霜
を
思
ひ
湯
あ
み
す
る
窓
を
月
の
ぞ
き
け
り

別
れ
居
る
心
は
淋
し
け
だ
も
の
を
飼
ひ
て
生
く
べ
き
日
と
よ
う
似
た
る

山
の
上
に
一
人
家
す
る
夢
を
見
て
寢
ざ
め
の
床
は
う
る
ほ
ひ
に
け
り

逢
瀨
山
ま
た
口
惡
き
博
士
等
が
見
た
ま
は
ず
や
と
人
の
き
づ
か
ひ

里
川
の
底
に
う
つ
れ
る
星
く
づ
を
い
く
つ
數
へ
て
人
に
あ
ふ
べ
き

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
晩
聲
』
創
刊
号
（
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
四
月
発
行
）
に
「
美
佐
雄
」
の
筆
名

で
所
収
さ
れ
た
。
当
時
、
朔
太
郎
満
十
九
歳
。
『
晩
聲
』
と
い
う
雑
誌
は
不
詳
。
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）

年
十
一
月
十
五
日
創
刊
の
君
島
東
陽
編
輯
の
暁
声
雑
誌
社
の
評
論
雑
誌
に
同
名
の
も
の
が
あ
る
が
、
創
刊

年
や
雑
誌
の
性
質
か
ら
別
物
で
あ
る
。

巻
頭
の
「
燈
灯
」
は
底
本
全
集
校
訂
本
文
は
「
燈
火
」
と
『
訂
』
す
る
。

「
逢
瀨
山
」
の
「
口
惡
き
博
士
」
は
何
か
典
拠
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
識
者
の
御
教
授
を
乞
う
も
の
で



あ
る
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

 
 

 

ひ
ま
は
り
ば
な

驚
お
ど
ろ

き
ぬ
日
輪

に
ち
り
ん

み
れ
ば
紅
熱

ぐ

ね

つ

し
て
向
日
葵

ひ

ま

は

り

ば
な
と
接
吻

く
ち
づ
け

す
る
に

極
熱

ご
く
ね
つ

の
印
度

い

ん

ど

の
人
は
色
黑

い
ろ
く
ろ

く
物も

の

い
ふ
さ
ま
も
惓う

き
形

か
た
ち

か
な

南
國

な
ん
こ
く

の
窓ま

ど

に
芭
蕉

ば

せ

う

の
實み

を
割わ

る
と
さ
ゝ
く
れ
し
た
る
人ひ

と

を
夢ゆ

め

み
ぬ

支
那

し

な

へ
行ゆ

く
大
路

だ

い

ろ

も
と
む
と
朝あ

さ

い
で
ゝ
夕

ゆ
ふ
べ

か
へ
ら
ぬ
逍
遙
人

せ
う
え
う
び
と

は

夢ゆ
め

ざ
め
や
涙

な
み
だ

の
痕あ

と

に
を
ど
ろ
き
て
少す

こ

し
く
思お

も

ふ
よ
し
幼お

さ

な
ご
と

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
前
橋
中
学
校
校
友
会
雑
誌
『
坂
東
太
郎
』
第
四
十
四
号
（
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）

年
七
月
発
行
）
に
「
美
棹
」
の
筆
名
で
掲
載
さ
れ
た
。
朔
太
郎
満
十
九
歳
。

四
首
目
「
逍
遙
人
」
の
ル
ビ
は
初
出
で
は
「
せ
う
よ
ぶ
び
と
」
。
誤
植
と
断
じ
、
訂
し
た
。
底
本
校
訂
本

文
も
無
論
、
「
せ
う
え
う
び
と
」
と
す
る
。

五
首
目
「
を
ど
ろ
き
て
」
及
び
「
幼お

さ

な
ご
と
」
は
マ
マ
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

お
ど
ろ
き
ぬ
日
輪
み
れ
ば
紅
熱
し
て
ひ
ま
わ
り
ば
な
と
く
ち
づ
け
す
る
に

お
染
さ
ま
あ
れ
久
さ
ま
と
よ
り
添
ひ
て
ふ
た
り
ゆ
く
手
に
闇
の
あ
や
な
き

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
無
花
果
』
（
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
十
一
月
発
行
）
に
「
美
棹
」
の
筆
名
で
掲

載
さ
れ
た
。
朔
太
郎
満
二
十
歳
。「
ひ
ま
わ
り
」
は
マ
マ
。
こ
の
第
一
首
は
先
に
掲
げ
た
『
坂
東
太
郎
』
第

zvn04
ノート
初出は「あやすき」。筑摩版全集差し込みの校訂本文訂正に従った。



四
十
四
号
（
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
七
月
発
行
）
の
一
種
と
表
記
違
い
の
同
一
歌
で
あ
る
。］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

 
 

 

水
市
覺
有
秋

む
ら
さ
き
す
路
上
の
花
の
ち
ひ
さ
き
を
愛
づ
る
ば
か
り
に
ゆ
く
車
か
な

千
石
の
水
あ
ぶ
心
地
日
ぐ
ら
し
の
一
時
に
啼
き
ぬ
木
蔭
路
入
れ
ば

海
戀
し
山
に
登
れ
ば
遠
山
は
波
の
や
う
な
り
風
の
音
さ
へ

櫻
貝
二
つ
並
べ
て
海
の
趣
味
い
づ
れ
深
し
と
笑
み
問
は
れ
け
り

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
三
年
前
の
前
橋
中
学
校
校
友
会
雑
誌
『
坂
東
太
郎
』
第
四
十
二
号
（
明
治
三
八
（
一

九
〇
五
）
年
七
月
発
行
）
に
発
表
し
た
「
ゑ
か
た
び
ら
」
十
二
首
連
作
の
掉
尾
の
、

さ
く
ら
貝
、
ふ
た
つ
重
ね
て
海
の
趣
味
、
い
づ
れ
深
し
と
笑
み
問と

は
れ
け
り
。

の
改
作
。
初
出
に
劣
る
。］

大
坂
や
わ
れ
を
さ
な
う
て
伯
母
上
が
肩
に
す
が
り
し
木
遣

き

や

り

街
か
な

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
三
年
前
の
前
橋
中
学
校
校
友
会
雑
誌
『
坂
東
太
郎
』
第
四
十
二
号
（
明
治
三
八
（
一

九
〇
五
）
年
七
月
発
行
）
に
発
表
し
た
「
ゑ
か
た
び
ら
」
十
二
首
連
作
の
一
首
、

大
坂
や
わ
れ
小
な
う
て
伯
母
上
が
、
肩
に
す
が
り
し
木
遣
り
街
か
な
。

の
標
記
違
い
の
同
一
作
。］

あ
め
つ
ち
の
途み

ち

に
は
は
ぢ
ぬ
我
な
が
ら
歌
を
一
人
の
君
に
か
く
し
ぬ

ほ
と
ゝ
ぎ
す
女
に
友
の
多
く
し
て
そ
の
音
づ
れ
の
た
そ
が
れ
の
こ
ろ



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
前
橋
中
学
校
校
友
会
雑
誌
『
坂
東
太
郎
』
第
四
十
三
号
（
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）

年
十
二
月
発
行
）
に
発
表
し
た
八
首
連
作
の
一
首
、

ほ
と
ゝ
ぎ
す
女

を
ん
な

に
友と

も

の
多
く
し
て
そ
の
音お

と

づ
れ
の
た
そ
が
れ
の
頃

の
標
記
違
い
の
同
一
作
。

以
上
七
首
は
、
第
六
高
等
学
校
『
交
友
会
誌
』
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
十
二
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
。

朔
太
郎
満
二
十
二
歳
。
彼
は
こ
の
前
年
九
月
に
熊
本
の
第
五
高
等
学
校
第
一
部
乙
類
（
英
語
文
科
）
に
入

学
し
た
が
、
こ
の
年
の
七
月
に
第
一
学
年
を
落
第
、
同
月
、
岡
山
の
第
六
高
等
学
校
を
受
験
し
て
合
格
、

同
年
九
月
に
同
校
第
一
部
丙
類
（
独
語
文
科
、
独
語
法
科
）
に
入
学
し
て
い
た
。
因
み
に
但
し
、
結
局
、

定
期
試
験
を
受
け
ず
に
問
題
視
さ
れ
て
六
高
も
翌
明
治
四
十
二
年
七
月
に
落
第
、
翌
四
十
三
年
四
月
に
は

慶
応
義
塾
大
学
部
予
科
一
年
に
入
学
す
る
も
同
月
中
に
退
学
（
理
由
不
明
）、
同
年
六
、
七
月
頃
に
は
六
高

も
ま
た
退
学
し
て
い
る
（
当
時
、
チ
フ
ス
に
罹
患
し
て
お
り
、
表
向
き
の
退
学
理
由
は
そ
れ
で
あ
る
よ
う

に
底
本
年
譜
の
記
載
で
は
読
め
る
よ
う
に
書
か
れ
て
あ
る
）。
学
歴
の
仕
切
り
直
し
は
明
治
四
四
（
一
九
一

一
）
年
五
月
の
応
義
塾
大
学
部
予
科
一
年
の
再
入
学
で
あ
る
が
、
こ
こ
も
ま
た
し
て
も
六
ヶ
月
後
の
同
年

十
一
月
に
退
学
し
、
こ
れ
が
萩
原
朔
太
郎
の
最
終
学
歴
と
な
っ
た
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

 
 

 
 

か
ゝ
る
日

〇
あ
ゝ
え
た
え
ず
、
と
思
ふ
と
き
は
日
記
を
く
り
。
死
な
ん
と
書
き
て
心
し
づ
ま
る
、

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
た
え
ず
」
は
マ
マ
。
こ
の
一
首
は
、
後
の
「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
（
昭
和
五
二
（
一

九
七
七
）
年
に
萩
原
家
が
発
見
入
手
し
た
も
の
で
、
そ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
自
筆
本
自
選
歌
集
。

死
後
四
十
年
、
製
作
時
に
遡
れ
ば
実
に
六
十
余
年
を
経
て
の
驚
天
動
地
の
新
発
見
で
あ
っ
た
。
「
自
敍
傳
」

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
『
一
九
一
三
、
四
』
で
一
九
一
三
年
は
大
正
二
年
で
同
年
四
月
時
点
で
朔
太
郎
は
満
二

十
七
歳
で
あ
っ
た
）
の
歌
群
「
何
處
へ
行
く
」
の
章
に
あ
る
、

あ
ゝ
え
た
え
ず
、
と
思
ふ
と
き
は
日
記

に

き

を
く
り

死
な
ん
と
書
き
て
心
し
づ
ま
る

の
表
記
違
い
の
相
同
歌
。］



〇
二
三
人
木
枯
ら
ふ
け
る
大
道
を
。
去
來
す
胸
の
淋
し
さ
思
へ

〇
く
れ
な
い
の
軍
服
着
た
る
友
の
來
て
今
日
も
語
り
ぬ
ワ
グ
ネ
ル
の
こ
と
、

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
く
れ
な
い
」
は
マ
マ
。
こ
の
一
首
は
、「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
の
歌
群
「
午
後
」
の
、

紅
く
れ
な
い

の
軍
服
着
た
る
友
の
來
て

今
日
も
語
り
ぬ
ワ
グ
ネ
ル
の
こ
と

の
表
記
違
い
の
相
同
歌
。］

〇
學
問
の
き
ら
ひ
の
男
今
日
も
き
て
。
戀
の
話
を
し
て
か
へ
り
け
り

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
一
首
は
、
後
の
「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
の
歌
群
「
何
處
へ
行
く
」
の
章
に
あ
る
、

學
問
の
き
ら
ひ
の
男
今
日
も
き
て

戀
の
話
を
し
て
歸
り
け
り

の
表
記
違
い
の
相
同
歌
。］

〇
友
の
顏
み
る
ご
と
我
は
思
ひ
い
づ
。
か
つ
て
借
し
た
る
金
の
わ
づ
か
を

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
借
し
た
る
」
は
マ
マ
。
底
本
の
「
短
歌
」
補
遺
の
本
文
で
は
「
貸
し
た
る
」
と
訂
す

る
が
従
わ
な
い
。
古
く
は
「
貸
」
「
借
」
の
字
は
慣
用
上
、
相
互
に
通
用
し
た
か
ら
で
あ
る
。
］

涙
川
な
が
れ
を
早
み
の
る
舟
の
、
棹
さ
し
か
ね
つ
い
づ
ち
行
く
ら
ん
、

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
一
首
は
、
後
の
「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
の
歌
群
「
何
處
へ
行
く
」
の
章
に
あ
る
、

涙
川
な
が
れ
を
早
み
の
る
舟
の

棹
さ
し
か
ね
つ
い
づ
ち
行
く
ら
ん

の
表
記
違
い
の
相
同
歌
。］

〇
ぶ
ら
じ
る

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

の
海
の
色
に
も
よ
く
似
る
と
。
君
の
愛め

で
こ
し
靑
玉

オ
ツ
パ
ー
ス

か
な



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
一
首
は
、「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
の
歌
群
「
午
後
」
の
、

ぶ
ら
じ
る
の
海
の
色
に
も
よ
く
似
る
と

君
の
愛
で
こ
し
オ
ツ
パ
ア
ス
か
な

相
似
歌
で
あ
る
が
、「
靑
玉
」
の
漢
字
表
記
及
び
「
オ
ツ
パ
ー
ス
」
と
い
う
長
音
符
使
用
が
大
き
く
異
な
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
の
当
該
歌
の
注
で
記
し
た
が
、
再
掲
し
て
お
く
。
こ
こ
に

記
さ
れ
た
「
靑
玉
」
と
い
う
漢
語
は
「
サ
フ
ァ
イ
ア
」
の
こ
と
を
指
す
。
し
か
し
英
語
の
文
字
列
「Sapphire

」

や
発
音
は
、
ど
う
考
え
て
も
「
オ
ツ
パ
ア
ス
」
又
は
「
オ
ツ
パ
ー
ス
」
と
は
読
め
な
い
。
こ
れ
に
近
い
の

は
同
じ
宝
石
の
「
黄
玉
」、
則
ち
、「
ト
パ
ー
ズ
」
、
「topaz

」
し
か
な
い
。
た
だ
こ
れ
を
誤
用
と
指
弾
出
来

る
か
と
言
う
と
、
実
は
ト
パ
ー
ズ
に
は
ブ
ル
ー
・
ト
パ
ー
ズ
と
い
う
青
色
の
も
の
が
あ
る
か
ら
、
こ
れ
、

一
概
に
ト
ン
デ
モ
誤
用
と
は
言
え
な
い
気
が
す
る
の
で
あ
る
。
取
り
敢
え
ず
注
は
し
て
お
く
こ
と
と
し
た

い
。
そ
れ
よ
り
も
不
審
な
の
は
、
底
本
の
全
集
補
巻
で
は
こ
れ
を
「
短
歌
」
本
文
に
は
採
用
し
て
い
な
い

点
で
あ
る
。
こ
れ
は
最
早
、
相
同
歌
で
は
な
い
。
解
題
を
見
る
と
『
全
く
同
一
字
句
の
も
の
は
採
ら
な
か

っ
た
』
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
全
く
同
一
字
句
』
で
は
断
じ
て
、
な
い
。
］

〇
夕
ざ
れ
ば
そ
ゞ
ろ
あ
り
き
す
銃
機
屋
の
。
ま
へ
に
立
ち
て
は
ピ
ス
ト
ル
を
み
る
、

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
夕
ざ
れ
ば
」
「
銃
機
屋
」
は
マ
マ
。
こ
の
一
首
は
、
翌
年
の
『
ス
バ
ル
』
第
二
年
第

一
号
（
明
治
四
三
（
一
九
〇
二
）
年
一
月
発
行
）
に
「
萩
原
咲
二
」
名
義
で
掲
載
さ
れ
た

夕
さ
れ
ば
そ
ぞ
ろ
あ
り
き
す
銃
機
屋
の
ま
へ
に
立
ち
て
は
ピ
ス
ト
ル
を
み
る

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
。］

〇
理
想
な
ど
高
き
聲
に
て
言
ひ
し
故
。
あ
ま
た
の
人
に
う
と
ま
れ
し
か
な
。

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
一
首
は
、「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
の
歌
群
「
午
後
」
の
、

理
想
な
ど
高
き
聲
に
て
言
ひ
し
故

あ
ま
た
の
人
に
う
と
ま
れ
し
か
な

の
表
記
違
い
の
相
同
歌
。］

〇
君
と
わ
れ
同
じ
ま
す

ヽ

ヽ

に
て
見
た
る
夜
の
芝
居
の
膜
の
美
し
き
こ
と



〇
目
覺
ま
し
の
自
鳴
機

オ

ル

ゴ

ル

の
鳴
る
聲
を
き
ゝ
。
と
こ
ろ
も
知
ら
ぬ
支
那
の
街
ゆ
く

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
一
首
は
、「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
の
歌
群
「
午
後
」
の
、

目
覺
ま
し
の
自
鳴
機

オ

ル

ゴ

ル

の
鳴
る
音
を
き
ゝ

と
こ
ろ
も
知
ら
ぬ
、
支
那
の
街
ゆ
く

の
相
似
歌
。
「
音
」
が
「
聲
」
と
な
っ
て
お
り
、
相
同
で
は
な
い
。
底
本
の
全
集
補
巻
で
は
本
一
首
を
短
歌

の
補
遺
に
再
録
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
再
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
類
の
有
意
な
違
い
で
あ
る
。
］

〇
フ
リ
ユ
ー
ト
を
習
ふ
三
夜

さ

ん

や

い
も
い
ね
す
。
こ
れ
が
た
め
に
か
肺
を
い
た
め
し
、

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
い
ね
す
」
は
マ
マ
。
校
訂
本
文
は
「
い
ね
ず
」
と
す
る
。
］

〇
自
働
車
吾
が
住
む
家
か
き
せ
る

ヽ

ヽ

ヽ

か
み
。
長
外
套
を
き
て
居
る
に
よ
き
、

〇
八
月
は
日
輪
花

ひ

ぐ

る

ま

咲
き
ぬ
盛
ん
な
る
、
花
は
伏
屋

ふ

せ

や

の
軒
を
め
ぐ
り
て
、

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
一
首
は
、「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
の
歌
群
「
午
後
」
の
、

八
月
や
日
向
葵

ひ

ぐ

る

ま

さ
き
ぬ
さ
か
ん
な
る

花
は
伏
屋

ふ

せ

や

の
軒
を
め
ぐ
り
て

の
相
似
歌
で
あ
る
。
］

〇
そ
の
女
何
と
か
言
ひ
て
吾
が
肩
を
ふ
た
つ
た
ゝ
し
こ
と
が
う
れ
し
き

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
一
首
は
、
後
の
「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
の
歌
群
「
何
處
へ
行
く
」
の
章
に
あ
る
、

そ
の
女
何
と
か
言
ひ
て
わ
が
肩
を

ふ
た
つ
叩
き
し
こ
と
が
う
れ
し
き

の
表
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

〇
ピ
ス
ト
ル
を
持
ち
て
歩
け
ば
巡
査
よ
び
と
が
め
ぬ
、
こ
れ
は
吾
を擊

つ
た
め



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
一
首
は
、
後
の
「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
の
歌
群
「
何
處
へ
行
く
」
の
章
に
あ
る
、

ピ
ス
ト
ル
を
持
ち
て
歩
け
ば
巡
査
よ
び

と
が
め
ぬ
、
こ
れ
は
我
を擊

つ
た
め

の
表
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

〇
同
人
數
そ
う
ぞ
め
か
し
て
練ね

り
く
る
と
き
い
て
は
せ
み
る
と
も
ら
ひ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

な
り
き
、

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
そ
う
ぞ
」
は
マ
マ
。
こ
の
一
首
は
、
後
の
「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
の
歌
群
「
何
處
へ

行
く
」
の
章
に
あ
る
、

同
人
數
そ
う
ぞ
め
か
し
て
練
り
來
る
と

き
ゝ
て
は
せ
見
る
と
も
ら
ひ
な
り
き

の
表
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
何
故
か
底
本
の
全
集
補
巻
の
「
短
歌
」
補
遺
で
は
本

文
採
用
し
て
い
る
。
「
覺
ま
し
の
自
鳴
機

オ

ル

ゴ

ル

の
の
鳴
る
聲
を
き
ゝ
。
と
こ
ろ
も
知
ら
ぬ
支
那
の
街
ゆ
く
」
を
本

文
採
用
せ
ず
、
こ
れ
を
採
る
と
い
う
の
は
（
恐
ら
く
「
き
い
て
」
と
「
き
ゝ
て
」
の
違
い
な
の
で
あ
ろ
う

が
）
、
私
に
は
全
く
解
せ
な
い
。
］

〇
春
ゆ
う
べ
と
あ
る
酒
屋
の
店
さ
き
にLIQ

U
R

リ

キ

ユ

ー

の
瓶
を
め
て
ゝ
か
へ
り
ぬ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ゆ
う
べ
」
「
め
て
ゝ
」
は
マ
マ
。
こ
の
一
首
は
、
後
の
「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
の
歌

群
「
午
後
」
の
章
に
あ
る
、

春
ゆ
う
べ
と
あ
る
酒
屋
の
店
さ
き
に

LIQ
U

R

の
瓶
を
愛
で
ゝ
か
へ
り
ぬ

の
相
似
歌
で
あ
る
。「LIQ

U
R

」
の
文
字
列
に
は
ル
ビ
が
な
い
か
ら
、
こ
れ
は
相
同
歌
で
は
な
い
。
こ
れ
も

「
リ
キ
ュ
ー
ル
」
と
は
読
ん
で
い
な
い
と
断
言
出
来
な
い
以
上
、
本
来
な
ら
本
文
採
用
さ
れ
る
べ
き
部
類

の
一
首
で
あ
る
。
］

〇
か
な
た
日
は
て
る
て
る
海
の
靑
疊

だ
ゝ
み

八
疊

じ
よ
う

し
け
る
室へ

や

に
晝
寢

ひ

る

い

す

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
て
る
て
る
」
の
後
半
は
底
本
で
は
踊
り
字
「〱

」
。「
じ
よ
う
」
は
マ
マ
。
こ
の
一
首

は
、
後
の
「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
の
歌
群
「
午
後
」
の
章
に
あ
る
、



か
な
た
日
は
て
る
て
る
海
の
靑
た
ゝ
み

八
疊
ひ
け
る
室へ

や

に
晝
睡

ひ

る

い

す

の
表
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

〇
春
の
夜
の
酒
は
泡
だ
つ
シ
ヤ
ン
パ
ン
シ
ユ
樂
は
た
の
し
き
戀
の
旋
律

メ
ロ
ヂ
イ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
一
首
は
、
後
の
「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
の
歌
群
「
午
後
」
の
章
に
あ
る
、

春
の
夜
の
酒
は
泡
だ
つ
三
鞭
酒

シ
ヤ
ン
パ
ニ
ユ
ー

樂
は
た
の
し
き
戀
の
メ
ロ
デ
イ

の
相
似
歌
で
あ
る
。
底
本
は
相
同
歌
と
し
て
本
文
採
用
し
て
い
な
い
。
私
は
こ
の
二
首
、
逆
立
ち
し
て
も

相
同
歌
と
は
思
わ
な
い
。］

〇
日
毎
わ
れ
堕
落
し
ゆ
け
ば
歌
さ
へ
も
、
俳
諧
歌
と
や
人
は
見
る
ら
ん
、

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

△
以
上
二
十
一
首
ハ
本
年
ノ
二
月
ヨ
リ
五
月
ニ
至
ル
マ
デ
ノ
詠
艸
中
代
表
的
思
想
ノ
作
ノ

ミ
ヲ
ト
ル
五
月
以
後
作
ナ
シ
、

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
上
の
二
十
一
首
か
ら
な
る
「
か
ゝ
る
日
」
歌
群
は
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
九

月
一
日
消
印
萩
原
栄
次
宛
書
簡
よ
り
。
投
函
地
は
前
橋
。
朔
太
郎
、
満
二
十
二
歳
。
一
九
八
九
年
二
月
刊

の
筑
摩
書
房
版
萩
原
朔
太
郎
全
集
補
巻
の
「
短
歌
」
パ
ー
ト
に
あ
る
『
書
簡
よ
り
』
か
ら
。
非
常
に
長
い

書
簡
の
末
尾
に
記
さ
れ
あ
る
。
後
書
に
よ
っ
て
同
年
二
月
か
ら
五
月
の
詠
草
の
中
か
ら
『
代
表
的
思
想
ノ

作
ノ
ミ
ヲ
ト
ル
』
と
あ
り
、
五
月
以
後
、
こ
の
八
月
ま
で
は
『
以
後
作
ナ
シ
』
と
わ
ざ
わ
ざ
断
っ
て
い
る
。

こ
の
七
月
に
岡
山
の
第
六
高
等
学
校
第
一
学
年
で
落
第
、
原
級
留
置
に
な
っ
て
い
る
（
翌
年
夏
に
退
学
）
。］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

例
に
よ
り
駄
作
數
首
近
詠
舊
作
う
ち
ま
ぜ
て
御
高
評
を
あ
ふ
ぎ
ま
つ
り
候
、

樂
隊
の
シ
ン
バ
ル
の
す
る
音
に
き
ゝ
ぬ
そ
の
と
き
君
に
き
ゝ
し
一
言
、



自
働
車
の
は
せ
ゆ
く
あ
と
を
見
送
り
て
涙
な
が
し
ぬ
故
し
ら
ぬ
な
り

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
後
の
「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」（
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
・
満
二
十
七
歳
）
の
歌
群
「
午

後
」
に
載
る
、

自
働
車
の
馳
せ
行
く
あ
と
を
見
送
り
て

涙
な
が
し
き
故
し
ら
ぬ
な
り

の
類
型
歌
で
あ
る
。
］

芝
居
み
て
河
添
か
へ
る
夜よ

る

な
ど
は
よ
く
よ
く
人
の
戀
し
か
り
け
り

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
よ
く
よ
く
」
の
後
半
は
底
本
で
は
踊
り
字
「〱

」
。
同
じ
く
、
後
の
「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ

ハ
ナ
」
の
歌
群
「
午
後
」
に
載
る
、

芝
居
見
て
河
添
ひ
か
へ
る
夜
な
ど
は

よ
く
よ
く
人
の
戀
し
か
り
け
り

の
表
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

思
ひ
出
は
道
根
堀

ど
う
こ
ん
ぼ
り

の
細
小
路
、
小
間
店
の
花
ガ
ス
の
い
ろ
（
大
坂
の
懷ㇾ

追
は
こ
ゝ
に
の
み
殘
れ
り
、
）

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
道
根
堀
」
及
び
ル
ビ
「
ど
う
こ
ん
ぼ
り
」
も
マ
マ
。
「
小
間
店
」
も
マ
マ
で
以
下
の

再
掲
歌
か
ら
「
小
間
物
店
」
の
脱
字
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
「
懷ㇾ

追
」
は
錯
字
を
返
り
点
で
訂
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
同
じ
く
、
後
の
「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
の
歌
群
「
午
後
」
に
載
る
、

 
 

 
 

 
 

大
坂
の
夜
は
美
く
し

思
ひ
出
は
道
頓
堀
の
細
小
路

小
間
物
店
の
花
瓦
斯
の
い
ろ

と
、
短
歌
自
体
は
標
記
違
い
の
相
同
歌
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
に
酷
似
し
た
一
首
で
あ
る
。
］

野
分
し
て
亂
る
ゝ
艸
の
色
に
だ
に
、
お
ぼ
つ
か
な
き
は
秋
に
ぞ
あ
り
け
る
、

は
ら
は
ら
と
木
末
は
な
る
ゝ
桐
の
葉
に
あ
わ
た
ゞ
し
く
も
驚
ど
ろ
か
れ
ぬ
る



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
は
「
は
ら
は
ら
は
ら
」
で
、
三
番
目
の
「
は
ら
」
を
踊
り
字
「〱

」
と
す
る
が
、

韻
律
か
ら
も
誤
字
で
あ
る
の
で
、
か
く
訂
し
た
。
補
巻
の
「
短
歌
」
パ
ー
ト
で
も
同
様
に
訂
す
る
。
］

常
盤
津

と

き

は

づ

の
さ
ら
へ
も
よ
ほ
す
貸
席
の
、
軒
提
灯
の
下
に
別
れ
ぬ
、
（
都
會
の
戀
は
下
町
に
美
し
）

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
同
じ
く
、
後
の
「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
の
歌
群
「
午
後
」
に
載
る
、

常
盤
津
の
復
習
（
さ
ら
へ
）
も
よ
ほ
す
貸
席
の

軒
提
灯
の
下
に
別
れ
ぬ

と
、
短
歌
自
体
は
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

教
會
は
家
も
た
ぬ
子
の
入
る
に
よ
き
、
ス
ト
ー
ブ
の
火
の
あ
た
ゝ
か
け
れ
ば
（
説
教
は
要
な
し
）

歌
よ
ま
ぬ
吾
が
身
に
秋
の
な
く
も
が
な
、
涙
せ
き
と
む
す
べ
し
な
け
れ
ば

我
が
肺
に
ナ
イ
フ
た
て
み
ん
三
鞭
酒
、
栓
ぬ
く
如
き
音
の
す
る
べ
し
、

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
同
じ
く
、
後
の
「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
の
歌
群
「
午
後
」
に
載
る
、

我
が
肺
に
ナ
イ
フ
立
て
み
ん
三
鞭
酒

栓
ぬ
く
如
き
音
の
す
る
べ
し

と
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

醉
ひ
し
れ
て
何
を
か
言
ひ
し
友
ら
み
な
、
去
り
ぬ
こ
の
と
き
わ
れ
流
涕
す
、

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
後
の
「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
の
歌
群
「
何
處
へ
行
く
」
に
載
る
、

醉
ひ
し
れ
て
何
を
か
言
ひ
し
友
等
み
な

去
り
ぬ
こ
の
と
き
我
れ
流
涕
す

と
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

醉
ひ
ぬ
れ
ば
女
の
席
に
う
ち
ま
ぢ
り
下
卑
た
る
踊
す
る
を
よ
ろ
こ
ぶ



死
ね
よ
と
や
さ
は
せ
が
ま
ず
も
ピ
ス
ト
ル
に
な
ゝ
つ
の
彈
は
こ
め
あ
る
も
の
を

「
わ
れ
死
な
む
」
「
あ
ゝ
死
に
玉
へ
い
つ
に
て
も
」
か
く
い
ふ
故
に
死
な
れ
ざ
り
け
り
、
（
戀
な
く
し
て
死

ぬ
る
は
淋
し
）

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
同
じ
く
、
後
の
「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
の
歌
群
「
何
處
へ
行
く
」
に
載
る
、

「
わ
れ
死
な
む
」
「
あ
ゝ
死
に
た
ま
へ
い
つ
に
て
も
」

か
く
言
ふ
故
に
死
な
れ
ざ
り
け
り

と
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

口
を
あ
け
と
ぼ
け
面づ

ら

し
て
あ
る
街
の
二
町
が
程
は
知
ら
で
あ
ゆ
み
き
、

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
同
じ
く
、
後
の
「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
の
歌
群
「
何
處
へ
行
く
」
に
載
る
、

口
を
あ
け
と
ぼ
け
面づ

ら

し
て
あ
る
町
の

二
丁
が
程
は
知
ら
で
歩
み
き

と
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

襟え
り

白
き
女
に
見
と
れ
あ
る
町
の
電
信
柱

ば
し
ら

に
つ
き
あ
た
り
け
り

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
同
じ
く
、
後
の
「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
の
歌
群
「
何
處
へ
行
く
」
に
載
る
、

襟
し
ろ
き
女
に
見
と
れ
四
ツ
辻
の

電
信
柱
に
突
き
あ
た
り
け
り

の
類
型
歌
で
あ
る
。
］

ポ
リ
ス
ポ
リ
ス
ポ
リ
ス
來
よ
な
ど
大
聲
に
醉
ひ
た
る
我
れ
が
街
を
ね
り
行
く

眞
砂
路

ま

さ

ご

ち

に
う
ち
は
ら
ば
び
て
煙
艸

た

ば

こ

の
む
、
そ
の
樂
し
さ
は
ま
た
な
し
ま
た
な
し
、

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
ル
ビ
「
ま
さ
ご
ち
」
の
「
ち
」
は
マ
マ
。
］



か
ゝ
と
あ
げ
怒
り
て
物
を
ぐ
さ

ヽ

ヽ

と
ふ
む
、
そ
れ
が

蟇
ひ
き
が
へ
る

な
り
き
氣
味
の
惡
さ
惡
さ
、

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
同
じ
く
、
後
の
「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
の
歌
群
「
何
處
へ
行
く
」
に
載
る
、

踵
か
ゝ
と

あ
げ
怒
り
て
も
の
を
ぐ
さ
と
蹈
む

そ
れ
が
蟇
が
へ
る
な
り
き
氣
味
の
惡
さ
惡
さ

と
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

風
の
音
に
た
ま
し
ひ
消
し
て
驚
く
を
弱
き
男
と
笑
ひ
玉
ふ
な
、

火
針
も
て
ス
ト
ー
ブ
の
火
は
か
き
亂
す
、
恋
の
う
も
れ
火
お
き
も
み
だ
れ
ず
、

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
火
針
」
は
マ
マ
。
底
本
補
巻
の
「
短
歌
」
パ
ー
ト
で
は
「
火
箸
」
と
『
訂
』
す
る
。
］

く
ど
く
ど
と
女
々
し
き
愚
癡
を
く
り
返
す
友
の
來
り
ぬ
早
く
か
く
れ
ん

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
愚
癡
」
は
底
本
で
は
「
禺
癡
」。
朔
太
郎
の
誤
用
の
書
き
癖
。
「
愚
」
に
訂
し
た
。
以

下
は
、
行
空
け
な
し
で
こ
の
歌
で
あ
る
の
次
行
か
ら
続
く
。］

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

朔
太
郎

 
 

榮
次
樣

此
の
頃
よ
み
た
る
歌
の
中
に
て
深
く
小
生
を
し
て
感
動
せ
し
め
た
る
も
の
有
之
候

即
ち
左
の
一
首
に

侯
△
目
ざ
め
た
る
朝

あ
し
た

の
窓
の
隱
間

す

き

ま

よ
り
白
き
雲
見
ゆ
う
ら
悲
し
け
れ
、［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
れ
は
朔
太
郎

の
短
歌
で
は
な
い
の
で
注
意
さ
れ
た
い
。］

作
者
は
四
國
の
一
女
性
、
女
學
世
界
の
二
等
賞
に
候
が
あ
ま
り
の
絶
唄
に
今
日
ま
で
忘
れ
ず
候
、
生
の

倦
怠
、
生
の
悲
哀
は
こ
の
一
首
に
詠
み
つ
く
さ
れ
た
り
、
想
調
共
に
致
れ
り
つ
く
せ
り
の
妙
絶
は
古
今
の

名
歌
と
し
て
推
選
す
る
に
は
ゞ
か
ら
ず
と
存
じ
候
、
明
治
に
も
し
萬
葉
集
な
り
古
今
集
の
編
算
あ
ら
ば
此

の
作
の
如
き
必
ず
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
に
候
、
心
醉
の
あ
ま
り
之
を
兄
に
も
御
招
介
申
し
あ
げ
候
、

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
上
の
二
十
二
首
か
ら
な
る
歌
群
は
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
十
月
二
日
消
印
萩

原
栄
次
宛
書
簡
よ
り
。
投
函
地
は
前
橋
。
朔
太
郎
、
満
二
十
二
歳
。
一
九
八
九
年
二
月
刊
の
筑
摩
書
房
版



萩
原
朔
太
郎
全
集
補
巻
の
「
短
歌
」
パ
ー
ト
に
あ
る
『
書
簡
よ
り
』
か
ら
。
非
常
に
長
い
書
簡
の
末
尾
に

記
さ
れ
あ
る
。
前
書
と
、
歌
群
の
後
に
続
く
、
当
時
の
朔
太
郎
が
た
ま
た
ま
読
ん
で
感
動
し
た
『
女
學
雜

誌
』
の
四
国
の
一
女
性
の
詠
ん
だ
一
首
に
つ
い
て
の
絶
賛
の
評
言
を
合
わ
せ
て
電
子
化
し
た
。
短
歌
群
は

底
本
で
は
各
首
の
間
に
行
空
け
は
な
く
、
全
体
が
二
字
下
げ
と
な
っ
て
い
る
。

「
隱
間
」
「
絶
唄
」
「
致
れ
り
」
「
編
算
」
「
招
介
」
の
漢
字
は
総
て
マ
マ
。
朔
太
郎
の
引
用
す
る
短
歌
の

作
者
は
不
詳
（
「
女
學
世
界
」
の
バ
ッ
ク
・
ナ
ン
バ
ー
を
調
べ
れ
ば
分
か
る
と
思
う
が
、
そ
こ
ま
で
や
る
ほ

ど
に
は
こ
の
一
首
に
私
は
感
動
は
し
な
い
。
何
方
か
、
興
味
を
持
た
れ
た
方
に
探
索
は
お
願
い
し
た
い
）
。

な
お
、
書
簡
は
こ
れ
で
終
わ
っ
て
お
り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
は
入
っ
て
い
な
い
。
］

＊ 
 

 
＊ 

 
 

＊

心
臟
に
匕
首
た
て
よ
シ
ヤ
ン
パ
ア
ニ
ユ
栓
拔
く
ご
と
き
音
の
し
つ
べ
し

拳
も
て
石
の
扉
を
打
つ
ご
と
き
愚

お
ろ
か

も
あ
へ
て
君
ゆ
ゑ
に
す
る

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：『
ス
バ
ル
』
第
一
年
第
十
一
号
（
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
十
一
月
発
行
）
の
「
昴

詠
草
」
欄
に
「
萩
原
咲
二
」
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
。
朔
太
郎
満
二
十
三
歳
。］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

ば
ら
ば
ら
と
せ
ま
き
路
次
よ
り
女
ど
も
は
し
り
か
か
り
ぬ
に
ぐ
る
ひ
ま
な
し

蒼
、
修
、
賢

た
の
し
さ
れ
ど
や
や
足
ら
は
ぬ
よ
譬
ふ
れ
ば
序
樂
を
き
か
ぬ
オ
ペ
ラ
み
る
ご
と

蒼

夕
さ
れ
ば
そ
ぞ
ろ
あ
り
き
す
銃
機
屋
の
ま
へ
に
立
ち
て
は
ピ
ス
ト
ル
を
み
る

蒼

死
な
ん
と
て
蹈
切
近
く
來
し
と
き
に
汽
車
の
煙
を
み
て
逃
げ
出
し
き

蒼

始
め
て
の
床
に
女
を
抱
く
如
き
も
の
め
づ
ら
し
き
怖
れ
な
る
か
な

萬
、
賢



春
の
夜
は
芝
居
の
下
座
の
す
り
が
ね
を
叩
く
男
も
う
ら
や
ま
し
け
れ

蒼
、
蕭
、
萬
、
晶
、
賢

祭
の
日
寢
あ
か
ぬ
床
に
寺
寺
の
鐘
き
く
如
き
も
の
の
た
の
し
さ

晶
、
萬
、
蒼
、
啄

ひ
る
す
ぎ
のH

O
TE

L 
の
窓
にC

O
C

O
A 

の
み
く
づ
れ
し
崖
の
あ
か
つ
ち
を
み
る

萬
、
修
、
修
、
賢

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
ス
バ
ル
』
第
二
年
第
一
号
（
明
治
四
三
（
一
九
〇
二
）
年
一
月
発
行
）
に
「
萩
原
咲

二
」
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
。
朔
太
郎
満
二
十
三
歳
。
底
本
筑
摩
版
全
集
の
編
者
注
に
よ
れ
ば
、
各
首
の
下

は
選
者
の
略
称
で
、
『
蒼
（
大
井
蒼
梧
）
・
修
（
平
出
修
）
・
賢
（
川
上
賢
三
）
・
蕭
（
茅
野
蕭
々
）
・
萬
（
平

野
萬
里
）
・
晶
（
與
謝
野
晶
子
）
・
啄
（
石
川
啄
木
）
』
と
あ
る
。
複
数
個
は
秀
逸
点
か
。
以
下
、
選
者
歌
人

の
デ
ー
タ
を
示
す
。

・
大
井
蒼
梧
（
明
治
一
二
（
一
八
七
九
）
年
？
～
昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年
）

・
平
出
修

ひ
ら
い
で
し
ゅ
う

（
明
治
一
一
（
一
八
七
八
）
年
～
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
）：
弁
護
士
で
小
説
家
・
歌
人
。
大

逆
事
件
の
弁
護
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。

・
川
上
賢
三
：
明
星
以
来
の
同
人
か
。
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
「
農
夫
の
妻
」
の
訳
な
ど
が
あ
る
か
ら
仏
文
出
身

で
あ
る
。

・
茅
野
蕭
々

ち
の
し
ょ
う
し
ょ
う

（
明
治
一
六
（
一
八
八
三
）
年
～
昭
和
二
一
（
一
九
四
六
）
年
）
：
ド
イ
ツ
文
学
者
で
歌
人
。

長
野
県
生
で
本
名
儀
太
郎
、
初
号
は
暮
雨
。
東
京
帝
大
卒
。
明
星
派
新
進
歌
人
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。
『
明

星
』
廃
刊
後
は
白
秋
・
啄
木
ら
と
『
ス
バ
ル
』
に
作
品
を
発
表
し
た
。
三
高
・
慶
応
大
学
・
日
本
女
子
大

学
教
授
を
勤
め
た
。
著
作
に
「
ゲ
ョ
エ
テ
研
究
」「
独
逸
浪
漫
主
義
」
、
訳
書
に
「
リ
ル
ケ
詩
抄
」
な
ど
（
講

談
社
「
日
本
人
名
大
辞
典
」
に
拠
る
）
。

・
平
野
萬
里

ひ

ら

の

ば

ん

り

（
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
～
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）
年
）
は
歌
人
・
詩
人
。
埼
玉
県

生
。
明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
、
郁
文
館
中
学
卒
業
の
年
に
新
詩
社
入
社
、
翌
年
九
月
に
一
高
へ
入
学
、

明
治
三
十
八
年
、
東
京
帝
大
工
科
大
学
応
用
化
学
科
に
進
ん
だ
。
『
明
星
』
に
短
歌
・
詩
・
翻
訳
な
ど
を
多

数
発
表
し
て
い
る
。
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
に
歌
集
「
わ
か
き
日
」
を
刊
行
、
翌
年
に
大
学
を
卒
業

後
は
横
浜
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
な
り
、
明
治
四
十
三
年
に
は
満
鉄
中
央
試
験
所
技
師
と
し
て
大
連
に
赴
任

し
た
。
そ
の
間
、
『
明
星
』
廃
刊
を
受
け
た
『
ス
バ
ル
』
創
刊
に
尽
力
、
同
誌
に
も
小
説
・
戯
曲
を
発
表
し

て
い
る
。
大
正
の
初
め
に
は
三
年
ほ
ど
ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
帰
国
後
に
は
農
商
務
省
技
師
と
な
り
、
昭
和

一
三
（
一
九
三
八
）
年
に
商
工
省
を
退
官
す
る
ま
で
勤
め
た
。
大
正
前
期
に
作
歌
を
一
時
中
断
し
た
が
、

大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）
年
の
第
二
次
『
明
星
』
創
刊
の
参
画
か
ら
与
謝
野
夫
妻
の
没
す
る
ま
で
鉄
幹
・



晶
子
と
相
い
伴
う
よ
う
に
協
力
同
行
し
て
作
品
を
発
表
し
続
け
た
（
以
上
は
ウ
ィ
キ
の
「
平
野
万
里
」
に

拠
る
）
。

・
與
謝
野
晶
子
（
明
治
一
一
（
一
八
七
八
）
年
～
昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）
年
）
：
こ
の
時
、
『
ス
バ
ル
』

発
刊
（
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
。
終
刊
は
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
）
の
翌
年
で
、
当
時
満
三
十
二

歳
。

・
石
川
啄
木
（
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
～
明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
）：
当
時
は
『
東
京
朝
日
新
聞
』

校
正
係
を
す
る
傍
ら
、
『
ス
バ
ル
』
創
刊
発
行
名
義
人
と
し
て
尽
力
し
た
他
、
前
年
の
初
旬
に
終
え
た
「
二

葉
亭
全
集
」
の
校
正
以
後
、
同
全
集
の
出
版
事
務
全
般
を
も
受
け
持
っ
て
い
た
。
こ
の
年
の
八
月
下
旬
に

は
評
論
「
時
代
閉
塞
の
現
状
」
を
執
筆
し
て
い
る
。
当
時
満
二
十
四
歳
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 
＊

民
は
み
な
か
ち
ど
き
あ
げ
ぬ
美
し
き
捕
虜

と

り

こ

の
馬
車
の
ま
づ
見
え
し
と
き

寒
き
風
吹
く
と
思
ひ
ぬ
故
郷
の
赤
城
の
牧
の
古
榎
よ
り

幼
き
日
パ
ン
買
ひ
に
行
き
し
店
先
の
額
の
イ
エ
ス
を
い
ま
も
忘
れ
ず

二
月
や
笛
の
稽
古
に
通
ひ
た
る
故
郷
の
町
の
橋
の
う
す
雪

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
ス
バ
ル
』
第
二
年
第
四
号
（
明
治
四
三
（
一
九
〇
二
）
年
四
月
発
行
）
に
「
萩
原
咲

二
」
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
。
朔
太
郎
満
二
十
三
歳
。
第
一
首
は
キ
リ
ス
ト
の
捕
縛
後
の
情
景
か
。
「
馬
車
」

と
い
う
の
が
私
に
は
解
せ
な
い
の
で
あ
る
が
。］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

淸
元
の
神
田
祭
の
メ
ロ
デ
イ
に
似
た
る
戀
し
ぬ
た
ち
ば
な
の
花

行
く
春
の
淡
き
悲
し
み
い
そ
つ
ぷ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

の
蛙
の
は
ら
の
破
れ
た
る
音

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B9%B3%E9%87%8E%E4%B8%87%E9%87%8C


忘
ら
れ
ず
活
動
寫
眞
の
幕
切
れ
に
パ
リ
の
大
路
を
横
ぎ
り
し
ひ
と

し
か
れ
ど
も
悲
劇
の
中
の
道
化
役
の
一
人
と
し
て
我
は
生
く
べ
き

わ
が
妹
初
戀
す
と
は
面
白
し
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
若
き
笛
ふ
き

日
ま
は
り
の
雄
々
し
き
花
も
此
の
國
の
人
は
か
な
し
く
捨
て
た
ま
ふ
哉

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
創
作
』
第
一
巻
第
四
号
・
明
治
四
三
（
一
九
〇
二
）
年
六
月
号
に
「
萩
原
咲
二
」
名

義
で
掲
載
さ
れ
た
。
朔
太
郎
満
二
十
三
歳
。『
創
作
』
は
同
年
三
月
に
若
山
牧
水
（
当
時
満
二
十
五
歳
）
が

編
集
者
と
し
て
創
刊
し
た
文
芸
総
合
雑
誌
で
、
当
時
、
全
文
壇
の
注
目
を
集
め
た
が
、
版
元
と
の
意
見
が

合
わ
ず
翌
年
九
月
に
廃
刊
と
な
っ
た
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

欄
に
寄
り
酒
を
ふ
く
め
ば
盃
の
底
に
も
秋
の
愁
た
だ
よ
ふ

赤
城
山
鹿
の
子
ま
だ
ら
に
雪
ふ
れ
ば
故
郷
び
と
も
門
松
を
立
つ

町
内
の
屋
臺
を
引
き
し
赤
だ
す
き
十
四
の
夏
が
戀
の
幕
あ
き

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
ス
バ
ル
』
第
三
年
第
三
号
（
明
治
四
四
（
一
九
〇
三
）
年
三
月
発
行
）
に
「
萩
原
咲

三
」
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
（
「
咲
二
」
の
誤
り
で
校
正
漏
れ
か
誤
植
）
。
朔
太
郎
満
二
十
四
歳
。

二
首
目
は
こ
の
年
の
医
師
で
従
兄
萩
原
榮
次
宛
年
賀
状
に
初
出
す
る
。
以
下
に
示
す
（
筑
摩
版
全
集
書

簡
番
号
一
二
。
消
印
一
月
五
日
前
橋
。
「
大
坂
府
河
内
郡
三
木
本
村
字
南
木
本

萩
原
榮
次
樣
」
宛
。
）
。

 
 

 

＊

昨
年
中
の
御
無
沙
汰
平
に
御
海
容
被
下
度
願
上
候

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ま
へ
ば
し
ニ
テ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

朔
太
郎



賀
正赤

城
山
か
の
こ
ま
だ
ら
に
雪
ふ
れ
ば

故
郷
び
と
も
門
松
を
立
つ
、

 
 

 

＊

な
お
編
者
注
に
は
、
夕
暮
れ
の
山
村
風
景
を
描
い
た
版
画
の
絵
葉
書
で
「
松
川
」
の
印
が
あ
る
、
と
あ
る
。

無
沙
汰
の
挨
拶
は
表
書
き
の
下
、
後
半
の
年
賀
と
短
歌
は
そ
の
版
画
の
余
白
に
記
さ
れ
て
あ
る
。］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

薄
暗
き
酒
場
の
隅
に
在
る
ひ
と
が
我
に
教
へ
し
道
な
ら
ぬ
道

砂
山
の
枯
草
の
上
を
我
が
行
け
ば
蟲
力
な
く
足
下
に
飛
ぶ

悲
し
み
て
二
月
の
海
に
來
て
見
れ
ば
浪
う
ち
際
を
犬
の
歩
け
る

か
の
ベ
ン
チ
海
を
見
て
居
り
か
の
ベ
ン
チ
日
毎
悲
し
き
人
待
ち
て
居
り

縁
端
に
疲
れ
し
顏
の
煙
草
吸
ふ
教
師
の
家
の
庭
の
こ
す
も
す

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
ス
バ
ル
』
第
三
年
第
四
号
（
明
治
四
四
（
一
九
〇
三
）
年
四
月
発
行
）
の
「
歌
」
欄

「
そ
の
四
」
に
「
萩
原
咲
二
」
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
。
朔
太
郎
満
二
十
四
歳
。
当
時
の
朔
太
郎
は
前
年
の

初
夏
に
岡
山
の
六
高
を
退
学
後
、
実
家
と
東
京
を
行
き
来
し
て
放
浪
、
二
月
に
は
比
留
間
賢
八
の
「
マ
ン

ド
リ
ン
好
楽
会
」
に
入
門
す
る
な
ど
し
て
い
た
彷
徨
期
で
あ
っ
た
。
二
首
目
の
海
は
大
磯
海
岸
と
考
え
て

よ
い
。
底
本
筑
摩
版
全
集
の
年
譜
（
伊
藤
信
吉
・
佐
藤
房
儀
編
）
の
明
治
四
四
年
の
二
月
項
に
、
『
同
月
８

日

何
と
な
く
東
京
を
逃
げ
だ
し
た
い
氣
持
に
驅
ら
れ
、
新
橋
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
汽
車
に
乘
り
大
磯
に

行
き
、
海
を
見
る
』
と
あ
る
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

罪
人
の
よ
う
に
、
私
は
都
を
逃
れ
て
こ
ゝ
の
海
に
漂
泊
し
て
來
ま
し
た
、
怪
し
き
ま
で
に
痛
々
し
い
紳

經
の
刺
激
は
私
に
海
へ
行
け
と
命
じ
ま
し
た
、



は
て
し
も
な
い
靑
海
原
と
、
夢
み
る
よ
う
な
海
潮
の
響
は
、
ど
ん
な
に
、
此
の
頃
の
暗
愁
に
閉
さ
れ
た

心
を
は
れ
ば
れ
し
た
愉
樂
の
世
界
へ
導
い
て
呉
れ
る
事
か
と
、
胸
を
轟
か
し
な
が
ら
初
夏
の
大
磯
を
た
づ

ね
ま
し
た
、

あ
ゝ
然
し
そ
こ
に
は
只
深
い
沈
默
と
苦
痛
の
憂
色
が
漂
ふ
て
居
る
ば
か
り
で
し
た
、

去
年
の
冬
、
失
張
同
じ
思
で
此
處
へ
逃
れ
て
來
た
と
き
に
、
不
幸
に
も
私
が
見
出
し
た
絶
望
の
海
は
、

今
日
も
ま
た
私
の
前
に
横
つ
て
居
る
ば
か
り
で
し
た
、

△
浮
ね
鳥
、
か
な
し
む
我
は
こ
ゝ
に
來
て
海
を
し
見
れ
ば
涙
な
が
る
ゝ

數
年
ま
へ
、
私
は
何
事
を
も
知
ら
な
い
幸
福
の
日
を
無
邪
氣
の
少
女
た
ち
と
一
所
に
、
こ
ゝ
の
二
階
に

送
つ
た
事
が
あ
り
ま
し
た

△
き
の
ふ
ま
で
少
女
の
群
と
出
窓

バ
ル
コ
ン

に
歌
を
う
た
ひ
し
我
な
ら
な
く
に

思
ひ
出
の
日
は
何
時
も
發
し
げ
に
笑
み
輝
き
、
現
實
は
黑
き
死
の
苦
痛
の
影
に
私
を
お
び
や
か
し
ま
す
、

△
わ
だ
の
原
、
沖
つ
潮
あ
ひ
に
鳴
く
鳥
の
う
ら
淋
し
げ
に
物
を
こ
そ
思
へ

き
の
ふ
の
夕
べ
、
人
氣
な
き
濱
邊
に
出
て
、
心
ゆ
く
ぼ
か
り
泣
き
あ
か
し
ま
し
た
、
さ
め
ざ
め
と
稚
子

の
よ
う
に
…
…

こ
ゝ
に
來
て
三
日
、
歌
も
日
記
も
た
ゞ
涙
の
そ
れ
ば
か
り
、

さ
ら
ば
、

 
 

 

二
十
二
日
、

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
上
の
三
首
の
短
歌
を
含
む
書
簡
は
明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
六
月
二
十
二
日
消

印
萩
原
栄
次
宛
の
葉
書
で
あ
る
。
一
九
八
九
年
二
月
刊
の
筑
摩
書
房
版
萩
原
朔
太
郎
全
集
補
巻
の
「
短
歌
」

パ
ー
ト
に
あ
る
『
書
簡
よ
り
』
か
ら
。
投
函
地
は
大
磯
。
発
信
署
名
の
部
分
は
、
編
者
注
に
よ
れ
ば
は
っ

き
り
と
は
読
み
取
り
難
い
（
ロ
ー
マ
字
部
分
）
と
し
な
が
ら
も
、

大
磯
ノ
海
ニ
テ

K
ana-iw

a N
i-te

と
あ
る
と
デ
ー
タ
に
載
る
。
ま
た
編
者
注
に
は
、
こ
の
書
簡
に
は
付
箋
が
つ
い
て
い
る
と
し
、
そ
こ
に
は
、

『
石
川
縣
加
賀
江
郡
山
中
温
泉
大
嶋
屋
別
莊
ニ
テ

萩
原
榮
次

當
時
右
之
地
ニ
居
住
候
ニ
付
御
轉
送
願

候
』
と
あ
る
由
。

朔
太
郎
、
満
二
十
五
歳
。
こ
の
翌
年
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
四
月
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
持
つ
私
製
歌
集

「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
の
、
あ
の
大
磯
で
あ
る
。



「K
ana-iw

a

」
と
い
う
の
は
ピ
ン
と
こ
な
い
が
、
因
み
に
、
現
在
の
大
磯
海
水
浴
場
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

浜
か
ら
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
沖
合
い
に
浮
か
ぶ
岩
礁
（
周
回
凡
そ
二
十
メ
ー
ト
ル
）
が
あ
り
、
こ
れ
を
「
か

ぶ
と
岩
」
と
読
ん
で
い
る
。
こ
れ
か
？

「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
へ
と
続
く
雰
囲
気
を
先
行
さ
せ
る
貴
重
な
書
簡
で
あ
る
の
で
、
全
文
を
電
子
化
す

る
。
踊
り
字
は
正
字
化
し
た
。
「
紳
經
」
は
マ
マ
。
二
ヶ
所
の
「
よ
う
に
」
及
び
「
よ
う
な
」
も
マ
マ
。

こ
の
三
首
の
内
、

き
の
ふ
ま
で
少
女
の
群
と
出
窓

バ
ル
コ
ン

に
歌
を
う
た
ひ
し
我
な
ら
な
く
に

は
「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
の
ま
さ
に
「
二
月
の
海
」
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
『
一
九
一
一
、
二
』
）
の
冒
頭
の
「
大

磯
ノ
海
」
の
中
で
、
中
間
部
で
以
下
の
文
に
続
い
て
示
さ
れ
る
四
首
の
冒
頭
の
一
首
と
、
表
記
違
い
の
相

同
歌
で
あ
る
。

 
 

 

＊

五
年
ま
へ
の
夏
、
希
望
に
輝
や
く
瞳
を
以
て
此
處
の
松
林
の
中
か
ら
太
洋
の
壯
嚴
を
祝
し
た
紅
顏
の
少
年

は
頽
唐
の
骸
骨
と
な
つ
て
長
い
漂
泊
の
旅
か
ら
歸
つ
て
來
た
。
今
見
る
海
の
色
に
も
ま
し
て
靑
ざ
め
た
る

そ
の
顏
色
よ
。

き
の
ふ
ま
で
少
女
の
群
と
バ
ル
コ
ン
に

歌
を
う
た
ひ
し
我
な
ら
な
く
に

 
 

 

＊

以
下
は
略
し
た
。
後
掲
す
る
当
該
歌
を
参
照
さ
れ
た
い
。］

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
、
底
本
の
「
萩
原
朔
太
郎
全
集
」
第
十
五
巻
所
収
の
「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
の

短
歌
を
拾
い
出
し
た
。

こ
れ
は
昭
和
五
二
（
一
九
七
七
）
年
に
萩
原
家
が
発
見
入
手
し
た
も
の
で
、
そ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な



か
っ
た
自
筆
本
自
選
歌
集
で
あ
る
。
死
後
四
十
年
、
製
作
時
に
遡
れ
ば
実
に
六
十
余
年
を
経
て
の
驚
天
動

地
の
新
発
見
で
あ
っ
た
。
冒
頭
に
「
自
敍
傳
」
と
い
う
半
生
記
風
の
も
の
、
そ
れ
に
続
く
、
「
二
月
の
海
」

（
「
大
磯
ノ
海
」
・
「
平
塚
ノ
海
」
か
ら
成
る
）
と
い
う
歌
物
語
風
の
悲
話
が
語
ら
れ
、
以
下
に
「
若
き
ウ
エ

ル
テ
ル
の
煩
ひ
」
「
午
後
」
「
何
處
へ
行
く
」
「
う
す
ら
日
」
と
い
う
四
篇
の
歌
群
が
続
い
て
い
る
。

「
自
敍
傳
」
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
『
一
九
一
三
、
四
』
で
一
九
一
三
年
は
大
正
二
年
で
同
年
四
月
時
点
で

朔
太
郎
は
満
二
十
七
歳
で
あ
っ
た
。
一
応
、
こ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
従
い
、
「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
所
収
の
短

歌
を
総
て
こ
こ
に
配
す
る
こ
と
に
し
た
（
実
際
に
は
こ
の
後
の
短
歌
の
幾
つ
か
は
、
こ
れ
ら
の
間
に
入
る

も
の
と
考
え
て
よ
い
も
の
と
考
え
て
よ
い
も
の
も
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
が
、
そ
れ
は
ア
カ
デ
ミ
ズ

ム
の
や
る
こ
と
で
あ
っ
て
私
の
仕
儀
の
範
疇
で
は
な
い
と
述
べ
お
く
）
。

な
お
、
私
は
既
に
「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
全
篇
を
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
注
釈
附
き
で
、
縦
書
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
と
し

て
公
開
し
て
い
る
の
で
是
非
、
参
照
さ
れ
た
い
。
以
下
の
注
も
基
本
的
に
「
ソ
ラ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
の
そ
れ
と

同
じ
で
あ
る
。

「
自
敍
傳
」
に
は
短
歌
は
含
ま
れ
な
い
の
で
、
「
二
月
の
海
」
か
ら
短
歌
の
み
を
引
く
。
但
し
、
こ
れ
ら

の
短
歌
群
は
物
語
本
文
と
の
有
機
的
結
合
の
著
し
い
も
の
で
あ
る
の
で
、「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
で
物
語
と

と
も
に
詠
ま
れ
る
こ
と
を
強
く
お
薦
め
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
「
二
月
の
海
」
の
「
大
磯
の
海
」
か
ら
。
］

大
磯
よ
汽
車
に
の
り
た
く
な
り
た
れ
ば

海
が
戀
し
く
な
り
た
れ
ば
き
ぬ

氷
り
た
る
二
月
の
海
の
潮
鳴
を

泣
き
て
聽
か
ん
と
來
し
に
あ
ら
ね
ど

怖
れ
つ
つ
都
を
の
が
れ
海
に
來
て

潮
鳴
る
音
に
心
悲
し
む

死
ぬ
る
こ
と
思
ふ
哀
し
さ
生
く
る
こ
と

思
ふ
さ
び
し
さ
海
に
來
て
泣
く

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2013/07/post-c716.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2013/05/post-9471.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2013/05/post-d165.html
https://dl.dropboxusercontent.com/u/86531384/soraironohana.pdf
https://dl.dropboxusercontent.com/u/86531384/soraironohana.pdf


海
の
音
き
ゝ
つ
ゝ
砂
に
寢
こ
ろ
び
て

空
を
見
て
居
れ
ば
泣
き
た
く
な
り
ぬ

砂
山
に
ま
ろ
び
て
我
が
思
ふ
こ
と

知
れ
ば鷗

も
哀
し
み
て
鳴
く

砂
原
の
枯
れ
艸
の
上
を
わ
が
行
け
ば

虫
力
な
く
足
も
と
に
飛
ぶ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
一
首
は
、
朔
太
郎
満
二
十
四
歳
の
時
、
『
ス
バ
ル
』
第
三
年
第
四
号
（
明
治
四
四

（
一
九
〇
三
）
年
四
月
発

行
）
の
「
歌
」
欄
「
そ
の
四
」
に
「
萩
原
咲
二
」
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
五
首
の
内
の
一
首
、

砂
山
の
枯
草
の
上
を
我
が
行
け
ば
蟲
力
な
く
足
下
に
飛
ぶ

類
型
歌
で
あ
る
。
］

小
磯
な
る
か
の
砂
山
に
忘
れ
し
は

草
も棝

る
べ
き
つ
め
た
き
涙

如
何
な
ら
ん
小
磯
が
濱
の
筆
く
さ
は

根
を
絶
え
ぐ
さ
と
思
は
ざ
り
し
を

き
の
ふ
ま
で
少
女
の
群
と
バ
ル
コ
ン
に

歌
を
う
た
ひ
し
我
な
ら
な
く
に

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
一
首
は
、
本
「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
製
作
の
前
年
で
あ
る
明
治
四
五
（
一
九
一

二
）
年
六
月
二
十
二
日
消
印
萩
原
栄
次
宛
の
葉
書
に
出
現
す
る
一
首
（
書
簡
ご
と
総
て
前
掲
済
）、

き
の
ふ
ま
で
少
女
の
群
と
出
窓

バ
ル
コ
ン

に
歌
を
う
た
ひ
し
我
な
ら
な
く
に

と
表
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］



五い
つ

と
せ
の
む
か
し
女
を
戀
し
た
り
き

そ
の
頃
の
こ
と
す
べ
て
美
く
し

海
ち
か
き
濤
龍
館
の
お
ほ
ば
し
ま
に

立
つ
は
月
の
出
待
つ
に
似
た
れ
ど

不
孝
な
る
繼
子

ま

ゝ

こ

の
如
く
世
を
怖
れ

か
つ
は
怨
み
て
仇
を
た
く
ら
む

か
の
少
女
唄
を
う
た
へ
ば
悲
し
め
る

我
も
冷
え
た
る
盃
を
あ
ぐ

う
れ
ひ
つ
ゝ
あ
る
少
年
と
知
る
よ
し
も

な
け
れ
ば
彼
は
い
そ
し
み
て
彈
く

少
年
の
心
を
そ
ゝ
る
仇
言
も

た
ゞ
に
悲
し
み
空
耳
に
き
く

美
し
き
言
葉
す
く
な
の
少
年
よ

か
く
言
ひ
か
れ
は
嫋な

ま

め
き
て
き
ぬ

海
に
來
て
泣
き
て
か
へ
ら
ん
我
ぞ
と
は

い
か
で
知
る
ら
ん
昨
夜
の
少
女
は

美
し
き
海
の
少
女
と
寢
し
故
に

潮
の
香
あ
び
し
に
ほ
ひ
こ
そ
す
れ

そ
の
か
み
の
虎
が
涙
も
悲
し
め
る

こ
の
少
年
を
濡
す
よ
し
な
し



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
続
い
て
、
「
平
塚
の
海
」
か
ら
同
じ
く
短
歌
の
み
を
引
く
。
］

病
院
の
裏
門
を
出
て
海
岸
へ

つ
ゞ
け
る
路
の
コ
ス
モ
ス
の
花

平
塚
の
佐
々
木

さ

ゝ

き

病
院
の
バ
ル
コ
ン
に

海
を
眺
め
て
あ
り
し
女
よ

月
光
に
魚
の
鱗

う
ろ
こ

の
ひ
か
る
と
き

窓
に
も
た
れ
て
泣
く
人
を
見
き

悲
し
み
て
二
月
の
海
に
來
て
見
れ
ば

浪
う
ち
際
を
犬
の
歩
る
け
る

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
一
首
は
、
朔
太
郎
満
二
十
四
歳
の
時
、
『
ス
バ
ル
』
第
三
年
第
四
号
（
明
治
四
四

（
一
九
〇
三
）
年
四
月
発
行
）
の
「
歌
」
欄
「
そ
の
四
」
に
「
萩
原
咲
二
」
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
五
首
の

内
の
一
首
、

悲
し
み
て
二
月
の
海
に
來
て
見
れ
ば
浪
う
ち
際
を
犬
の
歩
け
る

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

か
く
ば
か
り
悲
し
き
海
に
た
ゞ
一
つ

鷗

の
と
ぶ
は
耐
え
が
た
き
か
な

人
も
な
き
砂
山
の
上
に
置
か
れ
た
る

べ
ン
チ
は
如
何
に
さ
び
し
か
ら
ず
や

幾
人
の
肺
病
患
者
が
來
て
息
み
け
ん

平
塚
の
濱
の
あ
は
れ
ベ
ン
チ
よ



か
の
ベ
ン
チ
海
を
見
て
居
り
か
の
ベ
ン
チ

日
毎
悲
し
き
人
を
待
ち
居
り

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
一
首
も
先
の
注
と
同
じ
、『
ス
バ
ル
』
第
三
年
第
四
号
（
明
治
四
四
（
一
九
〇
三
）

年
四
月
発
行
）
の
「
歌
」
欄
「
そ
の
四
」
に
「
萩
原
咲
二
」
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
五
首
の
内
の
一
首
、

か
の
ベ
ン
チ
海
を
見
て
居
り
か
の
ベ
ン
チ
日
毎
悲
し
き
人
待
ち
て
居
り

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

砂
山
に
う
ち
は
ら
這
ひ
て
煙
草
の
む

か
つ
は
さ
び
し
く
海
の
書
き
く

何
と
な
く
泣
き
た
く
な
り
て
海
へ
き
て

ま
た
悲
し
み
て
海
を
の
が
る
ゝ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
、
続
く
歌
群
「
若
き
ウ
エ
ル
テ
ル
の
煩
ひ
」
の
章
か
ら
順
次
短
歌
を
掲
げ
て
ゆ

く
。
］

柴
の
戸
に
君
を
訪
ひ
た
る
そ
の
夜
よ
り

戀
し
く
な
り
ぬ
北
斗
七
星

春
こ
ゝ
に
こ
ゝ
に
暫
し
の
花
の
醉
に

ま
ど
ろ
む
蝶
の
夢
あ
や
ぶ
み
ぬ

ゑ
に
し
細
う
冷
た
き
砂
に
た
ゞ
泣
き
ぬ

戀
と
し
も
な
き
濱
の
お
ぼ
ろ
月

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ゑ
に
し
」
は
マ
マ
。
］



朝
ざ
む
を
桃
に
よ
り
來
し
そ
ゞ
ろ
路

そ
ゞ
ろ
逢
ふ
ひ
と
み
な
美
し
き

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
一
首
は
萩
原
朔
太
郎
満
十
六
歳
の
時
、
『
坂
東
太
郎
』
第
三
十
四
号
（
明
治
三
五

（
一
九
〇
二
）
年
十
二
月
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
た
、
最
初
期
の
短
歌
五
首
連
作
「
ひ
と
夜
え
に
し
」
の
三

首
目
、

あ
け
ぼ
の
の
花
に
よ
り
來
し
そ
ぞ
ろ
道
そ
ぞ
ろ
あ
ふ
人
皆
う
つ
く
し
き

の
類
型
歌
で
あ
る
。
］

忍
ひ
つ
ゝ
人
と
添
ひ
來
し
傘
の
一
里

香
は
連
翹
の
黄
と
迷
ふ
雨

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
忍
ひ
つ
ゝ
」
は
マ
マ
。
下
句
は
「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
原
本
で
は
「
香
は
連
翹
の
黄

と
述
ふ
雨
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
如
何
に
も
意
味
も
通
ら
ず
、
韻
律
も
悪
い
。
や
や
躊
躇
は
感

じ
る
が
底
本
の
誤
字
を
支
持
し
、
こ
こ
は
校
訂
本
文
の
「
迷
ふ
」
を
採
っ
た
。
］

繪
日
傘
は
桃
に
つ
ゞ
き
て
淸
水
院
の

御
堂
十
二
に
晝
の
鐘
な
る

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
淸
水
院
の
御
堂
十
二
」
不
詳
。
識
者
の
御
教
授
を
乞
う
。
］

我
れ
寧
ろ
煩
（
も
だ
）
へ
に
悶
へ
戀
に
戀
ひ
て

野
邊
に
我
が
世
を
笛
吹
か
ん
願
ひ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
煩
へ
」
「
悶
へ
」
は
孰
れ
も
マ
マ
。
］

君
に
逢
は
ず
山
百
合
つ
み
て
歸
り
く
る

小
出
松
原
な
く
ほ
と
ゝ
ぎ
す



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
小
出
松
原
」「
純
情
小
曲
集
」（
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
八
月
新
潮
社
刊
）
の
「
郷

土
望
景
詩
」
の
私
の
偏
愛
す
る
一
篇
「
小
出
新
道
」
の
自
註
「
郷
土
望
景
詩
の
後
に
」
に
「
小
出
松
林
」

で
出
る
。「
一
群
の
鳥
（
歌
）

萩
原
朔
太
郎

短
歌
十
三
首 

 

附
習
作
ニ
十
首

大
正
二
（
一
九
一
三
）

年
八
月
」
の
私
の
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。
］

紅
棹
に
山
吹
流
す
小
歌
舟

君
が
醉
歌
に
眠
る
春
の
川

小
雨
黄
に
垣
木
蓮
に
低
う
し
て

忍
ぶ
に
人
の
口
疾

く

ち

ど

な
る
夜
や

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
垣
木
蓮
」
は
原
本
で
は
「
桓
木
蓮
」
。
少
し
迷
っ
た
が
全
集
校
訂
本
文
を
採
っ
た
。「
口

疾
」
は
形
容
詞
ク
活
用
の
「
口
疾

く

ち

と

し
」
で
、
返
事
や
返
歌
の
受
け
答
え
が
す
早
い
こ
と
、
ま
た
は
、
も
の

言
う
さ
ま
が
軽
率
だ
と
い
う
謂
い
で
あ
る
。
後
者
の
意
で
あ
ろ
う
。
］

い
さ
ゝ
か
は
我
と
興
ぜ
し
歌
も
見
き

い
ま
寂
寞
に
た
え
ぬ
野
の
路

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
た
え
ぬ
」
は
マ
マ
。
萩
原
朔
太
郎
満
十
六
歳
の
時
の
、
『
文
庫
』
第
二
十
三
巻
第
六

号
（
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
八
月
発
行
）
に
「
上
毛

萩
原
美
棹
」
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
七
首
の
第

四
首
、

い
さ
さ
か
は
我
れ
と
興
ぜ
し
花
も
見
き
今
寂
寞
に
た
え
ぬ
野
の
道

と
分
か
ち
書
き
を
除
け
ば
相
同
歌
で
あ
る
。
］

 
 

 
 

 

何
と
て
か
の
人
の
臆
病
な
る

よ
れ
ば
戸
に
夢
た
ゆ
た
げ
の
香
ひ
あ
り

泣
き
た
る
人
の
宵
に
あ
り
き
や

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
同
じ
く
『
文
庫
』
第
二
十
三
巻
第
六
号
（
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
八
月
発
行
）

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2014/02/post-4c82.html


に
「
上
毛

萩
原
美
棹
」
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
七
首
の
第
二
首
、

よ
れ
ば
戸
に
夢
た
ゆ
げ
た
げ
の
香
ひ
あ
り
泣
き
た
る
人
の
宵
に
あ
り
き
や

と
分
か
ち
書
き
を
除
け
ば
相
同
歌
で
あ
る
。
］

 
 

 
 

 
 

旅
に
い
づ
る
日

母
や
指
を
あ
し
た
か
む
な
の
百
合
の
薰
り

今
宵
枕
の
月
に
え
た
え
ぬ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
た
え
ぬ
」
は
マ
マ
。
上
句
は
、
母
が
旅
に
出
る
そ
の
日
に
、
「
お
前
の
癖
の
、
朝
の

寝
起
き
に
指
を嚙

む
の
は
い
け
な
い
よ
」
と
言
っ
て
く
れ
た
、
そ
の
百
合
の
よ
う
な
母
の
薫
り
、
若
し
く

は
そ
れ
が
現
に
あ
る
旅
宿
の
百
合
の
実
際
の
薫
り
に
導
か
れ
た
と
い
う
表
現
だ
ろ
う
か
。
識
者
の
御
教
授

を
乞
う
も
の
で
あ
る
。
］

艷
の
名
を
た
れ
や
負
は
せ
し
桃
緋
桃

ゆ
う
べ
こ
の
子
に
情
も
た
ぬ
雨

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ゆ
う
べ
」
は
マ
マ
。「
桃
緋
桃
」
は
原
本
で
は
「
桃
※
桃
」（
「
※
」
＝
「
糸
」
＋
「
兆
」
）。

校
訂
本
文
を
採
っ
た
。
］

雨
細
う
情
に
春
ゆ
く
伏
見
途

京
へ
三
里
の
傘
お
も
か
ら
ぬ

罪
許
せ
臙
脂

ゑ

ん

じ

梅
花
の緣 ゑ

に
し

ふ
か
き

別
れ
な
れ
ば
の
一
夜
の
枕

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
読
み
の
「
ゑ
ん
じ
」
「
ゑ
に
し
」
は
マ
マ
。
］

君
に
と
て
投
げ
た
る
謎
の
と
け
も
や
ら
で

こ
の
春
く
れ
ぬ
悲
し
か
ら
ず
や



 
 

 
 

從
兄
、
姉
ど
ち
と
京
都
に

 
 

 
 

あ
そ
び
て

は
ら
か
ら
が
朝
院
參
西
の
院

比
叡

ひ

え

や
ゝ
寒
き
梅
に
參
う
で
び
と

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
本
は
「
參ま

う

う
で
び
と
」
で
あ
る
が
、
底
本
全
集
校
訂
本
文
と
同
じ
く
衍
字
と
判
断

し
つ
つ
も
、
校
訂
本
文
の
よ
う
に
「
參ま

う

で
び
と
」
と
い
う
『
補
正
』
を
行
わ
ず
、
本
文
原
型
を
壊
さ
な
い

よ
う
に
「
ま
う
」
の
ル
ビ
を
示
さ
ず
に
「
う
」
を
残
し
た
形
と
し
た
。
］

野
よ
り
い
ま
生
ま
れ
け
る
魂た

ま

幼
お
さ
な

く
て

一
人
し
な
れ
ば
神
も
あ
は
れ
め

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
幼
く
て
」
の
「
幼
」
は
原
本
で
は
「
※
」
＝
「
糸
」
＋
「
刀
」
で
あ
る
が
、
以
下
の

公
開
作
か
ら
誤
字
と
断
じ
て
校
訂
本
文
と
同
じ
く
「
幼
」
の
字
を
採
っ
た
。
「
お
さ
な
」
の
ル
ビ
は
マ
マ
。

朔
太
郎
満
十
六
歳
の
時
の
、
『
明
星
』
卯
年
第
八
号
・
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
八
月
号
の
「
無
花
果
」

欄
に
「
萩
原
美
棹
」
の
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
五
首
の
巻
頭
歌
、

野
よ
り
今
う
ま
れ
け
る
魂
を
さ
な
く
て
一
人
し
な
れ
ば
神
も
あ
は
れ
め

と
表
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

天
地
に
水
ひ
と
流
れ
舟
に
し
て

君
と
あ
り
き
と
お
ぼ
へ
し
や
夢

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
お
ぼ
へ
」
は
マ
マ
。
こ
の
一
首
は
、
朔
太
郎
満
十
六
歳
の
時
の
、
『
文
庫
』
第
二
十

四
巻
第
三
号
（
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
十
月
発
行
）
に
「
上
毛

美
棹
」
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
九
首

の
五
首
目
、

天
地
に
水
ひ
と
流
れ
舟
に
し
て
我
も
あ
り
き
と
忘
る
べ
し
や
夢

の
類
型
歌
で
あ
る
。
］

菫
つ
む
と
何
時
し
か
岡
の
三
里
こ
え
て

迷
ひ
出
で
ぬ
る
桃
多
き
里



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
本
で
は
「
迷
ひ
」
は
「
述
ひ
」。
先
行
例
（
本
「
歌
群
「
若
き
ウ
エ
ル
テ
ル
の
煩
ひ
」

五
首
目
）
及
び
全
集
校
訂
本
文
に
従
い
、
訂
し
た
。
］

名
な
し
小
草
は
か
な
小
草
の
霜
柱

春
の
名
殘
と
蹈
ま
む
二
人
か

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
朔
太
郎
満
十
六
歳
の
時
の
、『
文
庫
』
第
二
十
三
巻
第
六
号
（
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）

年
八
月
発
行
）
に
「
上
毛

萩
原
美
棹
」
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
七
首
の
掉
尾
、

名
な
し
小
草
は
か
な
小
草
の
霜
ば
し
ら
春
の
名
殘
と
ふ
ま
む
人
か

の
類
型
歌
で
あ
る
。
］

み
歌
さ
ら
に
な
つ
か
し
み
つ
ゝ
慕
ひ
つ
ゝ

忘
れ
か
ね
て
は
行
く
萩
が
原

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
朔
太
郎
満
十
六
歳
の
時
の
、『
文
庫
』
第
二
十
四
巻
第
三
号
（
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）

年
十
月
発
行
）
に
「
上
毛

美
棹
」
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
九
首
の
第
六
首
目
、

み
歌
さ
ら
に
な
つ
か
し
み
し
た
ひ
つ
ゝ
忘
れ
か
ね
て
は
行
く
萩
が
原

の
類
型
歌
で
あ
る
。
］

花
に
お
ち
て
花
に
歌
え
し
身
は
胡
蝶

戀
の
も
だ
え
に
狂
ひ
ぬ
惓
み
ぬ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
本
は
、

花
に
お
ち
て
花
に
歌
え
し
身
は
胡
蝶

戀
の
も
た
ひ
に
狂
ひ
ぬ
惓
み
ぬ

全
集
校
訂
本
文
は
、



花
に
お
ち
て
花
に
歌
へ
し
身
は
胡
蝶

戀
の
も
だ
え
に
狂
ひ
ぬ
倦
み
ぬ

で
あ
る
。
「
も
た
ひ
」
の
部
分
の
み
、
意
味
が
通
ら
ぬ
の
で
校
訂
本
文
を
採
っ
た
。
］

美
し
う
君
よ
そ
ほ
へ
て
船
に
の
せ
て

港
い
づ
べ
き
戀
も
あ
ら
ぢ
か

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
よ
そ
ほ
へ
て
」「
あ
ら
ぢ
か
」
は
孰
れ
も
マ
マ
。
底
本
の
注
に
は
校
訂
本
文
で
も
「
よ

そ
ほ
へ
て
」
を
維
持
し
乍
ら
（
他
で
は
歴
史
的
仮
名
遣
や
誤
字
に
対
し
て
鮮
や
か
に
文
句
な
し
注
な
し
の

確
信
犯
の
『
補
正
』
を
英
断
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
）
、
『「
よ
そ
ほ
へ
て
」
は
「
よ
そ
は
せ
て
」
の
意
の

誤
用
と
思
わ
れ
る
』
と
い
う
注
を
附
す
に
留
め
て
い
る
。
］

く
ち
な
は
の
瞳
お
か
し
や
世
に
は
ぢ
て

狐
の
如
く
野
に
迷
ふ
わ
れ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
お
か
し
や
」
は
マ
マ
。
原
本
で
は
「
迷
ふ
」
は
「
述
ふ
」
で
あ
る
が
、
先
行
す
る
誤

字
と
校
訂
本
文
か
ら
訂
し
た
。
］

か
く
て
尚
千
代
も
あ
る
べ
し
世
は
小
さ
う

君
が
胸
に
と
い
た
つ
け
白
鳩

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
い
た
つ
け
」
は
他
動
詞
タ
行
下
二
段
活
用
の
古
語
「
射
立

い

た

つ
」
を
「
射
立
つ
く
」
と

い
う
カ
行
四
段
活
用
に
誤
っ
て
変
化
さ
せ
た
、
そ
の
命
令
形
か
。
―
―
射
た
矢
が
突
き
立
つ
よ
う
に
君
の

胸
へ
と
飛
び
込
ん
で
ゆ
け
、
白
鳩
よ
―
―
大
方
の
御
批
判
を
俟
つ
。
］

く
ら
や
み
に
動
く
も
の
あ
り
日
は
知
ら
で

い
た
ち
む
ぐ
ら
の
眞
洞
に
似
る
世

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
朔
太
郎
満
十
七
歳
の
時
の
、『
文
庫
』
第
二
十
四
巻
第
六
号
・
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）



年
十
二
月
に
「
上
毛

萩
原
美
棹
」
の
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
十
四
首
連
作
の
掉
尾
、

く
ら
や
み
に
動
く
も
の
あ
り
。
日
は
し
ら
で
、
い
た
ち
、
も
ぐ
ら
の
に
よ
べ
る
如
く
。

の
類
型
歌
で
あ
る
が
、
下
句
の
イ
メ
ー
ジ
は
聴
覚
的
な
唸
り
声
か
ら
視
覚
的
な
ブ
ラ
ッ
ク
・
ホ
ー
ル
の
冥

界
へ
と
変
じ
て
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
「
呻
吟

に

よ

べ
る
」
と
い
う
分
か
り
難
い
古
語
と
イ
メ
ー
ジ
の
衝
突
の
分

か
り
難
さ
は
解
消
さ
れ
た
も
の
の
、「
世
」
と
い
う
上
位
構
造
の
比
喩
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
し
ま
い
、
分
か

り
が
良
過
ぎ
る
優
等
生
短
歌
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
る
。
句
読
点
を
配
し
た
独
特
の
リ
ズ
ム
感
覚
か

ら
も
先
行
（
と
考
え
て
よ
い
）
句
形
を
私
は
支
持
す
る
。
］

別
れ
て
も
人
待
つ
ほ
ど
は
か
へ
り
來
よ

岩
に
せ
か
る
ゝ
瀧
川
な
ら
ぬ

な
べ
て
世
は
美
く
し
な
べ
て
け
が
ら
は
し

解げ

し
え
ぬ
も
の
と
死
は
迫
る
か
な

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
美
く
し
」
は
マ
マ
。
］

 
 

 
 

 

時
事
を
憤
り
て

ま
す
ら
を
は
た
ゝ
ず
小
麥
は
穗
に
笑
め
ど

哥
薩
克

コ

サ

ク

か
へ
ら
ず
秋
や
ゝ
た
け
ぬ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
穗
」
は
原
本
で
は
「
※
」
（
＝
「
禾
」
＋
「尃

」
）
で
あ
る
が
、
文
脈
か
ら
訂
し
た
。

校
訂
本
文
も
「
穗
」
と
す
る
。
「
哥
薩
克

コ

サ

ク

」
は
、
か
つ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
南
ロ
シ
ア
な
ど
に
生
活
し
て
い
た

軍
事
的
共
同
体
で
あ
っ
た
コ
サ
ッ
ク
（козак

）
。
本
「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
の
製
作
は
大
正
二
（
一
九
一

三
）
年
四
月
頃
で
、
こ
の
歌
自
体
の
「
時
事
を
憤
り
て
」
と
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
革
命
派
に
対
す
る
容
赦

な
い
弾
圧
や
ロ
シ
ア
帝
国
の
第
一
次
世
界
大
戦
参
戦
（
一
九
一
四
年
）
へ
の
軍
靴
の
音
を
指
す
も
の
か
。

な
お
、
コ
サ
ッ
ク
軍
は
同
大
戦
で
は
ロ
シ
ア
騎
兵
団
の
中
心
を
成
し
た
。
後
の
こ
と
な
が
ら
、
し
か
し
こ

の
後
の
一
九
一
七
（
大
正
六
年
）
年
の
ロ
シ
ア
革
命
が
勃
発
す
る
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ド
ン
・
ク
バ
ー
ニ
に

於
い
て
コ
サ
ッ
ク
三
国
は
独
立
を
宣
言
、
三
国
は
ロ
シ
ア
白
軍
及
び
シ
ベ
リ
ア
の
コ
サ
ッ
ク
諸
軍
と
と
と

も
に
ロ
シ
ア
共
産
党
及
び
赤
軍
に
抵
抗
し
た
が
敗
北
、
一
九
一
八
年
か
ら
一
九
二
〇
年
に
か
け
て
コ
サ
ッ



ク
階
級
は
排
除
さ
れ
て
コ
サ
ッ
ク
諸
軍
も
廃
軍
と
な
っ
た
。
な
お
こ
の
後
、
裕
福
な
コ
サ
ッ
ク
の
一
部
は

欧
米
諸
国
へ
逃
亡
し
た
が
、
残
さ
れ
た
コ
サ
ッ
ク
は
共
産
党
に
よ
る
弾
圧
の
対
象
と
な
り
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト

政
権
は
コ
サ
ッ
ク
の
大
部
分
と
そ
れ
ら
の
家
族
全
員
を
死
刑
や
流
刑
に
処
し
、
ホ
ロ
ド
モ
ー
ル

（Голодомо́р

：
一
九
三
二
年
か
ら
一
九
三
三
年
に
か
け
て
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
ウ
ク
ラ
イ
ナ
社
会
主
義
ソ
ビ

エ
ト
共
和
国
・
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
・
現
ロ
シ
ア
連
邦
の
ク
バ
ー
ニ
・
ヴ
ォ
ル
ガ
川
沿
岸
地
域
・
南
ウ

ラ
ル
・
北
シ
ベ
リ
ア
な
ど
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が
住
ん
で
い
た
各
地
域
で
起
こ
さ
れ
た
人
工
的
な
大
飢
饉
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
た
ち
は
強
制
移
住
に
よ
っ
て
家
畜
や
農
地
を
奪
わ
れ
て
、
こ
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
よ
っ
て

四
百
万
か
ら
千
四
百
五
十
万
人
が
死
亡
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
の
大
飢
饉
は
現
在
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
議
会
に

よ
っ
て
ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
る
計
画
的
な
飢
餓
と
認
定
さ
れ
て
い
る
）
に
よ
っ
て
餓
死
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
の

た
め
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
い
て
は
コ
サ
ッ
ク
残
党
は
ド
イ
ツ
軍
に
味
方
し
て
ソ
連
軍
と
戦
っ
た
が
、

ド
イ
ツ
の
敗
北
と
と
も
に
コ
サ
ッ
ク
は
共
同
体
と
し
て
の
姿
を
消
し
た
（
こ
こ
は
主
に
ウ
ィ
キ
の
「
コ
サ

ッ
ク
」
及
び
「
ホ
ロ
ド
モ
ー
ル
」
に
拠
っ
た
）
。
こ
れ
以
前
の
コ
サ
ッ
ク
関
連
の
情
報
を
私
は
不
勉
強
に
し

て
よ
く
知
ら
な
い
。
こ
こ
で
朔
太
郎
が
憤
っ
た
コ
サ
ッ
ク
に
関
わ
る
時
事
と
は
何
だ
っ
た
の
か
？

今
一

つ
分
か
ら
ぬ
。
識
者
の
御
教
授
を
乞
う
も
の
で
あ
る
。］

淋
し
け
れ
ど
人
は
怨
ま
じ
嘆
く
ま
じ

己
が
世
な
れ
ば
瘠
せ
も
し
て
ま
し

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
首
も
同
じ
く
朔
太
郎
満
十
七
歳
の
時
の
、
『
文
庫
』
第
二
十
四
巻
第
六
号
・
明
治
三

六
（
一
九
〇
三
）
年
十
二
月
に
「
上
毛

萩
原
美
棹
」
の
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
十
四
首
連
作
の
六
首
目
、

淋
し
け
れ
ど
人
は
恨
ま
じ
な
げ
く
ま
じ
。
お
の
が
世
な
れ
ば
や
せ
も
し
て
ま
し
。

と
表
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

 
 

 
 

 

白
百
合
の
君
と
別
れ
し
夜

 
 

 
 

 

よ
め
る

み
別
れ
に
奉
る
夜
の
ま
し
ろ
百
合

君
を
一
人
の
姉
と
も
知
れ
な

君
は
去
り
ぬ
殘
る
は
わ
れ
と
小
さ
き
世
の

月
も
月
か
は
花
は
花
か
は

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%82%B5%E3%83%83%E3%82%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%82%B5%E3%83%83%E3%82%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9B%E3%83%AD%E3%83%89%E3%83%A2%E3%83%BC%E3%83%AB


［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
朔
太
郎
満
十
六
歳
の
時
、
『
文
庫
』
第
二
十
四
巻
第
三
号
（
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）

年
十
月
発
行
）
に
「
上
毛

美
棹
」
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
九
首
の
三
首
目
、

君
は
去
り
ぬ
殘
る
は
吾
と
小
さ
き
世
の
月
も
月
か
は
花
は
花
か
は

と
分
か
ち
書
き
を
除
け
ば
相
同
歌
で
あ
る
。
］

そ
の
舟
よ
我
等
が
棹
に
と
ゞ
め
あ
へ
ず

つ
い
に
空
し
く
流
れ
て
去
り
に
き

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
つ
い
に
」
は
マ
マ
。
］

大
御
代
は
こ
ゝ
に
美
し
春
は
戀
に

か
た
ち
ど
ら
れ
て
咲
く
櫻
花

足
ん
ぬ
智
は
あ
へ
て
願
う
歌
の
幸さ

ち

來
ん
世
思
は
ず
い
ら
ず
桂
も

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
朔
太
郎
満
十
七
歳
の
時
の
『
文
庫
』
第
二
十
五
巻
第
六
号
（
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）

年
四
月
発
行
）
に
「
上
毛

萩
原
美
棹
」
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
九
首
の
六
首
目
、

足
ん
ぬ
智
は
、
敢
え
て
し
ね
が
ふ
歌
の
幸
。
來
む
世
思
は
ず
、
欲
ら
ず
桂
も
。

の
類
型
歌
で
あ
る
。
］

才ざ
え

た
ら
で
御
國
は
ぐ
ゝ
む
歌
も
な
し

身
は
弱
う
し
て
よ
る
胸
も
な
し

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
朔
太
郎
満
十
六
歳
の
時
の
、
『
明
星
』
卯
年
第
十
一
号
・
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年

十
一
月
号
の
「
紗
燈
涼
語
」
欄
に
「
萩
原
美
棹
（
上
毛
）
」
の
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
三
首
の
第
二
首
目
、

か
よ
わ
く
て
御
國

み

く

に

は
ぐ
く
む
歌
も
な
し
身
は
孤
獨

ひ

と

り

に
て
よ
う
る
胸
も
な
し

の
類
型
歌
で
あ
る
。
］



こ
の
戀
よ
亂
れ
て
末
は
知
ら
な
く
に

お
ど
ろ
に
ま
と
ふ
紅
づ
た
の
ご
と

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
朔
太
郎
満
十
七
歳
の
時
の
、『
文
庫
』
第
二
十
四
巻
第
六
号
・
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）

年
十
二
月
に
「
上
毛

萩
原
美
棹
」
の
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
十
四
首
の
十
一
首
目
、

こ
の
戀
よ
、
亂
れ
て
末
は
知
ら
な
く
に
、
お
ど
ろ
に
ま
と
ふ
紅
づ
た
の
ご
と
。

の
表
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

草
に
伏
し
て
美
し
ひ
と
は
泣
き
も
や
ま
ず

別
れ
も
あ
へ
ず
野
は
暮
れ
せ
ま
る

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
前
歌
と
同
じ
く
、
『
文
庫
』
第
二
十
四
巻
第
六
号
・
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
十
二

月
に
「
上
毛

萩
原
美
棹
」
の
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
十
四
首
の
十
一
首
目
、

草
に
伏
し
て
美
し
人
は
泣
き
も
や
ま
ず
、
別
れ
も
あ
へ
ず
、
野
は
く
れ
せ
ま
る
。

の
表
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

そ
の
香
ゆ
へ
に
そ
の
花
ゆ
へ
に
人
は
老
を

泣
き
ぬ
泣
か
れ
ぬ
濃
き
べ
に
つ
ば
き

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
二
箇
所
の
「
ゆ
へ
」
は
マ
マ
。
朔
太
郎
満
十
七
歳
の
時
の
、
『
文
庫
』
第
二
十
四
巻
第

六
号
・
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
十
二
月
に
「
上
毛

萩
原
美
棹
」
の
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
十
四
首
の

第
二
首
目
、

そ
の
香
ゆ
ゑ
に
そ
の
花
ゆ
ゑ
に
、
人
は
老
を
、
泣
き
ぬ
泣
か
れ
ぬ
、
こ
き
紅べ

に

椿
。

の
表
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

瑠
璃
鳥

る

り

と

り

の
鳴
け
ば
朝
雲
さ
む
う
し
て

人
と
す
な
ほ
に
別
れ
け
る
哉

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
本
は
「
瑠
璃
鳥
」
を
「
瑠
理
鳥
」
と
す
る
が
誤
字
と
断
じ
て
訂
し
た
。
底
本
校
訂

本
文
も
「
瑠
璃
鳥
」
と
す
る
。
こ
ち
ら
は
、
朔
太
郎
満
十
七
歳
の
時
の
、
『
明
星
』
卯
年
第
十
二
号
・
明
治



三
六
（
一
九
〇
三
）
年
十
二
月
の
「
金
鷄
」
欄
に
「
萩
原
美
棹
（
上
野
）
」
の
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
四
首
の

第
二
首
目
、

ひ
よ
鳥
の
啼
く
や
朝
雲
寒
う
し
て
人
と
す
な
ほ
に
別
れ
け
る
か
な

の
類
型
歌
で
あ
る
。
］

抱
き
て
は
交
互

か

た

み

に
泣
き
し
日
も
あ
り
き

世
に
そ
む
き
し
も
何
日
の
二
人
ぞ

野
に
見
る
は
泣
く
に
よ
ろ
し
き
秋
の
雨

こ
し
路
戀
路
の
思
ひ
出
ぐ
さ
よ

相あ
ひ

似
た
る
人
か
木
精

こ

だ

ま

か
ひ
そ
み
き
て

呼
べ
は
應
ふ
る
日
な
る
に
似
た
り

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
呼
べ
は
」
は
マ
マ
。
前
と
同
じ
『
明
星
』
卯
年
第
十
二
号
・
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）

年
十
二
月
の
「
金
鷄
」
欄
に
「
萩
原
美
棹
（
上
野
）
」
の
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
四
首
の
内
の
巻
頭
の
、

相
似
た
る
人
か
木
精

こ

だ

ま

か
ひ
そ
み
き
て
呼
べ
は
應こ

た

ふ
る
日
な
る
が
如
し

の
類
型
歌
で
あ
る
。
］

た
ゞ
き
く
は
人
の
泣
く
聲
む
せ
ぶ
聲

陰
魔
地
を
這
ふ
こ
が
ら
し
の
風

手
を
あ
げ
て
招
け
ば
肥
え
し
野
の
牛
も

來
り
ぬ
寄
り
ぬ
何
を
語
ら
む

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
朔
太
郎
満
十
七
歳
の
時
の
、
『
明
星
』
辰
年
第
六
号
（
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
六

月
発
行
）
の
「
鳴
潮
」
欄
に
「
萩
原
美
棹
」
の
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
六
首
の
第
五
首
目
、

手
を
あ
げ
て
招
け
ば
肥
え
し
野
の
牛
も
來
り
ぬ
よ
り
ぬ
何
を
語
ら
む

の
表
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］



お
と
な
し
う
涙
ぬ
ぐ
ひ
て
あ
れ
ば
と
て

十
九
の
春
は
く
れ
で
あ
ら
め
や

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
朔
太
郎
満
十
七
歳
の
時
の
、
『
坂
東
太
郎
』
第
三
十
九
号
（
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）

年
七
月
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
夏
衣
」
八
首
の
四
首
目
、

音
な
し
う
涙
お
さ
へ
て
あ
れ
ば
と
て
春
の
光
は
く
れ
で
あ
ら
め
や
。

の
類
型
歌
で
あ
る
が
、
本
歌
の
方
が
い
い
。
］

振
り
袖
の
桔
梗
の
花
の
色
の
よ
き

な
づ
か
し
ひ
と
ゝ
涙
も
よ
ほ
す

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
ち
ょ
っ
と
迷
っ
た
が
「
な
づ
か
し
」
は
マ
マ
と
し
た
。
朔
太
郎
満
十
九
歳
の
時
の
、

前
橋
中
学
校
校
友
会
雑
誌
『
坂
東
太
郎
』
第
四
十
三
号
（
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
十
二
月
発
行
）
に

「
萩
原
美
棹
」
の
筆
名
で
所
収
さ
れ
た
「
ろ
べ
り
や
」
七
首
連
作
の
三
首
目
に
、

振
袖

ふ
り
そ
で

の
桔
梗

き
ゝ
や
う

の
花
の
色い

ろ

の
よ
き
な
つ
か
し
人び

と

と
涙
も
よ
ほ
す

と
は
あ
る
。
］

夏
ば
な
の
趣
あ
る
小
家
の
人
な
れ
ば

面
影
に
似
し
戀
も
す
る
哉

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
ち
ょ
っ
と
迷
っ
た
が
「
な
づ
か
し
」
は
マ
マ
と
し
た
。
同
じ
く
朔
太
郎
満
十
九
歳
の

時
の
、
前
橋
中
学
校
校
友
会
雑
誌
『
坂
東
太
郎
』
第
四
十
三
号
（
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
十
二
月
発

行
）
に
「
萩
原
美
棹
」
の
筆
名
で
所
収
さ
れ
た
「
ろ
べ
り
や
」
七
首
連
作
の
三
首
目
に
、

夏
花

な
つ
ば
な

に
趣し

ゆ

あ
る
小
家

こ

い

へ

の
人
な
れ
ば
面
影

お
も
か
げ

に
似
し
戀
も
す
る
哉

の
類
型
歌
で
あ
る
。
］

鬼
ど
も
が
笑
ふ
聲
に
て
戰
爭

た
ゝ
か
ひ

は

終
り
ぬ
勝
ち
ぬ
民
よ
悦
べ



か
ら
く
り
に
見
た
る
地
獄
の
叫
喚
が

待
ち
居
る
も
の
と
思
ふ
可
笑
し
さ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
地
獄
」
の
「
獄
」
は
原
本
で
は
「
獄
」
の
上
に
（
く
さ
か
ん
む
り
）
が
附
く
字
。
朔

太
郎
満
十
九
歳
の
時
の
、
前
橋
中
学
校
校
友
会
雑
誌
『
坂
東
太
郎
』
第
四
十
三
号
（
明
治
三
八
（
一
九
〇

五
）
年
十
二
月
発
行
）
に
「
萩
原
美
棹
」
の
筆
名
で
所
収
さ
れ
た
（
前
に
注
し
た
「
ろ
べ
り
や
」
連
作
の

後
の
歌
群
）
に
あ
る
、

か
ら
く
り
に
見み

た
る
地
獄

ぢ

ご

く

の
叫
喚

け
う
か
ん

が
待ま

ち
居ゐ

る
も
の
と
思お

も

ふ
可
笑

を

か

し
さ

の
表
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

願
は
く
ば
我
な
る
も
の
を
五
人

い
つ
た
り

に

十
人

と

た

り

に
な
し
て
笑
ひ
代
さ
む

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
校
訂
本
文
は
「
代
さ
む
」
を
「
交
さ
む
」
と
訂
す
る
。］

た
ゞ
一
人
座
す
れ
ば
淋
し
天
地
が

わ
れ
の
く
び
き
に
か
ゝ
る
苦
し
み

 
 

 
 

 

よ
ろ
こ
び
は
千
夜
に
一
夜

 
 

 
 

 

た
ま
た
ま
の
逢
瀨
を
何
な
れ
ば
更
か
し
給
は
ぬ

 
 

 
 

 

あ
は
た
ゞ
し
の
別
れ
、
せ
ち
な
の
君
か
な

あ
は
た
ゞ
し
燃
ゆ
る熖

の
火
ぐ
る
ま
を

忘
れ
て
去
に
し
つ
ら
き
君
か
な

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
前
書
の
「
た
ま
た
ま
」
の
後
半
は
原
本
で
は
踊
り
字
「〱

」
、
「
あ
は
た
ゞ
し
」
は
マ

マ
、
本
文
の
「
あ
は
た
ゞ
し
」
も
マ
マ
。
「
燃
ゆ
る
」
は
原
本
は
「
燒
ゆ
る
」
で
あ
る
が
、
誤
字
と
断
じ
て

校
訂
本
文
を
採
っ
た
。
朔
太
郎
満
十
八
歳
の
時
の
、
『
白
虹
』
第
一
巻
第
四
号
（
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）

年
四
月
発
行
）
の
「
小
鼓
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
五
首
の
巻
頭
の
、

あ
は
た
ゝ
し
燃
ゆ
る
災
の
火
車
を
忘
れ
て
い
に
し
つ
ら
き
君
か
な

（
「
災
」
は
マ
マ
。
誤
植
と
思
わ
れ
る
）
が
あ
る
が
、
前
書
は
な
い
。
］



君
ま
つ
と
一
日
は
樂
し
君
を
戀
ふ
と

千
夜
は
果
敢
な
き
夢
み
て
し
が
な

綾
唄
や
あ
る
ひ
は
牛
の
遠
鳴

と
ほ
な
き

や

君
ま
つ
秋
の
野
は
更
け
に
け
り

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
あ
る
ひ
は
」
は
マ
マ
。
こ
の
歌
は
朔
太
郎
満
十
八
歳
の
時
の
、
『
白
虹
』
第
一
巻
第

四
号
（
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
四
月
発
行
）
の
「
小
鼓
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
、

綾
唄
や
あ
る
ひ
は
牛
の
遠
鳴
や
、
君
ま
つ
秋
の
野
の
更
け
に
け
り

及
び
、
朔
太
郎
満
十
九
歳
の
時
、
前
橋
中
学
校
校
友
会
雑
誌
『
坂
東
太
郎
』
第
四
十
三
号
（
明
治
三
八
（
一

九
〇
五
）
年
十
二
月
発
行
）
に
「
萩
原
美
棹
」
の
筆
名
で
載
せ
た
、

綾
唄
や
或
は
牛
の
遠
鳴

と

ほ

な

き
や
君
待ま

つ
秋あ

き

の
野
は
更ふ

け
に
け
り

（
一
部
の
脱
字
を
補
正
し
た
。
詳
し
く
は
当
該
先
行
作
を
見
よ
）
の
表
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

風
ふ
き
ぬ
木
の
實
地
を
う
つ
秋
の
夜
は

待
た
る
ゝ
君
が
さ
び
し
さ
思
へ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
歌
は
前
と
同
じ
く
『
白
虹
』
第
一
巻
第
四
号
（
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
四

月
発
行
）
の
「
小
鼓
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
、

風
ふ
き
ぬ
木
の
葉
地
を
う
つ
秋
の
夜
は
ま
た
る
ゝ
君
か
さ
び
し
さ
思
へ

の
類
型
句
（
「
木
の
葉
」
と
「
木
の
實
」
で
有
意
に
異
な
る
）
で
あ
る
。
な
お
、
底
本
全
集
の
編
者
注
に
は

も
う
一
首
を
参
照
に
掲
げ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
指
示
さ
れ
た
頁
に
は
相
同
・
相
似
歌
は
見
当
た
ら
な
い
。

こ
の
注
は
前
の
注
と
全
く
同
じ
な
の
で
、
校
正
か
植
字
の
ミ
ス
と
思
わ
れ
る
。
］

み
手
と
り
て
涙
そ
ゝ
が
ん
日
も
あ
ら
ば

歌
は
桂
の
根
に
し
づ
む
べ
し

た
ゞ
願
ふ
君
が
か
た
へ
に
あ
る
日
を
ば

夢
の
や
う
な
る
そ
の
千
と
せ
を
ば



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
歌
は
前
と
同
じ
く
『
白
虹
』
第
一
巻
第
四
号
（
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
四

月
発
行
）
の
「
小
鼓
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
、

た
ゝ
願
ふ
君
の
傍
へ
に
あ
る
日
を
ば
夢
の
よ
う
な
る
そ
の
千
年
を
ば

の
表
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

わ
れ
君
を
戀
す
戀
し
き
心
よ
り

君
を
思
へ
ば
胸
た
ゞ
火
な
り

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
歌
も
、
同
じ
く
『
白
虹
』
第
一
巻
第
四
号
（
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
四
月

発
行
）
の
「
小
鼓
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
、

わ
れ
君
を
戀
は
ん
戀
し
き
心
よ
り
君
を
思
へ
ば
胸
た
だ
火
な
り

の
表
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

わ
が
脣く

ち

と
君
が
み
脣
と
ひ
た
す
ら
に

ふ
れ
よ
い
つ
ま
で
泣
い
て
あ
る
べ
き

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
本
は
「
ひ
と
す
ら
に
」
で
あ
る
が
、
意
味
が
通
ら
な
い
の
で
、
校
訂
本
文
「
ひ
た

す
ら
に
」
を
採
る
。
］

夜
は
夜
に
て
晝
は
晝
に
て
戀
は
で
あ
ら
ば

エ
ト
ナ
の
山
は
燃
え
で
あ
る
べ
し

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
本
は
「
燒
え
で
あ
る
べ
し
」
で
あ
る
が
、
意
味
が
通
ら
な
い
の
で
、
校
訂
本
文
「
燃

え
で
あ
る
べ
し
」
を
採
る
。
太
郎
満
十
九
歳
の
時
の
、
前
橋
中
学
校
校
友
会
雑
誌
『
坂
東
太
郎
』
第
四
十

三
号
（
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
十
二
月
発
行
）
に
「
萩
原
美
棹
」
の
筆
名
で
所
収
さ
れ
た

夜よ

は
夜
に
て
晝ひ

る

は
晝
に
て
戀こ

い
て
あ
ら
ば
エ
ト
ナ
の
山や

ま

は
も
え
で
あ
る
べ
し

の
類
型
歌
で
あ
る
。
「
戀
い
て
」
は
マ
マ
。
そ
こ
で
の
注
し
た
が
再
度
注
し
て
お
く
と
、
「
エ
ト
ナ
」
は
イ

タ
リ
ア
南
部
シ
チ
リ
ア
島
の
東
部
に
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
の
活
火
山
エ
ト
ナ
山
（E

tna

）
。
ギ
リ
シ
ャ
神

話
で
は
ガ
イ
ア
の
息
子
で
不
死
の
怪
物
の
王
テ
ィ
フ
ォ
ン
が
封
じ
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
、
ま
た
鍛
冶
神
ヘ



パ
イ
ス
ト
ス
は
こ
の
山
精
で
あ
る
エ
イ
ト
ナ
を
愛
人
と
し
、
そ
の
情
熱
的
な
生
涯
の
最
後
の
仕
事
場
と
し

て
こ
の
山
を
選
ん
だ
と
も
伝
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
私
が
馬
鹿
な
の
か
こ
の
歌
の
意
味
は
今
一
つ
、
よ
く
汲

み
取
れ
な
い
。
自
分
の
恋
情
の
炎
が
日
夜
絶
え
ず
激
し
け
れ
ば
、
永
遠
の
火
を
噴
く
は
ず
の
エ
ト
ナ
山
で

さ
え
も
、
そ
の
私
の
情
熱
故
に
燃
え
尽
き
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
、
と
で
も
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
？

ど
う

も
短
歌
の
苦
手
な
私
に
は
分
か
ら
ぬ
。
識
者
の
御
教
授
を
乞
う
も
の
で
あ
る
。
］

 
 

 
 

 

君
が
心
、
今
は
戀
し
さ
に
狂
は
ん
と
す

あ
ゝ
如
何
に
君
が
戀
し
き
な
つ
か
し
き

た
と
へ
ん
や
う
も
な
き
戀
ひ
か
な

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
本
は
「
な
づ
か
し
き
」
で
あ
る
が
、
校
訂
本
文
「
な
つ
か
し
き
」
を
採
っ
た
。
］

あ
ゝ
二
人
戀
し
る
も
の
と
見
代
は
し
て

笑
め
ば
あ
ま
ね
く
春
は
た
ら
ひ
ぬ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
見
代
は
し
て
」
は
校
訂
本
文
で
は
「
見
交
は
し
て
」
と
訂
す
る
。
「
た
ら
ひ
ぬ
」
は

自
動
詞
ハ
行
四
段
活
用
「
た
ら
ふ
」（
十
分
で
あ
る
・
不
足
が
な
い
／
そ
の
表
象
に
堪
え
る
・
資
格
を
持
つ
）

の
連
用
形
＋
完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
終
止
形
。

記
号
が
配
さ
れ
て
、
こ
こ
で
一
つ
の
歌
群
が
終
了
し
て
い
る
。
但
し
、
こ
の
歌
群
に
は
次
の
「
ゆ
ふ
す

ず
み
」
の
よ
う
な
総
題
は
な
い
。
構
造
か
ら
見
る
と
、
こ
こ
は
総
題
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
若
き
ウ
エ
ル
テ

ル
の
煩
い
」
の
中
の
同
じ
「
若
き
ウ
エ
ル
テ
ル
の
煩
い
」
パ
ー
ト
で
あ
る
と
採
れ
る
。］

ゆ
う
す
ゞ
み

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ゆ
う
」
は
マ
マ
。
］

花
や
か
に
か
ん
て
ら
と
も
す緣

日

を

ふ
た
り
出
づ
れ
ば
月
の
ぼ
り
け
り



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
朔
太
郎
満
十
八
歳
の
時
の
、
前
橋
中
学
校
校
友
会
雑
誌
『
坂
東
太
郎
』
第
四
十
二
号

（
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
七
月
発
行
）
に
「
萩
原
美
棹
」
の
筆
名
で
所
収
さ
れ
た
「
ゑ
か
た
び
ら
」

と
題
す
る
十
二
首
連
作
の
七
首
目
、

花
や
か
に
、
か
ん
て
ら
燭と

も

す
え
ん
日
を
、
二
人
い
づ
れ
ば
月
の
ぼ
り
け
り
。

と
表
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

微そ
よ

風
の
う
た
が
た
り
ふ
く
途
す
が
ら

四
の
袂
に
螢
お
さ
へ
ぬ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
前
橋
中
学
校
校
友
会
雑
誌
『
坂
東
太
郎
』
第
四
十
三
号
（
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）

年
十
二
月
発
行
）
に
「
萩
原
美
棹
」
の
筆
名
で
所
収
さ
れ
た
八
首
連
作
の
四
首
目
、

微
風

そ
よ
か
ぜ

の
歌
語

う
た
か
た

り
吹
く
途み

ち

す
が
ら
四
の
袖そ

で

に
螢

ほ
た
る

お
さ
へ
ぬ

の
類
型
歌
で
あ
る
。
］

夕
づ
き
や
橋
の
た
も
と
に
衣
し
ろ
き

人
と
別
れ
ぬ
山
百
合
の
は
な

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
朔
太
郎
満
十
八
歳
の
時
の
、
前
橋
中
学
校
校
友
会
雑
誌
『
坂
東
太
郎
』
第
四
十
二
号

（
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
七
月
発
行
）
に
「
萩
原
美
棹
」
の
筆
名
で
所
収
さ
れ
た
「
ゑ
か
た
び
ら
」

と
題
す
る
十
二
首
連
作
の
十
一
首
目
、

夕
月
や
橋
の
袂
に
衣
白
き
、
人
と
別
れ
ぬ
山
百
合
の
は
な
。

と
類
型
歌
で
あ
る
。
「
た
も
と
」
と
「
袂
」
は
大
き
な
相
違
で
、
実
は
「
袂
」
は
誤
り
か
と
疑
わ
れ
る
。
］

夕
月
夜
潮
な
る
音
に
あ
こ
が
れ
て

君
く
る
路
を
浪
に
畫
き
ぬ

櫻
貝
ふ
た
つ
重
ね
て
海
の
趣
味

い
づ
れ
深
し
と
笑
み
問
は
れ
け
り



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
同
じ
く
、
前
橋
中
学
校
校
友
会
雑
誌
『
坂
東
太
郎
』
第
四
十
二
号
（
明
治
三
八
（
一

九
〇
五
）
年
七
月
発
行
）
に
「
萩
原
美
棹
」
の
筆
名
で
所
収
さ
れ
た
「
ゑ
か
た
び
ら
」
と
題
す
る
十
二
首

連
作
の
掉
尾
、

さ
く
ら
貝
、
ふ
た
つ
重
ね
て
海
の
趣
味
、
い
づ
れ
深
し
と
笑
み
問と

は
れ
け
り
。

と
表
記
違
い
の
相
同
歌
で
、
初
出
掲
載
で
注
し
た
通
り
、
彼
は
こ
の
歌
が
好
み
だ
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
三

年
後
の
第
六
高
等
学
校
『
交
友
会
誌
』
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
十
二
月
号
に
「
水
市
覺
有
秋
」
と
い

う
標
題
で
掲
載
さ
れ
た
連
作
中
で
も
、

櫻
貝
二
つ
並
べ
て
海
の
趣
味
い
づ
れ
深
し
と
笑
み
問
は
れ
け
り

と
改
作
し
て
い
る
（
こ
の
改
作
は
先
行
作
よ
り
遙
か
に
劣
る
と
私
は
思
う
）。
］

海
近
き
河
邊
に
添
ひ
し
柳
み
ち

月
は
二
人
の
肩
を
す
べ
り
ぬ

里さ
と

河
の
底
に
う
つ
れ
る
星
く
づ
を

い
く
つ
か
ぞ
へ
て
君
に
逢
う
ふ
べ
き

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
朔
太
郎
満
十
九
歳
の
時
の
、
『
晩
聲
』
創
刊
号
（
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
四
月
発

行
）
に
「
美
佐
雄
」
の
筆
名
で
所
収
さ
れ
た
六
首
の
掉
尾
、

里
川
の
底
に
う
つ
れ
る
星
く
づ
を
い
く
つ
數
へ
て
人
に
あ
ふ
べ
き

の
表
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

春
の
水
山
吹
の
せ
て
流
れ
ず
や

君
が
家
居
と
指
ざ
す
方
へ

女
み
な
つ
ど
ひ
て
こ
ゝ
に
庵

い
ほ
り

せ
よ

美
男
ぞ
多
き
行
く
春
の
く
に

御
染
さ
ま
あ
れ
久ひ

さ

さ
ま
と
よ
り
そ
ひ
て

二
人
ゆ
く
手
に
闇
の
あ
や
な
き

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
踊
り
さ
ら
へ
の
日
即
興
）



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
朔
太
郎
満
二
十
歳
の
時
の
、『
無
花
果
』（
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
十
一
月
発
行
）

に
「
美
棹
」
の
筆
名
で
掲
載
さ
れ
た
一
首
、

お
染
さ
ま
あ
れ
久
さ
ま
と
よ
り
添
ひ
て
ふ
た
り
ゆ
く
手
に
闇
の
あ
や
な
き

の
表
記
違
い
相
同
歌
で
あ
る
。
］

た
ゞ
一
人
至
る
仁
に
い
ま
す
母
上
の

お
ん
世
悲
し
く
死
は
な
づ
き
え
ぬ

雨
の
日
や
庫
裏

く

り

に
膝
く
み
物
い
は
ず

叩
け
ど
飽
か
ぬ
古
木
魚
か
な

大
聲ご

ゑ

に
柩
を
あ
け
て
呼
び
出
で
ん

我
や
と
こ
し
へ
死
な
じ
老
ひ
じ
と

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
老
ひ
じ
と
」
は
マ
マ
。］

夏
の
日
や
日
蔭
も
と
む
る
唐
獅
子
の

渇
き
せ
ま
る
と
胸
や
く
心
地

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
記
号
が
配
さ
れ
て
歌
群
が
終
了
し
て
い
る
。
］

は
な
あ
や
め

共
ず
み
の
好
み
君
に
し
て

六
月
植
え
ぬ
ろ
べ
り
や
の
花

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
植
え
」
は
マ
マ
。
「
ろ
べ
り
や
」
は
再
注
す
る
と
、
キ
キ
ョ
ウ
目
キ
キ
ョ
ウ
科
ミ
ゾ



カ
ク
シ
（
溝
隠
）
属Lobelia

の
ロ
ベ
リ
ア
・
エ
リ
ヌ
スLobelia erinus

、
和
名
ル
リ
チ
ョ
ウ
ソ
ウ
（
瑠

璃
蝶
草
）
及
び
そ
の
園
芸
品
種
を
い
う
。
南
ア
フ
リ
カ
原
産
の
秋
播
き
の
一
年
草
で
、
高
さ
二
十
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
マ
ウ
ン
ド
状
に
広
が
る
。
四
月
か
ら
七
月
頃
に
青
紫
色
の
美
し
い
花
を
咲
か
せ
、
花
色

は
赤
紫
色
や
ピ
ン
ク
・
白
色
な
ど
が
あ
る
。（w

eblio

辞
書
の
「
植
物
図
鑑
」
に
あ
る
「
ロ
ベ
リ
ア
・
エ
リ

ヌ
ス
（
瑠
璃
蝶
草
）
」
に
拠
っ
た
。
画
像
は
グ
ー
グ
ル
画
像
検
索
「Lobelia erinus

」
も
参
照
さ
れ
た
い
）。

朔
太
郎
満
十
九
歳
の
時
の
、
前
橋
中
学
校
校
友
会
雑
誌
『
坂
東
太
郎
』
第
四
十
三
号
（
明
治
三
八
（
一

九
〇
五
）
年
十
二
月
発
行
）
に
「
萩
原
美
棹
」
の
筆
名
で
掲
載
さ
れ
た
七
首
連
作
の
巻
頭
歌
、

共
住

と
も
づ
み

の
好

こ
の
み

少
な
き
君
に
し
て
六
月
植う

ゑ
ぬ
ろ
べ
り
や
の
花

の
表
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

か
き
つ
ば
た
い
と
美
し
き
人
妻
は

朝
靄
い
で
ゝ
人
思
ふ
さ
ま

春
の
夜
や
と
あ
る
小
路
に
お
ど
ろ
き
ぬ

巨
人
の
や
う
に
見
え
し
水
甕

み

が

め

に

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
前
の
一
首
と
同
じ
雑
誌
に
「
ろ
べ
り
や
」
歌
群
の
後
に
載
る
八
首
連
作
の
第
六
首
目

の
、春は

る

の
夜よ

や
と
あ
る
小
路

こ

じ

に
驚

お
ど
ろ

き
ぬ
巨
人

き
よ
に
ん

の
よ
う
に
見
え
し
水
甕

み

が

め

に

の
表
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

夏
祭
す
こ
し
は
な
れ
て
粧
ひ
し

君
と
扇
の
風
か
は
し
け
り

ほ
と
ゝ
ぎ
す
女
に
友
の
多
く
し
て

そ
の
音
づ
れ
の
た
そ
が
れ
の
頃

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
朔
太
郎
満
十
九
歳
の
時
の
、
前
橋
中
学
校
校
友
会
雑
誌
『
坂
東
太
郎
』
第
四
十
三
号

（
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
十
二
月
発
行
）
に
「
萩
原
美
棹
」
の
筆
名
で
所
収
さ
れ
た
八
首
連
作
の
中

の
一
首
、

http://www.weblio.jp/content/%E3%83%AD%E3%83%99%E3%83%AA%E3%82%A2%E3%83%BB%E3%82%A8%E3%83%AA%E3%83%8C%E3%82%B9
http://www.weblio.jp/content/%E3%83%AD%E3%83%99%E3%83%AA%E3%82%A2%E3%83%BB%E3%82%A8%E3%83%AA%E3%83%8C%E3%82%B9
https://www.google.co.jp/search?q=Lobelia+erinus&safe=off&rlz=1C1ARAB_enJP452JP452&espv=210&es_sm=122&source=lnms&tbm=isch&sa=X&ei=YwbWUpeNDciRkQWK_IDIBQ&ved=0CAkQ_AUoAQ&biw=1280&bih=860


ほ
と
ゝ
ぎ
す
女

を
ん
な

に
友と

も

の
多
く
し
て
そ
の
音お

と

づ
れ
の
た
そ
が
れ
の
頃

の
表
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

ほ
と
ゝ
ぎ
す
卯
の
花
垣
に
し
ば
鳴
く
を

枕
は
づ
し
て
聽
き
た
ま
ふ
さ
ま

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
本
は
「
垣
」
を
「
桓
」
と
す
る
が
、
誤
字
と
断
じ
て
校
訂
本
文
の
「
垣
」
を
採
っ

た
。
］

夏
の
風
は
に
ほ
ひ
て
吹
き
ぬ
街
の
子
が

夕
涼
み
す
る
團
扇
づ
か
ひ
に

見
か
は
せ
ば
何
の
奇
も
な
く
友
は
あ
り

あ
ひ
別
れ
て
は
胸
や
ぶ
る
ま
で

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
朔
太
郎
満
十
九
歳
の
時
の
、
前
橋
中
学
校
校
友
会
雑
誌
『
坂
東
太
郎
』
第
四
十
三
号

（
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
十
二
月
発
行
）
に
「
萩
原
美
棹
」
の
筆
名
で
所
収
さ
れ
た
八
首
連
作
の
一

首
、見

代

み

か

は

せ
ば
何な

ん

の
奇き

も
な
く
友と

も

は
あ
り
相
別
れ
て
は
胸む

ね

や
ぶ
る
ま
で

表
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

君
を
戀
ふ
眞
玉
白
玉
そ
が
中
の

ひ
と
つ
瓦
と
は
ぢ
ら
ふ
わ
れ
は

ひ
と
ゝ
せ
に
ひ
と
ゝ
き
逢
ひ
て
ひ
と
日
を
ば

千
日
ま
つ
と
悲
し
き
た
よ
り

水
の
音
蛙
の
唄
に
つ
ゝ
ま
れ
て

か
ゝ
る
夕
べ
を
も
の
言
ひ
し
ひ
と



千
石
の
水
あ
ぶ
心
地
ひ
ぐ
ら
し
の

一
時
に
鳴
き
ぬ
木
陰
路
入
れ
ば

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
一
首
は
朔
太
郎
満
二
十
二
歳
の
時
の
、
第
六
高
等
学
校
『
交
友
会
誌
』
明
治
四

一
（
一
九
〇
八
）
年
十
二
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
歌
群
「
水
市
覺
有
秋
」
の
一
首
、

千
石
の
水
あ
ぶ
心
地
日
ぐ
ら
し
の
一
時
に
啼
き
ぬ
木
蔭
路
入
れ
ば

の
表
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

む
ら
さ
き
の
路
傍
の
花
の
ち
い
さ
き
を

愛
で
し
か
ば
か
り
に
行
く
車
び
と

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
以
上
二
首
鹽
原
温
泉
途
上
ノ
作
）

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
路
傍
」
の
「
傍
」
は
原
本
で
は
「亻

」
で
は
な
く
（
こ
ざ
と
へ
ん
）
で
あ
る
が
、
校

訂
本
文
を
採
っ
た
。
「
ち
い
さ
き
」
は
マ
マ
。
前
歌
と
同
じ
く
、
歌
群
「
水
市
覺
有
秋
」
の
一
首
、

む
ら
さ
き
す
路
上
の
花
の
ち
ひ
さ
き
を
愛
づ
る
ば
か
り
に
ゆ
く
車
か
な

の
表
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

驚
き
ぬ
日
輪
み
れ
ば
紅
熱

ぐ

ね

つ

し
て

日
葵
向

ひ

ぐ

る

ま

花
と
く
ち
ず
け
す
る
に

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
日
葵
向
花
」「
日
葵
向
」
の
文
字
列
は
マ
マ
。
朔
太
郎
満
二
十
歳
の
時
の
、『
無
花
果
』

（
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
十
一
月
発
行
）
に
「
美
棹
」
の
筆
名
で
掲
載
さ
れ
た
歌
群
の
一
首
、

お
ど
ろ
き
ぬ
日
輪
み
れ
ば
紅
熱
し
て
ひ
ま
わ
り
ば
な
と
く
ち
づ
け
す
る
に

の
表
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。

こ
こ
で
記
号
が
配
さ
れ
て
歌
群
が
終
了
し
て
い
る
。］



晩
秋
哀
悼
歌

 
 

 
 

 
 

わ
が
夢
多
き
少
年
の
日
は
こ
ゝ
に
終
れ
り

 
 

 
 

 
 

哀
悼
歌
以
後
わ
れ
長
く
詩
を
思
は
ざ
り
き

す
べ
て
仇
敵
た
れ
す
べ
て
愛
人
も

面
お
も
て

そ
む
け
ぬ
世
は
劫
火
た
れ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
劫
火
」
は
原
本
は
「
却
火
」
。
誤
字
と
断
じ
て
訂
し
た
。
校
訂
本
文
も
「
劫
火
」
と

す
る
。
］

な
ま
じ
い
に
つ
ら
き
御
胸
を
き
く
日
な
く

許
す
べ
か
り
し
さ
い
は
ひ
人
と

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
な
ま
じ
い
」
は
マ
マ
。
一
首
末
原
本
は
「
さ
い
は
ひ
人
ど
」
で
あ
る
が
、
誤
字
と
断

じ
て
「
と
」
と
訂
し
た
。
校
訂
本
文
も
「
さ
い
は
ひ
人
と
」
と
す
る
。
］

い
か
ん
せ
ん
君
に
捨
て
ら
れ
思
ひ
子
は

石
と
な
り
て
も
世
に
あ
り
が
た
き

君
と
い
ふ
つ
め
た
く
美
し
き
石
彫
お

女
神
戀
し
て
身
は
や
せ
に
け
り

執
着
の
涙
ぞ
せ
め
て
お
ん
髮
に

涙
と
な
り
て
も
降
り
そ
ゝ
げ
か
し

わ
れ
に
一
人
あ
め
つ
ち
代
へ
ぬ
愛
人
の

あ
り
て
樂
し
と
き
の
ふ
思
ひ
ぬ

何
と
な
く
美
し
け
れ
ば
戀
し
け
れ
ば

君
と
よ
び
し
を
罪
あ
り
や
い
な



火
に
く
べ
て
大
方
や
く
に
惜
し
か
ら
ぢ

い
ま
は
要
な
き
歌
の
す
て
が
ら

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
惜
し
か
ら
ぢ
」
は
マ
マ
。

因
み
に
、
こ
の
最
後
の
「
晩
秋
哀
悼
歌
」
歌
群
は
「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
の
中
で
も
数
少
な
い
、
類
似

歌
稿
の
存
在
し
な
い
全
く
新
発
見
の
歌
群
で
あ
る
。

こ
こ
で
記
号
が
配
さ
れ
て
歌
群
が
終
了
し
て
い
る
。］

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
次
い
で
、
歌
群
「
午
後
」
の
章
か
ら
順
次
短
歌
を
掲
載
す
る
。
］

切
愛
す
そ
の
ひ
と
こ
と
の
き
ゝ
た
さ
に

あ
へ
て
も
死
な
ず
あ
り
し
身
な
れ
ど

拳
も
て
石
の
扉
を
う
つ
如
き

愚
か
も
あ
へ
て
君
ゆ
へ
に
す
る

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
本
は
「
拳
も
て
石
の
扉
を
も
つ
如
き
」、「
愚
か
も
あ
へ
て
」
は
「
禺
か
も
あ
へ
て
」

で
あ
る
が
、
以
下
の
先
行
発
表
作
に
基
づ
き
、
訂
し
た
（
底
本
校
訂
本
文
も
同
じ
く
訂
し
て
い
る
）
。
朔
太

郎
満
二
十
三
歳
の
時
の
、
『
ス
バ
ル
』
第
一
年
第
十
一
号
（
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
十
一
月
発
行
）

に
「
萩
原
咲
二
」
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
歌
群
の
一
首
、

拳
も
て
石
の
扉
を
打
つ
ご
と
き
愚

お
ろ
か

も
あ
へ
て
君
ゆ
ゑ
に
す
る

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

體
温
機

管
つ
ら
ぬ
く

極
熱
を

つ
め
た
き
手
し
て
す
か
し
見
る
君



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
體
温
機
」
体
温
計
。
校
訂
本
文
は
「
體
温
器
」
と
訂
し
て
い
る
。
］

野
守
等
の
唄
ふ
を
き
け
ば
忘
れ
ぐ
さ
の

き
の
ふ
始
め
て
思
ひ
き
ざ
す
と

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
思
ひ
き
ざ
す
と
」
は
原
本
で
は
「
思
ひ
ざ
き
す
と
」
で
あ
る
が
、
意
味
不
明
な
の
で
、

錯
字
と
断
じ
て
校
訂
本
文
通
り
、
「
思
ひ
き
ざ
す
と
」
と
訂
し
た
。
］

寢
ざ
め
し
て
淋
し
き
夜
な
り
浪
の
音
を

風
の
や
う
に
も
き
く
明
石
潟

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
明
石
の
宿
に
て
）

西
洋
の
習
慣

な
ら
は
し

好
む
君
ゆ
へ
に

別
る
ゝ
き
は
も
手
を
口
に
あ
つ

我
が
肺
に
ナ
イ
フ
立
て
み
ん
三
鞭
酒

栓
ぬ
く
如
き
音
の
す
る
べ
し

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
れ
は
朔
太
郎
、
満
二
十
二
歳
の
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
十
月
二
日
消
印
萩

原
栄
次
宛
書
簡
に
載
る
短
歌
群
の
一
首
、

我
が
肺
に
ナ
イ
フ
た
て
み
ん
三
鞭
酒
、
栓
ぬ
く
如
き
音
の
す
る
べ
し
、

の
表
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
り
、
二
首
目
と
同
じ
く
、
後
の
朔
太
郎
満
二
十
三
歳
の
時
の
『
ス
バ
ル
』
第

一
年
第
十
一
号
（
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
十
一
月
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
た
歌
群
の
一
首
、

心
臟
に
匕
首
た
て
よ
シ
ヤ
ン
パ
ア
ニ
ユ
栓
拔
く
ご
と
き
音
の
し
つ
べ
し

の
類
型
歌
で
も
あ
る
。
］

拳
固

こ

ぶ

し

も
て
石
の
扉
を
う
つ
如
き

愚
か
も
あ
へ
て
君
ゆ
へ
に
す
る

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
本
は
「
愚
か
も
あ
へ
て
」
は
「
禺
か
も
あ
へ
て
」
で
あ
る
が
、
以
下
の
重
出
作
同



様
に
訂
し
た
（
底
本
校
訂
本
文
も
同
じ
く
訂
し
て
い
る
）
。
本
歌
は
七
首
前
、
本
「
午
後
」
の
第
二
首
目
の
、

拳
も
て
石
の
扉
を
う
つ
如
き

愚
か
も
あ
へ
て
君
ゆ
へ
に
す
る

の
重
出
。
手
書
き
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
後
か
ら
気
が
つ
い
た
も
の
の
、
修
正
を
施
さ
な

か
っ
た
（
施
せ
な
か
っ
た
）
も
の
と
思
わ
れ
る
。
］

言
ひ
給
へ
け
し
う
は
あ
ら
ず
我
と
て
も

こ
の
頃
知
り
ぬ
少
し
く
知
り
ぬ

紅
く
れ
な
い

の
軍
服
着
た
る
友
の
來
て

今
日
も
語
り
ぬ
ワ
グ
ネ
ル
の
こ
と

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
く
れ
な
い
」
は
マ
マ
。
こ
の
「
友
」
は
軍
人
で
は
な
く
（
日
本
の
軍
服
に
赤
い
も
の

は
襟
章
を
除
い
て
な
い
）
イ
ギ
リ
ス
の
近
衛
兵
の
上
着
の
よ
う
な
（
若
し
く
は
そ
の
も
の
）
「
紅
の
軍
服
」

を
伊
達
に
着
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
一
首
は
、
朔
太
郎
満
二
十
二
歳
の
時
の
、
明
治
四
二
（
一

九
〇
九
）
年
九
月
一
日
消
印
萩
原
栄
次
宛
葉
書
に
載
る
二
十
一
首
か
ら
な
る
「
か
ゝ
る
日
」
歌
群
の
一
首
、

く
れ
な
い
の
軍
服
着
た
る
友
の
來
て
今
日
も
語
り
ぬ
ワ
グ
ネ
ル
の
こ
と
、

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

か
に
か
く
と
何
を
思
ふ
や
嬉
し
き
日

何
故
わ
が
や
う
に
も
の
を
言
は
れ
ぬ

春
ゆ
う
べ
と
あ
る
酒
屋
の
店
さ
き
に

LIQ
U

R

の
瓶
を
愛
で
ゝ
か
へ
り
ぬ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
一
首
は
、
朔
太
郎
満
二
十
二
歳
の
時
の
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
九
月
一

日
消
印
萩
原
栄
次
宛
葉
書
に
載
る
二
十
一
首
か
ら
な
る
「
か
ゝ
る
日
」
歌
群
の
一
首
、

春
ゆ
う
べ
と
あ
る
酒
屋
の
店
さ
き
にLIQ

U
R

リ

キ

ユ

ー

の
瓶
を
め
て
ゝ
か
へ
り
ぬ

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］



春
の
夜
の
酒
は
泡
だ
つ
三
鞭
酒

シ
ヤ
ン
パ
ニ
ユ
ー

樂
は
た
の
し
き
戀
の
メ
ロ
デ
イ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
シ
ヤ
ン
パ
ニ
ユ
ー
」
は
マ
マ
。
こ
の
一
首
は
、
朔
太
郎
満
二
十
二
歳
の
時
の
、
明
治

四
二
（
一
九
〇
九
）
年
九
月
一
日
消
印
萩
原
栄
次
宛
葉
書
に
載
る
二
十
一
首
か
ら
な
る
「
か
ゝ
る
日
」
歌

群
の
一
首
、

春
の
夜
の
酒
は
泡
だ
つ
シ
ヤ
ン
パ
ン
シ
ユ
樂
は
た
の
し
き
戀
の
旋
律

メ
ロ
ヂ
イ

の
標
記
の
著
し
く
異
な
る
類
型
歌
で
あ
る
（
私
は
こ
れ
を
相
同
歌
と
は
採
ら
な
い
）
。］

樂
し
さ
れ
ど
や
ゝ
足
ら
は
ぬ
よ
譬
ふ
れ
ば

序
樂
を
き
か
ぬ
オ
ペ
ラ
見
る
ご
と

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
朔
太
郎
満
二
十
三
歳
の
時
の
、『
ス
バ
ル
』
第
二
年
第
一
号
（
明
治
四
三
（
一
九
〇
二
）

年
一
月
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
た
歌
群
の
一
首
、

た
の
し
さ
れ
ど
や
や
足
ら
は
ぬ
よ
譬
ふ
れ
ば
序
樂
を
き
か
ぬ
オ
ペ
ラ
み
る
ご
と

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

妹
が
折
々
す
な
る
態し

な

を
し
て

も
だ
し
て
居
り
ぬ
女
の
中
に

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
不
思
議
な
一
首
で
あ
る
。
こ
の
「
女
の
中
に
」
「
居
」
る
の
は
「
妹
が
折
々
す
な
る
態

を
し
て
」
黙
っ
た
ま
ま
で
い
る
朔
太
郎
自
身
で
あ
る
。］

か
な
た
日
は
て
る
て
る
海
の
靑
た
ゝ
み

八
疊
ひ
け
る
室へ

や

に
晝
睡

ひ

る

い

す

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ひ
け
る
」
は
マ
マ
。
校
訂
本
文
は
「
し
け
る
」
と
訂
す
る
。
こ
の
一
首
は
、
朔
太
郎

満
二
十
二
歳
の
時
の
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
九
月
一
日
消
印
萩
原
栄
次
宛
葉
書
に
載
る
二
十
一
首

か
ら
な
る
「
か
ゝ
る
日
」
歌
群
の
一
首
、



か
な
た
日
は
て
る
て
る
海
の
靑
疊

だ
ゝ
み

八
疊

じ
よ
う

し
け
る
室へ

や

に
晝
寢

ひ

る

い

す

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

八
月
や
日
向
葵

ひ

ぐ

る

ま

さ
き
ぬ
さ
か
ん
な
る

花
は
伏
屋

ふ

せ

や

の
軒
を
め
ぐ
り
て

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
日
向
葵
」
は
マ
マ
。
「
伏
屋
」
は
屋
根
の
低
い
小
さ
い
家
、
み
す
ぼ
ら
し
い
家
。
こ

の
一
首
は
、
朔
太
郎
満
二
十
二
歳
の
時
の
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
九
月
一
日
消
印
萩
原
栄
次
宛
葉

書
に
載
る
二
十
一
首
か
ら
な
る
「
か
ゝ
る
日
」
歌
群
の
一
首
、

八
月
は
日
輪
花

ひ

ぐ

る

ま

咲
き
ぬ
盛
ん
な
る
、
花
は
伏
屋

ふ

せ

や

の
軒
を
め
ぐ
り
て
、

の
類
型
歌
で
あ
る
。
］

朝
靄
の
中
を
わ
れ
行
く
君
に
寄
り

ぱ
い
ぷ
く
わ
へ
て
今
日
も
き
の
ふ
も

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
く
わ
え
て
」
は
マ
マ
。］

ぶ
ら
じ
る
の
海
の
色
に
も
よ
く
似
る
と

君
の
愛
で
こ
し
オ
ツ
パ
ア
ス
か
な

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
オ
ツ
パ
ア
ス
」
新
発
見
の
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
九
月
一
日
消
印
萩
原
栄
次
宛

葉
書
に
あ
る
「
か
ゝ
る
日
」
歌
群
の
中
に
、

ぶ
ら
じ
る

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

の
海
の
色
に
も
よ
く
似
る
と
。
君
の
愛め

で
こ
し
靑
玉

オ
ツ
パ
ー
ス

か
な

と
い
う
酷
似
し
た
類
型
歌
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
「
靑
玉
」
と
い
う
漢
語
は
「
サ
フ
ァ
イ

ア
」
の
こ
と
を
指
す
。
し
か
し
英
語
の
文
字
列
「Sapphire

」
や
発
音
は
、
ど
う
考
え
て
も
「
オ
ツ
パ
ア

ス
」
又
は
「
オ
ツ
パ
ー
ス
」
と
は
読
め
な
い
。
こ
れ
に
近
い
の
は
同
じ
宝
石
の
「
黄
玉
」
、
則
ち
、
「
ト
パ

ー
ズ
」
（topaz

）
し
か
な
い
。
た
だ
こ
れ
を
誤
用
と
指
弾
出
来
る
か
と
言
う
と
、
実
は
ト
パ
ー
ズ
に
は

ブ
ル
ー
・
ト
パ
ー
ズ
と
い
う
青
色
の
も
の
が
あ
る
か
ら
、
こ
れ
、
一
概
に
ト
ン
デ
モ
誤
用
と
は
言
え
な
い

気
が
す
る
の
で
あ
る
。
取
り
敢
え
ず
注
は
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。
］



止
め
た
ま
へ
か
ゝ
る
譬

た
と
へ

は
方
便
歌

説
く
口
振
り
に
似
て
あ
さ
ま
し
ゝ

理
想
な
ど
高
き
聲
に
て
言
ひ
し
故

あ
ま
た
の
人
に
う
と
ま
れ
し
か
な

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
一
首
は
、
朔
太
郎
満
二
十
二
歳
の
時
の
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
九
月
一

日
消
印
萩
原
栄
次
宛
葉
書
に
載
る
二
十
一
首
か
ら
な
る
「
か
ゝ
る
日
」
歌
群
の
一
首
、

理
想
な
ど
高
き
聲
に
て
言
ひ
し
故
。
あ
ま
た
の
人
に
う
と
ま
れ
し
か
な
。

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

指
た
て
ゝ
驚
か
す
如
き
眼
付
す
る

女
を
さ
へ
も
三
月
戀
し
ぬ

日
ぐ
ら
し
の
唱
な
ど
き
ゝ
て
居
り
給
ふ

ぱ
い
ぷ
に
火
を
ば
つ
く
る
あ
ひ
だ
も

目
覺
ま
し
の
自
鳴
機

オ

ル

ゴ

ル

の
鳴
る
音
を
き
ゝ

と
こ
ろ
も
知
ら
ぬ
、
支
那
の
街
ゆ
く

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
一
首
は
、
朔
太
郎
満
二
十
二
歳
の
時
の
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
九
月
一

日
消
印
萩
原
栄
次
宛
葉
書
に
載
る
二
十
一
首
か
ら
な
る
「
か
ゝ
る
日
」
歌
群
の
一
首
、

目
覺
ま
し
の
自
鳴
機

オ

ル

ゴ

ル

の
鳴
る
聲
を
き
ゝ
。
と
こ
ろ
も
知
ら
ぬ
支
那
の
街
ゆ
く

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

自
働
車
の
馳
せ
行
く
あ
と
を
見
送
り
て

涙
な
が
し
き
故
し
ら
ぬ
な
り

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
れ
は
朔
太
郎
、
満
二
十
二
歳
の
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
十
月
二
日
消
印
萩

原
栄
次
宛
書
簡
に
載
る
短
歌
群
の
一
首
、



自
働
車
の
は
せ
ゆ
く
あ
と
を
見
送
り
て
涙
な
が
し
ぬ
故
し
ら
ぬ
な
り

の
表
記
違
い
の
類
型
歌
で
あ
る
。
］

常
盤
津
の
復
習

さ

ら

へ

も
よ
ほ
す
貸
席
の

軒
提
灯
の
下
に
別
れ
ぬ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
常
盤
津
」
は
マ
マ
。
正
し
く
は
「
常
磐
津
」
。
こ
れ
は
朔
太
郎
、
満
二
十
二
歳
の
、

明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
十
月
二
日
消
印
萩
原
栄
次
宛
書
簡
に
載
る
短
歌
群
の
一
首
、

常
盤
津

と

き

わ

づ

の
さ
ら
へ
も
よ
ほ
す
貸
席
の
、
軒
提
灯
の
下
に
別
れ
ぬ
、（
都
會
の
戀
は
下
町
に
美
し
）

の
表
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
（
後
書
は
マ
マ
）
。
］

芝
居
見
て
河
添
ひ
か
へ
る
夜
な
ど
は

よ
く
よ
く
人
の
戀
し
か
り
け
り

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
川
添
ひ
」
は
マ
マ
。
こ
こ
は
ど
う
み
て
も
正
し
く
は
「
河
沿
ひ
」
で
あ
ろ
う
が
、
珍

し
く
底
本
は
誤
字
指
示
が
な
く
、
そ
の
ま
ま
校
訂
本
文
も
採
っ
て
い
る
。
］

 
 

 
 

 

大
坂
の
夜
は
美
く
し

思
ひ
出
は
道
頓
堀
の
細
小
路

小
間
物
店
の
花
瓦
斯
の
い
ろ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
美
く
し
」
は
マ
マ
。
「
道
頓
堀
」
は
原
本
で
は
「
道
紺
堀
」
で
あ
る
が
、
誤
字
と
断

じ
て
「
道
頓
堀
」
と
し
た
。
校
訂
本
文
も
同
じ
く
訂
す
る
。「
花
瓦
斯
」
は
「
は
な
ガ
ス
」
と
読
み
、
種
々

の
形
や
色
に
飾
り
た
て
た
装
飾
・
広
告
用
の
ガ
ス
灯
の
こ
と
。
こ
れ
は
朔
太
郎
、
満
二
十
二
歳
の
、
明
治

四
二
（
一
九
〇
九
）
年
十
月
二
日
消
印
萩
原
栄
次
宛
書
簡
に
載
る
短
歌
群
の
一
首
、

思
ひ
出
は
道
根
堀

ど
う
こ
ん
ぼ
り

の
細
小
路
、
小
間
店
の
花
ガ
ス
の
い
ろ
（
大
坂
の
懷ㇾ

追
は
こ
ゝ
に
の
み
殘
れ
り
、
）

の
表
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
（
後
書
は
マ
マ
。
錯
字
を
ㇾ
点
で
訂
し
て
あ
る
）
。
「
小
間
店
」
は
「
小
間

物
店
」
の
脱
字
と
見
て
よ
い
が
、
ど
う
も
こ
れ
か
ら
察
す
る
と
、
思
い
込
み
の
激
し
い
朔
太
郎
が
道
頓
堀

を
「
ど
う
こ
ん
ぼ
り
」
と
誤
っ
て
記
憶
し
続
け
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
記
号
が
配
さ
れ
て
歌
群
が
終
了
し
て
い
る
。］



た
そ
が
れ

海
ち
か
き
殖
民
地
を
ば
た
そ
が
れ
て

そ
ゞ
ろ
あ
り
き
す
如
き
さ
び
し
み

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
殖
民
地
」
は
か
く
書
く
場
合
も
あ
る
。］

淡
雪
の
解
く
る
岡
邊
に
一
人
き
て

は
こ
べ
を
つ
む
も
な
ぐ
さ
ま
ぬ
哉

冬
の
日
は
淋
し
く
沈
む
野
に
出
で
ゝ

日
暮
れ
は
も
の
を
思
ふ
な
ら
は
し

ち
ゆ
う
り
つ
ぷ
の
花
咲
く
頃
は
う
ら
ぶ
れ
し

我
も
野
に
出
で
口
笛
を
吹
く

君
ま
つ
と
昔
い
く
た
び
佇
み
し

門
の
扉
に
か
ゝ
る
落
日

場
末
な
る
酒
屋
の
窓
に
身
を
よ
せ
て

悲
し
き
秋
の
夕
雲
を
見
る

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
朔
太
郎
満
二
十
六
歳
の
時
の
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
十
月
二
十
八
日
附
『
上
毛

新
聞
』
に
発
表
し
た
連
作
の
一
首
、

塲
末

ば

す

へ

な
る
酒
場

さ

け

ば

の
窓ま

ど

に
身み

を
よ
せ
て
悲か

な

し
き
秋あ

き

の
夕
雲

ゆ
う
ぐ
も

を
見み

る

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］



宿
醉
の
あ
し
た
の
床
に
ふ
と
思
ふ

そ
の
た
ま
ゆ
ら
の
鈍
き
悲
し
み

晝
過
ぎ
の
ホ
テ
ル
の
窓
にC

O
C

O
A 

の
み

く
づ
れ
し
崖
の
赫
土
を
み
る

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
赫
土
」
は
マ
マ
。
朔
太
郎
満
二
十
三
歳
の
時
の
、
『
ス
バ
ル
』
第
二
年
第
一
号
（
明

治
四
三
（
一
九
〇
二
）
年
一
月
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
た
連
作
の
一
首
、

窓
ひ
る
す
ぎ
のH

O
TE

L 

の
窓
にC

O
C

O
A 

の
み
く
づ
れ
し
崖
の
あ
か
つ
ち
を
み
る

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

何
や
ら
ん
我
が
若
者
は
白
壁
に

か
く
れ
語
り
す
雪
ど
け
の
朝

始
め
て
の
床
に
女
を
抱
く
如
き

も
の
め
づ
ら
し
き
不
安
な
る
か
な

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
朔
太
郎
満
二
十
三
歳
の
時
の
、『
ス
バ
ル
』
第
二
年
第
一
号
（
明
治
四
三
（
一
九
〇
二
）

年
一
月
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
た
連
作
の
一
首
、

始
め
て
の
床
に
女
を
抱
く
如
き
も
の
め
づ
ら
し
き
怖
れ
な
る
か
な

の
類
型
歌
で
あ
る
。
］

八
疊
の
柱
ど
け
い
の
ち
く
た
く
と

母
の
忍
ば
ゆ
家
を
思
へ
ば

春
の
夜
は
芝
居
の
下
座

げ

ざ

の
す
り
が
ね
を

た
ゝ
く
男
も
う
ら
や
ま
し
け
れ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
前
に
同
じ
く
『
ス
バ
ル
』
第
二
年
第
一
号
に
前
の
一
首
に
続
け
て
載
る
、

春
の
夜
は
芝
居
の
下
座
の
す
り
が
ね
を
叩
く
男
も
う
ら
や
ま
し
け
れ



の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

祭
の
日
寢
あ
か
ぬ
床
に
寺
々
の

鐘
き
く
如
き
も
の
ゝ
た
の
し
さ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
同
じ
く
『
ス
バ
ル
』
第
二
年
第
一
号
に
前
の
一
首
に
続
け
て
載
る
、

祭
の
日
寢
あ
か
ぬ
床
に
寺
寺
の
鐘
き
く
如
き
も
の
の
た
の
し
さ

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

民
は
み
な
か
ち
ど
き
あ
げ
ぬ
美
し
き

捕
虜

と

り

こ

の
馬
車
の
ま
づ
み
え
し
と
き

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
朔
太
郎
満
二
十
三
歳
の
時
の
、『
ス
バ
ル
』
第
二
年
第
四
号
（
明
治
四
三
（
一
九
〇
二
）

年
四
月
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
た
連
作
の
一
首
、

民
は
み
な
か
ち
ど
き
あ
げ
ぬ
美
し
き
捕
虜

と

り

こ

の
馬
車
の
ま
づ
見
え
し
と
き

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

幼
き
日
パ
ン
買
ひ
し
に
行
き
し
そ
の
店
の

額
の
イ
エ
ス
の
忘
ら
れ
ぬ
か
な

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
幼
き
」
の
「
幼
」
の
字
は
原
本
で
「
力
」
が
「
刀
」
で
あ
る
が
、
誤
字
と
断
じ
て
校

訂
本
文
同
様
に
「
幼
き
」
と
し
た
。
「
買
ひ
し
に
行
き
し
」
の
「
買
ひ
し
」
の
「
し
」
は
マ
マ
。
校
訂
本
文

は
誤
字
（
衍
字
）
と
し
て
除
去
し
て
い
る
。
以
下
の
先
行
作
か
ら
見
て
も
衍
字
の
可
能
性
が
極
め
て
強
い

が
、
敢
え
て
こ
こ
は
マ
マ
と
す
る
。
前
に
同
じ
く
『
ス
バ
ル
』
第
二
年
第
四
号
に
掲
載
さ
れ
た
連
作
の
一

首
、幼

き
日
パ
ン
買
ひ
に
行
き
し
店
先
の
額
の
イ
エ
ス
を
い
ま
も
忘
れ
ず

の
類
型
歌
で
あ
る
。
］

寒
き
風
は
吹
く
と
思
ひ
ぬ
故
郷
の

赤
木
牧
場
の
古
榎

ふ
る
え
の
き

よ
り



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
榎
」
は
原
本
で
は
「櫌

」
。
こ
の
字
は
鋤
・
犂す

き

や
鍬
、
若
し
く
は
動
詞
で
、
こ
な
す
・

う
ち
く
だ
く
、
の
意
で
誤
字
で
あ
る
か
ら
、
校
訂
本
文
に
従
っ
て
「
榎
」
と
し
た
。
赤
木
に
は
複
数
の
牧

場
が
現
存
す
る
が
、
ネ
ッ
ト
上
の
調
査
で
は
同
定
出
来
な
か
っ
た
。
御
存
じ
の
方
は
御
教
授
を
乞
う
も
の

で
あ
る
。
こ
の
一
首
は
、
前
の
一
首
と
同
じ
く
『
ス
バ
ル
』
第
二
年
第
四
号
（
明
治
四
三
（
一
九
〇
二
）

年
四
月
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
た
、

寒
き
風
吹
く
と
思
ひ
ぬ
故
郷
の
赤
城
の
牧
の
古
榎
よ
り

の
類
型
歌
で
あ
る
。
］

靑
山
の
原
に
捨
て
た
る
文
が
ら
を

行
方
も
知
ら
ず
吹
く
冬
の
風

靴
ぬ
ぐ
と
か
の
玄
關
の
鋪
石
に

涙
お
と
し
ぬ
放
浪
の
子
は

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
本
で
は
「
鋪
」
は
「
石
」
＋
「
甫
」
で
あ
る
が
、
誤
字
と
断
じ
て
、
校
訂
本
文
に

従
い
、
「
鋪
」
と
し
た
。］

君
よ
ぶ
と
口
笛
ふ
き
て
か
く
れ
た
る

昔
の
家
の
靑
桐
の
花

ス
テ
ツ
キ
を
振
り
つ
ゝ
街
を
行
く
こ
と
の

悲
し
く
な
り
ぬ
何
と
な
け
れ
ど

さ
か
づ
き
を
か
ち
と
合
は
せ
て
靴
音
と

樂
の
響
の
う
づ
ま
き
に
入
る

寒
き
夜
も
あ
ひ
抱
き
跳
る
こ
と
知
ら
ぬ

こ
の
島
び
と
は
憐
れ
な
る
か
な



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
跳
る
」
の
「
跳
」
は
マ
マ
。
校
訂
本
文
は
「
踊
る
」
と
す
る
。
「
こ
の
島
び
と
」
不

詳
。
］

歌
舞
伎
座
の
運
動
場
に
て
見
し
人
を

伊
香
保
の
町
の
石
段
に
見
き

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
歌
舞
伎
座
」
原
本
は
「
歌
舞
妓
座
」
。
誤
字
と
し
て
訂
し
た
。
校
訂
本
文
も
「
歌
舞

伎
座
」
と
す
る
。
「
歌
舞
伎
座
の
運
動
場
」
と
い
う
の
は
当
時
の
歌
舞
伎
座
の
内
部
に
存
在
し
た
施
設
で
あ

る
。
ウ
ィ
キ
の
「
歌
舞
伎
座
」
に
よ
る
と
、『
歌
舞
伎
座
は
、
明
治
の
演
劇
改
良
運
動
の
流
れ
を
受
け
て
開

設
さ
れ
た
。
こ
の
運
動
の
提
唱
者
の
一
人
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
福
地
源
一
郎
（
福
地
桜
痴
）
と
金
融
業

者
の
千
葉
勝
五
郎
の
共
同
経
営
で
』、
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
東
京
市
京
橋
区
木
挽
町
に
開
設
さ
れ

た
も
の
を
第
一
期
と
す
る
が
、
「
建
物
の
変
遷
」
の
項
の
「
第
一
期
（
一
八
八
九
年
竣
工
）
」
に
よ
れ
ば
、

こ
の
時
の
観
客
席
は
三
層
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
三
『
階
の
一
幕
見
席
の
後
ろ
に
は
運
動
場
を
作
り
、
こ

こ
に
食
品
、
小
間
物
な
ど
の
売
店
が
あ
』
っ
た
と
あ
る
。
ち
ょ
っ
と
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
が
、
現
在
の
遊

戯
室
の
よ
う
な
、
ス
ペ
ー
ス
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
識
者
の
御
教
授
を
乞
う
も
の
で
あ
る
。
］

遠
方

お
ち
か
た

へ
行
く
て
ふ滊

車
の
小
窓
よ
り

あ
る
と
き
見
た
る
石
楠

し
や
く
な
ぎ

の
花

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
お
ち
か
た
」
は
マ
マ
。］

さ
霧ぎ

り

た
つ
妻
込
山
の
鷄
鳴
に

ほ
の
白
々
と
あ
く
る
東
雲

し
の
ゝ
め

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
妻
込
山
」
は
校
訂
本
文
で
は
「
妻
籠
山
」
に
訂
さ
れ
て
あ
る
。
長
野
県
木
曽
郡
南
木

曽
町
吾
妻
に
あ
る
妻
籠
城
址
は
別
名
妻
籠
山
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
知
ら
れ
た
妻
籠
宿
の
直
近
に
あ
る
。
こ

こ
か
。
］

く
ろ
が
ね
の
扉
を
固
く
閉
す
君

門
の
柱
に
す
ゝ
り
泣
く
わ
れ

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AD%8C%E8%88%9E%E4%BC%8E%E5%BA%A7


し
か
れ
ど
も
君
て
ふ
も
の
ゝ
あ
る
こ
と
を

知
ら
で
過
ぎ
た
る
十
九
ま
た
よ
し

遠
方
の
村
の
白
壁
二
三
點

白
々
か
な
し
く
光
る
十
月

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
本
は
下
句
「
白
々
な
か
し
く
光
る
十
月
」
で
あ
る
が
、
意
味
不
明
。
校
訂
本
文
通

り
、
「
か
な
し
く
」
の
誤
字
と
断
じ
て
訂
し
た
。
］

町
内
の
屋
臺
を
ひ
き
し
赤
だ
す
き

十
四
の
夏
が
戀
の
幕
あ
き

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
一
首
は
朔
太
郎
満
二
十
四
歳
の
時
の
、
『
ス
バ
ル
』
第
三
年
第
三
号
（
明
治
四
四

（
一
九
〇
三
）
年
三
月
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
た

町
内
の
屋
臺
を
引
き
し
赤
だ
す
き
十
四
の
夏
が
戀
の
幕
あ
き

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

河
岸
藏
の
か
の
白
壁
ぞ
戀
し
け
れ

戀
の
手
習
い
ろ
い
ろ
の
こ
と

さ
く
さ
く
と
靴
音
さ
せ
て
中
隊
の

す
ぎ
た
る
あ
と
に
吹
く
秋
の
風

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
一
首
は
、
朔
太
郎
満
二
十
六
歳
の
時
の
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
十
月
十
一

日
附
『
上
毛
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
、

さ
く
さ
く
と
靴
音

く
つ
お
と

さ
せ
て
中
隊

ち
ゆ
う
た
い

の
す
ぎ
た
る
あ
と
に
吹ふ

く
秋あ

き

の
風か

ぜ

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］



椽
ば
た
に
疲
れ
し
顏
が
煙
草
吸
ふ

教
師
の
家
の
家
の
庭
の
こ
す
も
す

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
椽
」
は
マ
マ
。
校
訂
本
文
は
「緣

」
と
訂
す
る
が
、
芥
川
龍
之
介
な
ど
、
「緣

」
を

「
椽
」
と
書
く
慣
用
例
は
頗
る
多
い
の
で
、
訂
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
本
歌
は
朔
太
郎
満
二
十
四
歳

の
時
の
、
『
ス
バ
ル
』
第
三
年
第
四
号
（
明
治
四
四
（
一
九
〇
三
）
年
四
月
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
た
、

縁
端
に
疲
れ
し
顏
の
煙
草
吸
ふ
教
師
の
家
の
庭
の
こ
す
も
す

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

野
分
こ
そ
い
と
可
笑
し
け
れ
花
合
の

猪
つ
け
る
札
思
ひ
出
づ

き
さ
ら
ぎ
や
笛
の
稽
古
の
通
ひ
た
る

我
が
故
郷
の
橋
の
う
す
雪

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
朔
太
郎
満
二
十
三
歳
の
時
の
、『
ス
バ
ル
』
第
二
年
第
四
号
（
明
治
四
三
（
一
九
〇
二
）

年
四
月
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
た
、

二
月
や
笛
の
稽
古
に
通
ひ
た
る
故
郷
の
町
の
橋
の
う
す
雪

の
類
型
歌
で
あ
る
。
］

前
橋
の
電
話
交
換
局
に
あ
り
と
い
ふ

わ
が
初
戀
の
人
の
せ
う
そ
こ

あ
る
宵
の
そ
ゞ
ろ
あ
り
き
に
ピ
ン
ポ
ン
の

音
を
床
し
み
透
き
見
せ
し
家

行
く
春
の
淡
き
哀
し
み
の
イ
ソ
ツ
プ
の

蛙
の
腹
に
破
裂
せ
し
音

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
朔
太
郎
満
二
十
三
歳
の
時
の
、
『
創
作
』
第
一
巻
第
四
号
・
明
治
四
三
（
一
九
〇
二
）



年
六
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
、

行
く
春
の
淡
き
悲
し
み
い
そ
つ
ぷ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

の
蛙
の
は
ら
の
破
れ
た
る
音

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

淸
元
の
神
田
祭
の
メ
ロ
デ
イ
に

似
た
る
戀
し
ぬ
た
ち
ば
な
の
花

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
同
じ
く
『
創
作
』
第
一
巻
第
四
号
・
明
治
四
三
（
一
九
〇
二
）
年
六
月
号
の
一
首
、

淸
元
の
神
田
祭
の
メ
ロ
デ
イ
に
似
た
る
戀
し
ぬ
た
ち
ば
な
の
花

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

わ
が
妹
初
戀
す
と
は
面
白
し

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
若
き
笛
ふ
き

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
同
じ
く
『
創
作
』
第
一
巻
第
四
号
・
明
治
四
三
（
一
九
〇
二
）
年
六
月
号
の
一
首
、

わ
が
妹
初
戀
す
と
は
面
白
し
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
若
き
笛
ふ
き

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

あ
る
宵
の
オ
ペ
ラ
の
序
幕
合
唄
隊

コ

ー

ラ

ス

の

中
に
見
し
人
わ
す
ら
れ
ぬ
哉

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
合
唄
隊
」
は
マ
マ
。
底
本
校
訂
本
文
は
「
合
唱
隊
」
と
訂
す
る
。
従
わ
な
い
。
］

花
祭
女
王
の
君
が
車
ひ
く

あ
は
れ
な
る
子
は
涙
な
が
し
て

岡
山
の
高
等
學
校
の
庭
に
さ
く

だ
あ
り
や
の
花
こ
す
も
す
の
花

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
岡
山
の
高
等
學
校
」
第
六
高
等
学
校
（
現
在
の
岡
山
大
学
）
。
以
前
に
も
注
し
た
が
、



朔
太
郎
は
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
満
十
九
歳
の
三
月
に
群
馬
県
立
前
橋
中
学
校
を
卒
業
後
、
同
年
中

に
前
橋
中
学
校
補
習
科
や
早
稲
田
中
学
校
補
習
科
を
経
て
、
翌
四
十
年
九
月
に
熊
本
の
第
五
高
等
学
校
第

一
部
乙
類
（
英
語
文
科
）
に
入
学
し
た
が
、
同
年
七
月
に
第
一
学
年
を
落
第
、
同
月
、
岡
山
の
第
六
高
等

学
校
を
受
験
し
て
合
格
、
同
年
九
月
に
同
校
第
一
部
丙
類
（
独
語
文
科
、
独
語
法
科
）
に
入
学
し
て
い
る
。

因
み
に
但
し
、
結
局
、
定
期
試
験
を
受
け
ず
に
問
題
視
さ
れ
て
六
高
も
翌
明
治
四
十
二
年
七
月
に
落
第
、

翌
四
十
三
年
四
月
に
は
慶
応
義
塾
大
学
部
予
科
一
年
に
入
学
す
る
も
同
月
中
に
退
学
（
理
由
不
明
）
、
同
年

六
、
七
月
頃
に
は
六
高
も
ま
た
退
学
し
て
い
る
（
当
時
、
チ
フ
ス
に
罹
患
し
て
お
り
、
表
向
き
の
退
学
理

由
は
そ
れ
で
あ
る
よ
う
に
底
本
年
譜
の
記
載
で
は
読
め
る
よ
う
に
書
か
れ
て
あ
る
）。
学
歴
の
仕
切
り
直
し

は
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
五
月
の
応
義
塾
大
学
部
予
科
一
年
の
再
入
学
で
あ
る
が
、
こ
こ
も
ま
た
し

て
も
六
ヶ
月
後
の
同
年
十
一
月
に
退
学
し
、
こ
れ
が
萩
原
朔
太
郎
の
最
終
学
歴
と
な
っ
た
。
］

冬
枯
れ
の
畑
の
上
に
工
場
の

煙
た
な
び
く
角
筈
の
あ
さ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
角
筈
」
（
つ
の
は
ず
）
は
旧
淀
橋
区
、
現
在
の
東
京
都
新
宿
区
の
南
西
部
に
か
つ
て

あ
っ
た
地
名
。
現
在
の
新
宿
区
西
新
宿
・
歌
舞
伎
町
・
新
宿
の
一
部
に
相
当
す
る
。
因
み
に
参
照
し
た
ウ

ィ
キ
の
「
角
筈
」
に
よ
れ
ば
地
名
の
由
来
は
『
諸
説
あ
る
が
、
新
宿
区
教
育
委
員
会
で
は
』
『
角
筈
周
辺
を

開
拓
し
た
渡
辺
与
兵
衛
の
髪
の
束
ね
方
が
異
様
で
、
角
に
も
矢
筈
に
も
見
え
た
こ
と
か
ら
、
人
々
が
与
兵

衛
を
角
髪
ま
た
は
矢
筈
と
呼
び
、
こ
れ
が
転
じ
て
角
筈
と
な
っ
た
』
と
い
う
『
説
を
有
力
と
し
て
い
る
』

と
あ
る
。
「
角
筈
」
と
は
一
般
名
詞
と
し
て
は
、
弓
矢
の
筈
（
矢
の
端
の
弓
の
弦
に
番
え
る
切
り
込
み
の
あ

る
部
分
。
矢
筈
）
を
動
物
の
角
で
作
っ
た
も
の
の
こ
と
を
い
う
。

こ
こ
で
記
号
が
配
さ
れ
て
歌
群
が
終
了
し
て
い
る
。］

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
、
大
標
題
「
何
處
へ
行
く
」
歌
群
に
入
る
。
］

ど
こ
へ
ゆ
く
こ
の
旅
び
と
の
せ
は
し
な
き

あ
と
に
光
れ
る
靑
き
貝
が
ら

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A7%92%E7%AD%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A7%92%E7%AD%88


［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
大
標
題
「
何
處
へ
行
く
」
の
裏
頁
に
配
さ
れ
た
一
首
。］

胸
を
う
つ
こ
の
引
金
を
ひ
く
人
を

得
ん
と
ば
か
り
に
わ
れ
戀
を
戀
ふ

夕
さ
れ
ば
そ
ゞ
ろ
あ
り
き
す
銃
器
屋
の

前
に
立
ち
て
は
ピ
ス
ト
ル
を
見
る

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
本
は
「
夕
ざ
れ
ば
」
。
校
訂
本
文
に
従
っ
た
。
朔
太
郎
満
二
十
三
歳
の
時
の
、
『
ス

バ
ル
』
第
二
年
第
一
号
（
明
治
四
三
（
一
九
〇
二
）
年
一
月
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
た
う
ち
の
一
首
、

夕
さ
れ
ば
そ
ぞ
ろ
あ
り
き
す
銃
機
屋
の
ま
へ
に
立
ち
て
は
ピ
ス
ト
ル
を
み
る

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

い
と
可
笑
し
蚤
と
る
如
き
眼
し
て

交
互

か

た

み

に
求
む
戀
の
あ
り
か
を

こ
の
心
言
ふ
は
あ
さ
ま
し
然
れ
ど
も

言
は
ね
ば
尚
も
け
だ
も
の
に
似
る

あ
ゝ
え
た
え
ず
、
と
思
ふ
と
き
は
日
記

に

き

を
く
り

死
な
ん
と
書
き
て
心
し
づ
ま
る

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
一
首
は
、
朔
太
郎
満
二
十
二
歳
の
時
の
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
九
月
一

日
消
印
萩
原
栄
次
宛
葉
書
に
載
る
二
十
一
首
か
ら
な
る
「
か
ゝ
る
日
」
歌
群
の
冒
頭
の
一
首
、

あ
ゝ
え
た
え
ず
、
と
思
ふ
と
き
は
日
記
を
く
り
。
死
な
ん
と
書
き
て
心
し
づ
ま
る
、

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

ピ
ス
ト
ル
を
持
ち
て
歩
け
ば
巡
査
よ
び

と
が
め
ぬ
、
こ
れ
は
我
を擊

つ
た
め



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
一
首
は
、
朔
太
郎
満
二
十
二
歳
の
時
の
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
九
月
一

日
消
印
萩
原
栄
次
宛
葉
書
に
載
る
二
十
一
首
か
ら
な
る
「
か
ゝ
る
日
」
歌
群
の
一
首
、

ピ
ス
ト
ル
を
持
ち
て
歩
け
ば
巡
査
よ
び
と
が
め
ぬ
、
こ
れ
は
吾
を擊

つ
た
め

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

「
わ
れ
死
な
む
」
「
あ
ゝ
死
に
た
ま
へ
い
つ
に
て
も
」

か
く
言
ふ
故
に
死
な
れ
ざ
り
け
り

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
れ
は
朔
太
郎
、
満
二
十
二
歳
の
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
十
月
二
日
消
印
萩

原
栄
次
宛
書
簡
に
載
る
短
歌
群
の
一
首
、

「
わ
れ
死
な
む
」
「
あ
ゝ
死
に
玉
へ
い
つ
に
て
も
」
か
く
い
ふ
故
に
死
な
れ
ざ
り
け
り
、
（
戀
な
く
し
て
死

ぬ
る
は
淋
し
）

の
表
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
（
後
書
は
マ
マ
）
。
］

同
人
數
そ
う
ぞ
め
か
し
て
練
り
來
る
と

き
ゝ
て
は
せ
見
る
と
も
ら
ひ
な
り
き

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
そ
う
ぞ
」
は
マ
マ
。
「
装
束
」
で
「
さ
う
ぞ
」
が
正
し
い
か
。
校
訂
本
文
は
「
さ
う

ぞ
」
と
す
る
。「
と
も
ら
ひ
」
は
「
弔
ひ
」
の
音
変
化
で
あ
る
が
、
上
句
の
「
同
人
數
」
の
謂
い
が
私
に
は

よ
く
分
か
ら
な
い
識
者
の
御
教
授
を
乞
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
一
首
は
、
朔
太
郎
満
二
十
二
歳
の
時
の
、

明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
九
月
一
日
消
印
萩
原
栄
次
宛
葉
書
に
載
る
二
十
一
首
か
ら
な
る
「
か
ゝ
る
日
」

歌
群
の
一
首
、

同
人
數
そ
う
ぞ
め
か
し
て
練ね

り
く
る
と
き
い
て
は
せ
み
る
と
も
ら
ひ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

な
り
き
、

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

瓶
子

へ

い

じ

も
て
机
た
ゝ
け
る
我
が
友
を

「
鬼
」
と
罵
り
耳
う
つ
女

酒
の
め
ば
龜
の
子
の
ご
と
頸
ふ
り
て

わ
か
ら
ぬ
こ
と
を
唄
ふ
た
の
し
さ



醉
ひ
し
れ
て
何
を
か
言
ひ
し
友
等
み
な

去
り
ぬ
こ
の
と
き
我
れ
流
涕
す

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
れ
は
朔
太
郎
、
満
二
十
二
歳
の
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
十
月
二
日
消
印
萩

原
栄
次
宛
書
簡
に
載
る
短
歌
群
の
一
首
、

醉
ひ
し
れ
て
何
を
か
言
ひ
し
友
ら
み
な
、
去
り
ぬ
こ
の
と
き
わ
れ
流
涕
す
、

の
表
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

そ
の
女
何
と
か
言
ひ
て
わ
が
肩
を

ふ
た
つ
叩
き
し
こ
と
が
う
れ
し
き

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
一
首
は
、
朔
太
郎
満
二
十
二
歳
の
時
の
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
九
月
一

日
消
印
萩
原
栄
次
宛
葉
書
に
載
る
二
十
一
首
か
ら
な
る
「
か
ゝ
る
日
」
歌
群
の
一
首
、

そ
の
女
何
と
か
言
ひ
て
吾
が
肩
を
ふ
た
つ
た
ゝ
し
こ
と
が
う
れ
し
き

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

襟
し
ろ
き
女
に
見
と
れ
四
ツ
辻
の

電
信
柱
に
突
き
あ
た
り
け
り

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
れ
は
朔
太
郎
、
満
二
十
二
歳
の
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
十
月
二
日
消
印
萩

原
栄
次
宛
書
簡
に
載
る
短
歌
群
の
一
首
、

襟え
り

白
き
女
に
見
と
れ
あ
る
町
の
電
信
柱

ば
し
ら

に
つ
き
あ
た
り
け
り

の
類
型
歌
で
あ
る
。
］

腦
病
と
自
ら
言
ひ
て
學
校
を

怠
け
る
男
歌
を
よ
く
詠
む

學
問
の
き
ら
ひ
の
男
今
日
も
き
て

戀
の
話
を
し
て
歸
り
け
り



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
一
首
は
、
朔
太
郎
満
二
十
二
歳
の
時
の
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
九
月
一

日
消
印
萩
原
栄
次
宛
葉
書
に
載
る
二
十
一
首
か
ら
な
る
「
か
ゝ
る
日
」
歌
群
の
一
首
、

學
問
の
き
ら
ひ
の
男
今
日
も
き
て
。
戀
の
話
を
し
て
か
へ
り
け
り

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

湯
あ
が
り
を
惚
れ
る
女
も
あ
ら
ん
か
と

あ
か
る
き
夜
の
街
を
ゆ
き
ゝ
す

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
惚
れ
る
」
は
原
本
で
は
「
惣
れ
る
」
。
誤
字
と
断
じ
て
校
訂
本
文
を
採
っ
た
。
］

口
を
あ
け
と
ぼ
け
面づ

ら

し
て
あ
る
町
の

二
丁
が
程
は
知
ら
で
歩
み
き

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
二
丁
」
約
二
百
十
八
メ
ー
ト
ル
。
こ
れ
は
朔
太
郎
、
満
二
十
二
歳
の
、
明
治
四
二
（
一

九
〇
九
）
年
十
月
二
日
消
印
萩
原
栄
次
宛
書
簡
に
載
る
短
歌
群
の
一
首
、

口
を
あ
け
と
ぼ
け
面づ

ら

し
て
あ
る
街
の
二
町
が
程
は
知
ら
で
あ
ゆ
み
き
、

の
表
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

居
酒
屋
の
ま
へ
に
と
ま
り
て
ふ
と
こ
ろ
の

錢
を
か
ぞ
ふ
る
こ
と
が
樂
し
き

踵
か
ゝ
と

あ
げ
怒
り
て
も
の
を
ぐ
さ
と
蹈
む

そ
れ
が
蟇
が
へ
る
な
り
き
氣
味
の
惡
さ
惡
さ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
れ
は
朔
太
郎
、
満
二
十
二
歳
の
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
十
月
二
日
消
印
萩

原
栄
次
宛
書
簡
に
載
る
短
歌
群
の
一
首
、

か
ゝ
と
あ
げ
怒
り
て
物
を
ぐ
さ

ヽ

ヽ

と
ふ
む
、
そ
れ
が

蟇
ひ
き
が
へ
る

な
り
き
氣
味
の
惡
さ
惡
さ
、

の
表
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］



死
な
ん
と
て
蹈
切
近
く
來
し
と
き
に

滊
車

の
煙け

ぶ

み
て
逃
げ
出
し
た
り
き

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「滊

車
」
の
「滊

」
は
原
本
で
は
（
「
米
」
＋
「
氣
」
）
で
あ
る
が
、
誤
字
と
断
じ
て
「滊

」

と
し
た
。
校
訂
本
文
は
無
論
、「
汽
車
」
と
す
る
が
採
ら
な
い
。
こ
れ
は
朔
太
郎
満
二
十
三
歳
の
時
の
、『
ス

バ
ル
』
第
二
年
第
一
号
（
明
治
四
三
（
一
九
〇
二
）
年
一
月
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
た
一
首
、

死
な
ん
と
て
蹈
切
近
く
來
し
と
き
に
汽
車
の
煙
を
み
て
逃
げ
出
し
き

の
類
型
歌
で
あ
る
。
］

こ
の
男
寢
て
も
覺
め
て
も
煙
草
の
む

悲
し
き
く
せ
を
お
ぼ
へ
け
る
か
な

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
お
ぼ
へ
」
は
マ
マ
。
］

ボ
ン
ボ
ン
の
中
よ
り
甘
き
キ
ラ
ラ
ソ
オ
を

吸
ふ
心
も
て
お
ん
胸
に
ゆ
く

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
キ
ラ
ラ
ソ
オ
」
は
マ
マ
。
校
訂
本
文
は
「
キ
ユ
ラ
ソ
オ
」
と
す
る
。
採
ら
な
い
。「curaçao
」

（
キ
ュ
ラ
ソ
ー
）
は
リ
キ
ュ
ー
ル
酒
の
一
種
で
西
イ
ン
ド
諸
島
の
キ
ュ
ラ
ソ
ー
島
特
産
の
オ
レ
ン
ジ
の
皮

を
味
つ
け
に
用
い
る
の
で
こ
の
名
が
あ
る
。
や
や
苦
み
の
あ
る
甘
い
洋
酒
で
酒
精
分
三
〇
～
四
〇
％
と
高

い
。
色
は
無
色
・
褐
色
・
緑
色
な
ど
各
種
あ
る
。
］

と
も
す
れ
ば
口
を
ゆ
が
め
て
延
次
郎

え

ん

じ

ろ

の

假
聲

こ
は
い
ろ

つ
か
ふ
人
を
忘
れ
ず

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
假
聲

こ
は
い
ろ

」
は
マ
マ
。
校
訂
本
文
は
「
聲
色

こ
わ
い
ろ

」
と
す
る
。
採
ら
な
い
。
「
延
次
郎
」
と
は

歌
舞
伎
役
者
の
名
跡
河
内
屋
實
川
延
二
郎

じ
つ
か
わ
え
ん
じ
ろ
う

と
思
わ
れ
、
創
作
年
代
か
ら
見
て
、
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）

年
に
九
歳
で
二
代
目
實
川
延
二
郎
の
名
で
初
舞
台
を
踏
み
、
後
に
延
若

え
ん
じ
ゃ
く

を
襲
名
（
大
正
四
（
一
九
一
五
）

年
）
し
た
初
代
實
川
延
若
の
長
男
二
代
目
實
川
延
若
（
明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）
年
～
昭
和
二
六
（
一
九



五
一
）
年
）
か
と
思
わ
れ
る
。
参
照
し
た
ウ
ィ
キ
の
「
實
川
延
若
（
２
代
目
）
」
に
よ
れ
ば
、
戦
前
、
濃
厚

な
上
方
の
芸
風
が
批
評
家
に
高
く
評
価
さ
れ
た
と
あ
り
、
『
口
跡
に
優
れ
、
時
代
が
か
っ
た
口
調
か
ら
急
に

世
話
に
く
だ
け
る
間
が
絶
品
で
あ
っ
た
。
類
い
稀
な
演
技
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
立
派
な
押
し
出
し
と

色
気
の
有
る
目
元
が
、
得
も
言
わ
れ
ぬ
エ
ロ
チ
シ
ズ
ム
を
生
み
出
し
、
「
油
壷
か
ら
で
た
よ
う
な
」
と
い
う

評
が
与
え
ら
れ
た
。
そ
の
色
気
の
力
は
『
双
蝶
々
曲
輪
日
記
・
引
窓
』
の
濡
髪
を
つ
と
め
た
と
き
、
あ
ま

り
の
凄
さ
に
与
兵
衛
で
舞
台
を
共
に
し
た
初
代
中
村
鴈
治
郎
が
嫉
妬
し
た
ほ
ど
だ
っ
た
』
。
『
色
気
の
有
る

芸
に
つ
い
て
は
、
延
二
郎
時
代
、
初
め
て
東
京
の
舞
台
に
立
っ
た
と
き
に
「
上
味
醂
で
煮
上
げ
た
よ
う
な
」

と
評
さ
れ
て
い
る
』
と
あ
る
役
者
で
あ
る
。
］

島
子
て
ふ
藝
者
が
く
れ
し
ハ
ン
カ
チ
を

母
に
見
ら
れ
し
一
大
事
か
な

淺
草
の
活
動
寫
眞
に
今
日
も
ゆ
く

女
の
髮
の
香
を
嗅
ぎ
に
行
く

「
何
な
れ
ば
羊
の
如
く
さ
ま
よ
ふ
や
」

「
死
ぬ
べ
き
場
所
を
求
め
ん
が
た
め
」

年
ご
ろ
を
く
せ
と
も
な
り
ぬ
ピ
ス
ト
ル
を

ふ
と
ん
の
下
に
敷
き
て
寢
る
こ
と

い
づ
こ
に
か
我
は
行
く
べ
き
今
日
も
ま
た

電
車
に
乘
り
て
街
を
め
ぐ
れ
り

寄
宿
舍
の
裏
門
を
出
で
旅
泊
屋

は

た

ご

や

に

し
の
び
て
行
く
は
一
人
泣
く
た
め

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
校
訂
本
文
は
「
旅
泊
屋
」
を
「
旅
籠
屋
」
と
す
る
。
採
ら
な
い
。］

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AF%A6%E5%B7%9D%E5%BB%B6%E8%8B%A5_(2%E4%BB%A3%E7%9B%AE)


涙
川
な
が
れ
を
早
み
の
る
舟
の

棹
さ
し
か
ね
つ
い
づ
ち
行
く
ら
ん

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
一
首
は
、
朔
太
郎
満
二
十
二
歳
の
時
の
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
九
月
一

日
消
印
萩
原
栄
次
宛
葉
書
に
載
る
二
十
一
首
か
ら
な
る
「
か
ゝ
る
日
」
歌
群
の
一
首
、

涙
川
な
が
れ
を
早
み
の
る
舟
の
、
棹
さ
し
か
ね
つ
い
づ
ち
行
く
ら
ん
、

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

大
雷
雨
す
ぎ
た
る
の
ち
の
遠
鳴

と
ほ
な
り

を

温
泉

い

で

ゆ

の
中
に
き
く
こ
ゝ
ろ
よ
さ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
こ
で
記
号
が
配
さ
れ
て
歌
群
が
終
了
し
て
い
る
。
］

午
後
三
時
會
社
を
い
づ
る
ス
コ
ツ
チ
の

中
に
ま
ぢ
り
て
我
が
影
も
行
く

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ま
ぢ
り
て
」
は
マ
マ
。
「
ス
コ
ツ
チ
」
ス
コ
ッ
チ
・
ツ
イ
ー
ド
（Scotch tw

eed
）
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
産
の
羊
毛
の
紡
毛
糸
を
用
い
て
機
械
織
り
し
た
ざ
っ
く
り
と
し
た
毛
織
物
。
因
み
に
英

語
の
「tw

eedy

」
に
は
、
ツ
イ
ー
ド
を
着
た
（
好
む
）
以
外
に
、
田
舎
に
住
む
上
流
階
級
ら
し
い
と
い
う

意
が
あ
る
。
］

パ
ノ
ラ
マ
の
暗
き
階
子
を
登
る
よ
り

す
こ
し
ま
さ
り
し
不
安
な
る
か
な

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
初
め
て
女
を
抱
け
り
）

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
階
子
」
は
マ
マ
。
校
訂
本
文
は
無
論
、
「
梯
子
」
と
す
る
。
こ
こ
で
述
べ
て
お
く
が

（
今
ま
で
も
そ
の
セ
オ
リ
ー
で
電
子
化
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
が
）
、
私
は
誤
字
や
当
て
字
で
あ
っ
て
も

そ
れ
を
訂
せ
ず
と
も
分
か
り
、
意
味
と
し
て
全
く
問
題
な
く
採
れ
て
認
識
出
来
る
場
合
は
、
改
訂
す
べ
き



で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

「
パ
ノ
ラ
マ
」
上
野
及
び
浅
草
に
あ
っ
た
パ
ノ
ラ
マ
館
の
イ
メ
ー
ジ
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
サ
イ
ト

「m
eijitaisho.net

」
の
「
パ
ノ
ラ
マ
館
」
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
日
本
初
登
場
と
な
っ
た
パ
ノ
ラ
マ
館
は
明

治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
五
月
七
日
（
朔
太
郎
未
だ
満
四
歳
で
あ
る
）
に
上
野
公
園
内
に
開
館
し
た
「
上

野
パ
ノ
ラ
マ
館
」
で
、
戊
辰
戦
争
の
白
河
の
戦
い
を
描
い
た
「
奥
州
白
川
大
戦
争
図
」
を
配
し
た
こ
の
パ

ノ
ラ
マ
館
は
同
公
園
で
開
催
中
だ
っ
た
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
人
出
も
あ
っ
て
大
き
な
人
気
を
集
め

た
。
続
い
て
、
二
週
間
後
の
五
月
二
十
三
日
に
は
浅
草
公
園
六
区
内
に
日
本
で
二
番
目
の
パ
ノ
ラ
マ
館
「
日

本
パ
ノ
ラ
マ
館
」
が
登
場
し
て
い
る
。
数
あ
る
パ
ノ
ラ
マ
館
の
中
で
も
と
り
わ
け
高
い
人
気
を
集
め
た
こ

の
日
本
パ
ノ
ラ
マ
館
は
、
円
形
小
屋
で
直
径
三
十
六
メ
ー
ト
ル
・
全
高
約
三
十
メ
ー
ト
ル
と
い
う
当
時
と

し
て
は
異
様
に
巨
大
に
し
て
高
層
の
建
物
で
あ
っ
た
（
華
族
女
学
校
や
農
商
務
省
舎
を
手
が
け
た
建
築
家

新
家
孝
正

に
い
の
み
た
か
ま
さ

の
設
計
）
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
直
輸
入
の
本
格
的
な
南
北
戦
争
図
を
配
し
た
そ
の
圧
倒
的
な
パ

ノ
ラ
マ
は
開
館
直
後
か
ら
大
人
気
と
な
り
、
五
ヶ
月
間
で
二
〇
万
人
も
の
観
客
を
動
員
し
た
と
あ
る
。
朔

太
郎
は
「
パ
ノ
ラ
マ
館
に
て
」
（
リ
ン
ク
先
は
「
宿
命
」
（
昭
和
一
四
（
一
九
三
九
）
年
創
元
社
刊
）
版
。

初
出
形
「
靑
色
の
さ
び
し
い
光
線
」
も
参
照
さ
れ
た
い
。
孰
れ
も
私
の
電
子
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
）
を
詠
み
、

同
詩
集
末
の
「
附
録

散
文
詩
自
註
」
に
本
詩
の
自
註
も
掲
げ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
一
部
を
引
用
す
る
と

（
「
パ
ノ
ラ
マ
館
に
て
」
の
リ
ン
ク
先
に
同
註
全
文
を
掲
げ
て
あ
る
。
な
お
、
傍
線
は
や
ぶ
ち
ゃ
ん
）
、

 
 

 

＊

パ
ノ
ラ
マ
館
に
て

幼
年
時
代
の
追
懷
詩
で
あ
る
。
明
治
何
年
頃
か
覺
え
な
い
が
、
私
の
ご
く
幼
な
い

頃
、
上
野
に
パ
ノ
ラ
マ
館
が
あ
つ
た
。
今
の
科
學
博
物
館
が
あ
る
近
所
で
、
そ
の
高
い
屋
根
の
上
に
は
、

赤
地
に
白
くPA

N
O

R
AM

A

と
書
い
た
旗
が
、
葉
櫻
の
陰
に
翩
翻

へ
ん
ぽ
ん

と
し
て
ゐ
た
。
私
は
此
所
で
、
南
北
戰

爭
と
ワ
ー
タ
ル
ロ
ー
の
パ
ノ
ラ
マ
を
見
た
。
狹
く
暗
く
、
ト
ン
ネ
ル
の
や
う
に
な
つ
て
る
梯
子
段
を
登
つ

て
行
く
と
、
急
に
明
る
い
廣
闊
と
し
た
望
樓
に
出
た
。
不
思
議
な
こ
と
に
は
、
そ
の
パ
ノ
ラ
マ
館
の
家
の

中
に
、
戸
外
で
見
る
と
同
じ
や
う
な
靑
空
が
、
無
限
の
穹
窿
と
な
つ
て
廣
が
つ
て
る
の
だ
。
私
は
子
供
の

驚
異
か
ら
、
確
か
に
魔
法
の
國
へ
來
た
と
思
つ
た
。
（
中
略
）

館
全
體
の
構
造
は
、
今
の
國
技
館
な
ど
の
や
う
に
圓
形
に
な
つ
て
居
る
の
で
、
中
心
の
望
樓
に
立
つ
て

眺
望
す
れ
ば
、
四
方
の
全
景
が
一
望
の
下
に
入
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
一
人
の
説
明
者
が
居
て
、
畫

面
の
あ
ち
こ
ち
を
指
さ
し
な
が
ら
、
絶
え
ず
抑
揚
の
あ
る
聲
で
語
つ
て
ゐ
た
。
そ
の
説
明
の
聲
に
混
つ
て
、

不
斷
に
ま
た
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
音
が
聽
え
て
ゐ
た
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
館
の
何
所
か
で
鳴
ら
し
て
ゐ
る
の

で
あ
ら
う
。
少
し
も
騷
が
し
く
な
く
、
靜
か
な
夢
み
る
や
う
な
音
の
響
で
、
絶
え
ず
子
守
唄
の
や
う
に
流

れ
て
ゐ
た
。
（
そ
の
頃
は
、
ま
だ
蓄
音
機
が
渡
來
し
て
な
か
つ
た
。
そ
れ
で
か
う
し
た
音
樂
の
場
合
、
た
い

http://www.meijitaisho.net/toa/panoramakan.php
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2013/04/post-59a1.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2013/04/post-3a75.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2013/04/post-59a1.html


て
い
自
鳴
機
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
を
用
ゐ
た
。
）

パ
ノ
ラ
マ
館
の
印
象
は
、
奇
妙
に
物
靜
か
な
も
の
で
あ
つ
た
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
畫
面
に
描
か
れ
た
風

景
が
、
そ
の
動
體
の
ま
ま
の
位
地
で
、
永
久
に
靜
止
し
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
、
心
象
的
に
感
じ
ら
れ
る
ヴ
イ

ジ
ヨ
ン
で
あ
ら
う
。
馬
上
に
戰
況
を
見
て
ゐ
る
將
軍
も
、
銃
を
そ
ろ
へ
て
突
擊
し
て
ゐ
る
兵
士
た
ち
も
、

そ
の
活
動
の
姿
勢
の
ま
ま
で
、
岩
に
刻
ま
れ
た
人
の
や
う
に
、
永
久
に
靜
止
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
環
境
の
印
象
が
、
さ
な
が
ら
現
實
を
生
寫
し
に
し
て
、
あ
だ
か
も
實
の
世
界
に
居
る
や
う
な
錯
覺
を
あ

た
へ
る
こ
と
か
ら
、
不
思
議
に
矛
盾
し
た
奇
異
の
思
ひ
を
感
じ
さ
せ
、
宇
宙
に
太
陽
が
出
來
な
い
以
前
の
、

劫
初
の
靜
寂
を
思
は
せ
る
の
で
あ
る
。
特
に
大
砲
や
火
藥
の
煙
が
、
永
久
に
消
え
去
る
こ
と
な
く
、
そ
の

同
じ
形
の
ま
ま
で
、
遠
い
空
に
夢
の
如
く
浮
ん
で
ゐ
る
の
は
、
寂
し
く
も
ま
た
悲
し
い
限
り
の
思
ひ
で
あ

つ
た
。
そ
の
上
に
も
ま
た
、
特
殊
な
館
の
構
造
か
ら
、
入
口
の
梯
子
を
昇
降
す
る
人
の
足
音
が
、
周
圍
の

壁
に
反
響
し
て
、
遠
雷
を
聽
く
や
う
に
出
來
て
る
の
で
、
あ
た
か
も
畫
面
の
中
の
大
砲
が
、
遠
く
で
鳴
つ

て
る
や
う
に
聽
え
る
の
で
あ
る
。

だ
が
パ
ノ
ラ
マ
館
に
入
つ
た
人
が
、
何
人
も
決
し
て
忘
ら
れ
な
い
の
は
、
油
繪
具
で
描
い
た
空
の
靑
色

で
あ
る
。
そ
れ
が
現
實
の
世
界
に
穹
窿
し
て
ゐ
る
、
現
實
の
靑
空
で
あ
る
こ
と
を
、
初
め
に
人
人
が
錯
覺

す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
油
繪
具
の
ワ
ニ
ス
の
匂
ひ
と
、
非
現
實
的
に
美
し
い
靑
色
と
が
、
こ
の
世
の
外
の

海
市
の
や
う
に
、
阿
片
の
夢
に
見
る
空
の
や
う
に
、
妖
し
い
夢
魔
の
幻
覺
を
呼
び
起
す
の
で
あ
る
。

 
 

 

＊

以
下
、
参
考
先
「m

eijitaisho.net

」
の
「
パ
ノ
ラ
マ
館
」
か
ら
引
用
す
る
と
、
か
く
も
『
圧
倒
的
な
視
覚

体
験
を
提
供
し
た
パ
ノ
ラ
マ
館
で
し
た
が
、
背
景
の
巨
大
な
図
絵
や
前
景
の
造
作
物
等
、
規
模
が
大
が
か

り
な
パ
ノ
ラ
マ
は
、
新
図
を
頻
繁
に
入
れ
替
え
る
こ
と
は
困
難
で
、
人
気
の
維
持
に
は
苦
労
し
て
い
た
よ

う
で
す
。
い
ず
れ
の
パ
ノ
ラ
マ
館
も
、
開
館
当
初
は
高
い
人
気
を
集
め
ま
す
が
、
最
初
の
感
動
が
強
い
だ

け
に
同
じ
絵
の
ま
ま
で
は
飽
き
ら
れ
る
の
も
早
く
、
し
ば
ら
く
す
る
と
客
足
は
途
絶
え
が
ち
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
何
と
か
数
年
ご
と
に
新
図
に
入
れ
替
え
て
、
客
足
を
呼
び
戻
す
と
い
う
か
た
ち
が
専
ら
で
し
た
』。

『
し
か
し
こ
の
よ
う
に
更
新
の
サ
イ
ク
ル
が
遅
く
、
加
え
て
基
本
的
に
は
絵
が
静
止
し
た
ま
ま
の
パ
ノ
ラ

マ
は
、
上
映
の
入
れ
替
え
が
頻
繁
で
、
実
像
が
動
き
続
け
る
新
時
代
の
見
世
物
に
は
か
な
う
べ
く
も
あ
り

ま
せ
ん
。
』
明
治
四
十
年
代
に
『
入
っ
て
国
内
に
活
動
写
真
が
全
盛
し
始
め
る
と
、
そ
の
人
気
を
奪
わ
れ
る

の
に
時
間
は
か
か
ら
ず
、
大
正
時
代
を
待
た
ず
に
相
次
い
で
そ
の
姿
を
消
し
て
い
き
ま
し
た
。
一
時
は
大

変
な
人
気
を
集
め
た
日
本
パ
ノ
ラ
マ
館
も
、
日
露
戦
争
の
頃
ま
で
は
な
ん
と
か
客
足
を
つ
な
い
だ
も
の
の
、

そ
の
後
は
急
速
に
人
気
を
失
っ
て
』、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
に
閉
鎖
し
た
と
あ
る
。

さ
て
、
本
「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
の
「
自
敍
傳
」
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
四
月
（
同

http://www.meijitaisho.net/toa/panoramakan.php


年
四
月
時
点
で
朔
太
郎
は
満
二
十
七
歳
で
あ
っ
た
）
で
は
あ
る
が
、
次
の
次
の
一
首
の
元
が
明
治
四
三
（
一

九
〇
二
）
年
六
月
以
前
の
句
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
歌
の
作
品
内
時
制
を
そ
れ
以
前
（
上
野
や
浅
草
の
パ
ノ

ラ
マ
館
が
あ
っ
た
時
期
）
と
考
え
る
こ
と
は
な
ん
ら
問
題
な
く
、
ま
さ
に
浅
草
の
日
本
パ
ノ
ラ
マ
館
（
と

限
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
私
に
は
恐
ら
く
は
啄
木
の
短
歌
な
ど
の
影
響
か
、
何
故
か
そ
れ
ら
し

く
思
わ
れ
て
し
ょ
う
が
な
い
の
で
あ
る
。
悪
し
か
ら
ず
）
の
閉
鎖
さ
れ
る
直
前
の
景
と
と
る
の
も
、
こ
れ

ま
た
哀
感
を
興
に
添
え
る
と
い
う
気
が
私
に
は
す
る
の
で
あ
る
。
］

鷄
鳴

け
い
め
い

す
か
く
言
ひ
君
を
か
い
抱
く

き
ぬ
ぎ
ぬ
こ
そ
は
ま
た
な
か
り
け
れ

し
か
れ
ど
も
悲
劇
の
中
の
道
化
役
者

ピ

エ

ロ

ー

の

一
人に

ん

と
し
て
我
は
生
く
べ
き

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
一
首
は
、
朔
太
郎
満
二
十
三
歳
の
時
の
、
『
創
作
』
第
一
巻
第
四
号
・
明
治
四
三

（
一
九
〇
二
）
年
六
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
の
一
首
、

し
か
れ
ど
も
悲
劇
の
中
の
道
化
役
の
一
人
と
し
て
我
は
生
く
べ
き

標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

い
か
な
ら
ん
尚
も
流
涕
し
た
ま
ふ
は

悲
劇
の
幕
の
と
ぢ
し
の
ち
に
も

不
覺
に
も
胸
さ
は
が
せ
て
背
後

う

し

ろ

よ
り

お
ど
か
す
君
が
に
く
き
た
く
ら
み

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
さ
は
が
せ
て
」
は
マ
マ
。
］

尊
氏
と
い
ふ
わ
が
伯
父
は
日
の
本
に

す
こ
し
過
ぎ
た
る
人
な
り
し
か
な

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
尊
氏
と
い
ふ
わ
が
伯
父
」
不
詳
。
萩
原
家
に
は
父
光
蔵
（
萩
原
玄
隆
三
男
）
の
上
に



は
長
男
玄
得
（
腸
チ
フ
ス
で
早
逝
）
と
次
男
玄
碩
と
い
う
伯
父
が
お
り
、
こ
の
玄
碩
と
い
う
人
物
が
医
家

で
あ
っ
た
主
家
萩
原
家
第
十
一
代
目
を
継
い
で
い
る
（
養
子
先
か
ら
戻
っ
た
ら
し
い
）
が
、
こ
の
人
物
を

指
す
の
で
は
あ
る
ま
い
か
？
（
母
方
の
八
木
家
に
は
俊
一
郎
と
い
う
叔
父
は
い
る
も
の
の
伯
父
は
い
な
い
）。

大
阪
府
八
尾
市
立
図
書
館
公
式
サ
イ
ト
の
「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
内
の
「
萩
原
朔
太
郎
」
に
よ
れ
ば
、

祖
父
玄
隆
は
八
尾
の
旧
家
の
出
で
、『
朔
太
郎
の
父
密
蔵
は
、
八
尾
市
南
木
の
本
で
代
々
続
く
医
家
の
三
男

と
し
て
生
ま
れ
』
（
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
）
、
明
治
一
四
（
一
八
八
一
）
年
に
『
東
京
帝
国
大
学
医
学

部
別
科
を
卒
業
後
、
群
馬
県
立
病
院
の
医
師
と
し
て
前
橋
に
赴
任
。
土
地
の
素
封
家
の
娘
と
結
婚
し
』
（
密

蔵
三
十
五
歳
、
妻
ケ
イ
（
朔
太
郎
の
母
）
二
十
歳
。
但
し
、
密
蔵
は
五
歳
若
く
年
齢
を
詐
称
し
て
い
た
。

ケ
イ
は
終
生
そ
れ
を
信
じ
て
い
た
と
底
本
全
集
の
年
譜
に
あ
る
）
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
十
一
月
一

日
に
朔
太
郎
が
誕
生
、
自
身
の
医
院
を
『
開
業
し
た
の
は
そ
の
前
年
で
、
前
橋
随
一
の
名
士
と
し
て
市
の

医
師
会
長
ま
で
勤
め
』
た
と
あ
り
、
そ
の
後
に
『
八
尾
の
本
家
は
、
密
蔵
の
次
兄
玄
碩
が
継
ぎ
、
現
在
は

そ
の
孫
に
あ
た
る
隆
氏
が
、
萩
原
家
１
６
代
目
と
し
て
家
業
（
内
科
医
院
）
を
継
い
で
お
ら
れ
』
、
『
隆
氏

の
父
栄
次
は
、
医
師
で
あ
る
と
同
時
に
短
歌
を
た
し
な
む
風
雅
の
人
で
、
朔
太
郎
の
良
き
理
解
者
で
も
あ

り
』
、
『
朔
太
郎
は
、
八
歳
年
長
の
こ
の
従
兄
を
兄
と
も
慕
い
、
終
生
敬
愛
し
て
や
ま
』
ず
、
『
朔
太
郎
の
第

一
詩
集
『
月
に
吠
え
る
』
の
初
版
は
栄
次
に
捧
げ
ら
れ
』
て
い
る
。
『
隆
氏
は
、
昭
和
５
４
年
、
筑
摩
書
房

か
ら
『
若
き
日
の
萩
原
朔
太
郎
』
を
上
梓
さ
れ
ま
し
た
。
自
己
の
内
面
を
赤
裸
々
に
吐
露
し
た
朔
太
郎
の

栄
次
宛
書
簡
に
著
者
な
ら
で
は
の
解
説
が
付
さ
れ
た
本
書
は
、
す
ぐ
れ
た
“
朔
太
郎
論
”
で
あ
る
と
と
も

に
、
ふ
た
つ
の
高
貴
な
る
魂
の
交
友
録
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、『
河
内
ど
ん
こ
う

６
０
号
』
に

も
『
我
が
家
と
萩
原
朔
太
郎
』
と
い
う
隆
氏
の
一
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
』
と
あ
る
。
こ
の
現
在
の
萩

原
朔
太
郎
の
伯
父
の
子
孫
の
名
前
が
「
隆
」
（
「
た
か
し
」
で
あ
ろ
う
）
と
い
う
お
名
前
で
あ
る
こ
と
に
着

目
し
た
い
。
全
集
の
系
図
に
出
る
「
玄
碩
」
と
い
う
名
は
如
何
に
も
昔
の
医
家
の
号
そ
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
人
は
実
は
こ
の
「
隆
」
と
い
う
名
に
響
き
も
合
う
「
尊
氏
」
と
い
う
の
が
本
名
で
あ
っ
た
の
で
は
あ

る
ま
い
か
？

識
者
の
御
教
授
を
乞
う
も
の
で
あ
る
。］

櫻
さ
く
夷
の
國
に
生
れ
し
は

い
か
な
る
母
が
不
覺
な
り
け
む

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
朔
太
郎
の
母
ケ
イ
は
旧
厩
橋
松
平
藩
藩
士
で
当
時
は
師
範
学
校
副
校
長
（
県
衛
生
課

兼
務
）
で
あ
っ
た
八
木
始
の
長
女
で
、
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
に
前
橋
で
生
ま
れ
て
い
る
。
父
始
は
古

武
士
風
の
厳
格
な
性
格
で
子
弟
へ
の
躾
も
厳
し
か
っ
た
が
、
一
面
ハ
イ
カ
ラ
趣
味
の
持
ち
主
で
も
あ
っ
た

http://web-lib.city.yao.osaka.jp/yao/yao_18.html


と
年
譜
に
あ
る
。
彼
女
と
朔
太
郎
の
異
常
と
も
言
え
る
母
子
の
愛
情
関
係
は
よ
く
知
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
は

あ
る
が
、
こ
こ
で
朔
太
郎
が
述
べ
て
い
る
こ
の
「
母
が
」
「
櫻
さ
く
夷
の
國
に
生
れ
」
て
し
ま
っ
た
こ
と
は

想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
に
「
不
覺
」
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
、
と
述
懐
す
る
そ
の
具
体
な
核
心
部
分
は
私

に
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
識
者
の
御
教
授
を
乞
う
も
の
で
あ
る
。
］

相
乘
り
の
俥
の
上
に
君
と
わ
れ

頰

ず
り
せ
し
を
た
れ
か
知
る
べ
き

夕
ざ
れ
ば
ハ
ー
モ
ニ
カ
吹
く
少
年
の

群
れ
に
ま
ぢ
り
て緣

日

を
行
く

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
夕
ざ
れ
ば
」「
ま
ぢ
り
て
」
は
マ
マ
。］

春
の
夜
の
芝
居
の
木
戸
の
く
ら
や
み
に

待
た
れ
し
人
の
恨
ま
れ
し
か
な

百
人
の
若
き
姫
等
が
振
り
か
ざ
す

櫻
の
枝
に
う
た
れ
死
な
ば
や

や
ゝ
咲
き
し
あ
つ
き
息
す
る
紅
の

牡
丹
の
花
に
く
ち
び
る
を
あ
つ

こ
ゝ
ろ
も
ち
重
き
島
田
を
傾
む
け
て

酒
す
ゝ
む
る
が
忘
ら
れ
ぬ
か
な

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
傾
む
け
て
」
は
マ
マ
。］

燈
臺
の
光
と
ゞ
か
ぬ
岩
影
を

知
り
て
來
に
こ
し
我
等
な
ら
ね
ど



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
の
原
文
表
示
の
後
に
は
『
「
來
に
こ
し
」
は
原
文
の
ま
ま
。
』
と
い
う
編
者
注
記

が
あ
る
。
］

新
宿
の
か
の
居
酒
屋
の
小
娘
と

も
の
言
ふ
ほ
ど
に
成
り
に
け
る
哉

君
が
手
に
銀
貨
は
な
る
ゝ
一
刹
那

浪
に
か
く
れ
ぬ
黑
き
男
は

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
江
の
島
に
て
即
興
）

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
一
刹
那
」
は
原
本
で
は
「
一
切
刹
」
。
誤
植
と
断
じ
て
訂
し
た
。
校
訂
本
文
も
無
論

「
刹
那
」
と
訂
す
る
。
こ
の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
江
の
島
裏
手
南
側
に
あ
る
稚
児
ヶ
淵
を
下
っ
た
先
、

第
一
岩
窟
の
前
方
に
あ
る
海
食
崖
下
の
魚
板
石

ま
な
い
た
い
し

の
光
景
で
あ
る
。

私
が
テ
ク
ス
ト
化
し
た
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
八
月
二
十
日
発
行
の
『
風
俗
畫
報
』
臨
時
増
刊
「
江

島
・
鵠
沼
・
逗
子
・
金
澤
名
所
圖
會
」
の
「
江
島
」
の
部
の
「
江
島
案
内
」
の
中
の
龍
窟
を
概
説
し
た
後

に
（
私
の
当
該
テ
ク
ス
ト
に
送
り
仮
名
を
追
加
し
、
句
読
点
・
濁
点
・
ル
ビ
な
ど
を
変
更
し
た
り
増
や
し

て
読
み
易
く
補
正
し
た
）、

 
 

 

＊

窟
い
は
や

を
出
れ
ば
、
前
に
平
坦
な
る
巨
岩
あ
り
。
其
の
幅
、
七
・
八
間
、
之
を
魚
板
石

●

●

●

と
い
ふ
。
其
の
形
、
魚
板

ぎ
よ
は
ん

に
似
た
る
を
以
て
名
づ
く
。
竚
立

ち
よ
り
つ

す
れ
ば
、
風
光
の
美
な
る
兒ち

ご

が
淵
に
優

ま
さ
れ

り
。
人
を
し
て
轉
々
歸
る
を
忘

れ
し
む
。
但
し
、
激
浪
、
常
に
來
り
て
岩
角

い
は
か
ど

を
齧
め
ば
、
或
ひ
は
全
身
飛
沫
を
蒙
る
こ
と
あ
り
。

此
邊
に
潜
夫
群
居
し
て
、
遊
客
の
爲
め
に
身
を
逆
さ
に
し
、
海
水
に
沒
入
し
、
鮑
若
し
く
は
海
老
・
榮
螺

等
を
捕
へ
來
る
。
又
錢
貨
を
投
ず
れ
ば
、
兒
童
、
水
底
に
入
り
て
之
を
探
り
、
或
ひ
は
身
を
水
上
に
飜
轉

ほ
ん
て
ん

し

て
、
遊
客
の
笑
觀
に
供
す
。
亦
、
一
興
と
い
ふ
べ
し
。

 
 

 

＊

と
あ
る
。
こ
の
朔
太
郎
の
体
験
は
、
ま
さ
に
こ
の
記
事
の
書
か
れ
た
数
年
後
の
経
験
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
こ
の
「
魚
板
石
」
で
の
漁
師
た
ち
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
今
か
ら
三
百
年
以
上
も
前
の
、

貞
亨
二
（
一
六
八
五
）
年
に
板
行
さ
れ
た
最
古
の
鎌
倉
地
誌
で
あ
る
水
戸
光
圀
の
「
新
編
鎌
倉
志
卷
之
六
」

に
さ
え
既
に
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
も
そ
の
私
の
電
子
テ
ク
ス
ト
か
ら
引
こ
う
（
一
部
を
読
み
易
く
変
え

た
）
。

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2013/07/post-de26.html
http://homepage2.nifty.com/onibi/kamakurasi6.html


 
 

 
＊

魚
板
石

マ
ナ
イ
タ
イ
シ

龍
穴

リ
ウ
ケ
ツ

の
前
に
あ
り
。
面

平

ヲ
モ
テ
タ
ヒ
ラ

か
に
し
て
魚
板

マ
ナ
イ
タ

の
如
し
。
遊
人
或
は
魚
を
割サ

き
、
鰒

ア
ハ
ビ

を
取ト

ら
し
め

て
見ミ

る
。
此
の
石
上
に
て
四
方
を
眺
望
す
れ
ば
、
萬
里
の
廻
船
數
百
艘
、
海
上
に
う
か
め
り
。
豆
・
駿
・

上
・
下
總
・
房
州
等
の
諸
峯
眼
前
に
有
り
。
限
り
無
き
風
景
な
り
。

 
 

 

＊

つ
い
で
に
、
や
は
り
私
の
電
子
化
し
て
い
る
エ
ド
ワ
ー
ド
・
モ
ー
ス
の
「
日
本
そ
の
日
そ
の
日
」
Ｅ
．

Ｓ
．
モ
ー
ス
（
石
川
欣
一
訳
）
の
「
第
五
章

大
学
の
教
授
職
と
江
ノ
島
の
実
験
所
」
か
ら
も
同
じ
シ
ー

ク
エ
ン
ス
を
引
用
し
て
お
こ
う
。

 
 

 

＊

翌
朝
我
々
は
夙
く
起
き
、
長
い
往
来
を
通
っ
て
も
う
一
軒
の
茶
屋
へ
行
っ
た
。
こ
こ
は
実
に
空
気
が
よ

く
、
そ
し
て
如
何
に
も
景
色
が
よ
い
の
で
、
私
は
永
久
的
に
一
部
屋
借
り
る
こ
と
に
し
た
。
海
の
向
う
の

富
士
山
の
姿
の
美
し
さ
。
こ
の
こ
と
を
決
め
て
か
ら
、
我
々
は
固
い
岩
に
刻
ん
だ
段
々
を
登
っ
て
、
島
の

最
高
点
へ
行
っ
た
。
こ
の
島
に
は
樹
木
が
繁
茂
し
、
頂
上
に
は
お
寺
と
神
社
と
が
あ
り
、
巡
礼
が
大
勢
来

る
。
い
く
つ
か
の
神
社
の
背
後
で
、
島
は
海
に
臨
む
断
崖
絶
壁
で
突
然
終
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
我
々
は

石
段
で
下
の
狭
い
岸
に
降
り
、
潜
水
夫
が
二
人
、
貝
を
求
め
て
水
中
に
一
分
と
十
秒
間
も
ぐ
る
の
を
見
た
。

彼
等
が
水
面
に
出
て
来
た
時
、
我
我
は
若
干
の
銭
を
投
げ
た
。
す
る
と
彼
等
は
ま
た
も
も
ぐ
つ
て
行
っ
た
。

銅
貨
ほ
し
さ
に
も
ぐ
る
小
さ
な
男
の
子
も
い
た
が
、
水
晶
の
よ
う
に
澄
ん
だ
水
の
中
で
バ
シ
ャ
バ
シ
ャ
や

っ
て
い
る
彼
等
の
姿
は
、
中
々
面
白
か
っ
た
。

 
 

 

＊

ち
な
み
に
こ
れ
は
明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）
年
の
夏
の
情
景
で
あ
る
。

―
―
そ
う
し
て
―
―
こ
こ
か
ら
が
私
の
注
の
真
骨
頂
だ
（
既
に
そ
の
「
新
編
鎌
倉
志
卷
之
六
」
の
当
該

項
に
私
が
附
し
て
い
る
注
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
く
）
。

萩
原
朔
太
郎
と
い
え
ば
芥
川
龍
之
介
だ
！

芥
川
龍
之
介
と
江
の
島
と
の
関
連
で
余
り
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
が
、
芥
川
龍
之
介
の
未
完
作

品
「
大
導
寺
信
輔
の
半
生
」
の
最
終
章
「
六

友
だ
ち
」
に
は
、
そ
の
掉
尾
に
、
こ
の
ま
さ
に
魚
板
石
付

近
を
舞
台
に
し
た
印
象
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
！

や
は
り
私
の
テ
ク
ス
ト
か
ら

当
該
部
を
引
用
し
て
お
く
。

 
 

 

＊

信
輔
は
才
能
の
多
少
を
問
は
ず
に
友
だ
ち
を
作
る
こ
と
は
出
來
な
か
つ
た
。
標
準
は
只
そ
れ
だ
け
だ
つ

た
。
し
か
し
や
は
り
こ
の
標
準
に
も
全
然
例
外
の
な
い
訣
で
は
な
か
つ
た
。
そ
れ
は
彼
の
友
だ
ち
と
彼
と

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2013/06/post-9c0c.html
http://homepage2.nifty.com/onibi/kamakurasi6.html
http://homepage2.nifty.com/onibi/daidouji.html


の
間
を
截
斷
す
る
社
會
的
階
級
の
差
別
だ
つ
た
。
信
輔
は
彼
と
育
ち
の
似
寄
つ
た
中
流
階
級
の
靑
年
に
は

何
の
こ
だ
わ
り
も
感
じ
な
か
つ
た
。
が
、
纔
か
に
彼
の
知
つ
た
上
流
階
級
の
靑
年
に
は
、
―
―
時
に
は
中

流
上
層
階
級
の
靑
年
に
も
妙
に
他
人
ら
し
い
憎
惡
を
感
じ
た
。
彼
等
の
或
も
の
は
怠
惰
だ
つ
た
。
彼
等
の

或
も
の
は
臆
病
だ
つ
た
。
又
彼
等
の
或
も
の
は
官
能
主
義
の
奴
隸
だ
つ
た
。
け
れ
ど
も
彼
の
憎
ん
だ
の
は

必
し
も
そ
れ
等
の
爲
ば
か
り
で
は
な
か
つ
た
。
い
や
、
寧
ろ
そ
れ
等
よ
り
も
何
か
漠
然
と
し
た
も
の
の
爲

だ
つ
た
。
尤
も
彼
等
の
或
も
の
も
彼
等
自
身
意
識
せ
ず
に
こ
の
「
何
か
」
を
憎
ん
で
ゐ
た
。
そ
の
爲
に
又

下
流
階
級
に
、
―
―
彼
等
の
社
會
的
對
蹠
點
に
病
的
な惝

怳

を
感
じ
て
ゐ
た
。
彼
は
彼
等
に
同
情
し
た
。

し
か
し
彼
の
同
情
も
畢
竟
役
に
は
立
た
な
か
つ
た
。
こ
の
「
何
か
」
は
握
手
す
る
前
に
い
つ
も
針
の
や
う

に
彼
の
手
を
刺
し
た
。
或
風
の
寒
い
四
月
の
午
後
、
高
等
學
校
の
生
徒
だ
つ
た
彼
は
彼
等
の
一
人
、
―
―

或
男
爵
の
長
男
と
江
の
島
の
崖
の
上
に
佇
ん
で
ゐ
た
。
目
の
下
は
す
ぐ
に
荒
磯
だ
つ
た
。
彼
等
は
「
潛
り
」

の
少
年
た
ち
の
爲
に
何
枚
か
の
銅
貨
を
投
げ
て
や
つ
た
。
少
年
た
ち
は
銅
貨
の
落
ち
る
度
に
ぽ
ん
ぽ
ん
海

の
中
へ
跳
り
こ
ん
だ
。
し
か
し
一
人
海
女

あ

ま

だ
け
は
崖
の
下
に
焚
い
た
芥
火
の
前
に
笑
つ
て
眺
め
て
ゐ
る
ば

か
り
だ
つ
た
。

「
今
度
は
あ
い
つ
も
飛
び
こ
ま
せ
て
や
る
。」

彼
の
友
だ
ち
は
一
枚
の
銅
貨
を
卷
煙
草
の
箱
の
銀
紙
に
包
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
體
を
反
ら
せ
た
と
思
う
と
、

精
一
ぱ
い
銅
貨
を
投
げ
飛
ば
し
た
。
銅
貨
は
き
ら
き
ら
光
り
な
が
ら
、
風
の
高
い
浪
の
向
う
へ
落
ち
た
。

す
る
と
も
う
海
女
は
そ
の
時
に
は
ま
つ
先
に
海
へ
飛
び
こ
ん
で
ゐ
た
。
信
輔
は
未
だ
に
あ
り
あ
り
と
口
も

と
に
殘
酷
な
微
笑
を
浮
べ
た
彼
の
友
だ
ち
を
覺
え
て
ゐ
る
。
彼
の
友
だ
ち
は
人
並
み
以
上
に
語
學
の
才
能

を
具
へ
て
ゐ
た
。
し
か
し
又
確
か
に
人
並
み
以
上
に
鋭
い
犬
齒
を
も
具
へ
て
ゐ
た
。
…
…
…
…

 
 

 

＊

こ
の
本
文
中
に
「
或
風
の
寒
い
四
月
の
午
後
、
高
等
學
校
の
生
徒
だ
つ
た
彼
は
彼
等
の
一
人
」
と
あ
る
が
、

龍
之
介
の
一
高
卒
業
は
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
七
月
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）

年
か
翌
年
の
四
月
、
若
し
く
は
卒
業
年
の
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
四
月
の
間
の
出
来
事
と
な
る
。
私
は

龍
之
介
の
謂
い
か
ら
、
こ
の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
正
に
明
治
の
最
後
の
江
の
島
を
活
写
し
て
い
る
と
読

む
。そ

う
し
て
―
―

―
―
そ
う
し
て
、
こ
の
一
首
の
朔
太
郎
の
短
歌
の
存
在
に
よ
っ
て
！

―
―
そ
の
同
じ
稚
児
が
淵
の
魚
板
石
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
フ
レ
ー
ム
の
中
に
！

―
―
後
に
盟
友
と
な
る
若
き
日
の
萩
原
朔
太
郎
も
ま
た
！

―
―
そ
の
恋
人
と
と
も
に
写
っ
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
！
…
…
…
…



最
後
に
。

私
は
こ
の
一
首
を
若
き
日
に
読
ん
だ
瞬
間
、

『
…
…
こ
の
恋
人
が
銀
貨
を
投
げ
た
一
刹
那
に
「
浪
に
か
く
れ
ぬ
黑
き
男
」
と
は
―
―
朔
太
郎
自
身
だ
な

…
…
』

と
独
り
ご
ち
た
も
の
だ
っ
た
。
…
…

そ
う
し
て
―
―

―
―
そ
う
し
て
、
私
の
瞼
に
浮
か
ん
だ
映
像
は

―
―
か
の

―
―
つ
げ
義
春
の

―
―
「
海
辺
の
叙
景
」

―
―
そ
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
コ
マ
だ
っ
た
…
…

…
…
朔
太
郎
よ
…
…
彼
女
は
確
か
に
…
…
君
の
フ
ァ
ム
・
フ
ァ
ー
タ
ル
だ
っ
た
の
だ
よ
…
…
…
…
］

逢
は
ぬ
夜
は
こ
ほ
ろ
ぎ
さ
へ
も
來
て
鳴
く
と

い
ふ
は
い
さ
ゝ
か
作
り
ご
と
め
く

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
あ
る
女
の
呼
出
し
に
答
へ
て
）

た
ん
ら
ん
の
蜘
蛛
が
巣
を
は
る
手
段

て

だ

て

よ
り

尚
に
く
む
べ
き
君
が
ま
な
ざ
し

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
た
ん
ら
ん
」「
貪
婪
」
で
「
貪
婪

ど
ん
ら
ん

」
に
同
じ
い
。
］

心
地
よ
し
長
椅
子

ソ

フ

ア

の
上
に
煙
草
の
む

歡
樂
の
後
の
淡
き
惓
怠

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
惓
怠
」
倦
怠
。
「
惓
」
は
こ
の
場
合
は
「
倦
」
に
同
じ
い
。
］

猶
太
び
と
エ
ホ
バ
の
御
子
を
待
つ
如
く

果
敢
な
き
か
な
や
わ
が
た
の
み
ご
と



あ
ゝ
君
は
何
の
權
威
ぞ
渇
き
た
る

我
に
缺
け
た
る
酒
盃

さ
か
つ
き

を
投
ぐ

わ
れ
き
ゝ
ぬ
今
日
も
捕
手

と

り

て

の
二
三
人

門
を
開
け
よ
と
叩
け
る
音
を

前
橋
の
共
進
會
の
裏
門
の

畑
の
中
に
き
く
秋
の
風

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
共
進
會
」
群
馬
県
文
書
館
発
行
の
『
文
書
館
だ
よ
り
』
（
第
十
八
号

平
成
四
（
一

九
九
二
）
年
一
月
号
）
の
（
主
任
田
中
尚
氏
の
冒
頭
記
事
に
（
リ
ン
ク
先
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
。
当
時
の

会
場
の
写
真
あ
り
）
、

 
 

 

《
引
用
開
始
》

明
治
四
十
二
（
一
九
一
〇
）
年
九
月
七
日
か
ら
二
カ
月
間
、
群
馬
県
主
催
一
府
十
四
県
連
合
共
進
会
が
前

橋
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
共
進
会
と
は
、
産
業
の
振
興
を
は
か
る
た
め
参
加
府
県
が
物
産
を
陳
列
し
、

そ
の
成
績
を
審
査
表
彰
す
る
と
い
う
も
の
で
、
府
県
連
合
の
か
た
ち
で
全
国
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

会
場
は
前
橋
市
内
二
カ
所
に
設
け
ら
れ
、
第
一
会
場
の
清
王
寺
町
（
現
県
民
会
館
）
に
は
、
市
が
一
万

九
〇
〇
〇
坪
の
土
地
を
提
供
し
て
本
館
が
お
か
れ
ま
し
た
。
第
二
会
場
の
連
雀
町
（
現
本
町
一
丁
目
）
に

は
参
考
館
が
建
て
ら
れ
、
第
二
会
場
は
馬
匹
畜
産
共
進
会
が
紅
雲
町
（
現
前
橋
女
子
高
校
）
で
行
な
わ
れ

ま
し
た
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
こ
に
写
真
の
解
説
が
入
る
が
全
文
引
用
は
気
が
引
け
る
の
で
中
略
と
す
る
。］

第
一
会
場
に
は
、
こ
の
ほ
か
蚕
糸
館
、
特
許
館
、
染
織
工
芸
館
、
雑
工
業
業
館
な
ど
の
陳
列
館
が
立
ち

並
び
、
七
万
点
を
超
す
各
種
産
物
が
陳
列
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
飲
食
店
や
各
府
県
の
売
店
、
余
興
地
の

活
動
写
真
、
不
思
議
館
な
ど
の
興
行
は
多
く
の
人
々
で
に
ぎ
わ
い
、
入
場
者
は
一
一
三
万
人
以
上
に
の
ぼ

り
ま
し
た
。

期
間
中
前
橋
・
渋
川
間
に
は
電
車
が
開
通
し
、
市
街
地
の
家
庭
に
は
電
灯
が
と
も
り
、
会
場
の
建
物
は

夜
間
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
輝
く
な
ど
、
電
気
時
代
の
幕
開
け
の
な
か
空
前
の
に
ぎ
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。

 
 

 

《
引
用
終
了
》

と
あ
り
、
こ
れ
と
考
え
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。
ま
さ
に
朔
太
郎
好
み
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
感
じ
か
ら
は

こ
の
第
一
会
場
で
あ
ろ
う
。

http://www.archives.pref.gunma.jp/kankobutu/dayori/dayori-18.pdf


こ
こ
で
記
号
が
配
さ
れ
て
歌
群
が
終
了
し
て
い
る
。］

く
も
り
日

 
 

 
 

 
 

死
な
ん
哉
さ
ら
ば
生
き
ん

す
て
ば
ち
の
身
を
ば
柱
に
な
げ
か
け
て

忍
び
な
き
す
る
此
の
頃
の
く
せ

ぴ
す
と
る
の
口
を
額
に
押
し
あ
て
ゝ

そ
の
つ
め
た
さ
に
驚
き
て
泣
く

大
方
は
死
な
で
も
あ
る
か
越
し
方
は

み
な
一
筋
の
灰
色
の
途

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
校
訂
本
文
は
「
越
し
方
」
を
「
來
し
方
」
と
『
訂
』
す
る
。
従
わ
な
い
。
］

空
虛

う

つ

ろ

な
る
こ
の
心
を
ば
充
た
す
べ
き

何
物
も
な
し
酒
店
に
入
る

居
酒
屋
の
樽
に
腰
か
け
燒
酎

し
や
う
ち
う

を

飮
み
習
は
す
も
い
た
ま
し
き
哉

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
し
や
う
ち
う
」
は
マ
マ
。
正
し
く
は
「
せ
う
ち
う
」。
］

「
か
き
お
き
」
を
書
き
た
る
こ
と
も
五
つ
度
の

上
に
の
ぼ
れ
ど
尚
知
死
な
で
あ
り



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
次
の
一
首
で
も
全
く
同
様
の
「
死
」
を
抹
消
し
て
「
知
」
と
す
る
朔
太
郎
自
身
に
よ

る
訂
正
が
あ
る
が
、
「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
で
は
こ
う
し
た
抹
消
訂
正
は
極
め
て
珍
し
い
。
］

た
ゞ
ひ
と
つ
戀
は
れ
戀
し
て
あ
る
こ
と
を

死
知
ら
で
死
ぬ
る
が
悲
し
さ
に
泣
く

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
こ
で
記
号
が
配
さ
れ
て
歌
群
が
終
了
し
て
い
る
。
］

コ
ニ
ヤ
ク
の
強
き
心
を
も
つ
人
に

此
の
女
等
は
も
の
足
ら
ぬ
か
な

異
教
徒
の
如
く
に
我
は
も
て
な
さ
れ

酒
肉
の
席
を
逃
れ
出
で
に
き

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
本
は
「
異
教
從
」
。
誤
字
と
断
じ
て
訂
し
た
。
校
訂
本
文
も
「
異
教
徒
」
と
す
る
。］

わ
が
心
い
や
し
く
な
り
て
株
式
の

話
を
父
と
す
る
を
悦
ぶ

不
敵
に
も
か
の
王
法

わ
う
ぱ
う

を
破
り
た
る

謀
叛
人
を
う
つ
銃
の
音

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
逆
賊
は
殺
さ
れ
た
り
、
あ
ゝ
）



あ
そ
び
や

鐘
が
鳴
る
あ
れ
は
上
野
か
淺
草
か

逢
引
の
夜
の
月
の
出
も
よ
し

鼻
唄
が
知
ら
で
過
ぎ
た
る
角
見
世
の

そ
の
「
蘭
蝶
」
に
更
く
る
色
街

音
羽
屋
と
か
け
聲
な
ぐ
る
そ
の
下
に

や
く
ざ
男
が
拍
子
木
を
う
つ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
拍
子
木
」
は
原
本
は
「
調
子
木
」。
校
訂
本
文
を
採
っ
た
。
］

明
烏
夢
の
淡
雪
消
ゆ
る
よ
り

果
敢
な
き
戀
の
く
り
ご
と
を
聞
く

あ
そ
び
や
の
離
れ
座
敷
の
丸
窓
に

ひ
と
ゝ
も
た
れ
て
見
た
る
初
雪

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
離
れ
座
敷
」
は
原
本
は
「
放
れ
座
敷
」
。
誤
読
の
恐
れ
が
あ
る
の
で
校
訂
本
文
を
採

っ
た
。

こ
こ
で
記
号
が
配
さ
れ
て
歌
群
が
終
了
し
て
い
る
。］



敗
荷
集

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
敗
荷
」
と
は
枯
れ
朽
ち
た
蓮
の
意
。
こ
れ
ら
は
末
注
に
示
す
よ
う
に
與
謝
野
鉄
幹
の

詩
「
敗
荷
」
へ
の
オ
ー
ド
で
あ
る
。］

 
 

 
 

 

不
忍
池
、
長
酡
亭
に
我
等
が

 
 

 
 

 
酙

み
た
る
酒
の
つ
め
た
さ
よ

柳
ち
る
ま
た
鐘
が
鳴
る
不
忍
の

池
を
め
ぐ
り
て
秋
は
來
り
ぬ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
前
書
の
「酙

み
た
る
酒
」
の
「酙

」
を
校
訂
本
文
は
「
酌
」
と
『
訂
』
す
る
。
採
ら

な
い
（
こ
の
字
は
漢
字
と
し
て
存
在
し
、
「
く
む
」
と
読
め
る
）
。
前
書
の
「
長
酡
亭
」
そ
の
他
の
詳
細
注

は
最
後
に
附
し
た
。
］

み
手
と
れ
ば
こ
ゝ
に
も
秋
の
夕
日
落
つ

亭
を
か
こ
め
る
枯
れ
蓮
の
う
へ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
枯
れ
蓮
」
は
原
本
で
は
「
枯
」
の
字
は
（
「
木
」
＋
「
固
」
）
で
あ
る
が
、
校
訂
本
文

に
従
い
、
訂
し
た
。
］

欄
に
よ
り
酒
を
ふ
く
め
ば
盃
の

底
に
も
秋
の
う
れ
ひ
た
ゞ
よ
ふ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
一
首
の
み
先
行
発
表
作
が
あ
る
。
朔
太
郎
満
二
十
四
歳
の
時
の
、
『
ス
バ
ル
』
第

三
年
第
三
号
（
明
治
四
四
（
一
九
〇
三
）
年
三
月
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
た
三
首
の
内
の
一
首
、

欄
に
寄
り
酒
を
ふ
く
め
ば
盃
の
底
に
も
秋
の
愁
た
だ
よ
ふ

標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］



悲
し
く
も
君
に
強
い
ら
れ
我
が
叫
ぶ

挽
歌
の
節
に
冷
ゆ
る
さ
か
づ
き

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
挽
歌
」
は
原
本
は
「
晩
歌
」
。
少
々
迷
っ
た
が
、
誤
字
と
判
断
し
て
、
取
り
敢
え
ず

は
校
訂
本
文
と
同
じ
く
「
挽
歌
」
と
し
た
。
］

鐘
な
れ
ば
敗
荷
に
秋
の
夕
日
落
つ

君
寄
り
泣
け
ば
ま
た
欄
に
お
つ

自
堕
落
に
彈
く
三
味
線
も

盃
の
冷
ゆ
る
も
悲
し
秋
の
水
樓

絶
え
ま
な
く
む
つ
ご
と
す
る
も
涙
お
つ

か
つ
は
悲
し
き
秋
の
日
な
れ
ば

諧
謔

か
い
ぎ
や
く

の
別
れ
話
も
手
を
と
れ
ば

彼
の
涙
お
つ
我
が
涙
お
つ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
長
酡
亭
」
は
「
ち
や
う
だ
て
い
（
ち
ょ
う
だ
て
い
）
」
と
読
む
。
不
忍
の
池
の
池
の

弁
天
島
（
中
之
島
）
の
南
岸
に
あ
っ
た
酒
店
で
あ
る
。
元
尾
張
藩
儒
者
で
あ
っ
た
文
人
鷲
津
毅
堂

わ

し

づ

き

ど

う

（
文
政

八
（
一
八
二
五
）
年
～
明
治
一
五
（
一
八
八
二
）
年
）
の
事
蹟
を
詳
細
に
綴
っ
た
彼
の
外
孫
で
あ
っ
た
永

井
荷
風
の
「
下
谷
叢
話
」
の
「
第
三
十
九
」
の
叙
述
中
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
（
底
本
は
国
立
国
会
図
書

館
「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
を
視
認
し
た
）。

 
 

 

＊

…
…
不
忍
池
の
周
圍
が
埋
立
て
ら
れ
て
競
馬
場
と
な
つ
た
の
は
明
治
十
八
年
で
あ
る
。
さ
れ
ば
此
の
時
池

塘
の
風
景
は
天
保
の
頃
梁
川
星
巌
が
眺
め
賞
し
た
も
の
と
多
く
異
る
所
が
な
か
つ
で
あ
ら
う
。
毅
堂
等
諸

家
の
集
り
會
し
た
酒
亭
三
河
屋
は
辯
才
天
を
安
置
し
た
嶋
の
南
岸
に
あ
つ
た
。
維
新
以
前
に
は
嶋
の
周
圍

に
酒
亭
が
檐
を
接
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
維
新
の
後
悉
く
取
拂
は
れ
て
、
獨
三
河
屋
の
み
が
酒
帘
（
れ

ん
）
を
掲
げ
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。
こ
れ
は
主
人
長
太
の
妹
お
德
と
い
ふ
も
の
が
東
京
府
に
出
仕
す
る
官

吏
某
の
妾
と
な
つ
て
ゐ
た
故
で
あ
つ
た
と
云
ふ
。
毅
堂
等
の
詩
人
は
長
太
の
酒
亭
を
呼
ぶ
に
長
蛇
亭
或
は

http://kindai.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1020399


長
酡
亭
を
以
て
し
た
。
わ
た
く
し
の
母
の
語
る
所
を
聞
く
に
三
河
屋
の
妹
德
は
後
に
池
の
端
に
待
合
を
出

し
た
。
ま
た
三
河
屋
の
娘
お
福
は
詩
會
の
散
じ
た
折
に
は屢

妓
輩

と
共
に
毅
堂
を
送
つ
て
竹
町
の
邸
に
來

た
が
、
三
河
屋
破
産
の
後
お
福
は
三
味
線
掘
の
小
芝
居
柳
盛
座
の
中
賣
に
な
つ
て
ゐ
た
さ
う
で
あ
る
。
明

治
三
十
二
三
年
の
頃
わ
た
く
し
は
三
河
屋
の
あ
つ
た
所
に
岡
田
と
い
う
座
敷
天
麩
羅
の
看
板
の
掲
げ
ら
れ

て
あ
る
の
を
見
た
。
そ
の
後
明
治
四
十
四
年
の
夏
に
至
つ
て
、
わ
た
く
し
は
こ
ゝ
に
森
鷗
外
先
生
と
相
會

し
て俱

に
荷
花
を
觀
た
こ
と
を
忘
れ
得
な
い
。
そ
の
時
先
生
は
曾
て
秋
山
に
謁
し
て
贄
を
執
ら
ん
こ
と
を

欲
し
て
拒
絶
せ
ら
れ
た
こ
と
を
語
ら
れ
た
。
枕
山
が
花
園
町
に
住
し
て
ゐ
た
時
だ
と
言
は
れ
た
か
ら
其
の

歿
し
た
年
で
あ
る
。

 
 

 

＊

こ
の
叙
述
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
亭
主
の
名
長
太
を
捩
っ
た
屋
号
で
あ
り
、
し
か
も
朔
太
郎
が

こ
の
歌
を
詠
ん
だ
頃
に
は
、
後
掲
す
る
朔
太
郎
の
文
に
出
る
よ
う
に
、
実
は
同
位
置
に
酒
店
は
あ
っ
た
も

の
の
既
に
屋
号
は
変
わ
っ
て
い
た
。

即
ち
、
こ
れ
ら
の
「
敗
荷
集
」
歌
群
は
、
実
は
與
謝
野
鉄
幹
二
十
八
の
時
の
作
で
詩
集
「
紫
」
に
載
る
、

 
 

敗
荷 

 

與
謝
野
鐡
幹

夕
ゆ
ふ
べ

不
忍

し
の
ば
ず

の
池
ゆ
く

涙
お
ち
ざ
ら
む
や

蓮は
す

折
れ
て
月
う
す
き

長
酡
亭

ち
や
う
だ
て
い

酒
寒
し

似
ず
住
の
江
の
あ
づ
ま
や

夢
と
こ
し
へ
甘あ

ま

き
に

と
こ
し
へ
と
云
ふ
か

わ
づ
か
ひ
と
秋

花
も
ろ
か
り
し

人
も
ろ
か
り
し

お
ば
し
ま
に
倚
り
て



君
伏
目

ふ

し

め

が
ち
に

嗚
呼
何
と
か
云
ひ
し

蓮は
す

に
書
け
る
歌

に
基
づ
く
オ
ー
ド
な
の
で
あ
る
（
詩
は
以
下
に
示
す
萩
原
朔
太
郎
の
「
與
謝
野
鐡
幹
論
」
の
底
本
と
し
た

筑
摩
書
房
版
萩
原
朔
太
郎
全
集
の
「
引
用
詩
文
異
同
一
覧
」
の
原
典
を
底
本
と
し
た
）。「
詩
の
出
版
社

ミ

ッ
ド
ナ
イ
ト
・
プ
レ
ス
」
の
公
式
ブ
ロ
グ
の
「
敗
荷

与
謝
野
鉄
幹
」
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
明
治
三
三
（
一

九
〇
〇
）
年
八
月
に
大
阪
に
旅
し
た
鉄
幹
が
山
川
登
美
子
・
鳳
晶
子
ら
と
住
之
江
の
住
吉
大
社
に
遊
ん
だ

が
、
そ
の
「
わ
づ
か
ひ
と
秋
」
の
後
の
日
に
、
不
忍
池
の
長
酡
亭
に
て
独
り
酒
を
酌
み
つ
つ
、
そ
の
時
の

思
い
出
を
「
花
も
ろ
か
り
し
／
人
も
ろ
か
り
し
」
と
詠
ん
だ
追
懐
吟
で
あ
っ
た
と
あ
る
。

山
川
登
美
子
は
鉄
幹
を
慕
っ
て
い
た
が
、
明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
に
親
の
勧
め
に
従
っ
て
山
川
家

に
嫁
い
だ
（
翌
年
、
夫
と
死
別
。
な
お
、
同
年
に
鉄
幹
は
晶
子
と
結
婚
し
て
い
る
）
。
そ
の
後
も
鉄
幹
は
彼

女
を
「
白
百
合
の
君
」
と
呼
び
、「
新
詩
社
」
の
晶
子
ら
と
と
も
に
道
を
同
じ
く
し
た
が
、
明
治
四
二
（
一

九
〇
九
）
年
に
没
し
た
。

朔
太
郎
は
昭
和
一
五
（
一
九
四
〇
）
年
二
月
号
『
文
学
界
』
に
発
表
し
た
「
與
謝
野
鐡
幹
論
」（
後
に
「
帰

郷
者
」
に
所
収
）
で
、
こ
の
詩
を
『
お
そ
ら
く
鐡
幹
の
抒
情
詩
中
で
、
唯
一
の
壓
卷
と
も
い
ふ
べ
き
傑
作

で
あ
る
』
と
称
揚
し
て
、
全
詩
を
掲
げ
た
上
、
以
下
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
（
底
本
は
筑
摩
版
全
集
に
拠

る
）
。

 
 

 

＊

前
の
「
殘
照
」
と
共
に
、
死
ん
だ
愛
人
に
對
す
る
追
懷
の
詩
で
あ
る
が
、「
敗
荷
」
と
い
ふ
題
が
示
す
や

う
に
、
逝
き
て
返
ら
ぬ
日
へ
の
追
懷
と
、
永
久
に
失
は
れ
た
戀
へ
の
傷
心
と
が
、
落
魄
蕭
條
と
し
た
敗
殘

者
の
心
境
で
歌
は
れ
て
ゐ
る
。
「
夕
べ
不
忍
の
池
ゆ
く
、
涙
お
ち
ざ
ら
む
や
、
蓮
折
れ
て
月
う
す
き
。
」
と

い
ふ
冒
頭
か
ら
既
に
悲
調
で
あ
り
、
敗
荷
に
晩
秋
の
夕
陽
が
落
ち
か
か
つ
て
ゐ
る
、
上
野
不
忍
池
畔
の
景

情
を
よ
く
表
し
て
ゐ
る
。「
長
酡
亭
酒
寒
し
」
の
長
酡
亭
は
、
不
忍
池
辯
天
堂
の
境
内
に
あ
る
旗
亭
で
、
今

は
名
が
變
つ
て
別
の
屋
號
に
な
つ
て
る
け
れ
ど
も
、
昔
な
が
ら
の
他
に
面
し
て
、
欄
干
の
周
圍
が
蓮
の
葉

に
圍
ま
れ
て
ゐ
る
。
詩
の
第
四
聯
で
再
度
此
虞
を
鮎
出
し
、「
お
ば
し
ま
に
倍
り
て
、
君
伏
目
が
ち
に
、
鳴

呼
何
と
か
い
び
し
、
蓮
に
書
け
る
歌
。
」
と
結
ん
だ
の
は
、
過
去
に
そ
の
京
都
の
愛
人
と
、
同
じ
旗
亭
で
戀

を
語
つ
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
ら
う
。
そ
の
追
憶
の
旗
亭
に
來
て
、
敗
荷
に
落
つ
る
夕
陽
を
眺
め
な
が
ら
、

ひ
と
り
寒
い
酒
を
飲
ん
で
る
詩
人
の
心
境
を
、
落
塊
た
る
敗
殘
者
の
悲
調
で
歌
つ
て
る
こ
の
詩
の
如
き
は
、

け
だ
し
鐡
幹
詩
中
の
一
傑
作
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
明
治
新
體
詩
中
に
於
て
も
異
例
に
秀
れ
た
戀
愛
詩

http://www.midnightpress.co.jp/poem/2009/02/post_79.html


の
絶
唱
で
あ
ら
う
。
定
評
さ
れ
る
如
く
、
藤
村
は
明
治
戀
愛
詩
人
の
第
一
人
者
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の

戀
愛
リ
リ
シ
ズ
ム
の
本
質
と
な
し
て
る
も
の
は
、
旅
愁
に
似
た
淡
い
漂
泊
者
の
愁
ひ
で
あ
つ
て
、
か
う
し

た
鐡
幹
の
詩
に
見
る
如
き
、
斷
腸
裂
帛
の
悲
調
を
帯
び
た
戀
愛
詩
と
は
、
本
質
的
に
全
く
異
つ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

 
 

 

＊

と
絶
賛
す
る
（
但
し
、
最
初
の
部
分
の
「
死
ん
だ
愛
人
」
と
い
う
の
は
事
実
と
し
て
は
誤
り
で
あ
る
が
…

…
し
か
し
…
…
朔
太
郎
に
と
っ
て
は
失
恋
の
相
手
と
は
押
し
な
べ
て
「
死
ん
だ
愛
人
」
で
あ
っ
た
こ
と
も

内
的
な
真
実
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
…
…
）。
因
み
に
、
こ
れ
よ
り
前
の
部
分
で
『
漢
詩
獨
特
の
悲
壮
な
エ

ス
プ
リ
が
、
鐡
幹
に
於
て
戀
愛
抒
情
の
中
に
取
り
込
ま
れ
、
星
と
董
の
感
傷
的
な
情
緒
の
蔭
で
、
新
し
い

西
歐
詩
風
な
變
貌
を
示
し
た
こ
と
は
、
明
治
新
体
詩
史
上
に
於
て
充
分
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。
か
う
し
た
鐡
幹
の
秋
風
悲
壯
調
は
、
次
の
詩
に
於
て
最
も
完
璧
に
現
れ
て
ゐ
る
』
と
し
て
掲
げ
ら

れ
て
あ
る
「
殘
照
」
（
同
「
紫
」
所
収
）
に
つ
い
て
も
、
鉄
幹
と
朔
太
郎
の
た
め
に
同
底
本
か
ら
正
統
な
詩

形
を
引
用
し
て
お
く
。

 
 

殘
照 

 
 

與
謝
野
鐡
幹

そ
ぞ
ろ
な
り
や

そ
ぞ
ろ
な
り
や

夕
ゆ
ふ
べ

髮か
み

み
だ
る

地
に
霜
あ
り

常
住

ぢ
や
う
じ
う

も
何
ん
の
夢
ぞ

人
堪
へ
ん
や

花
堪
へ
ん
や

鳴
呼
わ
り
な
し

水
さ
び
し
げ
に
竹
を
め
ぐ
り

痛
手

い

た

で

負
ふ
子
に
似
て

獨
り
秋
を
去い

な
ん
と
す



山
蓼

や
ま
た
で

の
莖く

き

あ
ら
は
に

黄
ば
む
日
戸
に
弱
し

人
し
の
ば
ざ
ら
ん
や

西
の
京
の
山

こ
こ
で
記
号
が
配
さ
れ
て
歌
群
が
終
了
し
て
い
る
。
。］

さ
び
し
き
町

溝
板
を
も
る
ゝ
湯
の
香
に
つ
ゝ
ま
れ
て

逢
曳
し
た
る
夜
の
お
も
ひ
で

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
溝
板
」
は
原
本
で
は
「
構
板
」
。
暫
く
校
訂
本
文
に
従
う
。
］

み
だ
ら
な
る
別
府
の
町
の
三
味
線
と

馬
車
の
ラ
ツ
パ
と
忘
ら
れ
ぬ
哉

煤す
ゝ

け
た
る
温
泉
宿
の
三
階
に

呆
然
と
し
て
立
つ
男
あ
り

煤
黑
き
温
泉
宿
の
立
ち
竝
ぶ

露
地

ろ

ぢ

を
出
づ
れ
ば
冬
の
海
み
ゆ

裏
町
の
床
屋
が
角
に
張
ら
れ
た
る

芝
居
の
び
ら

ヽ

ヽ

に
吹
く
秋
の
風

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
一
首
は
、
朔
太
郎
満
二
十
六
歳
の
時
の
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
十
月
十
一

日
附
『
上
毛
新
聞
』
に
「
古
き
日
の
秋
（
昔
う
た
へ
る
歌
）」
と
い
う
標
題
で
「
夢
み
る
ひ
と
」
名
義
に
よ



り
掲
載
さ
れ
た
五
首
連
作
の
巻
首
の
一
首
、

裏
街

う
ら
ま
ち

の
床
屋

と

こ

や

が
角か

ど

に
張は

ら
れ
た
る
芝
居

し

ば

ゐ

の
び
ら

ヽ

ヽ

に
吹ふ

く
秋あ

き

の
風か

ぜ

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

街
角
に
廓
が
よ
ひ
の
四
五
人
が

佇
づ
み
て
聽
く
松
前
追
分

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
佇
づ
み
て
」
は
マ
マ
。
「
松
前
追
分
」
は
「
ま
つ
ま
へ
お
ひ
わ
け
（
ま
つ
ま
え
お
い

わ
け
）
」
と
読
む
。
辞
書
で
は
江
差
追
分
に
同
じ
で
、
北
海
道
の
民
謡
で
江
差
地
方
の
座
敷
歌
。
信
濃
追
分

が
越
後
か
ら
船
乗
り
な
ど
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
変
化
し
た
も
の
と
い
う
と
あ
る
が
、
個
人
サ
イ
ト
「
線

翔
庵
」
の
「
松
前
追
分
」
に
よ
れ
ば
、
北
海
道
桧
山
郡
松
前
町
に
伝
わ
る
そ
れ
は
微
妙
に
違
う
と
あ
る
。

確
か
に
『
信
州
中
山
道
と
北
国
街
道
の
分
岐
点
「
追
分
宿
」（
長
野
県
北
佐
久
郡
軽
井
沢
町
）
で
、
飯
盛
女

達
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
た
「
追
分
節
」
が
、
全
国
に
伝
播
し
た
も
の
。
そ
の
頃
、
《
馬
方
節
》
に
三
下
り
の
三

味
線
の
手
が
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
意
味
の
《
馬
方
三
下
り
》
と
い
っ
た
』
と
あ
る
も
の
の
、
全
国
に
広
が

っ
た
そ
れ
は
微
妙
に
地
域
的
変
化
を
示
し
て
お
り
、『
「
蝦
夷
や
松
前
…
」
と
い
う
歌
詞
か
ら
、《
松
前
》（
新

潟
あ
た
り
で
は
転
訛
し
て
《
松
舞
》
な
ど
と
も
…
）
と
い
う
曲
名
に
変
化
し
た
も
の
も
あ
』
る
と
し
、『
《
江

差
追
分
》
と
し
て
現
在
の
よ
う
な
、
前
唄
・
本
唄
・
後
唄
と
い
っ
た
ス
タ
イ
ル
に
な
る
前
の
形
の
追
分
は
、

北
海
道
を
初
め
と
し
て
各
地
に
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
い
え
る
の
が
《
松
前
追
分
》
で
』
、
『
現
在

は
あ
ま
り
聴
く
こ
と
は
少
な
い
で
す
が
、
《
江
差
追
分
》
と
も
若
干
趣
の
違
う
節
回
し
が
魅
力
で
す
』
と
は

っ
き
り
と
違
い
が
示
さ
れ
て
あ
る
。
リ
ン
ク
先
で
は
「
江
差
追
分
」
の
音
源
も
聴
け
る
。
］

夕
暮
の
町
に
た
ゞ
よ
ふ
ア
ル
ボ
ー
ス

足
竝
は
や
き
蕩
子
ら
の
む
れ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
蕩
子
」
は
マ
マ
。
校
訂
本
文
は
「
蕩
兒
」
と
す
る
。

「
ア
ル
ボ
ー
ス
」
ド
イ
ツ
語
“A

rbos

”
。
辞
書
に
は
親
水
溶
性
の
薄
黄
色
の
固
体
で
消
毒
剤
と
し
て
用
い

る
と
あ
る
の
だ
が
、
今
一
つ
、
正
体
が摑

め
な
い
。
そ
も
そ
も
私
の
持
つ
ド
イ
ツ
語
の
辞
書
に
は
こ
の
単

語
が
載
ら
な
い
。
但
し
、
ア
ル
ヴ
ォ
・
ペ
ル
ト
が
タ
ル
コ
フ
ス
キ
イ
に
捧
げ
た
偏
愛
す
る
ア
ル
バ
ム

「A
R

B
O

S

」
で
ラ
テ
ン
語
の
意
味
な
ら
樹
木
で
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
た
（
羅
和
辞
典
を
引
く
と
他
に

檣
・
舵
・
船
等
の
意
も
あ
る
。
一
方
で
は
古
い
海
事
用
語
で
あ
っ
た
ら
し
い
）
。
翻
っ
て
、
ア
ル
ボ
ー
ス
石

http://senshoan.main.jp/minyou/minnyou-matumae.htm


鹸
液
と
い
う
の
が
あ
り
、
実
は
こ
れ
、
我
々
が
学
校
の
手
洗
い
場
で
お
馴
染
み
の
、
あ
の
緑
色
の
液
体
石

鹸
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
短
歌
の
「
ア
ル
ボ
ー
ス
」
の
注
と
し
て
は
あ
の
消
毒
薬
み
た
よ
う
な
臭
い
を
想

起
出
来
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
私
と
し
て
は
、
あ
ん
な
に
見
慣
れ
た
石
鹸
液
な
の
に
、
孰
れ

の
辞
書
も
「
ア
ル
ボ
ー
ス
」
な
る
も
の
の
原
料
を
明
記
し
て
い
な
い
の
が
気
に
な
る
の
で
あ
る
。
ラ
テ
ン

語
か
ら
多
分
植
物
由
来
で
あ
ろ
う
こ
と
ぐ
ら
い
は
分
か
る
が
、
妖
し
い
。
ア
ル
ボ
ー
ス
石
鹸
の
販
売
会
社

を
調
べ
る
と
、
消
毒
効
果
の
主
成
分
は
添
加
す
る
ク
ロ
ロ
キ
シ
レ
ノ
ー
ル
（chloroxylenol

）
と
呼
ば
れ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
（
毒
性
そ
の
他
は
ウ
ィ
キ
の
「
ク
ロ
ロ
キ
シ
レ
ノ
ー
ル
」
を
参
照
。
そ

こ
に
は
強
い
魚
毒
性
を
有
す
る
と
あ
る
。
由
来
原
料
を
記
さ
な
い
と
こ
ろ
を
み
る
と
こ
れ
は
化
学
合
成
物

質
ら
し
い
）。
今
時
、
ず
っ
と
我
々
が
何
の
心
配
も
せ
ず
に
使
い
続
け
て
き
た
謎
の
緑
石
鹸
を
問
題
に
し
な

い
と
い
う
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
検
索
す
る
と
、
や
は
り
あ
っ
た
。
Ｃ
６
２

シ

ロ

ク

ニ

氏
の
ブ
ロ
グ
記
事
「
ア
ル
ボ
ー

ス
石
鹸
・
・
・
大
丈
夫
？
」
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
名
前
か
ら
の
想
像
通
り
、
ア
ル
ボ
ー
ス
石
鹸
は
精

製
さ
れ
た
植
物
油
が
ベ
ー
ス
ら
し
い
（
そ
れ
で
も
何
の
植
物
か
分
か
ら
な
い
）
。
問
題
は
や
は
り
配
合
消
毒

成
分
ク
ロ
ル
キ
シ
レ
ノ
ー
ル
及
び
エ
デ
ト
酸
塩
・
緑
色
二
〇
一
号
・
緑
色
二
〇
四
号
・
黄
色
四
号
で
あ
る
。

そ
こ
な
書
か
れ
た
数
多
く
の
副
作
用
の
危
険
性
が
あ
る
な
ど
、
こ
れ
、
ゆ
め
知
ら
ず
使
っ
て
い
た
。
蛇
足

な
が
ら
附
け
た
し
て
お
く
。
］

格
子
戸
の
ま
へ
に
た
ゝ
づ
み
た
そ
が
れ
の

悲
し
き
街
を
女
み
て
居
り

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
た
ゝ
づ
み
」
は
マ
マ
。］

遠
く
居
る
君
も
忍
べ
と
夜
な
れ
ば

涙
流
し
て
尺
八
を
吹
く

裏
街

う
ら
ま
ち

の
暗
き
屋
竝
ぞ
忘
ら
れ
ぬ

博
多
少
女
の
あ
は
れ
な
る
唄

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
歌
群
は
二
首
目
か
ら
別
府
温
泉
で
の
嘱
目
吟
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
、
底
本
の
年
譜

で
見
る
と
、
満
二
十
一
歳
の
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
十
二
月
の
冬
季
休
暇
（
当
時
は
熊
本
五
校
第
一

部
乙
類
英
語
文
科
一
年
で
寄
宿
舎
に
入
寮
し
て
い
た
）
に
友
人
二
人
と
十
日
程
、
別
府
温
泉
に
遊
ん
だ
と

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AF%E3%83%AD%E3%83%AD%E3%82%AD%E3%82%B7%E3%83%AC%E3%83%8E%E3%83%BC%E3%83%AB
http://ameblo.jp/ge999c62/entry-10101727791.html
http://ameblo.jp/ge999c62/entry-10101727791.html


あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
当
該
年
譜
に
は
滞
在
中
の
『
あ
る
日
、
朔
太
郎
が
と
つ
ぜ
ん
笑
い
出
し
、
何

を
し
て
も
止
ま
ら
ず
、
同
行
の
二
人
が
氣
が
狂
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
ま
た
、
同
郷
を
名
乘
る

人
に
金
を
貸
し
、
三
人
と
も
旅
費
が
不
足
し
、
各
自
自
宅
へ
三
十
圓
ほ
ど
送
金
を
依
賴
、
春
休
み
の
歸
省

時
に
と
も
に
父
親
か
ら
叱
責
さ
れ
た
』
と
あ
る
。

こ
こ
で
記
号
が
配
さ
れ
て
歌
群
が
終
了
し
て
い
る
。］

春
の
た
は
む
れ

沈
み
ゆ
く
セ
ロ
の
響
き
に
神
經
の

ふ
る
ふ
が
ご
と
き
春
の
夕
暮

行
き
づ
り
の
袢
纏
ば
ら
が
惡
口

わ
る
く
ち

を

こ
わ
が
る
君
と
あ
ね
も
ね
を
買
ふ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
行
づ
り
」
「
こ
わ
が
る
」
は
マ
マ
。
「
袢
纏
」
は
原
本
で
は
「
纏
」
の
字
が
「
糸
」
で

な
く
「衤

」
で
あ
る
が
、
校
訂
本
文
を
採
っ
た
。
］

た
ゞ
よ
へ
る
祭
の
夜
の
灯
の
海
に

我
等
は
赤
き
帆
を
あ
げ
て
行
く

歌
舞
伎
座
の
か
へ
り
に
我
を
つ
ゝ
み
た
る

床
し
き
マ
ン
ト
わ
す
ら
れ
ぬ
ひ
と

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
歌
舞
伎
座
」
は
原
本
で
は
「
歌
舞
妓
座
」
。
以
下
に
掲
げ
る
相
同
歌
で
訂
し
た
。
こ

の
一
首
は
、
朔
太
郎
満
二
十
六
歳
の
時
の
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
十
月
十
一
日
附
『
上
毛
新
聞
』
に

「
夢
み
る
ひ
と
」
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
五
首
連
作
の
一
首
、

歌
舞
伎
座

か

ぶ

き

ざ

の
か
へ
り
に
我わ

れ

を
つ
つ
み
た
る
床ゆ

か

し
き
マ
ン
ト
忘わ

す

ら
れ
ぬ
ひ
と

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］



ヰ
オ
ロ
ン
の
小
夜
曲

セ

レ

ネ

ー

ド

と
も
き
ゝ
居
り
ぬ

世
に
も
悲
し
き
訴
へ
ご
と
を

あ
や
う
く
も
こ
と
定
ま
り
し
別
れ
路
を

ま
た
か
ゝ
る
こ
と
言
ひ
て
泣
か
せ
給
ふ
か

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
あ
や
う
く
」
は
マ
マ
。］

荒す
さ

み
樽
心
の
こ
の
ご
ろ
君
を
え
て

夜
も
日
も
わ
か
ず
消
息
を
書
く

「
許
せ
」
「
否
輕
き
眩
暈

め

ま

い

す
」
か
の
夜
の

暖
爐
は
げ
に
も
あ
つ
す
ぎ
し
か
な

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
眩
暈
」
の
「
暈
」
は
原
本
で
は
「
曇
」。
誤
字
と
断
じ
て
訂
し
た
。
改
訂
本
文
も
「
眩

暈
」
と
す
る
。
そ
の
ル
ビ
「
め
ま
い
」
は
マ
マ
。
改
訂
本
文
は
「
暖
爐
」
を
「
煖
爐
」
と
す
る
が
、
従
わ

な
い
。
］

若
き
身
の
わ
れ
が
奏
す
る
マ
ン
ド
リ
ン

ち
ゝ
ろ
ち
ゝ
ろ
と
泣
く
が
哀
し
き

キ
ユ
ラ
ソ
オ
の
淡
き
に
ほ
ひ
の
漂
へ
る

く
ち
び
る
を
も
て
吸
は
れ
け
る
か
な

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
キ
ユ
ラ
ソ
オ
」
フ
ラ
ン
ス
語
「curaçao

」
。
キ
ュ
ラ
ソ
ー
。
リ
キ
ュ
ー
ル
の
一
種
。

オ
レ
ン
ジ
の
果
皮
か
ら
香
気
を
ラ
ム
酒
や
ブ
ラ
ン
デ
ー
に
浸
出
さ
せ
た
甘
い
洋
酒
。
カ
ク
テ
ル
に
用
い
る
。

元
来
は
の
キ
ュ
ラ
ソ
ー
島
（
カ
リ
ブ
海
南
部
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
沖
に
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
自
治
領
）
産
の
オ
レ
ン
ジ

を
用
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
］



寢
室
の
窓
の
ガ
ラ
ス
に
息
か
け
て

君
が
名
を
か
く
雪
ど
け
の
朝

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
こ
で
記
号
が
配
さ
れ
て
歌
群
が
終
了
し
て
い
る
。
］

秋
よ
り
冬
へ

ニ
ツ
ケ
ル
の
し
や
ぼ
ん
の
箱
に
ゆ
が
み
た
る

顏
の
う
つ
る
も
悲
し
初
秋

ニ
コ
ラ
イ
の
尼
が
僧
衣
の
ま
白
な
る

カ
フ
ス
の
う
へ
に
た
ゞ
よ
へ
る
秋

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ニ
コ
ラ
イ
」
現
在
、
群
馬
県
前
橋
市
千
代
田
町
に
あ
る
前
橋
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
亜

使
徒
大
主
教
聖
ニ
コ
ラ
イ
聖
堂
か
（
同
教
会
公
式
サ
イ
ト
は
こ
ち
ら
）
。
］

い
へ
ば
え
に
君
が
く
ち
び
る
ほ
の
か
に
も

秋
の
憂
の
來
り
ゞ
よ
ふ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
本
は
以
下
の
通
り
。

い
へ
ば
へ
の
君
が
く
ち
び
る
ほ
の
か
に
も

秋
の
憂
の
來
り
ゞ
よ
ふ

し
か
し
こ
れ
で
は
意
味
が
よ
く
通
ら
な
い
。
こ
れ
は
恐
ら
く
古
語
の
「
言
へ
ば
得え

に
」
の
誤
り
と
思
わ
れ

る
。
「
に
」
は
打
消
し
の
助
動
詞
「
ず
」
の
連
用
形
の
古
形
で
、
「
口
に
出
し
て
言
お
う
と
す
る
が
、
そ
う

す
る
と
し
か
し
、
う
ま
く
言
う
こ
と
が
出
来
な
い
」
の
意
で
あ
る
。
校
訂
本
文
も
そ
う
採
っ
て
「
い
へ
ば

え
に
」
と
訂
す
る
。
］

http://www8.plala.or.jp/maebashi/


夜
を
こ
め
て
ま
ど
ろ
み
も
せ
む
あ
か
つ
き
の

白
熱
燈
の
消
ゆ
る
侘
し
さ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
侘
し
さ
」
の
「
侘
」
は
原
本
で
は
「
佗
」
。
誤
字
と
断
じ
て
訂
し
た
。
校
訂
本
文
も

「
侘
し
さ
」
と
す
る
。
］

か
ぎ
り
な
く
一
直
線
に
つ
ゞ
き
た
る

街
を
盡
く
れ
ば
白
き
冬
海
み
ゆ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
冬
」
は
抹
消
。
］

ほ
の
か
に
も
瓦
斯
の
に
ほ
ひ
の
漂
へ
る

勸
工
場
の
く
ら
き
敷
石

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
本
は
「
觀
工
場
」
。
誤
字
と
断
じ
て
訂
し
た
。
校
訂
本
文
も
「
勸
工
場
」
。
こ
の
一

首
は
、
朔
太
郎
満
二
十
六
歳
の
時
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
十
月
十
一
日
附
『
上
毛
新
聞
』
に
「
夢
み

る
ひ
と
」
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
五
首
連
作
の
三
首
目
、

ほ
の
か
に
も
瓦
斯

が

す

の
に
ほ
ひ
の
た
だ
よ
へ
る
勸
工
塲

く
わ
ん
こ
う
ぜ
う

の
暗く

ら

き
鋪
石

し
き
い
し

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
と
判
断
す
る
。
こ
の
「
く
わ
ん
こ
う
ぜ
う
」
は
マ
マ
。
底
本
全
集
校
訂
本
文
で
は

「
く
わ
ん
こ
う
ば
」
と
訂
す
る
が
従
わ
な
い
。
誤
り
と
し
て
も
朔
太
郎
が
音
韻
上
、
こ
れ
で
詠
ん
だ
可
能

性
を
排
除
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。
無
論
、「
勸
工
塲
」
は
正
し
く
は
「
く
わ
ん
こ
う
ば
」
が
正
し
い
読
み

で
は
あ
る
。
老
婆
心
な
が
ら
再
注
し
て
お
く
と
、
勧
工
場

か

ん

こ

う

ば

と
は
明
治
・
大
正
期
に
一
つ
の
建
物
の
中
に
多

く
の
店
が
入
っ
て
種
々
の
商
品
を
陳
列
・
即
売
し
た
一
種
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
こ
と
で
、
明
治
一
一
（
一
八

七
八
）
年
一
月
に
政
府
の
殖
産
興
業
政
策
の
方
針
に
沿
っ
て
東
京
府
が麴

町
辰

の
口
（
現
在
の
千
代
田
区

内
）
に
常
設
商
品
陳
列
場
と
し
て
の
「
東
京
府
勧
工
場
」
を
開
設
し
た
こ
と
に
始
ま
る
（
こ
こ
に
は
前
年

に
東
京
上
野
公
園
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
展
示
さ
れ
た
出
品
物
も
移
さ
れ
て
陳
列
さ

れ
た
。
当
時
の
出
品
点
数
は
合
計
三
十
五
万
点
、
入
場
者
合
計
五
千
二
百
人
に
及
ん
だ
と
さ
れ
る
）
。
後
に

は
本
格
的
な
デ
パ
ー
ト
の
進
出
に
よ
り
衰
退
し
た
。
勧
商
場
。
］

zvn04
ノート
底本全集の後の投げ込みで、私が指摘した「くわんこうば」のルビは取り下げとなっていた。



こ
ゝ
ろ
よ
き
朝
飯

あ

さ

げ

の
後
の
ス
ト
ー
ブ
に

林
檎
を
燒
け
ば
淡
雪
の
ふ
る

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
校
訂
本
文
は
「
朝
飯
」
を
「
朝
餉
」
と
『
訂
』
す
る
。
採
ら
な
い
。
］

吉
原
の
お
は
ぐ
ろ
溝
の
ほ
の
ぐ
ら
き

中
に
ひ
か
れ
る
櫛
の
片
わ
れ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
お
は
ぐ
ろ
溝
」
は
原
本
で
は
「
お
は
ぐ
ろ
構
」
。
誤
字
と
断
じ
て
訂
し
た
。
校
訂
本

文
も
「
お
は
ぐ
ろ
溝
」
と
す
る
。
こ
の
一
首
は
二
首
前
と
同
じ
く
朔
太
郎
満
二
十
六
歳
の
時
、
大
正
二
（
一

九
一
三
）
年
十
月
十
一
日
附
『
上
毛
新
聞
』
に
「
夢
み
る
ひ
と
」
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
五
首
連
作
の
二
首

目
、吉

原

よ
し
は
ら

の
お
は
ぐ
ろ
溝ど

ぶ

の
ほ
の
暗く

ら

き
中な

か

に
光ひ

か

れ
る
櫛く

し

の
片
割

か
た
わ
れ

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

あ
は
れ
な
る
落
葉
の
上
の
戀
が
た
り

み
膝
の
う
へ
の
夕
時
雨
か
な

藤
村
の
ふ
る
き
詩
集
の
あ
ひ
だ
よ
り

あ
せ
し
菫
の
落
ち
し
悲
し
さ

ほ
の
か
に
も
木
立
の
影
に
煙
草
の
灯

白
き
ベ
ン
チ
の
ひ
か
る
夕
暮

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
校
訂
本
文
で
は
「
煙
草
の
灯
」
を
「
煙
草
の
火
」
と
『
訂
』
す
る
。
採
ら
な
い
。
］

赤
城
山
鹿
の
子
ま
だ
ら
に
雪
ふ
れ
ば

故
郷
び
と
も
門
松
を
た
つ



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
一
首
は
朔
太
郎
満
二
十
四
歳
の
時
、『
ス
バ
ル
』
第
三
年
第
三
号
（
明
治
四
四
（
一

九
〇
三
）
年
三
月
発
行
）
に
「
萩
原
咲
三
」
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
（
「
咲
二
」
の
誤
り
で
校
正
漏
れ
か
誤
植
）

三
首
の
二
首
目
、

赤
城
山
鹿
の
子
ま
だ
ら
に
雪
ふ
れ
ば
故
郷
び
と
も
門
松
を
立
つ

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。

こ
こ
で
記
号
が
配
さ
れ
て
歌
群
が
終
了
し
て
い
る
。］

前
席
の
瓢
六
玉
が
し
な
り
出
て

ま
た
活
惣
を
踊
る
夜
長
さ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
敢
え
て
原
本
の
マ
マ
で
出
す
こ
と
と
す
る
（
私
は
原
本
を
初
め
て
読
ん
だ
際
、
唯
一
、

一
読
、
読
み
も
意
味
も
分
か
ら
な
か
っ
た
短
歌
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
）
。
校
訂
本
文
は
、

前
席
の
表
六
玉
が
し
な
り
出
て

ま
た
活
惚
を
踊
る
夜
長
さ

と
訂
す
る
。
「
瓢
六
玉
」
は
間
抜
け
な
愚
か
者
の
こ
と
を
指
す
「
表
六
玉
」
「
兵
六
玉
」
で
「
へ
う
ろ
く
だ

ま
／
ひ
や
う
ろ
く
だ
ま
（
ひ
ょ
う
ろ
く
だ
ま
）
」
。
因
み
に
こ
の
語
源
は
亀
に
纏
わ
る
「
賢
い
亀
は
六
を
隠

し
、
愚
か
な
亀
は
六
を
表
す
」
と
い
う
伝
承
に
基
づ
く
。
亀
は
甲
羅
か
ら
頭
・
尻
尾
・
四
肢
の
計
六
箇
所

の
生
体
可
動
部
を
持
つ
が
、
こ
こ
は
亀
に
と
っ
て
攻
撃
を
受
け
た
場
合
、
生
死
に
関
わ
る
箇
所
で
も
あ
り
、

通
常
の
亀
は
危
険
を
感
じ
る
と
こ
れ
ら
の
部
分
を
素
早
く
甲
羅
の
中
に
隠
す
。
と
こ
ろ
が
愚
鈍
な
亀
は
こ

の
六
つ
の
箇
所
を
表
に
出
し
た
ま
ま
に
し
て
い
る
と
い
う
意
味
に
基
づ
く
（
「
玉
」
は
接
尾
語
で
や
や
嘲
り

の
意
を
含
ん
で
人
を
そ
の
程
度
の
人
物
で
あ
る
と
決
め
つ
け
る
語
）
。
「
活
惚
」
は
「
か
つ
ぽ
れ
（
か
っ
ぽ

れ
）
」
と
読
む
。
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
流
行
し
た
俗
謡
と
踊
り
で
、
鳥
羽
節
か
ら
願
人
坊
主
の
住
吉
踊

り
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
大
道
芸
と
な
り
、
豊
年
斎
梅
坊
主
ら
に
よ
っ
て
お
座
敷
芸
と
な
っ
た
。
名
は
「
か

っ
ぽ
れ
、
か
っ
ぽ
れ
、
甘
茶
で
か
っ
ぽ
れ
」
で
と
い
う
そ
の
囃
子
詞
か
ら
。］



惡
玉
の
た
く
ら
み
ご
と
が
長
か
り
し

場
末
の
寄
亭

よ

せ

の
か
ん
て
ら
の
色

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
以
上
二
首
寄
亭
に
て
）

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
校
訂
本
文
は
短
歌
と
後
書
の
「
寄
亭
」
を
「
寄
席
」
に
訂
す
る
。］

長
き
夜
の
浪
の
み
船
の
楫
音
の

よ
く
き
こ
ゆ
れ
ば
怪
し
み
て
き
く

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
楫
音
」
の
「
楫
」
は
原
本
で
は
「
揖
音
」
。
こ
の
「
揖
」
は
音
「
ユ
ウ
・
シ
ュ
ウ
」

で
、
訓
は
「
ゆ
ず
る
」「
へ
り
く
だ
る
」
「
あ
つ
ま
る
」、
敬
意
を
表
わ
す
た
め
に
両
手
を
胸
の
前
に
組
ん
で

囲
み
を
つ
く
っ
た
形
に
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
漢
字
で
あ
り
、
明
ら
か
な
誤
字
と
断
じ
て
訂
し
た
。
校
訂

本
文
も
「
楫
」
と
す
る
。］

冬
の
來
る
頃

涙
し
て
火
鉢
の
炭
を
ふ
く
こ
と
も

若
き
我
れ
に
は
痛
ま
し
き
か
な

う
な
だ
れ
て
街
を
歩
け
ば
お
ま
は
り
も

鬚
を
ひ
ね
り
て
我
を
見
送
る

し
も
や
け
の
う
す
ら
痒
き
が
う
ら
悲
し

母
に
無
心
の
手
紙
か
く
と
き

人
混
み
の
中
を
歩
く
も
歸
り
き
て

寢
床
に
入
る
も
す
べ
て
悲
し
き



何
物
か
我
ま
つ
如
く
思
は
れ
て

追
は
る
ゝ
如
く
町
を
さ
ま
よ
ふ

か
な
し
み
て
家
に
か
へ
れ
ば
あ
り
し
ご
と

我
を
迎
ふ
る
に
く
き
小
机

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
迎
ふ
る
」
の
「
迎
」
の
字
は
原
本
で
は
「
迥
」
の
「冋

」
を
「
向
」
に
し
た
も
の
。

読
め
な
い
の
で
、
校
訂
本
文
を
採
用
し
た
。
］

妻
も
た
ぬ
身
に
は
慰
さ
む
人
も
な
し

柱
に
よ
り
て
忍
び
泣
き
す
る

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
慰
さ
む
」
は
マ
マ
。
］

行
き
づ
り
し
中
學
生
の
四
五
人
が

わ
れ
を
見
返
り
物
言
ひ
て
す
ぐ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
行
き
づ
り
」
は
マ
マ
。］

街
行
け
ば
あ
れ
は
酒
飮
み
度
し
が
た
き

の
ら
く
ら
も
の
と
行
人
の
見
る

お
ま
は
り
を
相
手
に
く
だ
を
卷
き
て
居
る

醉
ひ
ど
れ
の
兵
士
が
懷
か
し
き
哉

酒
を
呑
む
癖
が
つ
き
て
よ
り
錢
も
た
ぬ

日
に
は
臥
床
を
ひ
き
被
ぎ
寢
る

學
校
を
休
み
し
ほ
ど
の
樂
し
さ
と

ま
た
そ
こ
ば
く
の
投
げ
や
り
と
あ
り



何
ご
と
か
一
人
ご
と
し
て
歩
る
き
し
を

途
行
く
人
の
怪
し
み
て
見
る

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
歩
る
き
し
を
」
は
マ
マ
。
］

あ
る
こ
と
が
可
笑
し
く
な
り
て
何
う
し
て
も

笑
ひ
が
や
ま
ず
電
車
の
中
に
て

思
ひ
出
せ
ぬ
顏
を
や
う
や
く
思
ひ
出
し
ぬ

そ
れ
が
つ
ま
ら
ぬ
人
な
り
し
悲
し
さ

酒
場
の
一
隅
よ
り

薄
暗
き
酒
場
の
隅
に
あ
る
ひ
と
が

我
に
教
へ
し
道
な
ら
ぬ
こ
と

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
れ
は
朔
太
郎
満
二
十
四
歳
の
時
、
『
ス
バ
ル
』
第
三
年
第
四
号
（
明
治
四
四
（
一
九

〇
三
）
年
四
月
発
行
）
に
「
萩
原
咲
二
」
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
一
首
、

薄
暗
き
酒
場
の
隅
に
在
る
ひ
と
が
我
に
教
へ
し
道
な
ら
ぬ
道

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

賭
奕

ば

く

ち

は
も
如
何
に
樂
し
き
そ
の
錢
を

持
ち
て
女
を
買
ふ
は
尚
よ
き

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
賭
奕
」
は
マ
マ
。
］



く
ど
く
ど
と
佛
頂
面
に
か
の
や
か
ら

何
ご
と
を
説
く
春
の
灯
の
ま
へ

あ
る
こ
と
を
知
ら
で
言
ひ
し
が
不
覺
に
も

わ
が
一
生
の
あ
や
ま
ち
と
な
る

も
る
ひ
ね
を
計は

か

り
あ
た
へ
よ
ぴ
す
と
る
を

の
ん
ど
に
あ
て
よ
た
れ
か
と
く
せ
よ

あ
ゝ
遂
に
今
日
も
死
に
え
ず
ぴ
す
と
る
を

ふ
と
こ
ろ
に
し
て
酒
店
に
入
る

學
校
を
追
は
れ
し
我
が
さ
か
し
げ
に

世
を
罵
れ
ば
親
は
ま
た
泣
く

悲
し
き
は
生
を
し
た
へ
る
執
心
が

ま
た
一
方
に
死
を
願
ふ
こ
と

我
を
よ
く
誰
れ
か
如
何
に
と
と
か
せ
よ
殺
す
と
か

あ
る
ひ
は
活
か
す
と
か
い
づ
れ
に
か
せ
よ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
あ
る
ひ
は
」
は
マ
マ
。］

人
竝
に
可
笑
し
き
こ
と
も
言
ひ
居
れ
ば

誰
れ
か
知
る
ら
ん
死
を
願
ふ
子
と

酒
を
飮
む
そ
の
時
の
外
の
我
を
見
れ
ば

生
き
て
あ
る
ご
と
し
死
に
て
あ
る
ご
と
し



醉
ひ
ど
れ
の
臭
き
息
を
ば
酒
の
ま
ぬ

と
き
に
嗅
ぐ
よ
り
悲
し
き
は
な
し

新
し
き
我
等
が
軍
の
尖
兵
の

中
に
ま
ぢ
れ
る
皷
手
の
少
年

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ま
ぢ
れ
る
」
は
マ
マ
。「
皷
手
」
は
「
こ
し
ゆ
（
こ
し
ゅ
）
」
で
軍
隊
の
戦
列
兵
の
鼓

手
。
「
皷
」
は
「
鼓
」
の
異
体
字
。
筑
摩
版
全
集
校
訂
本
文
は
「
鼓
」
に
訂
す
る
。
］

た
ゞ
人
は
物
言
ふ
お
き
も
う
つ
む
け
る

少
年
と
の
み
我
を
見
る
ら
む

わ
が
ま
へ
に
人
い
く
た
り
か
つ
ま
づ
き
し

か
の
途
を
行
き
こ
の
途
を
ゆ
く

僅
か
な
る
在
府
の
錢
を
思
ひ
つ
ゝ

酒
場
を
出
で
ゝ
風
に
吹
か
る
ゝ

そ
の
心
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
に
似
た
れ
ど
も

弱
々
し
げ
に
見
ゆ
る
少
年

事
ご
と
に
心
跳
り
て
と
き
め
き
し

十
七
の
春
と
ら
ふ
由
な
し

そ
の
頃
の
十
七
才
の
少
年
と

わ
れ
を
思
へ
る
祖
父

お

ぢ

の
い
ま
し
め

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
筑
摩
版
全
集
校
訂
本
文
は
「
才
」
を
「
歳
」
に
訂
す
る
。
］



何
時
と
な
く
覺
え
し
も
の
を
罪
て
ふ
か

か
く
れ
て
あ
そ
び
酒
を
飮
む
こ
と

待
合

ま
ち
あ
ひ

の
勘
定
書
と
質
札
と

白
銅
と
の
み
殘
れ
る
財
布

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
白
銅
」
白
銅
貨
。
当
時
流
通
し
て
い
た
の
は
菊
を
刻
印
し
た
五
銭
白
銅
貨
幣
と
後
発

の
同
じ
く
稲
を
刻
印
し
た
五
銭
白
銅
貨
幣
。
］

そ
の
朝
の
痛
め
る
心
は
ら
ち
も
な
く

ま
た
來
よ
と
い
ふ
人
を
憎
み
ぬ

宵
ご
と
の
父
の
小
言
を
時
あ
り
て

き
か
ざ
る
こ
と
を
悲
し
み
と
す
る

放
蕩
の
報
ひ
と
い
う
ふ
に
餘
り
に
も

あ
き
ら
め
ら
れ
ぬ
こ
と
が
あ
る
か
な

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
報
ひ
」
は
マ
マ
。
］

い
か
で
わ
れ
罪
を
悔
い
ん
や
悲
し
き
は

矛
盾
と
い
へ
る
鬼
の
す
る
こ
と

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
矛
盾
」
は
原
本
で
は
「
矛
循
」
。
誤
字
と
断
じ
て
訂
し
た
。
］

生
じ
い
に
神
の
こ
ゝ
ろ
を
量
り
た
る

そ
の
天
罰
が
わ
れ
を
苦
し
む

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
生
じ
い
」
は
マ
マ
。
］



新
宿
の
レ
ス
ト
ラ
ン
ト
の
よ
ご
れ
た
る

紺
簾
を
く
ゞ
る
夜
の
な
ら
は
し

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
紺
簾
」
は
マ
マ
。
校
訂
本
文
は
「
暖
簾
」
に
訂
す
る
。
恐
ら
く
は
こ
の
校
訂
は
九
分

九
厘
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
私
に
は
朔
太
郎
の
眼
に
「
紺
の
暖
簾
」
が
現
前
と
し
て
あ
っ
た
の
だ
と
思

わ
れ
、
こ
れ
を
容
易
に
誤
字
と
し
て
訂
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。］

な
ん
と
な
く
若
き
女
と
つ
れ
だ
ち
て

淺
草
な
ど
へ
行
き
た
く
な
り
ぬ

一
人
に
て
梅
見
に
行
き
し
が
そ
の
こ
と
が

悲
し
く
な
り
て
逃
げ
て
か
へ
り
ぬ

わ
が
隱
袋

か

く

し

か
の
色
文
と
ピ
ス
ト
ル
と

爭
ひ
つ
ゝ
も
七
日
共
棲
む

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
隱
袋
」
は
原
本
は
「
隱
衣
」
。
誤
字
と
断
じ
て
、
校
訂
本
文
と
同
じ
く
「
隱
袋
」
と

し
た
。
］

き
ち
が
ひ
に
な
り
た
く
な
り
て
爪
屑
を

火
鉢
に
く
べ
て
見
て
居
た
る
か
な

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
爪
を
焼
く
香
り
は
火
葬
場
の
臭
い
と
は
よ
く
い
う
（
当
然
で
あ
る
）
が
、
個
人
サ
イ

ト
「
鰹
乃
國
の
万
談
義
」
の
こ
ち
ら
の
「
お
ぢ
や
ん

お
ば
や
ん
の
言
い
伝
え
」
の
記
事
の
中
に
土
佐
で

は
「
爪
を
燃
や
す
と
貧
乏
に
な
る
」「
爪
を
燃
や
す
と
気
が
ふ
れ
る
」
と
も
い
う
ら
し
い
。
］

わ
が
た
め
に
二
二
ン
が
五
た
る
そ
の
こ
と
の

あ
る
日
を
思
ひ
生
く
る
愚
か
さ

http://www3.ocn.ne.jp/~akisan/iitsutae9.html


［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
思
ひ
生
く
る
愚
か
さ
」
は
原
本
は
「
思
ひ
生
ぐ
る
禺
か
さ
」
。
孰
れ
も
誤
字
と
断
じ

て
校
訂
本
文
を
採
っ
た
。］

横
町
の
ぼ
ん
く
ら
安
も
人
竝
み

我
を
説
か
ん
と
日
を
お
き
て
來
る

我
が
髮
を
わ
れ
と
む
し
れ
る
習
慣

な
ら
は
し

の

久
し
く
な
れ
ば
櫛
も
通
ら
ず

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
私
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
一
首
、
タ
イ
プ
し
な
が
ら
、
私
が
小
学
校
三
年
生
の
頃
、
一

時
、
眉
毛
を
引
き
毟
る
神
経
症
的
な
癖
が
起
こ
り
、
遂
に
右
眉
が
半
分
位
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
母
が
眉

描
き
で
描
い
て
呉
れ
た
の
を
思
い
出
し
た
。
］

E
G

O
IST 

わ
れ
も
酒
場
に
よ
こ
た
は
り

將
棊
に
負
け
し
こ
と
を
悲
し
む

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
將
棊
」
の
「
棊
」
は
「
棋
」
の
異
体
字
。
］

 
 

 
 

新
思
想
と
國
體

新
し
き
此
の
國
の
人
犬
の
ご
と

口
籠

く

ち

ご

せ
ら
れ
て
生
く
る
は
か
な
さ

わ
が
酒
場
か
の
黨
員
と
日
毎
き
て

カ
ル
タ
き
る
よ
り
樂
し
き
は
な
し

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
こ
で
記
号
が
配
さ
れ
て
歌
群
が
終
了
し
て
い
る
。
］



あ
さ
く
さ

 
 

 
 

 
 

暖
秋
小
春
日
の
午
後

 
 

 
 

 
 

淺
草
公
園
の
雜
鬧
を
歩
く
時

 
 

 
 

 
 

ほ
ど
心
た
の
し
き
も
の
は
あ
ら
ぢ

や
る
せ
な
き
心
抱
き
て
淺
草
に

來
れ
る
我
も
玉
乘
り
を
見
る

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
前
書
の
「
あ
ら
ぢ
」
は
マ
マ
。
前
書
中
の
「
雜
鬧
」
は
「
ざ
つ
た
ふ
（
ざ
っ
と
う
）
」

と
読
み
、
「
雑
踏
」
「
雑
沓
」
に
同
じ
い
。
「
鬧
」
は
本
来
は
音
は
「
ダ
ウ
（
ド
ウ
）
」
で
騒
ぐ
・
騒
が
し
く

す
る
・
騒
が
し
い
・
賑
や
か
と
い
う
意
で
あ
る
。
］

南
無
大
悲
大
慈
大
悲
の
觀
世
音

わ
が
思
ふ
こ
と
と
ゞ
か
せ
給
へ

何
時
ま
で
も
觀
音
堂
の
廻
廊
に

柳
散
る
を
眺
め
て
居
た
り
き

か
の
巡
査
い
つ
も
立
ち
て
居
り
境
内
の

手
洗
鉢

み

た

ら

し

の
屋
根
の
柳
散
る
こ
ろ

柳
散
る
觀
音
堂
の
き
ざ
は
し
に

不
門
品

ふ

も

ん

ぼ

ん

を
誦
し
て
居
た
る
男
よ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
不
門
品
」
の
ル
ビ
は
原
本
で
は
「
ふ
も
ん
ぽ
ん
」。
誤
字
と
断
じ
て
訂
し
た
。
無
論
、

校
訂
本
文
も
そ
う
訂
す
る
。
］

淺
草
の
十
二
い
ろ
は
の
三
階
の

色
硝
子
よ
り
見
た
る
町
の
灯



わ
れ
母
の
影
に
か
く
れ
て
餌
を
や
り
し

そ
の
鳩
を
思
ひ
淺
草
に
行
く

や
る
瀨
な
き
心
抱
き
て
淺
草
に

來
れ
る
我
も
玉
乘
り
を
見
る

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
本
歌
群
「
あ
さ
く
さ
」
の
冒
頭
の
一
首
の
重
出
。
］

あ
は
れ
か
の
淺
草
の
人
と
物
音
の

中
を
歩
く
も
心
痛
め
り

公
園
の
ベ
ン
チ
に
來
り
モ
ス
リ
ン
の

灯
の
見
ゆ
る
ま
で
座
り
て
居
た
り
き

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
モ
ス
リ
ン
」
（
英
語
：m

uslin

）
は
綿
や
羊
毛
な
ど
の
単
糸
で
平
織
り
し
た
薄
地
の

織
物
。
ウ
ィ
キ
の
「
モ
ス
リ
ン
」
に
よ
れ
ば
『
日
本
で
は
、
モ
ス
リ
ン
は
薄
手
の
平
織
り
羊
毛
生
地
を
指

す
の
が
普
通
で
、
綿
生
地
を
綿
モ
ス
リ
ン
、
羊
毛
生
地
を
本
モ
ス
リ
ン
と
呼
ん
で
区
別
す
る
こ
と
が
あ
る
』。

『
別
名
、
メ
リ
ン
ス
（
ス
ペ
イ
ン
語
に
由
来
）
、
唐
縮
緬
（
と
う
ち
り
め
ん
）
』
。
『
絹
の
モ
ス
リ
ン
は
シ
フ

ォ
ン
と
呼
ば
れ
る
』
。
『
薄
地
で
柔
ら
か
く
あ
た
た
か
い
ウ
ー
ル
衣
料
素
材
で
、
日
本
で
は
戦
前
の
普
段
着

の
着
物
、
冬
物
の
襦
袢
、
半
纏
の
表
、
軍
服
（
夏
服
・
夏
衣
）
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
で
は

東
北
地
方
北
海
道
の
一
部
以
外
で
は
ほ
と
ん
ど
流
通
し
て
お
ら
ず
、
目
に
す
る
機
会
は
少
な
く
な
っ
て
い

る
』
と
あ
る
。
こ
こ
は
最
後
が
直
接
体
験
過
去
の
「
き
」
で
あ
る
か
ら
、
「
モ
ス
リ
ン
」
を
着
た
人
物
の
換

喩
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
朔
太
郎
自
身
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
校
訂
本
文
は
「
座
」
を
「
坐
」
と
訂
す
る
。
］

一
人
に
て
酒
を
の
み
居
れ
る
憐
れ
な
る

と
な
り
の
男
な
に
を
思
ふ
ら
ん

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
神
谷
バ
ア
に
て
）

淺
草
の
活
動
寫
眞
の
人
ご
み
の

中
に
ま
ぢ
り
て
一
人
か
な
し
む

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A2%E3%82%B9%E3%83%AA%E3%83%B3


は
ら
か
ら
も
わ
が
淺
草
に
行
く
こ
と
の

深
き
こ
ゝ
ろ
を
知
ら
ぬ
か
な
し
さ

そ
の
日
頃

わ
が
少
女
捕
虜

と

り

こ

の
ご
と
く
く
ゝ
ら
れ
て

鞭
も
て
打
た
れ
泣
き
た
し
と
い
ふ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

西
洋
の
花
な
る
故
に
ダ
リ
ヤ
の
花

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を
好
み
た
る
人
、
そ
の
人
い
ま
い

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

づ
れ
に
あ
り
や

眠
む
た
げ
に
尚
キ
ス
せ
ん
と
言
ふ
人
の

側
へ
に
あ
り
て
午
後
の
茶
を
飮
む

古
め
き
し
我
が
洋
館
の
バ
ル
コ
ニ
に

晝
も
夢
み
る
人
と
住
み
に
き

か
あ
て
ん
も
動
か
ず
な
り
し
八
月
の

午
後
を
我
等
は
キ
ス
し
て
居
た
り
き

窓
あ
け
よ
餘
り
我
等
が
長
き
日
に

空
氣
も
今
は
重
く
し
づ
め
り

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
こ
で
記
号
が
配
さ
れ
て
歌
群
が
終
了
し
て
い
る
。
］



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
、
大
標
題
「
う
す
ら
日
」
。
］

う
す
ら
日
は
や
ゝ
來
て
這
へ
る
露
臺
な
ど

紅
き
花
な
ど
咲
け
る
こ
の
ご
ろ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
う
す
ら
日
」
の
標
題
の
裏
に
一
首
の
み
配
さ
れ
た
も
の
。
因
み
に
筑
摩
書
房
版
「
萩

原
朔
太
郎
全
集
」
第
十
五
巻
（
昭
和
五
三
（
一
九
七
八
）
年
刊
）
の
校
訂
本
文
で
は
「
や
や
来
て
」
と
な

っ
て
い
る
が
、
こ
の
新
字
体
「
来
」
は
明
ら
か
に
誤
植
で
あ
る
。
］

ひ
と
づ
ま

な
に
ご
と
も
花
あ
か
し
や
の
木
影
に
て

き
み
待
つ
春
の
夜
に
し
く
は
な
し

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
歌
は
、
朔
太
郎
満
二
十
六
歳
の
時
、『
朱
欒
』
第
三
巻
第
四
号
（
大
正
二
（
一
九
一

三
）
年
四
月
発
行
）
に
載
っ
た
、

な
に
ご
と
も
花
あ
か
し
や
の
木
影
に
て
君
ま
つ
春
の
夜
に
し
く
は
な
し

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

あ
い
り
す
の
に
ほ
ひ
ぶ
く
ろ
の
身
に
し
み
て

忘
れ
か
ね
た
る
夜
の
あ
ひ
ゞ
き

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
歌
は
、
朔
太
郎
満
二
十
六
歳
の
時
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
十
月
二
日
附
『
上

毛
新
聞
』
に
載
っ
た
、

あ
い
り
す

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

の
に
ほ
ひ
ぶ
く
ろ
の
身み

に
し
み
て
忘わ

す

れ
か
ね
た
る
夜よ

る

の
あ
ひ
ゞ
き

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］



夏
く
れ
ば
君
が
矢
ぐ
る
ま
み
づ
い
ろ
の

浴
衣
の
肩
に
に
ほ
ふ
に
ひ
づ
き

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
歌
は
同
じ
く
朔
太
郎
満
二
十
六
歳
の
時
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
十
月
二
日
附

『
上
毛
新
聞
』
に
載
っ
た
、

夏な
つ

く
れ
ば
君き

み

が
矢
車

や
ぐ
る
ま

み
づ
い
ろ
の
浴
衣

ゆ

か

た

の
肩か

た

に
に
ほ
ふ
新
月

に
ひ
づ
き

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

し
な
だ
れ
て
は
に
か
み
ぐ
さ
も
物
は
い
へ

こ
の
も
か
の
も
逢
曳
の
そ
ら

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
前
歌
と
同
じ
初
出
の
、

し
な
だ
れ
て
は
に
か
み
ぐ
さ
も
物も

の

は
言い

へ
こ
の
も
か
の
も
の
あ
ひ
ゞ
き
の
そ
ら

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

お
ん
肩
へ
月
は
傾
む
き
煙
草
の
灯

ひ
か
れ
る
途
の
ほ
た
る
ぐ
さ
哉

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
校
訂
本
文
で
は
「
傾
む
き
」
を
「
傾
き
」
に
、「
灯
」
を
「
火
」
と
『
訂
』
す
る
。

採
ら
な
い
。
特
に
後
者
は
明
ら
か
な
捏
造
で
あ
る
。
］

な
に
を
蒔
く
姫
ひ
ぐ
る
ま
の
種
を
ま
く

君
を
思
へ
と
涙
し
て
ま
く

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
歌
は
、
朔
太
郎
満
二
十
六
歳
の
時
、『
朱
欒
』
第
三
巻
第
四
号
（
大
正
二
（
一
九
一

三
）
年
四
月
発
行
）
に
載
っ
た
、

な
に
を
蒔
く
ひ
め
ひ
ぐ
る
ま
の
種
を
蒔
く
君
を
思
へ
と
涙
し
て
ま
く

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］



あ
ひ
ゞ
き
の
絶
間
ひ
さ
し
き
此
の
頃
を

か
た
ば
み
ぐ
さ
の
う
ち
よ
り
て
泣
く

う
ち
侘
び
て
は
こ
べ
を
つ
む
も
淡
雪
の

消け

な
ま
く
人
を
思
ふ
も
の
ゆ
へ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ゆ
へ
」
は
マ
マ
。
朔
太
郎
満
二
十
六
歳
の
時
、
『
朱
欒
』
第
三
巻
第
四
号
（
大
正
二

（
一
九
一
三
）
年
四
月
発
行
）
に
載
っ
た
、

う
ち
わ
び
て
は
こ
べ
を
摘
む
も
淡
雪
の
消
な
ま
く
人
を
思
ふ
も
の
ゆ
ゑ

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

か
く
ば
か
り
ひ
と
づ
ま
思
ひ
遠
方
の

き
や
べ
つ
の
畑
の
香
に
し
み
て
な
く

い
か
ば
か
り
芥
子
の
花
び
ら
指
さ
き
に

し
み
て
光
る
が
さ
び
し
か
る
ら
む

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
芥
子
」
は
原
本
で
は
「
艾
」
（
よ
も
ぎ
）
の
右
払
い
の
左
の
起
筆
箇
所
に
左
下
向
き

の
点
が
入
っ
た
字
体
。
後
掲
す
る
先
行
す
る
歌
形
に
従
い
、「
芥
子
」
と
訂
し
た
。
本
歌
は
朔
太
郎
満
二
十

六
歳
の
時
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
十
月
二
日
附
『
上
毛
新
聞
』
に
載
っ
た
、

い
か
ば
か
り
芥
子

け

し

の
花は

な

び
ら
指ゆ

び

さ
き
に
泌し

み
て
光ひ

か

る
が
さ
び
し
か
る
ら
む

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

は
つ
は
る

ぎ
た
あ
る
の
あ
の
糸
の
切
れ
し
を
つ
ぐ
如
し

し
づ
か
に
く
る
ゝ
春
の
ゆ
う
べ
は



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ゆ
う
べ
」
は
マ
マ
。
］

ほ
の
か
に
も
ケ
レ
オ
ソ
ー
ト
の
に
ほ
ひ
し
て

は
つ
は
る
の
日
は
く
れ
て
行
く
か
な

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ケ
レ
オ
ソ
ー
ト
」
ク
レ
オ
ソ
ー
ト
。
ブ
ナ
な
ど
の
木
タ
ー
ル
か
ら
得
ら
れ
る
無
色
又

は
黄
色
が
か
っ
た
油
状
の
液
体
で
、
グ
ア
ヤ
コ
ー
ル
な
ど
種
々
の
フ
ェ
ノ
ー
ル
類
の
混
合
物
。
刺
激
臭
が

あ
り
、
防
腐
薬
・
鎮
痛
薬
な
ど
に
用
い
る
。
現
在
の
正
式
呼
称
は
木も

く

ク
レ
オ
ソ
ー
ト
。
所
謂
、
正
露
丸
の

臭
い
で
あ
る
。］

春
あ
さ
き
若
草
山
の
ふ
も
と
に
て

し
づ
こ
ゝ
ろ
な
く
吸
ふ
煙
草
か
な

す
つ
ぽ
ん
と
花
火
の
玉
の
破
れ
し
と
き

さ
く
ら
さ
く
ら
は
あ
め
い
ろ
に
咲
く

薄
葉

す
す
や
う

に
口
紅
す
こ
し
に
ぢ
む
ほ
ど

月
の
出
よ
し
や
く
ち
づ
け
の
あ
と

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
す
す
よ
う
」
の
ル
ビ
及
び
「
に
ぢ
む
」
は
マ
マ
。
「
薄
葉
」
は
「
薄
樣
（
様
）
」
と
も

書
き
、
読
み
は
「
う
す
え
ふ
（
う
す
よ
う
）」
が
正
し
い
。
薄
手
の
鳥
の
子
紙
・
雁
皮
紙
又
は
一
般
に
薄
手

の
和
紙
を
指
す
。
］

思
ふ
ど
ち
語
り
つ
か
れ
て
息
ら
へ
る

藤
椅
子

と

い

す

の
影
の
靑
き
く
ち
な
し

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
藤
椅
子
」
は
マ
マ
（
「
籐
椅
子
」
が
正
し
い
）
。
ル
ビ
も
マ
マ
で
、
萩
原
朔
太
郎
は
詩

篇
「
交
歡
記
誌
」
（
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
七
月
号
『
創
作
』
。
リ
ン
ク
先
は
こ
の
注
の
た
め
に
急
遽
作

っ
た
私
の
電
子
テ
ク
ス
ト
）
で
も
「
藤
椅
子
」
と
書
き
、
し
か
も
「
と
い
す
」
と
ル
ビ
を
振
っ
て
い
る
か

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2014/07/post-42cc.html


ら
、
朔
太
郎
は
普
段
も
「
籐
椅
子
」
を
「
藤
椅
子
」
と
書
き
、
し
か
も
「
と
い
す
」
と
発
音
し
て
い
た
と

考
え
て
よ
く
、
こ
れ
は
朔
太
郎
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
一
種
の
確
信
犯
的
誤
用
で
あ
る
か
ら
マ
マ
と
し
た
。］

な
に
か
し
て
う
き
身
を
き
つ
く
し
死
ぬ
ば
か
り

ひ
と
戀
ふ
す
べ
を
お
ぼ
へ
た
き
か
な

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
お
ぼ
へ
」
は
マ
マ
。
］

ふ
き
あ
げ
の
み
づ
の
こ
ぼ
れ
を
い
の
ち
に
て

そ
よ
ぎ
て
咲
け
る
ひ
や
し
ん
す
か
な

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
朔
太
郎
満
二
十
六
歳
の
時
、
『
朱
欒
』
第
三
巻
第
五
号
（
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
五

月
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
た
、

ふ
き
あ
げ
の
水
の
こ
ぼ
れ
を
命
に
て
そ
よ
ぎ
て
咲
け
る
ひ
や
し
ん
す
の
花

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

き
の
ふ
心
ひ
と
つ
に
咲
く
ば
か
り

ろ
べ
り
や
ば
か
り
悲
し
き
は
な
し

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ろ
べ
り
や
」
キ
キ
ョ
ウ
目
キ
キ
ョ
ウ
科
ミ
ゾ
カ
ク
シ
（
溝
隠
）
属Lobelia

の
ロ
ベ

リ
ア
・
エ
リ
ヌ
スLobelia erinus

、
和
名
ル
リ
チ
ョ
ウ
ソ
ウ
（
瑠
璃
蝶
草
）
及
び
そ
の
園
芸
品
種
。
歌

群
「
ろ
べ
り
や
」
他
で
既
注
。
本
歌
は
前
と
同
じ
『
朱
欒
』
に
掲
載
さ
れ
た
、

き
の
ふ
け
ふ
心
ひ
と
つ
に
咲
く
ば
か
り
ろ
べ
り
や
ば
か
り
か
な
し
き
は
な
し

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

た
ち
別
れ
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
葉
柳
の

し
づ
く
に
濡
れ
て
行
く
俥
か
な

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
歌
も
前
と
同
じ
『
朱
欒
』
に
掲
載
さ
れ
た
、

た
ち
わ
か
れ
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
葉
柳
の
し
づ
く
に
濡
れ
て
行
く
俥
か
な

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2014/01/post-5e86.html
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の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

し
の
ゝ
め
の
ま
だ
き
に
起
き
て
人
妻
と

滊
車

の
窓
よ
り
見
た
る
ひ
る
が
ほ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
で
は
「滊

車

」
の
「滊

」
は
（
「
米
」
＋
「
氣
」）
で
あ
る
が
表
示
出
来
な
い
し
、

意
味
は
明
ら
か
に
汽
車
で
あ
る
か
ら
、
か
く
訂
し
た
。
因
み
に
校
訂
本
文
は
「
汽
車
」
と
し
て
い
る
。「滊

」

は
「
汽
」
の
異
体
字
で
あ
る
。
以
前
か
ら
申
し
上
げ
て
い
る
通
り
、
意
味
に
変
化
が
な
く
、
誤
用
で
な
い

に
も
拘
ら
ず
、
異
体
字
ま
で
『
校
訂
』
し
て
し
ま
っ
て
い
る
底
本
に
は
や
や
疑
義
が
あ
る
。
何
故
な
ら
異

体
字
を
総
て
正
字
化
す
る
根
拠
と
そ
の
徹
底
可
能
性
に
は
明
ら
か
に
限
界
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
が

絶
対
の
定
本
と
さ
れ
る
こ
と
自
体
に
疑
問
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
。
本
歌
は
、
前
と
同
じ
『
朱
欒
』
所
収
の
、

し
の
の
め
の
ま
だ
き
に
起
き
て
人
妻
と
汽
車
の
窓
よ
り
み
た
る
ひ
る
が
ほ

の
標
記
違
い
の
相
同
歌
で
あ
る
。
］

ち
り
ほ
こ
り
散
ら
ば
ふ
黄
な
る
木
の
葉
な
ど

む
し
ろ
の
う
へ
の
名
所
繪
圖
な
ど

あ
さ
は
か
の
女
ご
ゝ
ろ
に
ち
ら
ち
ら
と

酒
の
こ
ぼ
れ
て
嘆
く
夜
か
な

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
こ
で
記
号
が
配
さ
れ
て
歌
群
が
終
了
し
て
い
る
。
］

け
ふ
の
う
た

す
さ
み
た
る
女
の
顏
の
白
粉
か

酒
に
醉
ひ
た
る
の
ち
の
こ
ゝ
ろ
か



わ
れ
は
尚
生
き
て
居
た
り
き
氣
ま
ぐ
れ
に

折
か
ら
歌
を
詠
み
い
で
し
た
め

む
く
む
く
と
煙
た
ち
の
ぼ
り
玉
手
箱

わ
が
た
の
め
ご
と
消
え
は
て
に
け
り

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
本
で
は
上
句
が
「
む
く
む
く
と
煙
た
り
の
ぼ
り
玉
手
箱
」
で
あ
る
が
、
意
味
が
取

れ
な
い
。
校
訂
本
文
を
採
る
。
］

一ぴ
ん

と
な
げ
よ
兔
に
も
角
に
も
す
て
ば
ち
の

こ
の
さ
い
こ
ろ
を
轉
が
し
て
み
よ

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
ゝ
ろ
惱
ま
し
く
狂
ほ
し

と
ん
が
ら
し
く
る
り
く
る
り
と
め
ぐ
る
日
は

眼
に
い
た
い
た
し
泣
け
泣
け
咲
二

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
前
書
は
原
本
は
「
こ
ゝ
ろ
腦
ま
し
く
狂
ほ
し
」
。
誤
字
と
断
じ
て
訂
し
た
。
校
訂
本
文

も
「
惱
」
と
す
る
。
「
く
る
り
く
る
り
」
及
び
「
い
た
い
た
し
」
の
「
い
た
い
た
」
の
後
半
は
原
本
で
は
踊

り
字
「〱

」
。
こ
の
踊
り
字
使
用
は
「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
の
中
で
特
異
点
で
、
し
か
も
同
一
歌
の
中
に
二

箇
所
使
わ
れ
て
い
る
点
で
も
こ
れ
は
確
信
犯
で
、
こ
の
時
の
朔
太
郎
に
と
っ
て
は
こ
の
ス
ラ
ー
の
よ
う
な

踊
り
字
が
、「
こ
ゝ
ろ
惱
ま
し
く
狂
ほ
し
」
の
内
在
律
を
示
す
た
め
の
音
楽
記
号
の
よ
う
な
も
の
で
で
も
あ

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。「
咲
二
」
は
萩
原
朔
太
郎
が
二
十
二
～
二
十
六
歳
頃
に
盛
ん
に
作
歌
し
て
い
た
頃

の
雅
号
。
］

か
へ
ろ
か
へ
ろ
山さ

ん

し
よ
太
夫
の
赤
面
か

や
ん
ま
と
ん
ぼ
か
飛
べ
飛
べ
き
ち
が
ひ

き
ち
が
ひ
の
う
す
ら
笑
ひ
に
茜

あ
か
ね

さ
し

い
な
ご
の
如
く
鳳
仙
花
と
ぶ



ひ
と
ゝ
こ
を
見
つ
め
て
居
れ
よ
日
は
照
れ
よ

く
る
り
く
る
り
と
め
ぐ
れ
ひ
ぐ
る
ま

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
こ
で
記
号
が
配
さ
れ
て
歌
群
が
終
了
し
て
い
る
。
以
上
が
「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」

の
全
短
歌
で
あ
る
。
］

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

な
に
を
蒔
く
ひ
め
ひ
ぐ
る
ま
の
種
を
蒔
く
君
を
思
へ
と
涙
し
て
ま
く

な
に
ご
と
も
花
あ
か
し
や
の
木
影
に
て
君
ま
つ
春
の
夜
に
し
く
は
な
し

う
ち
わ
び
て
は
こ
べ
を
摘
む
も
淡
雪
の
消
な
ま
く
人
を
思
ふ
も
の
ゆ
ゑ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
朱
欒
』
第
三
巻
第
四
号
（
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
四
月
発
行
）
の
「
暮
る
る
日
の

雪
」
欄
の
「
そ
の
十
一
」
に
「
萩
原
咲
二
」
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
。
朔
太
郎
満
二
十
六
歳
。

一
首
目
は
初
出
で
は
「
ひ
め
ひ
ぐ
る
ま
」
が
「
ひ
め
ぐ
る
ま
」
と
な
っ
て
い
る
。
校
訂
本
文
に
準
じ
て

脱
字
と
断
じ
て
訂
し
た
。「
ひ
め
ひ
ぐ
る
ま
」
の
「
ひ
ぐ
る
ま
」
は
「
日
車
」
で
ヒ
マ
ワ
リ
の
別
称
で
あ
る

か
ら
、
同
属
の
観
賞
用
小
型
品
種
を
指
す
か
。

前
の
投
稿
か
ら
二
年
の
空
隙
が
あ
る
。
但
し
、
底
本
年
譜
に
は
こ
の
間
の
大
正
元
・
明
治
四
五
（
一
九

一
二
）
年
の
十
月
に
「
峽
灣
」
と
い
う
歌
群
が
あ
る
こ
と
を
記
す
が
、
そ
こ
に
は
『
未
詳
』
と
あ
り
、
こ

れ
は
底
本
全
集
編
集
時
に
未
入
手
で
あ
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
な
お
、
老
婆
心
乍
ら
、
『
朱
欒
』
は
「
ザ

ン
ボ
ア
」
と
読
み
、
北
原
白
秋
編
集
に
な
る
文
芸
雑
誌
で
あ
る
。
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
十
一
月
か

ら
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
五
月
ま
で
十
九
冊
を
刊
行
、
後
期
浪
漫
派
の
活
躍
の
場
と
な
っ
た
（
大
正
七

年
一
月
に
発
刊
さ
れ
た
改
題
誌
『
ザ
ム
ボ
ア
』
は
短
命
で
同
年
九
月
に
廃
刊
し
て
い
る
）
。

年
譜
を
見
る
と
、
こ
の
年
二
月
に
大
磯
・
小
磯
に
遊
び
、
ま
た
平
塚
の
病
院
に
人
を
訪
ね
た
、
と
記
す
。



そ
の
後
に
編
者
注
と
し
て
、
平
塚
の
佐
々
木
病
院
に
『
昔
知
れ
る
女
友
の
病
む
と
き
い
て
』
訪
ね
た
と
こ

ろ
、
同
女
は
既
に
『
此
の
世
か
ら
消
え
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
』
と
い
う
「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
の
『
一

九
一
一
、
二
』
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
持
つ
「
二
月
の
海
」
の
「
平
塚
ノ
海
」
の
冒
頭
の
一
節
を
引
い
て
い
る

（
年
譜
の
引
用
に
は
一
部
表
記
に
問
題
が
あ
る
の
で
引
用
形
態
を
と
ら
な
か
っ
た
。
な
お
、
リ
ン
ク
先
は

私
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
作
っ
た
電
子
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
）。
こ
こ
に
は
実
際
の
朔
太
郎
の
永
遠
の
恋
人
エ
レ
ナ

の
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
、
朔
太
郎
の
妹
ワ
カ
の
友
人
で
本
名
馬
場
ナ
カ
（
仲
子
と
も

明
治
二
三
（
一
八
九

〇
）
年
～
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
五
月
五
日
享
年
二
十
八
歳
）
の
死
と
の
大
き
な
タ
イ
ム
・
ラ
グ
が
存

在
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
不
学
な
私
は
現
在
、
読
者
を
納
得
さ
せ
る
べ
き
知
見
を
持
た
な
い
が
、
人
妻
（
明

治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
に
高
崎
在
の
医
師
（
佐
藤
姓
）
に
嫁
し
て
い
る
）
で
あ
り
、
死
病
で
あ
っ
た
結

核
に
罹
患
し
て
い
た
こ
と
を
念
頭
に
お
け
ば
、
そ
の
ト
ラ
ウ
マ
が
引
き
出
し
た
と
こ
ろ
の
「
永
遠
の
エ
レ

ナ
」
と
「
詩
人
萩
原
朔
太
郎
」
と
の
物
語
の
時
間
的
齟
齬
は
、
不
思
議
に
感
覚
的
に
は
不
審
と
思
わ
な
い

こ
と
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
同
時
に
エ
レ
ナ
に
つ
い
て
詳
し
い
識
者
の
ご
教
授
を
乞
う
も
の
で
も
あ
る
。

た
だ
こ
の
短
歌
群
に
よ
っ
て
少
な
く
と
も
、「
ソ
ラ
イ
ロ
ノ
ハ
ナ
」
の
創
作
的
虚
構
的
時
間
を
遡
っ
た
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
エ
レ
ナ
／
ナ
カ
へ
の
詩
人
の
感
懐
そ
の
も
の
は
、
決
し
て
虚
構
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が

は
っ
き
り
と
分
か
る
の
で
あ
る
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

し
の
の
め
の
ま
だ
き
に
起
き
て
人
妻
と
汽
車
の
窓
よ
り
み
た
る
ひ
る
が
ほ

ふ
き
あ
げ
の
水
の
こ
ぼ
れ
を
命
に
て
そ
よ
ぎ
て
咲
け
る
ひ
や
し
ん
す
の
花

た
ち
わ
か
れ
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
葉
柳
の
し
づ
く
に
濡
れ
て
行
く
俥
か
な

き
の
ふ
け
ふ
心
ひ
と
つ
に
咲
く
ば
か
り
ろ
べ
り
や
ば
か
り
か
な
し
き
は
な
し

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
朱
欒
』
第
三
巻
第
五
号
（
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
五
月
発
行
）
の
「
靑
き
瞳
」
欄

の
「
そ
の
二
」
に
「
萩
原
咲
二
」
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
。
朔
太
郎
満
二
十
六
歳
。
意
識
的
な
フ
ロ
ー
ラ
尽

く
し
で
あ
る
。
ま
た
何
よ
り
一
首
目
に
出
現
す
る
「
人
妻
」
に
よ
っ
て
、
こ
れ
が
、
そ
し
て
先
行
し
、
か

つ
こ
れ
に
続
く
悲
恋
唱
歌
群
の
そ
の
殆
ん
ど
総
て
が
、
や
は
り
永
遠
の
「
エ
レ
ナ
」
馬
場
ナ
カ
で
あ
る
こ

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2013/05/post-d165.html


と
は
ほ
ぼ
間
違
い
が
な
い
も
の
と
私
は
思
う
の
で
あ
る
（
因
み
に
妹
の
友
人
で
あ
っ
た
ナ
カ
と
の
出
逢
い

は
一
説
に
朔
太
郎
十
三
歳
の
時
に
ま
で
遡
る
と
い
う
）
。
「
ろ
べ
り
や
」
キ
キ
ョ
ウ
目
キ
キ
ョ
ウ
科
ミ
ゾ
カ

ク
シ
（
溝
隠
）
属Lobelia

の
ロ
ベ
リ
ア
・
エ
リ
ヌ
スLobelia erinus

、
和
名
ル
リ
チ
ョ
ウ
ソ
ウ
（
瑠

璃
蝶
草
）
及
び
そ
の
園
芸
品
種
。
歌
群
「
ろ
べ
り
や
」
に
既
注
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

 
 

 
 

一
群ぐ

ん

の
鳥と

り

（
歌
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

夢
み
る
ひ
と

遠と
ほ

く
行ゆ

く
一
群ぐ

ん

の
鳥と

り

か
へ
り
み
て

我わ
れ

を
想お

も

へ
ば
涙

な
み
だ

は
て
な
し
。

悲か
な

し
く
も
人ひ

と

に
隱か

く

れ
て

故
郷

ふ
る
さ
と

に
歌う

た

な
ど
つ
く
る

我わ
れ

の
果
敢

は

か

な
さ
。

寂さ
び

し
さ
に
少す

こ

し
く
慣な

れ
て

な
に
が
な
し

こ
の
田
舍

い

な

か

を
ば
好よ

し
と
思お

も

へ
り
。

か
の
遠と

ほ

き
赤
城

あ

か

ぎ

を
望の

ぞ

む

わ
が
部
屋

へ

や

の
窓ま

ど

に
咲さ

き
た
る

木
犀

も
く
せ
い

の
花は

な

。

ク
ロ
バ
ア
の
上う

へ

に
寢ね

こ
ろ
び

空そ
ら

ば
か
り
眺な

が

め
て
あ
り
し

中
學

ち
う
が
く

の
庭に

は

。

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2014/01/post-5e86.html


と
も
す
れ
ば
を
休や

す

み

泣な

き
濡ぬ

れ
て

小
出

こ

い

で

の
林

は
や
し

を
歩あ

る

き
し
昔

む
か
し

。

そ
の
昔

む
か
し

よ
く
逢
曳

あ
ひ
ゞ
き

し
た
る

公
園

こ
う
ゑ
ん

の
側そ

ば

の
波
宜
亭

は

ぎ

て

い

今い
ま

も
尚な

ほ

あ
り
。

酒さ
け

の
め
ど

こ
の
ご
ろ
醉よ

は
ぬ
さ
び
し
さ

う
た
へ
ど
も

あ
ゝ
あ
ゝ
遂つ

ひ

に
涙

な
み
だ

出い

で
ざ
り
。

い
ま
も
尚な

ほ

歌う
た

つ
く
る
こ
と
を
止や

め
ぬ
や

か
く
問と

ひ
し

わ
が
古ふ

る

き
友と

も

の
嘲

あ
ざ
け

り
の
色い

ろ

。

新
昇

し
ん
せ
う

の
サ
ロ
ン
に
來き

た

り

夜よ
る

お
そ
く

口
笛

く
ち
ぶ
え

を
吹ふ

く
我わ

れ

の
い
と
し
さ
。

時と
き

に
ふ
と

盃
杯

さ
か
づ
き

を
投な

げ
て
す
ゝ
り
泣な

く

い
と
ほ
し
や
と
母は

ゝ

も
流
石

さ

す

が

思お
も

へ
り
。

米
專

こ
め
せ
ん

の
店み

せ

に
飾か

ざ

れ
る

馬
鹿
面

ば

か

づ

ら

の
人
形

に
ん
げ
う

に
我わ

が
似に

し
と

思お
も

ふ
悲か

な

し
さ
。



公
園

こ
う
え
ん

の
ベ
ン
チ
に
も
た
れ

哀か
な

し
み
て

遠と
ほ

き
淺
間

あ

さ

ま

の
煙

け
む
り

を
眺な

が

む
。

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
八
月
九
日
附
『
上
毛
新
聞
』
に
標
記
通
り
、「
夢
み
る
ひ
と
」

名
義
で
掲
載
さ
れ
た
土
岐
哀
果
（
善
麿
）
や
石
川
啄
木
ば
り
の
三
行
分
か
ち
書
き
の
十
三
首
連
作
。
朔
太

郎
満
二
十
六
歳
。

四
首
目
は
初
出
「
木
犀

も
く
さ
い

」
と
ル
ビ
を
振
る
が
、
後
に
示
す
習
作
で
確
認
し
訂
し
た
。

七
首
目
及
び
掉
尾
十
三
首
目
の
「
公
園
」
の
「
こ
う
え
ん
」
の
ル
ビ
は
マ
マ
。
正
し
く
は
「
こ
う
ゑ
ん
」
。

八
首
目
三
行
目
は
初
出
で
は
「
あ
ゝ
あ
ゝ
遂
に
涙
出
で
さ
り
。
」
で
あ
る
が
、
濁
音
化
し
て
示
し
た
。

十
首
目
「
新
昇
」
の
「
し
ん
せ
う
」
の
ル
ビ
は
マ
マ
。
正
し
く
は
「
し
ん
し
よ
う
」。

十
二
首
目
「
人
形
」
「
に
ん
げ
う
」
の
ル
ビ
は
マ
マ
。
正
し
く
は
「
に
ん
ぎ
や
う
」。

同
じ
一
九
一
三
年
八
月
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
持
つ
こ
れ
ら
の
習
作
連
作
十
九
首
が
残
る
（
底
本
全
集
第
二

巻
「
習
作
集
第
八
卷
（
哀
憐
詩
篇
ノ
ー
ト
」）
所
収
）
に
残
る
。
以
下
に
示
す
。
取
り
消
し
線
は
抹
消
を
示

す
。
最
後
の
【
＊
】
の
マ
ー
ク
は
発
表
さ
れ
た
も
の
か
ら
除
か
れ
た
も
の
を
示
す
私
の
マ
ー
キ
ン
グ
で
あ

る
。
標
題
に
「
歌
二
十
首
」
と
す
る
が
、
初
出
も
校
訂
本
文
も
十
九
首
し
か
な
い
。
し
か
も
そ
れ
に
つ
い
て

の
編
者
注
も
な
く
、
し
か
も
な
お
「
ヽ
」
の
圏
点
が
あ
る
と
編
者
注
は
あ
る
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
な
い
『
二

十
首
の
上
に
』
あ
る
と
い
う
不
可
解
な
記
載
が
あ
る
の
で
こ
れ
（
圏
点
復
元
）
は
断
念
し
た
。

一
群
の
鳥

 
 

 
 

 
 

 
 

（
歌
二
十
首
）

遠
く
行
く
、
一
群
の
鳥

か
へ
り
み
て

我
を
想
へ
ば
涙
は
て
な
し

哀
し
く
も
人
に
か
く
れ
て

故
郷
に
歌
な
ど
つ
く
る
我
の
は
か
な
さ



淋
し
さ
に
少
し
く
慣
れ
て

な
に
が
な
し

こ
の
田
舍
を
ば
好
し
と
思
へ
り

か
の
遠
き
赤
城
を
望
む

わ
が
部
屋
の
窓
に
咲
き
た
る
木
犀

も
く
せ
い

の
花
。

公
園
の
ベ
ン
チ
に
よ
り
て
も
た
れ

哀
し
み
て

遠
き
淺
間
の
煙
を
眺
む

そ
の
昔
よ
く
逢
曳
し
た
る

公
園
の
そ
ば
の
波
宜
亭

今
も
尚
あ
り
や

波
宜

は

ぎ

亭
の
柱
に
書
き
し
戀
の
歌

か
の
頃
の
歌
、
今
も
忘
れ
ず
【
＊
】

そ
の
昔

身
を
す
り
よ
せ
て
君
と
我
と

よ
く
泣
き
濡
れ
し
波
宜
亭
の
窓
【
＊
】

ク
ロ
バ
ア
の
上
に
寢
こ
ろ
び

空
ば
か
り
眺
め
て
あ
り
し

中
學
の
庭

學
校
を
よ
く
休
み
た
る

そ
の
頃
の
悲
し
か
り
し
日
よ

な
つ
か
し
き
日
よ
【
＊
】



と
も
す
れ
ば
學
校
を
休
み

學
校
を
休
み

泣
き
濡
れ
て

小
出
の
林
を
歩
き
し
昔

酒
の
め
ど

こ
の
ご
ろ
醉
は
ぬ
さ
び
し
さ

歌
へ
ど
も

あ
ゝ
あ
ゝ
遂
に
涙
出
で
ざ
り

時
に
ふ
と

盃
投
げ
て
す
ゝ
り
泣
く

い
と
ほ
し
や
母
も
流
石
に
思
へ
り

新
昇
の
サ
ロ
ン
に
來
り
て

夜
お
そ
く

口
笛
を
吹
く
我
の
い
と
し
さ

い
ま
も
尚

歌
つ
く
る
こ
と
を
止や

め
ぬ
や

か
く
問
ひ
し

わ
が
古
き
友
の
嘲
り
の
色

あ
ゝ
如
何
に
我
や
老
い
た
る

か
く
思
ひ
、
こ
の
日
ひ
そ
か
に
た
め
い
き
を
つ
く
【
＊
】

米
專
人
形
の
店
に
飾
れ
る

馬
鹿
面
の
男
人
形
に

わ
が
似
し
と
思
ふ
悲
し
さ



死
ぬ
よ
り
は
尚
よ
ろ
し
か
り

と
か
く
し
て

今
日
も
ま
た
安
ら
か
に
寢
床
に
入
れ
り
【
＊
】

眞
劍
に
な
り
て
嬉
し
と
思
ふ
こ
と

い
つ
の
日
か

我
が
身
の
上
に
め
ぐ
り
來
た
る
な
ら
む
【
＊
】

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
一
九
一
三
、
八
）

順
列
の
投
稿
に
際
し
て
変
更
も
行
わ
れ
て
い
る
点
に
注
意
さ
れ
た
い
。

「
中
學
」
朔
太
郎
の
在
学
し
た
群
馬
県
立
前
橋
中
学
校
（
現
在
の
前
橋
高
等
学
校
）
と
考
え
て
よ
い
か
。

朔
太
郎
は
こ
こ
に
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
四
月
入
学
、
明
治
三
七
年
の
五
年
進
級
に
際
し
て
落
第
、

明
治
三
十
九
年
三
月
に
満
十
九
歳
で
卒
業
し
て
お
り
（
旧
制
中
学
は
五
年
制
）
、
十
三
の
時
に
は
「
エ
レ
ナ
」

と
出
逢
っ
て
い
て
そ
の
多
感
な
青
春
の
六
年
間
を
こ
の
中
学
校
で
過
ご
し
て
い
る
（
そ
の
四
月
に
は
高
等

学
校
受
験
の
予
備
校
に
相
当
す
る
同
中
学
校
補
習
科
に
入
学
し
た
が
、
七
月
末
日
を
以
っ
て
退
学
、
九
月

に
東
京
の
早
稲
田
中
学
校
補
習
科
に
再
入
学
し
て
い
る
）
。

「
波
宜
亭
」
専
ら
後
の
朔
太
郎
の
「
純
情
小
曲
集
」（
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
八
月
新
潮
社
刊
）
の
「
郷

土
望
景
詩
」
で
知
ら
れ
る
茶
店
。

波
宜
亭

少
年
の
日
は
物
に
感
ぜ
し
や

わ
れ
は
波
宜
亭

は

ぎ

て

い

の
二
階
に
よ
り
て

か
な
し
き
情
歡
の
思
ひ
に
し
づ
め
り
。

そ
の
亭
の
庭
に
も
草
木

さ
う
も
く

茂
み

風
ふ
き
渡
り
て
ば
う
ば
う
た
れ
ど
も

か
の
ふ
る
き
待
た
れ
び
と
あ
り
や
な
し
や
。

い
に
し
へ
の
日
に
は
鉛
筆
も
て

欄
干

お
ば
し
ま

に
さ
へ
記
せ
し
名
な
り
。



ま
た
、
同
詩
集
の
自
註
「
郷
土
望
景
詩
の
後
に
」
に
は
、

Ⅴ

波
宜
亭

波
宜
亭
、
萩
亭
と
も
い
ふ
。
先
年
ま
で
前
橋
公
園
前
に
あ
り
き
。
庭
に
秋
草
茂
り
、
軒
傾
き
て
古
雅
に

床
し
き
旗
亭
な
り
し
が
、
今
は
い
づ
こ
へ
行
き
し
か
、
跡
方
さ
へ
も
な
し
。

と
記
す
。Tetsudotabi

氏
の
サ
イ
ト
「
鉄
道
で
行
く
旅
」
の
「
萩
原
朔
太
郎
と
郷
土
望
景
詩
に
つ
い
て
」

の
「
波
宜
亭
」
に
『
文
献
に
は
「
萩
の
餅
で
名
高
い
旗
亭
」
と
書
か
れ
て
い
る
』
と
あ
る
。
現
在
の
群
馬

県
前
橋
市
大
手
町
に
あ
る
遊
園
地
前
橋
市
中
央
児
童
遊
園
（
愛
称
は
「
前
橋
る
な
ぱ
あ
く
」
）
の
敷
地
相
当

の
一
画
に
あ
っ
た
。

「
小
出
の
林
」
こ
れ
も
後
の
朔
太
郎
の
「
純
情
小
曲
集
」
（
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
八
月
新
潮
社
刊
）

の
「
郷
土
望
景
詩
」
の
私
の
偏
愛
す
る
一
篇
「
小
出
新
道
」
で
知
ら
れ
る
地
名
。

小
出
新
道

こ
こ
に
道
路
の
新
開
せ
る
は

直
ち
よ
く

と
し
て
市
街
に
通
ず
る
な
ら
ん
。

わ
れ
こ
の
新
道
の
交
路
に
立
て
ど

さ
び
し
き
四
方

よ

も

の
地
平
を
き
は
め
ず

暗
鬱
な
る
日
か
な

天
日
家
竝
の
軒
に
低
く
し
て

林
の
雜
木
ま
ば
ら
に
伐
ら
れ
た
り
。

い
か
ん
ぞ

い
か
ん
ぞ
思
惟
を
か
へ
さ
ん

わ
れ
の
叛
き
て
行
か
ざ
る
道
に

新
し
き
樹
木
み
な
伐
ら
れ
た
り
。

ま
た
、
同
詩
集
の
自
註
「
郷
土
望
景
詩
の
後
に
」
に
は
、

Ⅳ 
 

小
出
松
林

http://www.asahi-net.or.jp/~PU7T-KMR/saku2.htm


小
出
の
林
は
前
橋
の
北
部
、
赤
城
山
の
遠
き
麓
に
あ
り
。
我
れ
少
年
の
時
よ
り
、
學
校
を
厭
ひ
て
林
を

好
み
、
常
に
一
人
行
き
て
瞑
想
に
耽
り
た
る
所
な
り
し
が
、
今
そ
の
林
皆
伐
ら
れ
、
楢
、
樫
、橅

の
類
、

む
ざ
ん
に
白
日
の
下
に
倒
さ
れ
た
り
。
新
し
き
道
路
こ
こ
に
敷
か
れ
、
直
と
し
て
利
根
川
の
岸
に
通
ず
る

如
き
も
、
我
れ
そ
の
遠
き
行
方
を
知
ら
ず
。

と
あ
る
雑
木
林
で
あ
る
（
「橅
」
は
「
ぶ
な
」
と
読
む
）
。
但
し
、
「
小
出
新
道
」
と
い
う
名
称
は
朔
太
郎
の

造
語
で
あ
っ
て
通
称
名
で
も
な
ん
で
も
な
い
の
で
注
意
。
や
は
りTetsudotabi

氏
の
サ
イ
ト
「
鉄
道
で
行

く
旅
」
の
「
萩
原
朔
太
郎
と
郷
土
望
景
詩
に
つ
い
て
」
の
「
小
出
新
道
」
に
「
小
出
河
原
」
と
し
、
『
「
小

出
新
道
」
と
い
う
の
は
朔
太
郎
が
勝
手
に
命
名
し
た
名
前
な
の
で
、
地
元
の
人
に
は
通
じ
な
い
ら
し
い
。「
前

橋
の
市
街
か
ら
小
出
河
原
（
敷
島
公
園
）
へ
通
じ
る
道
路
」
が
朔
太
郎
の
「
小
出
新
道
」
で
あ
る
。
そ
の

敷
島
公
園
に
は
萩
原
朔
太
郎
の
生
家
の
一
部
が
保
存
さ
れ
て
い
る
』
と
写
真
も
載
る
。

「
新
昇
の
サ
ロ
ン
」
新
昇
と
い
う
の
は
前
橋
に
あ
っ
た
洋
食
屋
。
公
益
財
団
法
人
前
橋
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
協
会
の
公
式
サ
イ
ト
の
「
前
橋
ま
る
ご
と
ガ
イ
ド
」
の
「
前
橋
の
歴
史
」
に
あ
る
「
萩
原
朔
太
郎
の

世
界
」
の
「
朔
太
郎
の
好
き
な
食
べ
物
」
に
、
『
朔
太
郎
は
、
前
橋
の
街
な
か
に
あ
っ
た
「
新
昇
ホ
ー
ル
」

で
お
銚
子
を
立
て
な
が
ら
サ
ー
ロ
イ
ン
ス
テ
ー
キ
を
し
ば
し
ば
食
べ
、
焼
き
方
は
そ
の
と
き
の
気
分
に
よ

っ
て
レ
ア
だ
っ
た
り
、
ミ
デ
ィ
ア
ム
だ
っ
た
り
し
た
よ
う
で
す
』
。
『
斉
藤
総
彦
と
朔
太
郎
は
、
一
時
、
萩

原
家
そ
ば
の
家
を
借
り
、
同
居
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
音
楽
活
動
の
た
め
で
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
に
、

朔
太
郎
は
、
総
彦
に
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
ー
や
オ
ム
レ
ツ
を
作
ら
せ
た
そ
う
で
す
。
総
彦
は
、
「
新
昇
ホ
ー
ル
」

の
マ
ス
タ
ー
か
ら
料
理
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
そ
の
腕
前
も
な
か
な
か
の
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
』

と
あ
る
。
こ
の
斉
藤
総
彦
（
明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
～
昭
和
六
二
（
一
九
八
三
）
年
）
は
朔
太
郎
主

宰
の
「
上
毛
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
」
の
後
継
者
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
朔
太
郎
十
五
歳
年
下
。

「
米
專
」
呉
服
屋
。
現
在
の
前
橋
弁
天
通
り
商
店
街
の
青
年
会
長
し
ゅ
ん
こ
う
氏
の
ブ
ロ
グ
「
前
橋
ま
ち

な
か
ガ
イ
ド

朔
太
郎
ま
ち
な
か
遊
興
コ
ー
ス
を
巡
っ
て
き
ま
し
た
」
に
当
時
の
前
橋
の
商
店
街
の
中
で

は
大
き
な
呉
服
屋
で
、『
全
面
ガ
ラ
ス
張
り
の
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
に
人
形
が
あ
っ
て
、
そ
の
バ
カ
面
に
自

分
の
姿
を
重
ね
る
詩
が
残
っ
て
い
ま
す
』
と
あ
る
。
詩
と
あ
る
の
は
こ
の
短
歌
の
こ
と
と
考
え
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。
現
存
し
な
い
。］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

う
す
あ
か
り
か
へ
ら
ぬ
人
の
戀
し
さ
に
明
け
そ
め
て
降
る
雪
の
は
な
か
さ

http://www.asahi-net.or.jp/~PU7T-KMR/saku5.htm
http://www.maebashi-cvb.com/history/sakutaro/vol07.htm
http://shunkou.exblog.jp/13839914/


は
か
な
か
り
羽
虫
の
は
ね
の
白
ろ
白
ろ
と
光
る
を
見
れ
ば
夏
は
す
ぎ
け
り

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
虫
」
は
マ
マ
。
「
白
ろ
白
ろ
」
の
後
半
は
底
本
で
は
踊
り
字
「〱

」
。
こ
の
一
首
は
底

本
全
集
第
二
巻
「
習
作
集
第
八
卷
（
哀
憐
詩
篇
ノ
ー
ト
）
」
に
所
収
す
る
短
歌
群
の
一
つ
、
「
羽
蟲
の
羽
」

歌
群
（
最
後
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
四
月
の
作
で
ペ
ン
・
ネ
ー
ム
は
「
街
の

葉
ざ
く
ら
」
）
の
巻
頭
に
あ
る
、

お
し
な
べ
て
羽
蟲
の
羽は

ね

の
さ
も
白
く

ひ
か
る
を
み
れ
ば
夏
は
來
に
け
り

の
相
似
歌
で
あ
る
。
］

浮
寢
鳥
う
つ
ら
う
つ
ら
と
夢
の
ご
と
靑
き
渚
を
た
ど
る
悲
し
さ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
う
つ
ら
う
つ
ら
」
の
後
半
は
底
本
で
は
踊
り
字
「〱
」
。
こ
の
一
首
は
底
本
全
集
第

二
巻
「
習
作
集
第
八
卷
（
哀
憐
詩
篇
ノ
ー
ト
）
」
に
所
収
す
る
短
歌
群
の
一
つ
、「
う
ま
ご
や
し
」
歌
群
（
ク

レ
ジ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
四
月
作
）
の
三
首
目
、

浮
寢
鳥
旅
に
來
り
て
か
く
ば
か
り

長
き
渚
を
た
ど
る
哀
し
さ

の
相
似
歌
で
あ
る
。
］

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
上
は
一
九
八
九
年
二
月
刊
の
筑
摩
書
房
版
萩
原
朔
太
郎
全
集
補
巻
の
「
短
歌
」
パ

ー
ト
に
あ
る
既
刊
全
集
に
洩
れ
た
短
歌
群
の
内
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
九
月
号
『
創
造
』
に
掲
載
さ

れ
た
三
首
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊



 
 

 
あ
ひ
ゞ
き

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

夢
み
る
ひ
と

あ
い
り
す

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

の
に
ほ
ひ
ぶ
く
ろ
の
身み

に
し
み
て
忘わ

す

れ
か
ね
た
る
夜よ

る

の
あ
ひ
ゞ
き

し
な
だ
れ
て
は
に
か
み
ぐ
さ
も
物も

の

は
言い

へ
こ
の
も
か
の
も
の
あ
ひ
ゞ
き
の
そ
ら

夏な
つ

く
れ
ば
君き

み

が
矢
車

や
ぐ
る
ま

み
づ
い
ろ
の
浴
衣

ゆ

か

た

の
肩か

た

に
に
ほ
ふ
新
月

に
ひ
づ
き

な
に
を
蒔ま

く
姫ひ

め

ひ
ぐ
る
ま
の
種た

ね

を
蒔ま

く
君く

ん

を
思お

も

へ
と
涙

な
み
だ

し
て
ま
く

い
か
ば
か
り
芥
子

け

し

の
花は

な

び
ら
指ゆ

び

さ
き
に
泌し

み
て
光ひ

か

る
が
さ
び
し
か
る
ら
む

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
一
九
一
三
、
四
）

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
十
月
二
日
附
『
上
毛
新
聞
』
に
標
記
通
り
、「
夢
み
る
ひ
と
」

名
義
で
掲
載
さ
れ
た
五
首
連
作
。
朔
太
郎
満
二
十
六
歳
。

「
あ
い
り
す
」
は
単
子
葉
植
物
綱
キ
ジ
カ
ク
シ
目
ア
ヤ
メ
科
ア
ヤ
メ
属Iris

の
総
称
。
シ
ョ
ウ
ブ
が
根

や
茎
に
香
り
を
持
つ
の
に
対
し
て
ア
ヤ
メ
は
花
か
ら
清
潔
感
の
あ
る
香
り
を
放
つ
。
特
に
イ
タ
リ
ア
産
ア

イ
リ
ス
の
花
は
そ
の
非
常
に
良
い
香
り
立
ち
か
ら
香
料
と
し
て
人
気
が
高
い
（
香
料
通
販
会
社
の
記
載
を

参
考
に
し
た
）。

第
四
首
目
は
同
年
四
月
の
『
朱
欒
』
投
稿
の
、

な
に
を
蒔
く
ひ
め
ひ
ぐ
る
ま
の
種
を
蒔
く
君
を
思
へ
と
涙
し
て
ま
く

の
標
記
違
い
の
同
一
首
。］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊



 
 

 
秋
思

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

夢
み
る
ひ
と

指ゆ
び

さ
き
に
吸す

ひ
つ
く
魚う

を

の
こ
こ
ろ
よ
り
つ
め
た
く
秋あ

き

は
流な

が

れ
そ
め
た
り

い
ぢ
ら
し
く
東
京
淺
草

と
う
け
う
あ
さ
く
さ

の
仲
見
世

な

か

み

せ

に
秋あ

き

が
遊あ

そ

ぶ
と
思お

も

ふ
侘わ

び

し
さ

材
木

ざ
い
も
く

の
上う

へ

に
腰こ

し

か
け
疲つ

か

れ
た
る
心

こ
ゝ
ろ

が
し
み
じ
み
と
欠
呻

あ

く

び

せ
る
な
り

透
間

す

き

ま

よ
り
の
ぞ
き
し
に
秋あ

き

は
は
や
遠と

ほ

く
か
げ
な
き
麓

ふ
も
と

を
行ゆ

き
渡わ

た

り
け
り

石
工

い

し

く

の
眼め

赤あ
か

き
を
見み

れ
ば
う
ら
侘わ

び

し
櫟

林

く
ぬ
ぎ
ば
や
し

の
秋あ

き

の
落
日

ら
く
じ
つ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
十
月
十
日
附
『
上
毛
新
聞
』
に
標
記
通
り
、「
夢
み
る
ひ
と
」

名
義
で
掲
載
さ
れ
た
五
首
連
作
。
朔
太
郎
満
二
十
六
歳
。

二
首
目
「
東
京
」
の
「
と
う
け
う
」
の
ル
ビ
は
マ
マ
。
正
し
く
は
「
と
う
き
や
う
」。

三
首
目
「
欠
呻
」
は
マ
マ
。
正
し
く
は
「
欠
伸
」
。

こ
れ
ら
の
習
作
で
あ
る
二
行
分
か
ち
書
き
の
連
作
「
中
秋
雜
詠
」
十
四
首
が
残
る
（
底
本
全
集
第
二
巻

「
習
作
集
第
八
卷
（
哀
憐
詩
篇
ノ
ー
ト
」
）
所
収
）
に
残
る
。
以
下
に
示
す
。
取
り
消
し
線
は
抹
消
を
示
す
。

な
お
、
七
首
目
以
下
九
首
は
、
習
作
に
の
み
あ
る
短
歌
で
あ
る
。

ゆ
び
さ
き
に
吸す

ひ
つ
く
魚
の
こ
こ
ろ
よ
り

つ
め
た
く
秋あ

き

は
流な

が

れ
そ
め
た
り

材
木
う
へ
に
腰
か
け
し
み
じ
み
と

疲
れ
し
心
が
欠
呻
せ
る
な
り

か
み
て
す
つ
る
葡
萄
の
核
の
や
る
せ
な
く

椽
端
の
土つ

ち

に
し
み
こ
め
る
秋



い
ぢ
ら
し
く
東
京
淺
草
の
仲
見
世
に

秋
が
來
り
て
遊
ぶ
わ
び
し
さ

石
工

い

し

く

の
眼
赤
き
を
見
れ
ば
胸
い
た
む

櫟
林
の
秋
の
落
日

透
間

す

き

ま

よ
り
の
ぞ
き
し
秋
は
い
や
遠
き

牧
場
屋
並
の
う
へ
を
渡
る
な
り
け
り

摘
め
ば
す
い
す
い
あ
と
よ
り
延の

び
る
芝
の
芽
か

秋
は
身
う
ち
に
泳
ぎ
來
れ
り

樹
の
幹
に
指
を
ふ
る
ゝ
も
な
に
が
な
し

涙
流
れ
て
や
ま
ぬ
秋
な
り

ド
、
レ
、
ミ
、
ハ
、
ソ
、
ラ
、
シ
、
ド
、
嬉
し
さ
に

階
子
段
を
ば
馳
け
降
る
な
り

か
の
遠
き
風
見
の
上
に
か
ゞ
や
け
る
暖
秋
の
日

は
の
う
ら
ゝ
か
な
る
か
な

う
ら
ゝ
か
に
菊
も
咲
き
出
で
故
郷
の

少
女
子
ど
も
が
遊
ぶ
な
り
け
り

こ
ゝ
ろ
な
く
秋
も
お
は
り
と
な
り
し
か
ば

門
邊
に
出
で
ゝ
な
が
く
さ
け
べ
り

暖
秋
の
目
白
に
行
き
て
し
た
ゝ
め
し

晝
餉

ひ

る

げ

の
後
の
友
の
諧
謔

zvn04
ノート
かの遠き風見の上にかゞやける暖秋の日は（「は」は削除）の
うらゝかなるかな
［やぶちゃん注：以上の削除と改行は、底本全集の最後の投込の全正誤表により、底本を修正したもの。］




み
な
そ
こ
に
浮
べ
る
雲
の
よ
し
え
や
し

わ
が
故
郷
は
い
か
に
遠
き
か
も

三
首
目
の
「
葡
萄
」
は
初
出
で
は
「
萄
葡
」
で
あ
る
が
訂
し
た
。
十
二
首
目
の
「
お
は
り
」
、
掉
尾
の
一
首

の
「
よ
し
え
や
し
」
は
マ
マ
。
後
者
は
「
よ
し
ゑ
や
し
」
が
正
し
く
、
こ
れ
は
、
副
詞
「
よ
し
」
（
原
義
は

「
縦よ

し
」
と
許
可
す
る
意
）
＋
嘆
息
を
表
わ
す
間
投
助
詞
「
ゑ
」
＋
語
調
を
整
え
て
感
嘆
の
意
を
添
え
る

間
投
助
詞
「
や
」
＋
強
意
の
副
助
詞
「
し
」
で
、
「
ま
ま
よ
！
」
「
え
え
ぃ
！

ど
う
で
も
よ
い
わ
！
」
と

い
っ
た
感
動
詞
的
性
質
を
持
つ
副
詞
（
「
た
と
い
」
「
仮
に
」
と
い
う
仮
定
を
示
す
場
合
も
あ
る
）。

後
半
九
首
は
実
際
孰
れ
も
平
板
な
印
象
を
免
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
、
除
か
れ
た
の
は
正
し
い
と
感
ず

る
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 
＊

 
 

 

古
き
日
の
秋

 
 

 
 

 

（
昔
う
た
へ
る
歌
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

夢
み
る
ひ
と

裏
街

う
ら
ま
ち

の
床
屋

と

こ

や

が
角か

ど

に
張は

ら
れ
た
る
芝
居

し

ば

ゐ

の
び
ら

ヽ

ヽ

に
吹ふ

く
秋あ

き

の
風か

ぜ

吉
原

よ
し
は
ら

の
お
は
ぐ
ろ
溝ど

ぶ

の
ほ
の
暗く

ら

き
中な

か

に
れ
る
櫛く

し

の
片
割

か
た
わ
れ

ほ
の
か
に
も
瓦
斯

が

す

の
に
ほ
ひ
の
た
だ
よ
へ
る
勸
工
塲

く
わ
ん
こ
う
ぜ
う

の
暗く

ら

き
鋪
石

し
き
い
し

さ
く
さ
く
と
靴
音

く
つ
お
と

さ
せ
て
中
隊

ち
ゆ
う
た
い

の
す
ぎ
た
る
あ
と
に
吹ふ

く

く
秋あ

き

の
風か

ぜ

歌
舞
伎
座

か

ぶ

き

ざ

の
か
へ
り
に
我わ

れ

を
つ
つ
み
た
る
床ゆ

か

し
き
マ
ン
ト
忘わ

す

ら
れ
ぬ
ひ
と

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
十
月
十
一
日
附
『
上
毛
新
聞
』
に
標
記
通
り
、「
夢
み
る
ひ

と
」
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
五
首
連
作
。
朔
太
郎
満
二
十
六
歳
。



三
首
目
「
く
わ
ん
こ
う
ぜ
う
」
は
マ
マ
。
底
本
全
集
校
訂
本
文
で
は
「
く
わ
ん
こ
う
ば
」
と
訂
す
る
が

従
わ
な
い
。
誤
り
と
し
て
も
朔
太
郎
が
音
韻
上
、
こ
れ
で
詠
ん
だ
可
能
性
を
排
除
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。

無
論
、
「
勸
工
塲
」
は
正
し
く
は
「
く
わ
ん
こ
う
ば
」
が
正
し
い
読
み
で
は
あ
る
。
老
婆
心
な
が
ら
附
し
て

お
く
と
、
勧
工
場

か

ん

こ

う

ば

と
は
明
治
・
大
正
期
に
一
つ
の
建
物
の
中
に
多
く
の
店
が
入
っ
て
種
々
の
商
品
を
陳
列
・

即
売
し
た
一
種
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
こ
と
で
、
明
治
一
一
（
一
八
七
八
）
年
一
月
に
政
府
の
殖
産
興
業
政
策

の
方
針
に
沿
っ
て
東
京
府
が麴

町
辰

の
口
（
現
在
の
千
代
田
区
内
）
に
常
設
商
品
陳
列
場
と
し
て
の
「
東

京
府
勧
工
場
」
を
開
設
し
た
こ
と
に
始
ま
る
（
こ
こ
に
は
前
年
に
東
京
上
野
公
園
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回

内
国
勧
業
博
覧
会
に
展
示
さ
れ
た
出
品
物
も
移
さ
れ
て
陳
列
さ
れ
た
。
当
時
の
出
品
点
数
は
合
計
三
十
五

万
点
、
入
場
者
合
計
五
千
二
百
人
に
及
ん
だ
と
さ
れ
る
）
。
後
に
は
本
格
的
な
デ
パ
ー
ト
の
進
出
に
よ
り
衰

退
し
た
。
勧
商
場
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 
＊

 
 

 

辨
慶

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

夢
み
る
ひ
と

 
 

 
 

 
 

 
 

我わ
が

が
な
つ
か
し
き

 
 

 
 

 
 

 
 

魚
屋

さ
か
な
や

の
ベ
ン
ケ
イ
に

橋
側

は
し
そ
ば

の
安
酒
場

や

す

さ

け

ば

こ
そ
ま
た
な
け
れ
べ
ん
け
い

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

も
來き

て
醉ゑ

ひ
て
唄う

た

へ
る

醉ゑ

ひ
ど
れ
の
か
の
辨
慶

べ
ん
け
い

も
秋あ

き

く
れ
ば
路
傍

ろ

ば

う

に
立た

ち
て
物も

の

を
思お

も

へ
り

あ
は
れ
な
る
色
氣
狂

い
ろ
き
ち
が
ひ

の
魚
屋

さ
か
な
や

が
我わ

れ

に
教お

し

へ
し
さ
の
さ
節ぶ

し

か
な

魚
屋

さ
か
な
や

の
赤あ

か

き
小
鼻

こ

ば

な

を
晩
秋

お
そ
あ
き

の
酒
場

さ

け

ば

の
軒の

き

に
見み

る
が
哀か

な

し
さ

居
酒
屋

ゐ

ざ

か

や

の
暗く

ら

き
床ゆ

か

を
ば
み
つ
め
つ
ゝ
何
思

な
に
お
も

ふ
ら
む
か
ゝ
る
男

を
と
こ

は



ほ
の
暗く

ら

き
床ゆ

か

に
こ
ぼ
れ
し
酒さ

け

を
見
て
ふ
と
べ
ん
け
い
が
叫さ

け

び
出い

だ

せ
り

淫み
だ

ら
な
る
か
の
辨
慶

べ
ん
け
い

の
諧
謔

か
い
ぎ
や
く

も
秋あ

き

の
酒
場

さ

け

ば

に
き
け
ば
悲か

な

し
も

い
か
ば
か
り
悲か

な

し
く
彼か

れ

が
眺な

が

む
ら
む
酒
場

さ

け

ば

の
窓ま

ど

の
赤あ

か

き
落
日

ら
く
じ
つ

（
一
九
一
三
、
一
〇
、
酒
場
に
て
）

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
十
月
二
十
六
日
附
『
上
毛
新
聞
』
に
標
記
通
り
、
「
夢
み
る

ひ
と
」
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
八
首
連
作
。
朔
太
郎
満
二
十
六
歳
。
「
辨
慶
」
は
前
橋
（
？
）
の
商
店
街
の
魚

屋
の
屋
号
か
そ
の
主
人
の
綽
名
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
詳
。
一
首
目
な
ど
は
明
ら
か
に
名
に
し
負
は

ば
の
弁
慶
に
、
謡
曲
「
安
宅
」
や
歌
舞
伎
「
勧
進
帳
」
の
後
半
部
を
重
ね
た
確
信
犯
で
あ
る
。

「
酒
場
」
の
ル
ビ
「
さ
け
ば
」
は
全
首
に
一
貫
し
た
表
現
な
の
で
改
め
な
か
っ
た
（
底
本
校
訂
本
文
で

は
総
て
「
さ
か
ば
」
と
『
訂
』
さ
れ
て
あ
る
）。

三
首
目
「
教
へ
し
」
の
ル
ビ
「
お
し
」
は
マ
マ
。

六
首
目
下
句
の
頭
「
ふ
と
べ
ん
け
い
が
」
は
初
出
は
「
ふ
と
べ
ん
け
が
い
」
。
誤
植
と
し
て
訂
し
た
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

 
 

 

酒
塲

さ

け

ば

の
窓ま

ど

 
 

 
 

 
 

 
 

夢
み
る
ひ
と

つ
ば
く
ら
め
酒
塲

さ

け

ば

の
軒の

き

を
ち
ら
ち
ら
く
ゞ
れ
る
時と

き

に
我わ

れ

も
入い

り
來く

る

塲
末

ば

す

へ

な
る
酒
場

さ

け

ば

の
窓ま

ど

に
身み

を
よ
せ
て
悲か

な

し
き
秋あ

き

の
夕
雲

ゆ
う
ぐ
も

を
見み

る

薄
給

は
つ
き
ふ

の
車
掌

し
や
せ
う

も
我わ

れ

と

盃
さ
か
づ
き

を
さ
し
て
語か

た

れ
ば
悲か

な

し
ま
れ
け
り

放
埒

は
う
ら
つ

の
惡
所
通

あ
く
し
よ
が
よ

ひ
を
悲か

な

し
め
ど
わ
が
寂さ

び

し
み
は
行ゆ

く
と
こ
ろ
な
し



C
O

G
N

AC

コ

ニ

ヤ

ク

の
醉ゑ

ひ

に
あ
ら
ね
ど
故
郷

ふ
る
さ
と

の
酒
塲

さ

け

ば

の
月つ

き

も
忘わ

す

れ
が
た
か
り

あ
せ
し
志
村

し

む

ら

一
座ざ

の
幟

の
ぼ
り

な
ど
は
た
め
く
頃こ

ろ

を
酒
店

さ
か
み
せ

に
入い

る

か
く
ば
か
り
我わ

が
放
埒

ほ
う
ら
つ

の
や
る
せ
な
き
心

こ
ゝ
ろ

き
か
ん
と
言い

ふ
は
誰た

が
子こ

ぞ

 
 

 
 

（
以
下
公
園
に
て
）

晩
秋

お
そ
あ
き

の
我わ

が
故
郷

ふ
る
さ
と

の
公
園

こ
う
ゑ
ん

を
悲か

な

し
く
今
日

け

ふ

も
歩あ

ゆ

む
な
り
け
り

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生

し

ば

ふ

の
上う

へ

に
乘の

り
捨す

て
し
自
轉
車

じ

て

ん

し

や

の
柄え

の
光ひ

か

る
夕ゆ

う

ぐ
れ

公
園

こ
う
ゑ
ん

の
碑
石

い

し

に
手て

を
觸ふ

れ
哀か

な

し
め
る
心

こ
ゝ
ろ

つ
め
た
く
泣な

き
出い

だ

し
た
り

 
 

 
 

 
 

 
 

（
故
郷
前
橋
に
て
）

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
十
月
二
十
八
日
附
『
上
毛
新
聞
』
に
標
記
通
り
、
「
夢
み
る

ひ
と
」
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
八
首
連
作
。
朔
太
郎
満
二
十
六
歳
。

「
酒
場
」
「
酒
塲
」
の
標
記
違
い
及
び
「
さ
け
ば
」
の
読
み
は
マ
マ
。

二
首
目
の
ル
ビ
「
ば
す
へ
」
及
び
「
ゆ
う
ぐ
も
」
は
マ
マ
（
正
し
く
は
「
ば
す
ゑ
」「
ゆ
ふ
ぐ
も
」
）
。

三
首
目
の
ル
ビ
「
し
や
せ
う
」
は
マ
マ
（
正
し
く
は
「
し
や
し
や
う
」
）。

六
首
目
の
「
志
村
一
座
」
は
旅
回
り
の
芝
居
一
座
と
思
わ
れ
る
が
不
詳
。

七
首
目
の
ル
ビ
「
は
う
ら
つ
」
は
底
本
で
は
「
ほ
う
ら
つ
」
で
あ
る
が
先
行
首
に
正
し
い
ル
ビ
が
あ
る

の
で
誤
植
と
断
じ
て
訂
し
た
。

八
首
目
以
降
三
首
の
「
公
園
」
と
は
朔
太
郎
の
愛
し
た
「
郷
土
望
景
詩
」
に
出
る
前
橋
公
園
、
現
在
の

群
馬
県
前
橋
市
大
手
町
に
あ
る
遊
園
地
前
橋
市
中
央
児
童
遊
園
（
愛
称
は
「
前
橋
る
な
ぱ
あ
く
」
）
で
あ
ろ

う
。九

首
目
の
「
夕ゆ

う

ぐ
れ
」
の
ル
ビ
は
マ
マ
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
各
注
が
長
く
な
っ
た
の
で
、
先
に
注
し
て
お
く
。
以
下
に
示
す
六
首
は
底
本
の
筑
摩

書
房
版
全
集
第
十
五
巻
（
昭
和
五
三
（
一
九
七
八
）
年
刊
）
の
「
短
歌
補
遺
」
に
載
る
（
掲
載
は
こ
れ
ら

の
み
）
も
の
で
、
先
行
す
る
第
三
巻
の
短
歌
の
編
集
の
際
に
漏
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
も
の
。『
創
造
』
第

三
十
七
号
・
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
十
月
号
の
「
詠
草
欄
」
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
朔
太
郎
満

三
十
二
歳
。
］

寂
し
さ
に
少
し
く
慣
れ
て
な
に
が
な
し
こ
の
田
舍
を
も
懷
し
み
を
る

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
初
出
で
は
「
な
に
が
な
し
」
が
「
な
に
が
し
」
で
あ
る
が
、
以
下
の
習
作
な
ど
か
ら

脱
字
と
断
じ
、
底
本
校
訂
本
文
通
り
、
「
な
に
が
な
し
」
と
し
た
。
こ
の
一
首
は
、
先
に
全
歌
を
掲
載
し
た

底
本
第
二
巻
「
習
作
集
第
八
卷
（
哀
憐
詩
篇
ノ
ー
ト
）」
所
収
の
二
十
首
連
作
の
歌
群
「
一
群
の
鳥
」
の
第

三
首
目
、

淋
し
さ
に
少
し
く
慣
れ
て

な
に
が
な
し

こ
の
田
舍
を
ば
好
し
と
思
へ
り

が
原
案
に
見
え
、
ま
た
こ
れ
を
改
稿
し
た
、
こ
の
『
創
造
』
で
の
掲
載
の
二
ヶ
月
前
、
大
正
二
（
一
九
一

三
）
年
八
月
九
日
附
『
上
毛
新
聞
』
に
発
表
し
た
「
一
群
の
鳥
」
の
第
三
首
目
、

寂さ
び

し
さ
に
少す

こ

し
く
慣な

れ
て

な
に
が
な
し

こ
の
田
舍

い

な

か

を
ば
好よ

し
と
思お

も

へ
り
。

の
更
な
る
改
稿
と
思
わ
れ
る
。
］

し
ん
し
ん
と
す
る
水
の
音
か
な滊

車

は
ま
た
ト
ン
ネ
ル
を
出
で
て
ひ
た
走
り
け
り

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
初
出
は
上
句
を
「
し
ん
し
ん
と
す
る
水
の
音
が
な滊

車

は
ま
た
」
と
す
る
が
、
以
下

の
習
作
か
ら
訂
し
た
。
こ
の
一
首
は
、
底
本
第
二
巻
「
習
作
集
第
八
卷
（
哀
憐
詩
篇
ノ
ー
ト
）」
所
収
の
十

七
首
連
作
の
歌
群
「
林
檎
の
核
」（
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
七
月
十
三
日
相
当
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
最
後
に

持
つ
）
の
第
四
首
目
に
、



ヽ
し
ん
し
ん
た
る
水
の
音
か
な

汽
車
は
ま
た

ト
ン
ネ
ル
を
出
で
ゝ
ひ
た

ヽ

ヽ

に
走
れ
り

と
あ
る
（
首
巻
の
「
ヽ
」
は
圏
点
）
。
初
案
の
方
が
韻
律
は
よ
い
も
の
の
何
か
平
板
で
、
こ
の
改
作
の
方
が

汽
車
の
リ
ズ
ム
に
合
っ
て
い
る
気
が
私
は
す
る
。
］

油
日
照
り
つ
く
日
に
し
き
り
な
く
黑
く
つ
づ
け
る
蟻
の
列
か
な

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
初
出
は
上
句
を
「
黑
く
つ
つ
け
る
蟻
の
列
か
な
」
と
す
る
が
、
以
下
の
習
作
か
ら
訂

し
た
。
こ
の
一
首
も
前
の
一
首
と
同
じ
く
底
本
第
二
巻
「
習
作
集
第
八
卷
（
哀
憐
詩
篇
ノ
ー
ト
）
」
所
収
の

十
七
首
連
作
の
歌
群
「
林
檎
の
核
」
の
掉
尾
第
十
七
首
目
に
、

か
ん
か
ん

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

た
る
酷
熱
の
日
に

き
り
も
な
く

｛
赫
土

あ
か
つ
ち

に
｝

 
 

 
 

 
 

續
け
る
蟻
の
列
か
な

｛
黑
く

｝

と
あ
る
も
の
の
改
作
で
あ
る
（
「
｛

｝
」
の
二
行
は
二
つ
の
語
句
が
並
置
さ
れ
て
残
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
）。

漢
詩
め
い
た
佶
屈
聱
牙
な
初
期
形
が
和
歌
の
響
き
と
な
っ
て
い
る
。
］

酒
飮
め
ど
こ
の
ご
ろ
醉
は
ぬ
さ
び
し
さ
に
唄
へ
ど
も
あ
あ
あ
あ
遂
に
涙
も
い
で
ず

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
初
出
は
「
酒
飮
め
ど
こ
の
ご
ろ
醉
は
ぬ
さ
び
し
き
に
唄
へ
ど
も
」
。
少
し
迷
っ
た
が
、

以
下
の
習
作
な
ど
か
ら
校
訂
本
文
と
同
じ
く
「
さ
び
し
さ
に
」
と
訂
し
た
。
こ
の
一
首
は
や
は
り
、
先
に

全
歌
を
掲
載
し
た
底
本
第
二
巻
「
習
作
集
第
八
卷
（
哀
憐
詩
篇
ノ
ー
ト
）
」
所
収
の
二
十
首
連
作
の
歌
群
「
一

群
の
鳥
」
の
第
十
二
首
目
、

酒
の
め
ど

こ
の
ご
ろ
醉
は
ぬ
さ
び
し
さ

歌
へ
ど
も

あ
ゝ
あ
ゝ
遂
に
涙
出
で
ざ
り

が
原
案
と
思
わ
れ
、
ま
た
こ
れ
を
改
稿
し
た
、
こ
の
『
創
造
』
で
の
掲
載
の
二
ヶ
月
前
、
大
正
二
（
一
九



一
三
）
年
八
月
九
日
附
『
上
毛
新
聞
』
に
発
表
し
た
「
一
群
の
鳥
」
の
第
八
首
目
、

酒さ
け

の
め
ど

こ
の
ご
ろ
醉よ

は
ぬ
さ
び
し
さ

う
た
へ
ど
も

あ
ゝ
あ
ゝ
遂つ

ひ

に
涙

な
み
だ

出い

で
ざ
り
。

の
更
な
る
改
稿
と
も
思
わ
れ
る
。
短
歌
ら
し
く
は
な
っ
た
も
の
の
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
儀
よ
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
分
、
初
期
形
二
稿
の
方
が
私
は
好
き
で
あ
る
。］

時
に
ふ
と
盃
投
げ
て
す
ゝ
り
泣
き
い
と
ほ
し
き
母
の
寢
顏
を
な
が
む

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
一
首
も
や
は
り
、
先
に
全
歌
を
掲
載
し
た
底
本
第
二
巻
「
習
作
集
第
八
卷
（
哀

憐
詩
篇
ノ
ー
ト
）
」
所
収
の
二
十
首
連
作
の
歌
群
「
一
群
の
鳥
」
の
第
十
三
首
目
、

ヽ
時
に
ふ
と

盃
投
げ
て
す
ゝ
り
泣
く

い
と
ほ
し
や
母
も
流
石
に
思
へ
り

が
原
案
と
思
わ
れ
（
「
ヽ
」
は
朔
太
郎
自
身
の
附
し
た
圏
点
）
、
ま
た
こ
れ
を
改
稿
し
た
、
こ
の
『
創
造
』

で
の
掲
載
の
二
ヶ
月
前
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
八
月
九
日
附
『
上
毛
新
聞
』
に
発
表
し
た
「
一
群
の

鳥
」
の
第
十
一
首
目
、

時と
き

に
ふ
と

盃
杯

さ
か
づ
き

を
投な

げ
て
す
ゝ
り
泣な

く

い
と
ほ
し
や
と
母は

ゝ

も
流
石

さ

す

が

思お
も

へ
り
。

の
更
な
る
改
稿
と
も
思
わ
れ
る
。
こ
の
三
稿
目
で
確
か
な
和
歌
と
な
っ
た
と
い
う
気
が
私
に
は
す
る
。
］

わ
か
き
日
は
と
く
と
く
過
ぎ
て
わ
れ
わ
れ
は
今
饐
え
く
さ
れ
た
る
林
檎
の
核
な
り

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
と
く
と
く
」
の
後
半
は
底
本
で
は
踊
り
字
「〱

」
。「
饐
え
く
さ
れ
た
る
」
は
初
出
で

は
「
饐
ら
く
さ
れ
た
る
」
で
あ
る
が
、
意
味
が
通
ら
な
い
の
で
、
次
の
習
作
を
も
と
に
全
集
校
訂
本
文
と

同
じ
く
訂
し
た
。
こ
の
一
首
も
同
じ
く
底
本
第
二
巻
「
習
作
集
第
八
卷
（
哀
憐
詩
篇
ノ
ー
ト
）」
所
収
の
十



七
首
連
作
の
歌
群
「
林
檎
の
核
」
の
巻
頭
の
、

若
き
日
は
既
に
過
ぎ
去
り

今
の
我
れ
は

い
た
く
饐
え
た
る
林
檎
の
核た

ね

な
り

の
改
稿
で
あ
る
。
説
明
的
な
初
期
形
が
歌
ら
し
く
な
っ
て
い
る
と
私
は
思
う
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

 
 

 

古
今
新
調

こ
き
ん
し
ん
て
う

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

夢
み
る
ひ
と

 
 

 
 

小
引

せ
う
い
ん

古
歌

こ

か

の
こ
ゝ
ろ
の
な
つ
か
し
さ
よ
、
わ
け
て
新
古
今
詠
嘆

し
ん
こ
き
ん
え
い
た
ん

の
調

し
ら
べ

、
匂
高

に
ほ
ひ
た
か

き
は
夕
闇

ゆ
う
や
み

の
園そ

の

に
咲さ

く
ア
ラ
セ
イ

ト
オ
の
た
ぐ
ひ
な
る
べ
し
。
官
能

く
わ
ん
の
う

の
疲つ

か

れ
を
苦
蓬
酒

ア

ブ

サ

ン

の

盃
さ
か
づ
き

に
啜す

ゝ

り
象
徴

せ
う
て
う

の
あ
や
か
し
を
珈
琲

カ

フ

イ

の
煙

け
む
り

に
夢ゆ

め

み
る
近
代

き
ん
だ
い

の
騷
客

さ
う
か
く

、
と
も
す
れ
ば
純
情

じ
ゆ
ん
ぜ
う

の
心
雅

こ
ゝ
ろ
み
や

び
か
な
る
古
巣

ふ

る

す

に
の
が
れ
て
の
古ふ

る

き
歌
集

か

し

う

の
手
觸

て

ざ

は

り
に

廢
唐

は
い
た
う

の
や
る
せ
な
き
風
流

ふ
う
り
う

を
學ま

な

ば
ん
と
す
。
げ
に
や
新
人

し
ん
じ
ん

の
モ
ツ
ト
オ
に
觸ふ

れ
デ
カ
ダ
ン
樂
派

が

く

は

の
新
星

し
ん
せ
い

グ

リ
ー
ク
が
ピ
ア
ノ
の
律り

つ

に
啜
泣

す
ゝ
り
な

く
定
家
卿
選
歌

て

い

か

け

う

せ

ん

か

の
心

こ
ゝ
ろ

ば
か
り
世よ

に
あ
は
れ
深ふ

か

き
は
あ
ら
ぢ
か
し
。

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
「
小
引
」
以
下
の
十
首
連
作
は
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
十
二
月
一
日
附
『
上

毛
新
聞
』
に
標
記
通
り
、「
夢
み
る
ひ
と
」
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
。
朔
太
郎
満
二
十
七
歳
。

「
小
引
」
短
い
序
文
。
小
序
。

ル
ビ
「
ゆ
う
や
み
」
「
せ
う
て
う
」
「
じ
ゆ
ん
ぜ
う
」「
か
し
う
」
「
て
い
か
け
う
」
は
マ
マ
。

最
初
の
一
文
の
「
ア
ラ
セ
イ
ト
オ
の
た
ぐ
ひ
な
る
べ
し
。」
最
後
の
句
点
は
初
出
に
は
な
い
が
、
脱
字
と

断
じ
て
底
本
全
集
校
訂
本
文
と
同
じ
く
句
点
を
配
し
た
。

「
ア
ラ
セ
イ
ト
オ
」
は
マ
マ
（
校
訂
本
文
も
マ
マ
）。
ア
ブ
ラ
ナ
目
ア
ブ
ラ
ナ
科
ア
ラ
セ
イ
ト
ウ
（
マ
ッ

テ
オ
ラ
）
属M

atthiola

の
花
。
ま
る
ら
め
氏
の
「
日
だ
ま
り
仔
猫
－
園
芸
専
科
－
」
の
「
ス
ト
ッ
ク
」

（
ア
ラ
セ
イ
ト
ウ
の
英
名
：stock

）
に
語
源
説
が
載
る
。
ウ
ィ
キ
の
「
ア
ラ
セ
イ
ト
ウ
属
」
に
よ
れ
ば
、

『
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産
で
原
産
地
で
は
多
年
草
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
秋
蒔
き
一
年
草
と
し
て
扱
う
。
開

花
期
は
早
春
～
春
。
花
壇
に
植
え
る
他
、
切
り
花
に
さ
れ
る
こ
と
が
多
』
く
、『
よ
い
香
り
を
持
っ
て
い
る
』
。

『
日
本
で
は
主
に
切
花
と
し
て
栽
培
さ
れ
て
い
る
も
の
と
花
壇
に
植
え
る
も
の
と
に
分
か
れ
て
い
る
。
切

花
の
場
合
は
、
八
重
咲
き
の
花
が
好
ま
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、
ガ
ー
デ
ン
ス
ス
ト
ッ
ク
の
八
重
花

http://www2.tky.3web.ne.jp/~hidamari/photo095.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%A9%E3%82%BB%E3%82%A4%E3%83%88%E3%82%A6%E5%B1%9E


は
雄
ず
い
も
雌
ず
い
も
花
弁
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
に
生
殖
能
力
が
無
い
。
そ
の
た
め
、
八
重
と

一
重
の
遺
伝
子
を
両
方
持
つ
株
か
ら
採
種
し
、
選
抜
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
幼
苗
時
に
鑑
別
を
行

う
必
要
が
あ
る
』
と
あ
る
。
香
り
は
無
理
だ
が
、
グ
ー
グ
ル
画
像
検
索
「M

atthiola

」
で
そ
の
華
麗
な
多

く
の
品
種
を
鑑
賞
出
来
る
。

末
尾
「
あ
ら
ぢ
か
し
」
は
マ
マ
。］

 
 

 
 

 
 

 

×

 
 

 
 

淡
雪

あ
は
ゆ
き

う
ら
侘わ

び
て
は
こ
べ
を
摘つ

む
も
淡
雪

あ
は
ゆ
き

の
消け

な
ま
く
人ひ

と

を
思お

も

ふ
も
の
ゆ
へ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
先
に
示
し
た
『
朱
欒
』
第
三
巻
第
四
号
（
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
四
月
発
行
）
に

発
表
さ
れ
た
、

う
ち
わ
び
て
は
こ
べ
を
摘
む
も
淡
雪
の
消
な
ま
く
人
を
思
ふ
も
の
ゆ
ゑ

の
改
作
。
］

 
 

 
 

ア
カ
シ
ヤ

な
に
ご
と
も
花は

な

あ
か
し
や
の
木
影

こ

か

げ

に
て
き
み
待ま

つ
春は

る

の
夜よ

に
し
く
は
な
し

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
前
首
と
同
じ
く
『
朱
欒
』
第
三
巻
第
四
号
（
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
四
月
発
行
）

に
発
表
さ
れ
た
、

な
に
ご
と
も
花
あ
か
し
や
の
木
影
に
て
君
ま
つ
春
の
夜
に
し
く
は
な
し

の
標
記
違
い
の
同
一
首
。］

 
 

 
 

水み
づ

の
ほ
と
り
の
あ
づ
ま
や

 
 

 

悲か
な

し
き
別わ

か

れ
の
日ひ

に

け
ふ
す
ぎ
て
水
際

み

ぎ

は

に
咲さ

け
る
べ
こ
に
や

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

も
い
か
で
か
風か

ぜ

に
そ
よ
ぎ
泣な

く
ら
む

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
全
集
校
訂
本
文
で
は
「
い
か
で
や
」
を
「
い
か
で
か
」
と
補
正
す
る
。
採
ら
な

https://www.google.co.jp/search?q=Matthiola&safe=off&rlz=1C1ARAB_enJP452JP452&es_sm=122&source=lnms&tbm=isch&sa=X&ei=yTuBVJjxHeXTmAWi9YGIDQ&ved=0CAgQ_AUoAQ&biw=1280&bih=899


い
。
底
本
全
集
第
二
巻
の
「
習
作
集
第
九
卷
（
愛
憐
詩
篇
ノ
ー
ト
）
」
の
「
晩
秋
」
と
題
す
る
十
二
首
連
作

の
第
三
首
目
に
、

 
 

 
 

水
の
ほ
と
り
の
あ
づ
ま
や

 
 

 
 

悲
し
き
別
れ
の
日
に

け
ふ
す
ぎ
て
水
際
み
ぎ
は
に
咲
け
る
べ
こ
に
や
も

い
か
で
か
風
に
そ
が
ひ
泣
く
ら
む

と
い
う
習
作
が
残
る
。
］

 
 

 
 

く
れ
が
た

あ
づ
さ
弓ゆ

み

か
へ
ら
ぬ
ひ
と
の
戀こ

ひ

し
さ
に
暮く

れ
そ
め
て
降ふ

る
雪ゆ

き

の
は
か
な
さ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
全
集
第
二
巻
の
「
習
作
集
第
九
卷
（
愛
憐
詩
篇
ノ
ー
ト
）」
の
「
歌
」
と
題
す
る

七
首
連
作
の
巻
頭
に
、

あ
づ
さ
弓
か
へ
ら
ぬ
ひ
と
の
戀
ひ
し
さ
に

く
れ
初
め
て
ふ
る
雪
の
は
か
な
さ

と
い
う
ほ
ぼ
同
形
の
習
作
が
残
る
。］

 
 

 
 

う
す
ら
ひ

め
づ
ら
し
き
薄
氷

う
す
ら
ひ

を
見み

て
裝さ

う

ぞ
け
る
宮
城
野
部
屋

み

や

ぎ

の

べ

や

の
け
さ
の
き
ぬ
ぎ
ぬ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
二
首
前
と
同
じ
く
底
本
全
集
第
二
巻
の
「
習
作
集
第
九
卷
（
愛
憐
詩
篇
ノ
ー
ト
）
」
の

「
晩
秋
」
と
題
す
る
十
二
首
連
作
の
第
十
首
目
に
、

め
づ
ら
し
き
薄
氷

う
す
ら
ひ

を
み
て
裝そ

う

ぞ
け
る

宮
城
野
部
屋
の
け
さ
の
き
ぬ
ぎ
ぬ

と
い
う
ほ
ぼ
同
形
（
ル
ビ
「
そ
う
」
は
マ
マ
）
の
習
作
が
残
る
。
］

 
 

 
 

ベ
コ
ニ
ヤ

う
ぐ
ゐ
す
の
池
端

ち

へ

ん

に
鳴な

け
ば
夜よ

を
こ
め
て
枕
邊

ま
く
ら
べ

に
散ち

る
白し

ろ

き
べ
こ
に
や

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
う
ぐ
ゐ
す
」
「
池
端
」
は
マ
マ
。
全
集
校
訂
本
文
は
「
池
端
」
を
「
池
邊
」
と
訂
す



る
。
採
ら
な
い
。
前
に
同
じ
く
底
本
全
集
第
二
巻
の
「
習
作
集
第
九
卷
（
愛
憐
詩
篇
ノ
ー
ト
）
」
の
「
晩
秋
」

と
題
す
る
十
二
首
連
作
の
第
十
一
首
目
に
、

う
ぐ
ゐ
す
の
池
端

ち

へ

ん

に
鳴
け
ば
夜
を
こ
め
て

ま
く
ら
べ
に
散
る
べ
こ
に
や
の
花
白
き
べ
こ
に
や

と
い
う
ほ
ぼ
同
形
に
直
し
た
推
敲
案
が
残
る
（
取
り
消
し
線
は
抹
消
を
示
す
）
。
］

 
 

 
 

菊き
く

み
ち
も
せ
に
俥

俥

く
る
ま
く
る
ま

と
行ゆ

き
か
へ
る
今
日

け

ふ

し
も
菊き

く

の
節
會

せ

ち

ゑ

な
る
ら
む

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
前
に
同
じ
く
底
本
全
集
第
二
巻
の
「
習
作
集
第
九
卷
（
愛
憐
詩
篇
ノ
ー
ト
）
」
の
「
晩

秋
」
と
題
す
る
十
二
首
連
作
の
第
九
首
目
に
、

み
ち
も
せ
に
俥

俥

く
る
ま
く
る
ま

と
行
き
か
へ
る

な
に
し
か
菊
の
節
會
な
る
ら
む

と
い
う
習
作
が
残
る
。
］

 
 

 
 

橋は
し

の
上う

へ

に
も
柳

や
な
ぎ

ち
り
か
ふ

ゑ
ね
ち
や
の
ご
ん
ど
ら

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

び
と
も
し
づ
心

こ
ゝ
ろ

な
く
て
や
柳
散

や
な
ぎ
ち
り

り
す
ぎ
に
け
り

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
前
に
同
じ
く
底
本
全
集
第
二
巻
の
「
習
作
集
第
九
卷
（
愛
憐
詩
篇
ノ
ー
ト
）
」
の
「
晩

秋
」
と
題
す
る
十
二
首
連
作
の
第
八
首
目
に
、

 
 

 
 

 
 

 
 

橋
の
上
に
も
柳
ち
り
か
ふ

ゑ
ね
ち
や

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

の
ご
ん
ど
ら
び
と
も
し
づ
こ
ゝ
ろ

な
く
て
や
や
な
ぎ
散
り
す
ぎ
に
け
り

と
い
う
習
作
が
残
る
。
］

 
 

 
 

題だ
い

し
ら
ず

こ
ゝ
ろ
ば
へ
や
さ
し
き
人ひ

と

と
く
れ
が
た
の
水み

づ

の
ほ
と
り
を
歩
む
な
り
け
り

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
前
に
同
じ
く
底
本
全
集
第
二
巻
の
「
習
作
集
第
九
卷
（
愛
憐
詩
篇
ノ
ー
ト
）
」
の
「
晩



秋
」
と
題
す
る
十
二
首
連
作
の
第
四
首
目
に
、

こ
ゝ
ろ
ば
へ
や
さ
し
き
ひ
と
ゝ
く
れ
方
の

水
の
ほ
と
り
を
あ
ゆ
む
な
り
け
り

と
い
う
標
記
違
い
の
同
一
首
が
残
る
。
］

 
 

 
 

バ
ル
コ
ン
の
隅す

み

人ひ
と

は
い
ざ
知し

る
や
知し

ら
め
や
短み

ぢ

か
夜よ

の
月つ

き

の
出
窓

で

ま

ど

に
く
ち
づ
け
し
こ
と

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
い
ざ
」
は
底
本
校
訂
本
文
は
「
い
さ
」
と
『
補
正
』
す
る
。
従
わ
な
い
。
「
み
ぢ
か

よ
」
は
マ
マ
。
底
本
全
集
第
二
巻
の
「
習
作
集
第
九
卷
（
愛
憐
詩
篇
ノ
ー
ト
）
」
の
「
羽
蟲
の
羽
」
と
題
す

る
三
十
三
首
連
作
の
第
十
首
目
に
、

人
は
い
さ
知
る
や
知
ら
め
や
み
ぢ
か
夜
の

月
の
出
窓
に
く
ち
づ
け
し
こ
と

と
い
う
ほ
ぼ
同
一
の
習
作
が
残
る
。「
み
ぢ
か
夜
」
は
マ
マ
。］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
、
底
本
全
集
第
二
巻
「
習
作
集
第
八
卷
（
哀
憐
詩
篇
ノ
ー
ト
）」
に
所
収
す
る
短
歌

群
の
内
、
既
に
類
型
・
相
似
・
相
同
歌
と
し
て
既
注
で
は
掲
げ
て
い
な
い
か
若
し
く
は
一
部
の
そ
れ
し
か
示

し
て
い
な
い
歌
群
を
中
心
に
示
す
。

最
初
に
掲
げ
る
の
は
「
歌
」
歌
群
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
な
い
。「
習
作
集
第
八
卷
（
哀
憐
詩
篇
ノ
ー
ト
）
」

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
時
系
列
は
必
ず
し
も
順
番
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
『
一
九
一
三
、
四
』
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
持

つ
「
羽
蟲
の
羽
」
の
前
に
記
さ
れ
て
は
あ
る
。

な
お
、
底
本
解
題
に
「
習
作
集
第
八
卷
（
哀
憐
詩
篇
ノ
ー
ト
）
」
は
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
四
月
か
ら

九
月
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
創
作
時
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
、
と
注
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

現
在
、
発
表
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
前
掲
の
大
正
二
年
の
「
古
今
新
調
」
の
最
後
に
、
以

下
の
「
習
作
集
第
八
卷
（
哀
憐
詩
篇
ノ
ー
ト
）
」
に
含
ま
れ
る
歌
群
を
総
て
記
載
順
に
配
す
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
先
行
す
る
発
表
作
と
の
相
同
性
や
類
型
性
は
既
に
先
行
歌
に
注
し
て
あ
る
の
で
、
そ
の
フ
ィ
ー

ド
・
バ
ッ
ク
注
は
附
し
て
い
な
い
。
悪
し
か
ら
ず
。
］



歌
襟
脚
も
み
う
ら
の
え
ん
な
る
君
に
ふ
る
雪
は

え
や
は
消
え
ざ
る
も
の
を
こ
そ
思
へ

手
の
ひ
ら
に
練
お
し
ろ
ひ
の
と
き
み
づ
の

に
ほ
ひ
に
ぢ
め
る
若
き
人
妻

う
く
ら
ゐ
ん
春
の
夜
に
鳴
く
う
ぐ
ひ
す
か

「
哀
傷
篇
」
の
歌
の
こ
ゝ
ろ
か

猫
の
子
に頰

す
り
よ
せ
て
泣
く
ば
か
り

女
ほ
し
さ
に
氣
も
狂
ふ
な
り

東
京
の
朝
は
悲
し
や
川
蒸
氣

ポ
ー
と
氣
笛
の
鳴
る
が
悲
し
や

心
ぼ
そ
き
か
ぎ
り
の
こ
と
は
言
は
で
あ
れ

君
ま
た
更
に
く
ち
づ
け
を
せ
よ

あ
き
う
ど
の
若
き
息
子
の
元
吉
が

そ
ろ
ば
ん
玉
を
は
ぢ
き
居
る
か
な

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
高
橋
君
に
）

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
お
し
ろ
ひ
」「
に
ぢ
め
る
」
「
川
蒸
氣
」「
氣
笛
」
「
は
ぢ
き
」
は
総
て
マ
マ
。

底
本
の
初
出
本
文
の
最
後
に
『
三
首
目
「
う
く
ら
ゐ
ん
」
は
上
田
敏
の
『
み
を
つ
く
し
』
所
収
「
南
露

の
春
宵
」
か
ら
。
「
哀
傷
篇
」
は
北
原
白
秋
の
歌
集
『
桐
の
花
』
に
所
收
。』
と
あ
り
、
ま
た
、『
七
首
目
の

獻
辭
は
、
前
橋
市
の
書
店
煥
乎
堂
の
高
橋
元
吉
の
こ
と
。
』
と
編
者
注
が
あ
る
。

「
う
く
ら
ゐ
ん
」
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
こ
と
。
正
し
く
は
上
田
敏
の
訳
詩
集
「
み
を
つ
く
し
」
所
収
の
ゴ
ー

ゴ
リ
原
作
の
「
南
露
春
宵
」
で
あ
る
。
以
下
に
国
立
国
会
図
書
館
の
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
ブ
ラ
リ
ー
の
当
該

http://kindai.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/876471


詩
集
か
ら
視
認
し
て
起
こ
し
た
も
の
を
以
下
に
示
す
（
句
点
の
後
の
有
意
な
余
白
及
び
繰
り
返
し
記
号
「
ヽ
」

は
マ
マ
。
踊
り
字
「〲

」
は
正
字
化
し
た
。
一
部
の
判
読
推
定
字
に
は
直
下
に
【
？
】
を
附
し
た
）
。

 
 

 

＊

 
 

 
 

 
 

南
露
春
宵

ウ
ク
ラ
イ
ン
の
よ
る
を
し
れ
り
や
。

あ
は
れ
美
し
き
か
の
夜
を
し
ら
す
ば
、
は
や
く
ゆ
き
て
も
見
た

給
へ
か
し
。

な
か
ぞ
ら
に
月
は
て
ら
し
ぬ
。

み
る
が
ま
に
ひ
ろ
が
り
た
る
靑
空

あ
お
そ
ら

の
穹
窿
は
今
や
、
て

り
わ
た
り
て
、
息
す
る
や
う
な
り
。

白
銀
の
波
、
大
地
に
た
ヾ
よ
ひ
て
う
る
は
し
く
、
空
氣
は
あ
や
し

く
も
息
ぐ
る
し
き
ま
で
か
ぐ
は
し
。

や
さ
し
き
い
た
は
り
は
あ
た
り
に
み
ち
て
に
ほ
ひ
の
う
み
の
ふ
る

ひ
動
け
る
。

か
う
が
う
し
き
よ
る
の
け
し
き
か
な
、
物
く
る
ほ
し
う
美
し
き
は
こ
よ
ひ
な
り
。

靜
な
る
こ
の
夕
に

も
、
命
は
曾
良
に
み
ち
ね
り
と
お
ぼ
し
く
、
を
く
ら
き
森
は
、
や
み
に
そ
よ
ぎ
て
、
田
の
面
に
落
せ
る
か

げ
く
ろ
し
。

池
の
お
も
て
に
は
音
な
く
て
、
お
ぼ
ろ
お
ぼ
ろ
の
み
な
が
み
は
花
園
の
わ
か
葉
に
か
く
れ

ぬ
。泉

に
は
、
つ
め
た
き
水
な
が
れ
て
、
櫻
の
わ
か
枝
、
梅
の
老
木
な
ど
臆
【
？
】
せ
る
さ
ま
に
岸
を
ほ
ひ

た
り
。

葉
が
く
れ
に
幽
な
る
さ
ヽ
や
き
あ
り
て
怒
る
が
如
く
訴
ふ
る
が
如
き
は
花
の
神
た
ち
の
む
づ
か

り
な
ら
む
。
さ
丁
て
は
い
た
づ
ら
の
夜
の
風
や
み
に
ま
ぎ
れ
て
接
吻

く
ち
づ
け

せ
し
か
。

よ
も
の
け
し
き
は
な
べ
て
ね
む
り
ぬ
。
そ
ら
も
、
つ
ち
も
あ
や
し
き
い
き
に
つ
つ
ま
れ
て
い
と
神
さ
び

た
り
。
か
し
こ
み
の
心
ゆ
く
り
な
く
起
り
ぬ
。

誰
れ
か
こ
の
幽
玄
を
曉
ら
む
。

た
れ
か
こ
の
崇
高
を

仰
が
む
。

幻
は
し
ろ
が
ね
の
光
よ
り
あ
ら
は
れ
た
り
。
物
の
音
の
調
と
ヾ
の
ひ
た
る
如
く
あ
な
た
こ
な

た
の
深
み
よ
り
生
れ
ぬ
。

あ
ヽ
か
う
が
う
し
き
春
の
夜
や
、
わ
が
心
う
れ
し
さ
に
亂
れ
む
と
す
。

忽
に
し
て
よ
ろ
づ
蘇
生

よ
み
が
へ

り
ぬ
。

森
も
池
も
原
も
お
し
な
べ
て
生
き
た
り
。
ウ
ク
ラ
イ
ン
の
野
邊
に
鶯
な

き
ぬ
。
玉
を
轉
が
す
音
の
雷
と
な
り
て
ひ
ヾ
け
ば
、
月
は
み
そ
ら
の
胸
に
よ
り
て
こ
の
美
し
き
こ
ゑ
を
す

ひ
つ
ヽ
。

な
が
め
や
る
遠
里
小
野
は
、
あ
や
し
き
眠
に
つ
ヽ
ま
れ
て
音
な
し
。

月
か
げ
を
あ
び
た
る
小
屋
の
む

れ
は
、
さ
な
が
ら
浮
彫
を
み
る
如
く
、
暗
と
て
り
あ
ひ
て
眩
む
ば
か
り
な
る
は
、
そ
が
壁
な
り
。
鶯
は
な

き
や
み
ぬ
。

あ
た
り
は
ま
た
靜
な
り
。
信
心
の
農
夫
は
、
は
や
ね
む
り
し
こ
ろ
な
ら
む
。
を
ち
こ
ち
の

窻

に
、
な
ほ
あ
か
し
の
も
る
ヽ
は
、
小
屋
の
戸
口
に
遲
【
？
】
な
は
り
た
る
家
族
ど
も
が
夕
げ
た
う
べ
つ
ヽ

ある
な
ん
め
り
。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

（
ゴ
ゴ
ル
）

 
 

 

＊

http://kindai.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/876471


「
遲
【
？
】
な
は
り
た
る
」
は
「
遲
」
に
し
か
見
え
な
い
が
、
読
み
が
分
か
ら
ず
、
意
味
も
不
明
で
あ
る
。

識
者
の
御
教
授
を
乞
う
。
因
み
に
、
不
学
に
し
て
こ
の
散
文
詩
は
初
め
て
読
ん
だ
が
、
個
人
的
に
、
す
こ

ぶ
る
気
に
入
っ
た
。

「
哀
傷
篇
」
北
原
白
秋
歌
集
「
桐
の
花
」
は
こ
ち
ら
で
全
篇
が
読
め
る
。
「
哀
傷
篇
」
は
巻
末
に
あ
る
。

「
高
橋
君
」
高
橋
元
吉

た
か
は
し
も
と
き
ち

（
明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
～
昭
和
三
〇
（
一
九
六
五
）
年
）
は
詩
人
で
書

店
「
煥
乎
堂
」
社
長
。
群
馬
県
前
橋
市
生
ま
れ
。
前
橋
中
学
校
（
現
在
の
群
馬
県
立
前
橋
高
等
学
校
）
卒

業
後
に
上
京
、『
偶
成
の
詩
人
』
と
称
さ
れ
、
朔
太
郎
の
他
、
武
者
小
路
実
篤
・
柳
宗
悦
ら
と
交
友
が
あ
っ

た
。
書
店
経
営
を
す
る
傍
ら
、
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
に
高
田
博
厚
・
尾
崎
喜
八
ら
と
雑
誌
『
大
街

道
』
を
創
刊
、
昭
和
一
〇
（
一
九
三
五
）
年
『
歴
程
』
同
人
。
昭
和
三
八
（
一
九
六
三
）
年
に
は
「
高
橋

元
吉
詩
集
」
で
高
村
光
太
郎
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
没
後
に
『
高
橋
元
吉
文
化
賞
』
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

朔
太
郎
よ
り
七
つ
年
下
（
以
上
は
ウ
ィ
キ
の
「
高
橋
元
吉
」
及
び
講
談
社
「
日
本
人
名
大
辞
典
」
を
参
考

に
し
た
）
。
書
写
年
代
か
ら
が
作
歌
時
と
す
る
な
ら
、
当
時
の
元
吉
は
丁
度
、
二
十
歳
で
あ
る
。］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
は
底
本
全
集
第
二
巻
「
習
作
集
第
八
卷
（
哀
憐
詩
篇
ノ
ー
ト
）
」
に
所
収
す
る
短

歌
群
の
一
つ
、「
羽
蟲
の
羽
」
歌
群
。
最
後
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
四
月
の
作

で
あ
る
。
圏
点
「
ヽ
」
（
各
首
頭
部
）
及
び
「
○
」
（
各
首
下
）
は
、
編
者
注
に
従
っ
て
推
定
復
元
し
た
も

の
で
あ
る
（
特
に
「
○
」
の
位
置
は
「
下
」
と
の
み
あ
る
の
で
不
確
か
で
あ
る
）
。
］

羽
蟲
の
羽

 
 

 
 

 
 

 
 

街
の
葉
ざ
く
ら
作

ヽ
お
し
な
べ
て
羽
蟲
の
羽は

ね

の
さ
も
白
く

ひ
か
る
を
み
れ
ば
夏
は
來
に
け
り

 
 

 
 

花
が
た
み
艶あ

で

な
る
ひ
と
を
我
が
待
て
ば

遠
里
小
野
に
月
の
ぼ
る
な
り

http://books.salterrae.net/haruyasumi/html/kirino_hana.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AB%98%E6%A9%8B%E5%85%83%E5%90%89


足
の
爪
す
こ
し
ぬ
ら
し
て
宵
毎
の

濱
邊
づ
た
ひ
を
好
む
君
か
な

ヽ
う
ち
出
で
ゝ
濱
邊
に
た
て
ば
月
見
草

月
■
か
た
む
き
て
に
ほ
ふ
な
り
け
り

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
■
」
は
判
読
不
能
字
の
抹
消
を
示
す
。］

ヽ
な
わ
す
れ
そ
勿
忘
草
の
花
つ
み
に

來
よ
と
言
ひ
な
ば
お
ど
ろ
き
て
來
む

た
れ
こ
め
て
物
や
思
へ
と
わ
が
た
め
に

雨
ふ
り
ぐ
さ
の
花
咲
き
に
け
む

ヽ
い
か
に
せ
ん
な
ら
ん
ろ
べ
り
や
吹
く
と
き
く
だ
に
も

泣
か
ま
く
ほ
し
く
も
の
思
ふ
身
は

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ろ
べ
り
や
」
既
注
で
あ
る
が
再
掲
す
る
。
キ
キ
ョ
ウ
目
キ
キ
ョ
ウ
科
ミ
ゾ
カ
ク
シ
（
溝

隠
）
属Lobelia

の
ロ
ベ
リ
ア
・
エ
リ
ヌ
スLobelia erinus

、
和
名
ル
リ
チ
ョ
ウ
ソ
ウ
（
瑠
璃
蝶
草
）

及
び
そ
の
園
芸
品
種
を
い
う
。
南
ア
フ
リ
カ
原
産
の
秋
播
き
の
一
年
草
で
、
高
さ
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
で
マ
ウ
ン
ド
状
に
広
が
る
。
四
月
か
ら
七
月
頃
に
青
紫
色
の
美
し
い
花
を
咲
か
せ
、
花
色
は
赤
紫
色

や
ピ
ン
ク
・
白
色
な
ど
が
あ
る
。（w

eblio

辞
書
の
「
植
物
図
鑑
」
に
あ
る
「
ロ
ベ
リ
ア
・
エ
リ
ヌ
ス
（
瑠

璃
蝶
草
）
」
に
拠
っ
た
。
画
像
は
グ
ー
グ
ル
画
像
検
索
「Lobelia erinus

」
も
参
照
さ
れ
た
い
）
。
］

春
日
野
の
若
菜
い
ろ
ぐ
さ
お
き
な
ぐ
さ

け
ふ
わ
が
來
れ
ば
下
萌
え
に
け
り

さ
く
ら
の
實み

さ
く
ら
ば
な
よ
り
ほ
の
紅
き

そ
の
く
ち
び
る
を
さ
し
あ
て
た
ま
ふ

http://www.weblio.jp/content/%E3%83%AD%E3%83%99%E3%83%AA%E3%82%A2%E3%83%BB%E3%82%A8%E3%83%AA%E3%83%8C%E3%82%B9
http://www.weblio.jp/content/%E3%83%AD%E3%83%99%E3%83%AA%E3%82%A2%E3%83%BB%E3%82%A8%E3%83%AA%E3%83%8C%E3%82%B9
https://www.google.co.jp/search?q=Lobelia+erinus&safe=off&rlz=1C1ARAB_enJP452JP452&espv=210&es_sm=122&source=lnms&tbm=isch&sa=X&ei=YwbWUpeNDciRkQWK_IDIBQ&ved=0CAkQ_AUoAQ&biw=1280&bih=860


ひ
と
は
い
さ
知
る
や
知
ら
め
や
み
ぢ
か
夜
の

月
の
出
窓
に
く
ち
づ
け
し
こ
と

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
み
ぢ
か
夜
」
は
マ
マ
。
次
の
一
首
も
同
じ
。
］

ひ
と
は
い
さ
知
る
や
知
ら
め
や
み
ぢ
か
夜
の

月
の
出
窓
に
く
ち
づ
け
し
こ
と

ヽ
か
く
と
だ
に
え
や
は
言
へ
ざ
る
さ
り
げ
な
く

夏
來
に
け
る
と
つ
げ
や
り
し
か
な

お
し
め
ど
も
散
り
ゆ
く
も
の
を
花
び
ら
を

く
ち
に
ふ
く
み
て
物
お
も
ふ
か
な

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
お
し
め
ど
も
」
は
マ
マ
。
］

う
た
か
た
の
水
の
流
れ
と
さ
く
ら
ば
な

か
ひ
な
き
も
の
は
我
身
な
り
け
り

か
く
と
だ
に
え
や
は
言
え
ざ
る
女
氣
に

夏
く
る
と
の
み
つ
げ
や
り
し
か
な

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
言
え
ざ
る
」
は
マ
マ
。］

し
め
や
か
に
舗
石
み
ち
を
歩
む
と
き

さ
つ
き
な
が
あ
め
ふ
り
そ
め
に
け
り

電
車
み
ち
よ
こ
ぎ
り
し
と
き
靴
さ
き
を

ぬ
ら
し
て
過
ぎ
し
夏
の
雨
か
な



夏
若
葉
つ
ば
め
飛
び
行
き
飛
び
來
り

め
ぢ
の
か
ぎ
り
を
人
あ
ゆ
む
な
り

辻
待
ち
の
俥
の
ほ
ろ
も
葉
柳
の

し
つ
く
に
濡
れ
て
嘆
く
夜
か
な

た
そ
が
れ
て
ゆ
く
ゑ
も
し
ら
に
氣
車
み
ち
の

堤
つ
ゞ
み

の
う
へ
を
た
ど
る
な
り
け
り

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
堤
」
の
ル
ビ
「
つ
ゞ
み
」
は
マ
マ
。
］

磯
打
浪

い
そ
う
つ
な
み

小
磯
が
濱
の
貝
が
ら
の

か
ひ
な
く
濡
れ
て
物
思
ふ
こ
ろ

う
れ
し
き
は
そ
の
紅
貝

べ
に
が
ひ

の
ふ
た
つ
み
つ

袂
の
す
み
に
ち
ゝ
と
鳴
る
こ
と

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
個
人
的
に
好
き
な
一
首
で
あ
る
。］

ヽ
つ
ば
く
ら
め
き
の
ふ
か
へ
り
て
か
く
ば
か
り

う
れ
し
き
こ
と
を
告
げ
に
け
ら
し
な

あ
す
か
や
ま
年
つ
き
へ
て
も
忘
れ
ね
ば

い
ま
は
牡
丹
の
花
つ
み
に
け
り 
 

 
 
 

 
 

○

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
い
ま
は
」
は
原
本
で
は
「
い
は
ま
」
。
意
味
が
通
じ
な
い
の
で
校
訂
本
文
を
採
用
し

た
。
］

憂
き
こ
と
は
さ
ら
に
な
け
れ
ど
紅
爪

べ
に
づ
め

を

か
め
ば
あ
や
ふ
く
涙
す
る
か
な



か
ぶ
と
蟲
黑
く
ひ
か
り
て
音
も
な
く

く
ぬ
ぎ
林
に
な
げ
く
な
り
け
り 

 
 

 
 

 
 

○

さ
く
ら
さ
く
ら
さ
く
ら
ち
り
か
ひ
み
ち
も
せ
に

と
り
ど
り
な
れ
や
春
ゆ
か
ん
と
す 

 
 
 

 
 

○

は
ら
は
ら
と
柳
ち
り
か
ひ
忘
れ
じ
の

そ
の
ひ
と
こ
と
は
あ
か
く
に
ほ
ひ
ぬ

 
 

 
 

 
 

き
の
ふ
と
い
ひ
、
け
ふ
と
い
ひ

 
 

 
 

 
 

あ
ゝ
せ
ん
か
た
も
な
き
日
頃
か
な

あ
さ
ま
し
き
我
が
お
こ
な
ひ
も
い
か
ば
か
り

草
も
え
出
で
ゝ
か
な
し
か
る
ら
む 

 
 
 

 
 

○

と
り
つ
め
し
心
ば
か
り
は
哀
し
け
れ

玉
菜
は
梅
雨

つ

ゆ

に
ぬ
れ
て
ひ
か
れ
ど

な
が
ら
へ
て
ま
た
こ
の
頃
は
若
葉
す
る

木
立
の
中
を
歩
む
な
り
け
り

見
せ
ば
や
な
う
す
み
ど
り
せ
る
そ
う
ぞ
く
の

ひ
と
に
つ
ま
れ
し
ゆ
す
ら
ご
の
は
な

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
そ
う
ぞ
く
」
は
マ
マ
。
「
ゆ
す
ら
ご
」
は
サ
ク
ラ
ン
ボ
に
似
た
赤
い
小
さ
な
実
を
つ

け
る
バ
ラ
目
バ
ラ
科
サ
ク
ラ
属
ユ
ス
ラ
ウ
メPrunus tom

entosa

の
俗
名
。
漢
字
表
記
で
は
「
梅
桃
」

「
山
桜
桃
梅
」。
ウ
ィ
キ
の
「
ユ
ス
ラ
ウ
メ
」
に
は
『
現
在
で
は
『
サ
ク
ラ
』
を
意
味
す
る
漢
字
『
櫻
』
は

元
々
は
ユ
ス
ラ
ウ
メ
を
指
す
字
で
あ
っ
た
。
ユ
ス
ラ
ウ
メ
の
実
が
実
っ
て
い
る
様
子
を
首
飾
り
を
付
け
た

女
性
に
見
立
て
て
出
来
た
字
で
あ
る
』
と
あ
る
。
知
ら
な
か
っ
た
（
グ
ー
グ
ル
画
像
検
索
「
ユ
ス
ラ
ウ
メ

の
花
」
）
。
］

https://www.google.co.jp/search?q=%E3%83%A6%E3%82%B9%E3%83%A9%E3%82%A6%E3%83%A1&safe=off&rlz=1C1ARAB_enJP452JP452&es_sm=122&source=lnms&tbm=isch&sa=X&ei=D-MkVIOwDZP58AW13YCQBw&ved=0CAgQ_AUoAQ&biw=1280&bih=899#safe=off&tbm=isch&q=%E3%83%A6%E3%82%B9%E3%83%A9%E3%82%A6%E3%83%A1%E3%81%AE%E8%8A%B1
https://www.google.co.jp/search?q=%E3%83%A6%E3%82%B9%E3%83%A9%E3%82%A6%E3%83%A1&safe=off&rlz=1C1ARAB_enJP452JP452&es_sm=122&source=lnms&tbm=isch&sa=X&ei=D-MkVIOwDZP58AW13YCQBw&ved=0CAgQ_AUoAQ&biw=1280&bih=899#safe=off&tbm=isch&q=%E3%83%A6%E3%82%B9%E3%83%A9%E3%82%A6%E3%83%A1%E3%81%AE%E8%8A%B1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A6%E3%82%B9%E3%83%A9%E3%82%A6%E3%83%A1


や
わ
ら
か
に
き
み
が
お
ゆ
び
を
く
ち
び
る
に

ふ
く
み
て
居
れ
ば
花
散
り
に
け
り

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
や
わ
ら
か
に
」
は
マ
マ
。
］

い
つ
の
日
か
そ
の
石
段
に
立
ち
し
と
き

ぎ
ん
な
ん
の
實
の
落
ち
て
き
た
り
き

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
一
九
一
三
、
四
、
）

＊ 
 

 

＊ 
 

 
＊

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
は
底
本
全
集
第
二
巻
「
習
作
集
第
八
卷
（
哀
憐
詩
篇
ノ
ー
ト
）
」
に
所
収
す
る
短

歌
群
の
一
つ
、「
う
ま
ご
や
し
」
歌
群
。
冒
頭
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
四
月
の

作
で
あ
る
。
圏
点
「
○
」（
冒
頭
二
首
下
）
は
、
編
者
注
に
従
っ
て
推
定
復
元
し
た
も
の
で
あ
る
（
特
に
「
○
」

の
位
置
は
「
下
」
と
の
み
あ
る
の
で
不
確
か
で
あ
る
）
。］

う
ま
ご
や
し

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
九
一
三
、
四
、

う
ま
ご
や
し
身
を
や
わ
ら
か
に
投
げ
伏
し
て

あ
て
な
く
物
を
さ
が
す
な
り
け
り 

 
 

 
 

 
 

○

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
や
わ
ら
か
に
」
は
マ
マ
。
］

れ
も
ね
水
管く

だ

も
て
吸
へ
ば
い
ち
早
く

は
つ
夏
來
り
す
ゞ
ろ
ぎ
に
け
り

浮
寢
鳥
旅
に
來
り
て
か
く
ば
か
り

長
き
渚
を
た
ど
る
哀
し
さ



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
老
婆
心
乍
ら
、
「
浮
寢
鳥
」
は
「
う
き
ね
ど
り
」
で
、
水
に
浮
い
た
ま
ま
寝
る
鳥
の
意

か
ら
、
和
歌
で
は
思
う
人
に
逢
え
ぬ
嘆
き
に
喩
え
て
用
い
る
。
］

ふ
る
さ
と
の
公
園
地
を
ば
こ
の
日
頃

ふ
と
こ
ろ
手
し
て
歩
む
な
り
け
り

人
思
へ
ば
人
の
つ
れ
な
く
世
思
へ
ば

世
の
あ
ぢ
き
な
く
五
月
雨
の
降
る

さ
と
下
す
そ
の
指
揮
棒
に
ヰ
オ
ロ
ン
の

弓
の
光
り
て
夏
は
來
に
け
り

咲
き
に
け
り
女
ご
ゝ
ろ
の
さ
み
し
さ
に

爪
か
む
と
き
の
夏
ぐ
み
の
花

咲
き
に
け
り
女
ご
ゝ
ろ
の
さ
み
し
さ
に

爪
か
む
と
き
の
夏
ぎ
く
の
花

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
★
以
上
二
首
は
底
本
で
は
一
首
で
あ
っ
て
、
「
ぐ
み
」
と
「
ぎ
く
」
の
部
分
が
同
位
置

に
横
に
併
置
（
別
案
）
さ
れ
て
い
る
の
を
復
元
し
た
も
の
で
あ
る
。
］

い
と
し
げ
く
戀
し
さ
ま
さ
り
忍
ぶ
れ
ど

尚
あ
ま
り
ゝ
す
花
咲
き
に
け
り

か
く
あ
り
て
思
ひ
た
え
ん
と
夕
潮
の

身
を
な
の
り
そ
に
戀
ひ
わ
た
る
哉

ご
ん
が
ん
、
ご
ん
が
ん
、
鐘
鳴
る
鐘
鳴
る

た
は
か
り
の
列
歩
み
行
く
な
り



い
は
れ
な
く
我
身
を
う
と
む
こ
と
ば
か
り

た
び
重
な
り
て
夏
は
來
に
け
り

哀
し
み
て
蒲
英
公
の
莖
を
折
る
と
き
に

白
き
涙
は
に
じ
み
流
れ
ぬ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
蒲
英
公
」
は
マ
マ
。
無
論
、
「
蒲
公
英
」
（
た
ん
ぽ
ぽ
）
の
誤
記
で
あ
る
が
、
私
の
好

き
な
こ
の
一
首
の
中
で
は
、
誤
字
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
何
か
相
応
し
く
見
え
る
の
で
あ
る
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
は
底
本
全
集
第
二
巻
「
習
作
集
第
八
卷
（
哀
憐
詩
篇
ノ
ー
ト
）
」
に
所
収
す
る
短

歌
群
の
一
つ
、「
林
檎
の
核
」
歌
群
。
末
尾
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
七
月
十
三

日
の
作
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
配
し
た
。
圏
点
「
ヽ
」
は
、
編
者
注
に
従
っ
て
推
定
復
元
し
た
も
の
で
あ

る
。
］

林
檎
の
核

 
 

 
 

 
 

歌
十
七
首

 
 

 
 

 

1

ヽ
若
き
日
は
既
に
過
ぎ
去
り

今
の
我
は

い
た
く
す
え
た
る
林
檎
の
核た

ね

な
り

 
 

 
 

 

2

ヽ
生
く
る
こ
と
、
此
の
頃
思
ふ

悲
し
き
は
夕
ぐ
れ
て
酒
場
の
軒
を
く
ぐ
る
な
り
け
り



 
 

 
 

 

3

故
郷
を
遠
く
放
れ
て

夕
ま
ぐ
れ

居
酒
屋
の
窓
に
口
笛
を
吹
く

 
 

 
 

 

4

ヽ
し
ん
し
ん
た
る
水
の
音
か
な

汽
車
は
ま
た

ト
ン
ネ
ル
を
出
で
て
ゝ
ひ
た

ヽ

ヽ

に
走
れ
り

 
 

 
 

 

5

い
か
な
れ
ば
き
ち
が
ひ
の
如
く
に
な
り
て
走
る
や

旅
人
の
歩
む
悲
し
き
途
を
ば

 
 

 
 

 

6

ヽ
今
日
も
ま
た

酒
場
を
出
で
一
切
に
思
ふ

旅
に
出
づ
る
こ
と
、
旅
に
出
づ
る
こ
と

 
 

 
 

 

7

何
事
も
こ
の
空
虛
を
ば
充
た
す
な
し

酒
宴
の
床ゆ

か

に
今
日
も
醉
ひ
伏
す

 
 

 
 

 

8

ひ
と
り
な
り
、
わ
が
獨
り
身
な
る
は
い
と
悲
し

我
と
て
も
人
間
の
生
き
も
の
な
れ
ば

 
 

 
 

 

9

た
れ
に
て
も
あ
れ

我
れ
と
歩
み
行
く
人
は
な
き
か

盃
を
合
は
す
友
は
あ
ら
ざ
る
か

 
 

 
 

 

10

い
か
な
れ
ば
我
れ
は
哀
し
き

あ
ゝ
い
か
な
れ
ば

い
か
な
れ
ば
こ
そ
か
く
は
孤
獨
な
る



 
 

 
 

 

11

利
根
川
の
河
原
を
歩
め
ば

石
こ
ろ
が
、
我
れ
に
蹈
ま
れ
て
さ
ゞ
め
き
に
あ
へ
り

 
 

 
 

 

12

ほ
の
暗
き
こ
の
部
屋
の
隅
に
座
る
は
我
な
り

い
た
く
哀
し
み
て
死
を
思
ふ
あ
り
さ
ま

 
 

 
 

 

13

ヽ
か
く
ま
で
に
わ
が

魂
た
ま
し
ひ

を
み
つ
め
た
る

無
氣
味
さ
よ
、
無
氣
味
さ
よ

眞
晝
な
り

 
 

 
 

 

14

影
な
り
き
、
わ
が
影
な
り
き

た
れ
か
よ
く

己
が
影
を
ば
捕
ふ
る
を
え
ん

 
 

 
 

 

15

七
月
中
旬

な

か

ば

わ
が
心
狂
へ
り
と
泣
く

さ
る
程
に
向
日
葵

ひ

ぐ

る

ま

の
花
は
咲
け
り

 
 

 
 

 

16

大
い
な
る
、
瞳め

は
あ
か
く
常
に
燒
ゆ

卑
怯
も
の
は
背
後

う

し

ろ

に
笑
へ
り

 
 

 
 

 

17

ヽ
か
ん
か
ん

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

た
る
酷
熱
の
日
に

き
り
も
な
く

赫
土

あ
か
つ
ち

の
上
に
續
け
る
蟻
の
列
か
な

 
 

 
 

 

17
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
★
以
下
は
並
列
案
の
復
元
で
あ
る
。
後
注
参
照
の
こ
と
。
］

ヽ
か
ん
か
ん

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

た
る
酷
熱
の
日
に

き
り
も
な
く

黑
く
續
け
る
蟻
の
列
か
な

 
 

 
 

 
 

（
一
九
一
三
、
七
、
十
三
）



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
上
「
17
」
二
首
は
底
本
で
は
一
首
で
あ
っ
て
、「
赫
土
の
上
に
」
と
「
黑
く
」
の
部

分
が
同
位
置
に
横
に
併
置
（
別
案
）
さ
れ
て
い
る
の
を
復
元
し
た
も
の
で
あ
る
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
は
底
本
全
集
第
二
巻
「
習
作
集
第
八
卷
（
哀
憐
詩
篇
ノ
ー
ト
）
」
に
所
収
す
る
短

歌
群
の
一
つ
、「
五
月
の
歌

拾
遺
」
歌
群
。
但
し
、
「
拾
遺
」
（
原
本
は
「
捨
遺
」
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
誤

字
と
断
じ
て
校
訂
本
文
通
り
「
拾
遺
」
と
し
た
）
と
は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
に
先
行
す
る
「
五
月
の
歌
」

本
体
は
少
な
く
と
も
「
習
作
集
第
八
卷
（
哀
憐
詩
篇
ノ
ー
ト
）」
に
は
な
く
、
現
存
し
な
い
模
様
で
あ
る
（
今

ま
で
私
が
電
子
化
し
た
短
歌
群
に
も
そ
れ
に
相
当
す
る
歌
群
は
見
当
た
ら
な
い
）
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
な
い
が
、

直
前
が
前
に
掲
げ
た
「
林
檎
の
核
」
歌
群
で
こ
れ
が
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
七
月
十
三
日
の
ク
レ
ジ
ッ

ト
、
次
の
文
語
自
由
詩
「
月
見
草
」
が
同
年
五
月
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
は
あ
る
。
］

五
月
の
歌

 
 

 
 

 
 

 
 

拾
遺

な
た
ね
な
の
と
も
し
油
は
ふ
す
ふ
す
と

衾
ふ
す
ま

の
影
に
き
た
り
泣
く
な
り

か
く
あ
り
と
知
り
な
ば
憂
し
や
燃も

え
な
が
ら

我
は
思
ひ
に
消
え
ぬ
べ
ら
な
り

（
た
は
む
れ
て
Ｓ
子
に
送
る
）

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
Ｓ
子
」
不
詳
。
］

沒
義
道

も

ぎ

だ

う

の
國
の
法
規

お

き

て

を
憤
ほ
り

い
た
く
言
い
た
る
君
に
や
あ
ら
ぬ

（
坂
梨
君
に
）



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
坂
梨
君
」
は
朔
太
郎
の
友
人
坂
梨
春
水

さ
か
な
し
は
る
み

（
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
～
昭
和
五
二

（
一
九
七
七
）
年

生
没
年
は
国
立
国
会
図
書
館
の
資
料
に
拠
る
）
。
『
明
星
』
に
投
稿
す
る
歌
人
で
前
橋

の
文
芸
誌
『
お
ち
栗
』（
明
治
四
二
（
一
九
〇
八
）
年
五
月
創
刊
）
の
中
心
人
物
（
同
誌
創
刊
号
に
は
朔
太

郎
も
新
体
詩
「
宿
醉
」
を
寄
稿
し
て
い
る
）
で
、
同
じ
前
橋
中
学
出
身
で
あ
っ
た
（
朔
太
郎
の
方
が
三
歳

年
上
）
。
明
治
四
十
四
年
六
月
に
起
っ
た
大
逆
事
件
（
翌
年
一
月
死
刑
判
決
（
直
後
に
十
二
名
処
刑
、
特
赦

無
期
刑
は
十
二
名
）
の
余
波
（
坂
根
俊
英
氏
の
「
萩
原
朔
太
郎
論
―
―
啄
木
の
影
響
と
社
会
性
」
に
よ
れ

ば
、
坂
梨
が
こ
れ
以
前
、
大
阪
を
流
浪
し
て
い
た
頃
に
友
人
に
送
っ
た
長
編
論
文
の
筆
禍
に
よ
る
不
敬
罪

と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
坂
根
氏
は
本
短
歌
を
掲
げ
て
「
沒
義
道
の
國
の
法
規
を
憤
ほ
り
い
た
く
言
い
た
る
」

と
い
う
の
は
こ
の
論
文
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
ら
し
い
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
）
で
、
同
六
月
に
逮
捕
さ
れ
、

同
年
十
一
月
二
十
二
日
に
前
橋
地
方
裁
判
所
で
懲
役
四
年
の
判
決
を
受
け
て
前
橋
監
獄
に
投
獄
さ
れ
た

（
こ
の
判
決
日
付
は
サ
イ
ト
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
」
の
『
大
逆
事
件
関
連
家
宅
捜
索
に
よ
る
不
敬
事
件
の
「
摘

発
」
』
に
拠
っ
た
）
。
但
し
、
坂
梨
は
大
正
元
・
明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
の
大
赦
で
出
獄
し
て
お
り
、

本
短
歌
（
大
正
二
年
頃
創
作
推
定
）
は
出
獄
後
の
彼
と
の
親
し
い
交
際
の
中
で
の
オ
ー
ド
で
あ
る
の
で
注

意
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
私
は
萩
原
朔
太
郎
を
今
時
の
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
に
酔
う
て
い
る
如
き
凡
庸
で
御

目
出
度
い
国
粋
主
義
者
ど
も
と
同
類
で
あ
っ
た
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
少
な
く
と
も
彼
の
若
き
日
の
怒
り

や
憤
り
は
確
か
な
正
し
い
魂
の
視
座
に
支
え
ら
れ
て
あ
っ
た
と
信
じ
て
疑
わ
な
い
人
間
で
あ
る
。］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
は
底
本
全
集
第
二
巻
「
習
作
集
第
八
卷
（
哀
憐
詩
篇
ノ
ー
ト
）
」
に
所
収
す
る
短

歌
群
の
一
つ
、「
歌
」
歌
群
七
首
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
な
い
が
、
二
つ
前
の
文
語
自
由
詩
「
秋
」
の
最
後
に
大

正
二
（
一
九
一
三
）
年
八
月
二
十
三
日
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
持
ち
（
前
の
「
目
無
し
魚
」
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
な

し
）
、
次
の
文
語
自
由
詩
「
戀
魚
夜
曲
」
が
同
年
五
月
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
あ
る
（
再
度
述
べ
る
が
、
本
創
作

ノ
ー
ト
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
時
系
列
は
必
ず
し
も
順
番
に
な
っ
て
い
な
い
）
。
］

歌
あ
づ
さ
弓
か
へ
ら
ぬ
ひ
と
の
戀
ひ
し
さ
に

く
れ
初
め
て
ふ
る
雪
の
は
か
な
さ

http://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/files/public/15729/20141016123822414599/kbs_18_20.pdf
http://members3.jcom.home.ne.jp/anarchism/koutoku-fukeizai-dannatsu.html


い
く
山
川
越
え
行
く
旅
ぞ
黄
ば
み
た
る

單
衣
の
汗
も
泣
か
ま
ほ
し
け
れ

夏
山
の
麓
よ
り
燕
ま
ひ
の
ぼ
り

大
空
か
け
り
て
行
方
知
ら
ず
も

若
き
よ
り
悲
し
き
も
の
は
ま
た
と
あ
ら
ぢ

う
す
情
さ
へ
忘
ら
れ
な
く
に

ま
ん
ど
り
ん
、
ち
ゝ
ろ
ち
ゝ
ろ
と
わ
が
彈
け
ば

な
に
が
哀
し
く
魚
の
嘆
く
ぞ

や
つ
く
ち
に
手
を
さ
し
入
れ
て
並
び
ゆ
く

い
つ
も
の
君
の
く
せ
を
こ
そ
思
へ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
や
つ
く
ち
」
八
つ
口
。
他
に
「
身
八
つ
口
」
「
脇
明
」
（
わ
き
あ
け
／
わ
き
あ
き
）
な

ど
と
も
呼
ぶ
。
女
性
用
・
子
供
用
の
和
服
の
脇
の
開
き
部
分
の
こ
と
を
い
う
。
由
来
は
着
物
の
口
が
八
つ

（
身
頃
の
脇
の
「
身
八
つ
口
」・
袖
の
ふ
り
の
「
振
り
八
つ
口
」・「
袖
口
」
と
襟
・
裾
の
八
箇
所
の
「
あ
き
」
）

が
あ
る
こ
と
か
ら
と
も
、
袖
付
け
の
下
を
左
右
に
分
け
て
出
来
る
口
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
八
の
字
」
の
形

に
分
か
れ
る
こ
と
か
ら
と
す
る
説
も
あ
る
。
男
物
に
は
な
い
。
こ
れ
は
江
戸
時
代
以
降
、
女
性
の
帯
幅
が

広
く
な
っ
た
上
に
胸
高
に
帯
を
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
上
腕
部
の
自
由
が
奪
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
手
の
動

作
を
よ
り
楽
に
す
る
た
め
に
施
さ
れ
た
工
夫
で
、
子
供
物
の
そ
れ
は
、
帯
代
わ
り
の
付
紐
を
通
す
た
め
の

穴
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
他
に
も
、
通
気
効
果
や
体
温
調
節
、
着
付
け
の
際
に
手
を
挿
入
し
て
整
え

る
た
め
や
授
乳
時
の
開
口
部
と
し
て
の
機
能
も
持
っ
て
い
る
（
「
き
も
の
館

創
美
苑
」
の
「
き
も
の
用
語

大
全
」
の
「
八
つ
口
と
は
」
に
拠
っ
た
。
和
服
を
着
な
い
私
に
は
大
層
、
勉
強
に
な
っ
た
。
リ
ン
ク
先
に

感
謝
す
る
）
。］

や
ま
ざ
と
は
雨
し
げ
き
の
さ
は
に
あ
れ
ば

矢
車
菊
の
色
ま
さ
る
な
り

http://www.so-bien.com/kimono/%E7%94%A8%E8%AA%9E/%E5%85%AB%E3%81%A4%E5%8F%A3.html


＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
は
底
本
全
集
第
二
巻
「
習
作
集
第
八
卷
（
哀
憐
詩
篇
ノ
ー
ト
）
」
に
所
収
す
る
短

歌
群
の
一
つ
、「
晩
秋
」
歌
群
十
二
首
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
な
い
が
、
直
前
に
あ
る
文
語
自
由
詩
二
つ
「
か
ら

た
ち
の
垣
根
」
と
「
偶
成
」
が
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
十
月
二
十
三
日
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
持
ち
、
さ
ら

に
そ
の
前
の
ノ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
文
語
自
由
詩
「
晩
秋
」
も
含
め
て
、
こ
の
三
詩
篇
と
同
一
の
情
景
を

こ
こ
で
は
短
歌
と
し
て
詠
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
従
っ
て
同
日
か
若
し
く
は
遠
か
ら
ぬ
後
日
の
作
歌

と
考
え
て
よ
い
。
取
消
線
は
抹
消
を
示
す
。
］

晩
秋

い
つ
し
か
に
秋
も
お
は
り
て
停
車
場
の

便
所
の
扉

と
び
ら

が
風
に
は
た
め
く

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
お
は
り
て
」
は
マ
マ
。］

新
町
の
停
車
場
前
の
掛
茶
屋
に

酒
な
ど
の
み
て
見
た
る
晩
秋

 
 

 
 

 
 

水
の
ほ
と
り
の
あ
づ
ま
や

 
 

 
 

 
 

悲
し
き
別
れ
の
日
に

け
ふ
す
ぎ
て
水
際
に
嘆
け
る
べ
こ
に
や
も

い
か
で
や
人
に
そ
が
ひ
泣
く
ら
む

こ
こ
ろ
ば
へ
や
さ
し
き
ひ
と
と
く
れ
方
の

水
の
ほ
と
り
を
あ
ゆ
む
な
り
け
り

ふ
と
こ
ゝ
ろ
悲
し
く
な
り
て
場
末
な
る

女
郎
屋
の
秋
を
見
に
行
き
し
か
な

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2014/10/post-a36a.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2014/10/post-a36a.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2014/10/post-c5bb.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2014/10/post-0a37.html


う
き
ぐ
も
の
ゆ
き
ゝ
も
し
げ
き
山
の
端
に

ほ
の
し
ら
し
ら
と
咲
け
る
露
ぐ
さ

靴
さ
き
に
す
こ
し
な
ぢ
め
る
薄
氷

う
す
ら
ひ

を

朝
の
役
所
に
さ
び
し
み
る
ひ
と

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
な
ぢ
め
る
」
は
マ
マ
。］

 
 

 
 

 
 

 
 

 

橋
の
上
に
も
柳
ち
り
か
ふ

ゑ
ね
ち
や

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

の
ご
ん
ど
ら
び
と
も
し
づ
こ
ゝ
ろ

な
く
て
や
や
な
ぎ
散
り
す
ぎ
に
け
り

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
編
者
注
に
よ
れ
ば
、
こ
の
詞
書
の
上
に
は
小
さ
な
「
○
」
が
付
さ
れ
て
い
る
、
と
あ

る
。
］

み
ち
も
せ
に
俥

俥

く
る
ま
く
る
ま

と
行
き
か
へ
る

な
に
し
か
菊
の
節
會
な
る
ら
む

め
づ
ら
し
き
薄
氷

う
す
ら
ひ

を
み
て
裝そ

う

ぞ
け
る

宮
城
野
部
屋
の
け
さ
の
き
ぬ
ぎ
ぬ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
そ
う
」
の
ル
ビ
は
マ
マ
。
］

う
ぐ
ゐ
す
の
池
端

ち

へ

ん

に
鳴
け
ば
夜
を
こ
め
て

ま
く
ら
べ
に
散
る
べ
こ
に
や
の
花
白
き
べ
こ
に
や

停
車
場
の
柵
に
も
た
れ
て
日
蔭
者

し
み
じ
み
秋
を
侘
ぶ
る
な
り
け
り

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊



い
と
い
ふ
の
か
げ
と
も
ほ
し
や
ひ
と
の
と
ふ

み
づ
き
は
ば
か
り
う
す
あ
か
り
し
て

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
筑
摩
版
全
集
「
短
歌
・
俳
句
・
美
文
」
の
短
歌
パ
ー
ト
の
掉
尾
に
あ
る
「
『
草
稿

ノ
ー
ト
』
『
書
簡
』
よ
り
」
よ
り
。
校
訂
本
文
で
は
「
い
と
い
ふ
」
を
「
い
と
ゆ
ふ
」
に
訂
す
る
。
「
い
と

ゆ
ふ
（
い
と
ゆ
う
）
」
は
「
糸
遊
」
で
、
陽
炎
の
こ
と
。
「
大
辞
泉
」
を
参
考
に
記
す
と
語
源
未
詳
で
歴
史

的
仮
名
遣
を
「
い
と
ゆ
ふ
」
と
す
る
の
は
平
安
時
代
以
来
の
慣
用
で
あ
り
、「
糸
遊
」
と
い
う
漢
字
表
記
は

和
語
「
い
と
ゆ
ふ
」
が
「
陽
炎
」
の
意
の
漢
語
で
あ
る
「
遊
糸

ゆ

う

し

」
の
影
響
を
受
け
て
出
来
た
表
記
で
あ
る
。

ま
た
こ
れ
は
晩
秋
の
晴
天
の
日
に
成
熟
し
た
小
蜘
蛛
が
糸
を
吐
き
な
が
ら
空
中
を
飛
び
、
そ
の
糸
が
光
に

屈
折
し
て
ゆ
ら
ゆ
ら
と
光
っ
て
見
え
る
現
象
を
原
義
と
し
、
漢
詩
に
い
う
「
遊
糸
」
も
そ
れ
で
あ
る
と
あ

る
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

 
 

 

亞
米
利
加
國
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
瀑
布
ノ
景

あ
か
ね
さ
す
山
の
あ
な
た
に
ぼ
う
ぼ
う
と

お
ほ
い
な
る
瀧
の
お
つ
る
な
り
け
り

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
筑
摩
版
全
集
「
短
歌
・
俳
句
・
美
文
」
の
短
歌
パ
ー
ト
の
掉
尾
に
あ
る
「
『
草
稿

ノ
ー
ト
』
『
書
簡
』
よ
り
」
よ
り
。
次
の
「
阿
蘭
國
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
ノ
景
」
と
い
う
前
書
の
一
首
と
と
も

に
新
聞
か
グ
ラ
フ
誌
の
写
真
か
活
動
写
真
の
ニ
ュ
ー
ス
映
像
な
ど
に
基
づ
く
想
像
吟
で
あ
る
。「
ぼ
う
ぼ
う
」

は
マ
マ
。
川
水
の
激
し
く
滾
り
落
ち
る
謂
い
の
「
茫
々
」
で
あ
る
か
ら
「
ば
う
ば
う
」
が
正
し
い
が
、
何

故
か
完
膚
な
き
ま
で
に
厳
し
く
訂
す
る
は
ず
の
筑
摩
版
全
集
本
文
は
誤
字
と
指
示
し
な
が
ら
も
改
訂
本
文

で
も
「
ぼ
う
ぼ
う
」
の
マ
マ
と
し
て
い
て
、
不
審
で
あ
る
。］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

zvn04
ノート
底本全集での後の投げ込みでも、わざわざ、この「ぼうぼう」の部分への誤りの傍点を除去してしまっている。ますます不審。



 
 

 
阿
蘭
國
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
ノ
景

か
ゞ
や
け
る
靑
空
の
上
を
も
の
い
は
ぬ

ぎ
や
ま
ん
屋
敷
ま
ん
と
る
の
異
人

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
筑
摩
版
全
集
「
短
歌
・
俳
句
・
美
文
」
の
短
歌
パ
ー
ト
の
掉
尾
に
あ
る
「
『
草
稿

ノ
ー
ト
』
『
書
簡
』
よ
り
」
よ
り
。
前
の
「
亞
米
利
加
國
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
瀑
布
ノ
景
」
と
い
う
前
書
の
一
首
と

と
も
に
新
聞
か
グ
ラ
フ
誌
の
写
真
か
活
動
写
真
の
ニ
ュ
ー
ス
映
像
な
ど
に
基
づ
く
想
像
吟
で
あ
る
。
「
ま
ん

と
る
」
は
「m

antle

」
。
マ
ン
ト
。
外
套
。
］

＊ 
 

 
＊ 

 
 

＊

う
ら
ゝ
か
に
俥
俥
と
行
き
か
へ
る

け
ふ
し
も
年
の
初
會

は

つ

ゑ

な
る
ら
む
、

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
筑
摩
版
全
集
「
短
歌
・
俳
句
・
美
文
」
の
短
歌
パ
ー
ト
の
掉
尾
に
あ
る
「
『
草
稿

ノ
ー
ト
』
『
書
簡
』
よ
り
」
よ
り
。
こ
れ
は
先
行
す
る
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
十
二
月
一
日
附
『
上
毛
新

聞
』
に
発
表
し
た
「
古
今
新
調
」
の
中
の
一
首
、

 
 

 

＊

 
 

 
 

 

菊き
く

み
ち
も
せ
に
俥

俥

く
る
ま
く
る
ま

と
行ゆ

き
か
へ
る
今
日

け

ふ

し
も
菊き

く

の
節
會

せ

ち

ゑ

な
る
ら
む

 
 

 

＊

の
初
案
か
と
も
思
わ
れ
る
。

な
お
、
前
の
「
い
と
い
ふ
の
」
「
あ
か
ね
さ
す
」
「
か
ゞ
や
け
る
」
と
こ
の
四
首
は
底
本
で
は
同
じ
時
期

に
纏
め
て
創
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
よ
う
に
配
さ
れ
て
あ
る
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

う
ら
う
ら
に
俥
俥
と
ゆ
き
か
へ
る

け
ふ
し
も
年
の
初
會
は
つ
ゑ
な
る
ら
む



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
筑
摩
版
全
集
「
短
歌
・
俳
句
・
美
文
」
の
短
歌
パ
ー
ト
の
掉
尾
に
あ
る
「
『
草
稿

ノ
ー
ト
』
『
書
簡
』
よ
り
」
よ
り
。
こ
れ
は
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
一
月
一
日
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
持
つ
北

原
白
秋
宛
（
宛
先
「
東
京
市
麻
布
區
坂
下
町
十
三
」
）
年
賀
状
に
書
か
れ
た
一
首
。
底
本
全
集
第
十
三
巻
の

「
書
簡
」
の
書
簡
番
号
七
六
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
二
行
分
か
ち
書
き
で
は
な
く
、

 
 

 

＊

新
正

う
ら
う
ら
に
俥
俥
と
ゆ
き
か
へ
る
け
ふ
し
も
年
の
初
會

は

つ

ゑ

な
る
ら
む

 
 

大
正
四
年
一
月
一
日

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
萩
原
朔
太
郎

 
 

 

＊

の
一
行
書
き
で
あ
る
の
は
不
審
。
前
の
一
首
の
改
案
か
。
前
の
注
で
示
し
た
通
り
、
こ
れ
に
は
こ
の
一
首

を
含
め
て
都
合
四
つ
の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
が
あ
る
。
そ
の
す
べ
て
を
こ
こ
で
並
べ
て
み
た
い
。

 
 

 

＊

〇
底
本
全
集
第
二
巻
「
習
作
集
第
九
卷
（
愛
憐
詩
篇
ノ
ー
ト
）
」
の
「
晩
秋
」
と
題
す
る
十
二
首
連
作
の
第

九
首
目

み
ち
も
せ
に
俥

俥

く
る
ま
く
る
ま

と
行
き
か
へ
る

な
に
し
か
菊
の
節
會
な
る
ら
む

〇
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
十
二
月
一
日
附
『
上
毛
新
聞
』
発
表
の
「
古
今
新
調
」
の
中
の
一
首

 
 

 
 

 

菊き
く

み
ち
も
せ
に
俥

俥

く
る
ま
く
る
ま

と
行ゆ

き
か
へ
る
今
日

け

ふ

し
も
菊き

く

の
節
會

せ

ち

ゑ

な
る
ら
む

〇
底
本
筑
摩
版
全
集
「
短
歌
・
俳
句
・
美
文
」
の
短
歌
パ
ー
ト
の
掉
尾
に
あ
る
「
『
草
稿
ノ
ー
ト
』『
書
簡
』

よ
り
」
の
本
歌
の
前
の
四
首
の
掉
尾

う
ら
ゝ
か
に
俥
俥
と
行
き
か
へ
る

け
ふ
し
も
年
の
初
會

は

つ

ゑ

な
る
ら
む
、



〇
本
歌
「
書
簡
」
書
簡
番
号
七
六
（
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
一
月
一
日
）

新
正

う
ら
う
ら
に
俥
俥
と
ゆ
き
か
へ
る
け
ふ
し
も
年
の
初
會

は

つ

ゑ

な
る
ら
む

朔
太
郎
、
後
年
の
白
秋
へ
の
賀
状
に
添
え
る
ほ
ど
だ
か
ら
、
よ
ほ
ど
の
自
信
作
で
あ
っ
た
に
違
い
な
く
、

四
つ
も
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
が
残
る
と
い
う
の
も
彼
の
短
歌
の
中
で
は
特
異
で
あ
る
。
但
し
、
私
は
上
手
い
短

歌
と
は
お
世
辞
に
も
思
わ
な
い
。
残
念
乍
ら
。
ご
め
ん
ね
、
朔
太
郎
―
―
］

＊ 
 

 
＊ 

 
 

＊

こ
の
寢
ぬ
る
都
の
空
に
夜
遠
く
す
り
鐘が

ね

き
こ
ゆ
火
事
か
あ
る
ら
し

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
昭
和
五
三
（
一
九
七
八
）
年
二
月
刊
の
筑
摩
書
房
版
萩
原
朔
太
郎
全
集
第
十
四
巻
の

「
補
遺
」
に
あ
る
『
短
歌
―
―
岸
と
め
子
送
別
會
』
と
標
題
す
る
一
首
。
初
出
は
昭
和
九
（
一
九
三
四
）

年
五
月
号
『
ご
ぎ
や
う
』（
歌
人
中
河
幹
子
（
中
河
与
一
妻
）
が
創
刊
し
た
女
性
文
芸
誌
。
後
に
歌
誌
「
を

だ
ま
き
」
と
な
る
）
。
岸
と
め
子
な
る
人
物
は
女
流
歌
人
（
国
立
国
会
図
書
館
の
書
誌
デ
ー
タ
内
の
『
短
歌

研
究
』
な
ど
の
目
次
に
名
を
見
出
せ
る
）
で
あ
る
以
外
は
詳
細
を
知
ら
な
い
。
こ
れ
以
外
に
、
同
巻
に
は

既
刊
全
集
分
に
追
加
さ
れ
た
短
歌
は
な
い
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊

綠
な
す
浪
の
江
の
島
夢
に
し
て
人
と
降
り
し
岩
屋
道
か
な

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
筑
摩
版
全
集
「
短
歌
・
俳
句
・
美
文
」
の
短
歌
パ
ー
ト
の
掉
尾
に
あ
る
「
『
草
稿

ノ
ー
ト
』
『
書
簡
』
よ
り
」
よ
り
。
こ
れ
は
昭
和
一
六
（
一
九
四
四
）
年
十
一
月
十
一
日
附
上
田
静
栄
宛
書

簡
（
昭
和
五
二
（
一
九
七
七
）
年
刊
筑
摩
書
房
版
全
集
書
簡
番
号
七
四
七
）
に
記
さ
れ
た
一
首
。
死
の
凡

そ
七
ヶ
月
前
の
短
歌
で
あ
る
。
但
し
、
「緣

な
す
」
と
あ
る
の
を
「
綠
な
す
」
に
直
し
、
最
後
の
読
点
を
除

去
し
た
。
以
下
に
、
書
簡
全
文
を
示
す
（
踊
り
字
「〱

」
は
正
字
化
し
、
誤
字
は
後
に
〔

〕
で
正
字
を

示
し
た
）
。

zvn04
ノート
ルビの「がね」は私のミス・タイプで、「ばん」が正しい。



 
 

 
＊

度
々
御
手
紙
や
御
詠
歌
を
い
た
ゞ
き
、
い
つ
も
感
慨
深
く
拜
見
し
て
居
り
ま
す
。
特
に
先
日
は
、
わ
ざ

わ
ざ
好
物
の
御
見
舞
ま
で
御
持
參
下
さ
れ
、
何
と
も
御
厚
情
御
禮
の
申
し
や
う
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

小
生
の
病
氣
も
、
風
邪
が
原
因
で
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
轉
化
し
て
紳
〔
神
〕
經
衰
弱
症
に
な
つ
て
し
ま

ひ
ま
し
た
。
今
で
は
生
理
的
に
大
し
た
異
狀
が
無
い
の
で
す
が
、
紳
經
衰
弱
が
烈
し
く
な
り
、
戸
外
に
出

る
事
が
非
常
に
恐
ろ
し
く
、
一
歩
も
病
室
か
ら
出
ら
れ
ま
せ
ん
。
人
に
逢
ふ
こ
と
は
絶
對
に
厭
や
な
の
で
、

家
人
で
さ
へ
も
、
用
事
以
外
の
場
合
は
で
き
る
だ
け
避
け
る
や
う
に
し
て
居
る
仕
〔
始
〕
末
で
す
。
い
つ

に
な
つ
た
ら
こ
の
病
氣
が
治
る
の
か
、
自
分
な
が
ら
到
底
解
り
ま
せ
ん
。
何
か
の
チ
ヤ
ン
ス
で
、
急
に
心

氣
一
轉
し
た
ら
、
明
日
に
で
も
治
る
や
う
な
氣
が
し
ま
す
が
、
今
の
所
我
な
が
ら
心
細
い
次
第
で
す
。
ど

う
も
自
分
の
考
で
は
、
こ
の
病
氣
の
原
因
に
は
、
桶
〔
樋
〕
口
一
葉
が
崇
〔
祟
〕
つ
て
ゐ
る
如
く
思
は
れ

ま
す
。
あ
の
退
屈
な
歌
を
何
百
首
と
な
く
、
後
か
ら
後
か
ら
と
持
ち
こ
ま
れ
た
の
で
、
そ
れ
が
妙
に
氣
に

な
つ
て
紳
〔
神
〕
經
を
病
み
出
し
た
の
が
、
病
氣
の
前
兆
の
や
う
に
思
は
れ
ま
す
。
も
つ
と
も
そ
の
時
既

に
紳
〔
神
〕
經
衰
弱
に
か
か
つ
て
居
た
の
で
、
原
因
と
結
果
が
逆
に
な
つ
て
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

御
手
紙
の
模
樣
で
は
、
貴
女
も
思
想
的
に
大
分
惱
ま
れ
て
居
る
御
樣
子
で
す
が
、
哲
學
書
に
親
し
ま
ら

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ら
」
は
衍
字
。
］
れ
る
こ
と
は
、
さ
う
い
ふ
際
に
大
へ
ん
結
構
と
存
じ
ま
す
。
僕
も

靑
年
時
代
に
は
、
い
は
ゆ
る
「
人
生
の
懷
疑
病
」
と
い
ふ
奴
に
か
か
り
、
疑
問
を
解
決
し
よ
う
と
し
よ
う

と
し
て
、
古
今
の
哲
學
書
を
片
つ
ぱ
し
か
ら
濫
讀
し
ま
し
た
。
お
影
で
、
プ
ラ
ト
ン
を
始
め
、
ニ
イ
チ
エ
、

ベ
ル
グ
ソ
ン
、
シ
ヨ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
、
カ
ン
ト
、
ゼ
ー
ム
ス
等
の
哲
學
大
要
に
通
じ
ま
し
た
が
、
結
局
何

も
得
る
所
は
な
く
、
も
と
の
默
〔
木
〕
阿
彌
に
終
り
ま
し
た
が
、
と
に
か
く
耽
讀
し
て
ゐ
る
中
だ
け
は
樂

し
み
で
し
た
。
つ
ま
り
そ
れ
だ
け
得
し
た
わ
け
で
し
た
。

こ
の
頃
よ
く
夢
を
見
ま
す
。
數
日
前
に
は
江
の
島
へ
遊
ん
だ
夢
を
見
ま
し
た
。
小
生
は
よ
く
色
彩
の
あ

る
夢
を
見
ま
す
が
、
江
の
島
の
風
景
が
天
然
色
映
畫
の
や
う
に
綺
麗
で
し
た
。

緣

〔
綠
〕
な
す
浪
の
江
の
島
夢
に
し
て
人
と
降
り
し
岩
屋
道
か
な
、

こ
ん
な
駄
歌
を
さ
め
て
作
り
ま
し
た
。

今
日
は
少
し
氣
分
が
好
い
の
で
手
紙
を
か
き
ま
し
た
。
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上
田
静
栄
（
旧
姓
友
谷

一
八
九
八
年
～
一
九
九
一
年
）
は
女
流
詩
人
。
大
阪
生
（
底
本
全
集
の
七
四
七

書
簡
注
で
は
山
口
県
生
と
す
る
）
。
京
城
（
現
在
の
ソ
ウ
ル
）
の
女
学
校
を
卒
業
後
、
文
学
を
志
し
て
上
京
。

田
村
俊
子
の
内
弟
子
と
な
っ
た
。
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
に
林
芙
美
子
と
の
二
人
誌
『
二
人
』
を
発

行
し
、
ま
た
、
岡
本
潤
や
小
野
十
三
郎
と
も
同
棲
す
る
な
ど
、
ダ
ダ
イ
ズ
ム
や
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
の
詩
人
た

ち
と
の
交
流
の
中
で
詩
を
書
き
始
め
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
『
薔
薇
・
魔
術
・
学
説
』
『
馥
郁
た
る
火
夫

よ
』
『
詩
と
詩
論
』
な
ど
で
活
躍
し
て
い
た
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ト
上
田
保
と
結
婚
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
へ
向

か
っ
た
。
代
表
作
は
第
一
詩
集
「
海
に
投
げ
た
花
」
（
昭
和
一
五
（
一
九
四
〇
）
年
）
。
以
上
は
関
富
士
子

氏
の
サ
イ
ト
「rain tree

」
の
「
金
属
と
鉱
石
の
打
軋
る
中
へ
―
上
田
静
栄
―
」
の
記
載
を
参
照
し
た
。

書
簡
中
の
「
桶
〔
樋
〕
口
一
葉
が
崇
〔
祟
〕
つ
て
ゐ
る
」
と
い
う
の
は
、
新
世
社
刊
の
「
樋
口
一
葉
全
集
」

第
五
巻
（
昭
和
一
六
年
十
月
刊
）
の
編
集
を
指
す
旨
の
注
記
が
底
本
と
し
た
筑
摩
版
全
集
に
あ
る
。
］

＊ 
 

 

＊ 
 

 
＊

は
か
な
し
や
病
ひ
醫
え
ざ
る
枕
べ
に
七
日
咲
き
た
る
白
百
合
の
花

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
筑
摩
版
全
集
「
短
歌
・
俳
句
・
美
文
」
の
短
歌
パ
ー
ト
の
掉
尾
に
あ
る
「
『
草
稿

ノ
ー
ト
』
『
書
簡
』
よ
り
」
よ
り
。
こ
れ
は
昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）
年
二
月
二
十
二
日
附
森
房
子
宛
葉
書

に
記
さ
れ
た
一
首
。
こ
の
約
三
か
月
後
の
五
月
十
一
日
に
朔
太
郎
は
肺
炎
の
た
め
死
去
し
た
。
享
年
五
十

七
歳
。
「
醫
え
ざ
る
」
は
マ
マ
（
底
本
全
集
校
訂
本
文
は
「
癒
え
ざ
る
」
と
訂
す
る
。
以
下
に
、
書
簡
全
文

を
示
す
（
「
中
野
區
江
古
田
町
、
四
ノ
一
五
九
六

森
房
子
樣
」
宛
。
ゴ
ム
印
に
て
「
世
田
谷
區
代
田
一
ノ

六
三
五

萩
原
朔
太
郎
」）

 
 

 

＊

御
見
舞
重
ね
て
あ
り
が
た
う
ご
ざ
い
ま
す
。

病
気
も
ま
だ
全
快
に
至
り
ま
せ
ん
が
、
気
候
あ
た
ゝ
か
に
も
な
ら
ば
温
々
起
床
で
き
せ
う
で
す
、
い
つ

も
御
芳
情
う
れ
し
く
。

は
か
な
し
や
病
ひ
醫
え
ざ
る
枕
べ
に
七
日
咲
き
た
る
白
百
合
の
花

 
 

二
月
二
十
二
日
、

 
 

 

＊

森
房
子
と
は
女
流
歌
人
で
朔
太
郎
の
全
集
書
簡
に
は
五
通
が
認
め
ら
れ
る
。

本
一
首
が
萩
原
朔
太
郎
の
現
存
す
る
最
後
の
短
歌
で
あ
る
。］

http://www.interq.or.jp/sun/raintree/rain31/moderngirls4.html


や
ぶ
ち
ゃ
ん
版
萩
原
朔
太
郎
全
歌
集

附
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注

完


